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大 会 ⻑ 挨 拶

日本哺乳類学会2024年度大会は、9⽉6日（⾦）から9日（⽉）の4日間、兵庫県⽴大学
神⼾商科キャンパスと神⼾⽂化ホール（公開シンポジウム等）を会場として開催されま
す。大会⻑として、大会実行委員会を代表して、会員の皆様にご挨拶申し上げます。

昨年、沖縄で開催された2023年度大会はコロナ禍にあって3年ぶりの対面で、しかも本
学会の100周年記念大会という節目の大会になり、熱量の高い活気あふれる大会となりま
した。2024年度大会は、沖縄大会に引き続いての対面の大会とし、皆さんの発表と議論
が活発になるようお手伝いさせていただきますとともに、魅力的な公開シンポジウムを
準備しています。

会場となる神⼾市は、古くから交通の要衝として栄えてきました。また瀬⼾内海に面
し、六甲山系やその北と⻄に広がる農村地域を有しており、豊かな自然環境にも恵まれ
ています。その一方で、分布を拡大する野生動物の都市への出没が脅威となっています。
いまや、アーバンワイルドライフの出現は、神⼾市に限らず全国的な課題となっていま
す。そこで、大会実行委員会は、公開シンポジウム「動物たちの反乱―市街地に出没す
る野生動物対策の現状と課題―」を企画しました。大会の主催地の神⼾市に出没する野
生動物（シカ・イノシシ・アライグマ）対策の講演のほか、昨年、大きな社会問題とな
ったヒグマやツキノワグマの出没、恒常的となったエゾシカ、ニホンザルの出没のほ
か、人口減少が進む日本の近未来を映し出す事例として、福島県帰還困難区域における
イノシシや外来種対策が報告されます。

発表申込数は沖縄大会と同数程度になる見込みで、たくさんの会員の皆様が参集され
ます。本学会の新たな歴史の1年目にふさわしい大会となるように努めます。

日本哺乳類学会2024年度大会 大会⻑
梶  光 一

（兵庫県森林動物研究センター所⻑）
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スケジュール

アクセスマップ

キャンパス・フロアガイド

大会参加者へのご案内 



９月６日（金曜日）　

会場名

101

102

103

104

105

201

202

103前廊下スペース

大学会館食堂

学術情報館

体育館

学内

９月７日（土曜日）　

会場名

101

102

103

104

105

201

202

103前廊下スペース

大学会館食堂

学術情報館

体育館

学内

・優秀発表賞応募ポスターのコアタイムは①（9:00–10:00）です。なお、優秀発表賞の発表および表彰は9月8日の授賞式にて行う予定です。

・ポスター会場の体育館は冷房がなく送風のみとなっており、大変な暑さが予想されるため、熱中症対策としてコアタイムを早朝と夕方に設定

しました。熱中症対策を十分にして参加をお願いします。

17 18 19 20

託児室開設

8 9 10 11 12 13 14 15 16

企業展示 9:00–18:00

休憩室・休憩スペース 9:00–18:00

受付・クローク 8:15–18:00 （クロークのみ 19:00まで） クローク

コアタイム①
9:00–10:00 ポスター発表 9:00–18:30 コアタイム②

17:30–18:30

OD-01～07
10:15–12:00

OD-08～15
13:00–15:00

F10: ネズミ古生態
15:15–17:15

OE-01～07
10:15–12:00

F11: 境界領域の理想
15:15–17:15

F12: シカ行動生態学
15:15–17:15

OB-01～07
10:15–12:00

OB-08～15
13:00–15:00

F08: 大型獣個体数
15:15–17:15

大会本部

OC-01～07
10:15–12:00

OC-08～15
13:00–15:00

F09: 辺境地調査
15:15–17:15

17 18 19 20
OA-01～07
10:15–12:00

OA-08～14
13:00–14:45

F07: 最新技術
15:15–17:15

8 9 10 11 12 13 14 15 16

15 16 17 18 19 20

受付・クローク 12:00–17:30

ポスター発表 14:00–17:30

託児室開設

8 9 10 11 12 13 14

企画・将来
12:00–13:00

F04: 糞の活用
15:15–17:15

F05: 中小型食肉目
15:15－17:15

F06: 咀嚼器形態
15:15－17:15

企業展示 12：00–17：30

休憩室・休憩スペース 12:00–17:30

レッドデータ
12:00–13:00

F02: マングース根絶
15:15–17:15

理事会
17:30–19:30

大会本部

英文誌
12:00–13:00

F03: 瀬戸内海島嶼
15:15–17:15

17 18 19 20
中小型食肉目作業部会

11:00–13:00
哺乳類保護管理委員会

13:00–15:00
F01: 大規模データ

15:15–17:15
若手交流会
17:30–19:30

8 9 10 11 12 13 14 15 16
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９月８日（日曜日）　

会場名

神戸文化ホール

ファミリー休憩
スペース

ホテル
クラウンパレス

*優秀発表賞の発表および表彰は授賞式にて行う予定です。

９月９日（月曜日）　

会場名

101

102

103

104

105

201

202

103前廊下スペース

大学会館食堂

学術情報館

体育館

学内

2014 15 16 17 18 198 9 10 11 12 13

企業展示 8:45–12:00

休憩室・休憩スペース
8:45–12:00

受付・クローク 8:15–12:00
（クロークのみ13:30まで）

クローク

ポスター発表 8:45–12:00

託児室開設

F15: 錯誤補捕獲防止
8:45–10:45

F16: 齧歯類の生態学
8:45–10:45

F21: 日本のMammalogy
11:00–13:00

F17: 都市食肉目8
8:45–10:45

F22: ニホンザルガイドライン
11:00–13:00

F18: インドシナ山岳
8:45–10:45

F23: 東南アジア化石
11:00–13:00

20
F13: カメラデータ

8:45–10:45
F19: 画像データと解析

11:00–13:00

F14: クマ軋轢軽減
8:45–10:45

F20: 長野クマ保護管理
11:00–13:00

大会本部

14 15 16 17 18 19

17 18 19 20

8 9 10 11 12 13

懇親会
 18:30–20:30

8 9 10 11 12 13 14 15 16

19 20

受賞講演
9:30–10:40

総会
10:50–12:00
授賞式＊

12:00–12:15

公開シンポジウム
13:30–17:00

神戸文化ホール内

13 14 15 16 17 188 9 10 11 12
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新大阪

大阪 ( 梅田 )

新神戸
Shin-Kōbe

新長田 ハーバーランド

三宮・花時計前
高速神戸

神戸

神戸空港
UKB

大阪 ( 伊丹 ) 空港
ITM蛍池

関西国際空港
KIX

学園都市
Gakuentoshi
[S14]

大倉山
Ōkurayama
[S05]

三宮
(三ノ宮 /神戸三宮 )
Sannomiya

東海道・山陽新幹線
Shinkansen

市営地下鉄西神・山手線
Subway

JR 線

JR 線

阪神 / 阪急

市営地下鉄
海岸線

空港リムジンバス
関空 - 神戸三宮 約 ��~�� 分

ポートライナー
神戸空港 - 三宮 約 �� 分

空港リムジンバス 伊丹空港 - 神戸三宮 約 �� 分 

神戸文化ホール

懇親会会場
ザ　マーカススクエア神戸

（ホテルクラウンパレス神戸内）

「学園都市駅」から
徒歩約10分 
Gakuentoshi Sta. ↔ Univ. of Hyogo 10 min. on foot 

Kobe Bunka Hall ↔ Banquet 15 min. on foot 

Okurayama Sta.  ↔ Kobe Bunka Hal 1 min. on foot 

Shin-Kōbe[S02] ↔ Gakuentoshi[S14]  25 min.
Sannomiya[S03] ↔ Gakuentoshi[S14]  22 min.
  by subway Sannomiya[S03] ↔ Ōkurayama[S05] 3 min. by subway

「大倉山駅」から神戸文化ホール
西１番出口　徒歩約1分 

神戸文化ホールから懇親会会場
徒歩約15分 

大会本会場 Main Venue
口頭発表・ポスター発表・自由集会・若手交
流会・各種委員会
▶兵庫県立大学神戸商科キャンパス
University of Hyogo Kobe Campus for Commerce

受賞講演・総会・公開シンポジウム
Award Lecture, General Meeting, Public symposium
▶神戸文化ホール　中ホール   Kobe Bunka Hall

懇親会 Banquet
▶ザ マーカススクエア神戸 (ホテルクラウンパレス 5F)
The  Marcus Square Kobe: Hotel Crown Palais Kobe 5F

学園都市駅

高速
神戸

JR
神
戸

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

兵庫県立大学
神戸商科
キャンパス

「学園都市駅」まで
新神戸駅から市営地下鉄で約25分 
三宮駅から市営地下鉄で約22分 「大倉山駅」まで

新神戸駅から市営地下鉄で約6分 
三宮駅から市営地下鉄で約3分

9/6・7・9 9/8

Ōk
ur
ay
am
a

[S0
5]

湊川
神社

Gakuentoshi
[S14]

Univ. of Hyogo

Kobe Bunka Hall

Banquet

アクセスマップ

大
倉
山
駅
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正門

体育館

教育棟 II

教育棟 II

体育館

学術情報館
学術情報館

大学会館（生協）

•口頭発表
•自由集会
•若手交流会
•企業展示
•各種委員会
•大会本部

•参加受付
•クローク

•ポスター発表•休憩
スペース

兵庫県立大学神戸商科キャンパス
University of Hyogo Kobe Campus for Commerce

N

キャンパス・フロアガイド

Reception desk
Cloak room

Library

Gymnasium

Education Build. II

Education Build. II

Oral sessions
Free meetings
Organized symposium
Exhibition booths
Council meetings
Headquarter of MSJ

Poster sessions
Break room

101

102104
103

105

WC WC

大会
本部

WC WC

201202

教育棟Ⅱ
２F１F

企
業
展
示
ス
ペ
ー
ス
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日本哺乳類学会 2024 年度大会の参加者へのご案内

１．大会概要

主 催：一般社団法人日本哺乳類学会
会 期：2024 年 9 月 6 日（⾦）〜 9 日（月）
会 場：兵庫県⽴大学神⼾商科キャンパス（神⼾市⻄区学園⻄町 8 丁目 2-1）

神⼾⽂化ホール（神⼾市中央区楠町 4 丁目 2-2）
大会スケジュール：
９月 ６日（⾦） ポスター発表、自由集会、各種委員会、理事会、

企画シンポジウム
９月 ７日（土） 口頭発表、ポスター発表（コアタイム）、自由集会
９月 ８日（日） 受賞講演、総会、授賞式、公開シンポジウム（神⼾⽂化 

ホール）、懇親会（ホテルクラウンパレス）
９月 ９日（月） ポスター発表、自由集会

２．参加者サポート

本大会は対面開催となります。大会に参加できるのは、大会参加費を納入 
した方のみです。自由集会のみでの発表であっても、大会参加費の納入が必
要です。聴講のみで発表の無い学部以下の学生は、参加費を無料とします
（事前参加申し込み不要）。大会当日に学生証提示の上、受付で申し込みを
行って下さい。

受 付

学術情報館１階に設置されており、以下の時間帯で受付業務を行います。 
９月６日（⾦） 12:00〜17:30
９月７日（土）  8:15〜18:00
９月９日（月）  8:15〜12:00

当日参加の方は、大会参加登録費をお支払いの上、大会参加証（兼領収証）
を受け取ってご入場下さい。大会参加登録費は一般会員 7,000 円、学生会
員 5,000 円、非会員 8,000 円、非会員学生 6,000 円です。大会参加証の
事前送付は行っておりませんので、事前登録された方は、大会参加証を受付
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でお受け取り下さい。会場内では、大会参加証を常にご呈示下さい。お支払
い頂いた大会参加登録費は、いかなる理由があっても返⾦できません。ご了
承下さい。

クローク

クロークは学術情報館１階の受付横で、以下の時間帯にご利用いただけま
す。お預けになられた荷物は、当日中に必ずお引き取り下さい。日を超えて
お預かりすることはできませんので、ご利用に際しては時間厳守をお願いい
たします。

９月６日（⾦） 12:00〜17:30
９月７日（土）  8:15〜19:00
９月９日（月）  8:15〜13:30

懇親会場（ホテルクラウンパレス）においてもクローク設置を予定してお
ります。上着などの衣類は、鞄等に入れてお預け下さい。貴重品は預けない
で下さい。紛失、破損等の責任を一切負いませんので、あらかじめご了承の
上、ご利用下さい。

休憩室

休憩室は大学会館食堂（生協）に設けます。ご利用下さい。

託児室

託児室利用の事前予約は、7 月 24 日で締め切りました。締切り後のお申
し込みには対応できませんのでご了承下さい。

食 事

兵庫県⽴大学構内の生協食堂は、夏期休暇中により以下のように営業時間
が短縮されておりますのでご注意ください。そのほかコンビニや飲食店は
大学周辺にはありませんが、市営地下鉄学園都市駅周辺ご利用ください。

９月６日 11:30〜13:30
９月７日 11:30〜13:30 
９月９日 11:30〜13:30
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９月８日（日）の会場である神⼾⽂化ホールは、周辺に飲食店やコンビニ
が少なく、15 分ほど移動する必要がありますのでご了承ください。 

休憩室（生協食堂）内以外の発表会場等では飲食は禁止です。昼食などは
休憩室内でお願いいたします。 

会場内のインターネット接続

ネットワーク接続の提供やサポートはしませんので，参加者でご準備くだ
さい。兵庫県⽴⼤学キャンパスは eduroam が利用可能です。 

駐車場

キャンパス内への車での入構は禁止されています。公共交通機関をご利用
ください。

３．注意事項

名札の着用

⼤会会場内では、受付時に配付する名札を必ず着用して下さい。受付前に
会場に⽴ち入ることはお控え下さい（各種委員会を除く）。懇親会でも名札
の確認を行います。

撮影等の禁止

未公表データの保護と著作権遵守のため、すべての発表会場で次のこと
を厳守して下さい。

口頭発表、自由集会、受賞講演、公開シンポジウムの会場における映写
スクリーンの撮影を禁止します。

ポスター発表会場におけるポスターの撮影を禁止します。ただし、ポスタ
ー発表者が自身のポスターを記録のために撮影するのはこの限りではあり
ません。
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なお、⼤会実行委員の記録担当者（腕章または名札をつけています）が
記録のため撮影することがあります。

喫煙について

キャンパス敷地内は全面禁煙です。

キャンパス内での宿泊および幕営の禁止

キャンパス内でテントを張るなどといった行為は一切できません。車中
泊を含め、キャンパス内での勝手な寝泊まりは、発見次第、通報されます。
堅く禁止しますので、参加者の皆様はご注意下さい。

ポスター会場（体育館）

ポスター会場である体育館に⼤規模な冷房設備がなく、室温が高くなる
ことが予想されます。できる限りの換気は行いますが、ハンディ扇風機やう
ちわ等を持参・活用を推奨します。

また、土足での体育館内への入室はできません。入り口に用意する貸出用
スリッパに履き替えてください。スリッパや体育館用シューズ（靴底の接地
面が白・アメ色・無色透明）をご持参いただいても構いません。

４．大会プログラムの要点

口頭発表、ポスター発表、自由集会、哺乳類学会若手交流会（⼤会企画・
将来構想委員会主催シンポジウム）は兵庫県⽴⼤学神⼾商科キャンパスで行
います。受賞講演、総会、授賞式、公開シンポジウムは、神⼾⽂化ホール中
ホールにて行います。

受賞講演

日本哺乳類学会学会賞と奨励賞の受賞講演を以下の日程で行います。 
９月 8 日（日）9：30〜10：40 

2024 年度学会賞 

川田伸一郎「染色体とモグラと標本と」 

8



2024 年度奨励賞 

鈴木 圭「モモンガ、マグロ、イワシ、そしてシカ」 

総会・授賞式

９月８日（日）神⼾⽂化ホールにて 10:50〜12:00 に総会、
12:00〜12:15 に授賞式（学会賞、功労賞、奨励賞、論⽂賞、優秀発表賞）
を行います。

公開シンポジウム

９月 8 日（日）13:30〜17:00 に神⼾⽂化ホールにて「動物たちの反乱―
市街地に出没する野生動物対策の現状と課題―」を開催します。本シンポ
ジウムはオンラインでのリアルタイム配信も予定しています。学会員及び
⼤会参加者は入場に際して申し込みは不要ですが、オンラインを希望する
方は、以下の神⼾市の申し込みシステム QR コードよりお申し込みをお願い
します。 

公開シンポジウムオンライン視聴申し込み→ 

大会企画・将来構想委員会主催哺乳類学会若手交流会（企画シンポジウム） 

本年度は、日々悩みながら葛藤する若手主体の「交流会」を以下の日程で
開催します。さまざまな会員と自由闊達に交流ができる「場」として、多く
の方々の参加を歓迎します。 

9 月 6 日（⾦）17:30〜19:30 
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懇親会

（※定員に達したため、当日の受付はありませんのでご注意ください。） 
懇親会は、9 月８日（日）18:30〜20:30 に神⼾ハーバーランド ホテルクラ 

ウンパレス内５F サ マーカススクエア神⼾会場 THEBALLROOM（神⼾市
中央区東川崎町 1 丁目 3−5）にて開催します。会場にはクロークを設けます
が、貴重品等はご自身で管理して下さい。紛失、破損等の責任を一切負いま
せんので、あらかじめご了承の上でクロークをご利用下さい。

懇親会は飲酒を伴います。未成年者の参加は原則禁止します。もし参加を
希望される場合は大会実行委員会にご相談ください。なお、保護者同伴の未
就学の参加は認めます。 

５．発表・講演

口頭発表・ポスター発表の演者は、学会員に限ります。発表（講演）をし
ない共同演者には非会員を含めることができます。言語は、日本語または英
語を使用して下さい。

口頭発表

会場に準備した PC（OS は Windows 11）を使用して PowerPoint ファイ
ル（PDF は不可、ソフトは MS Office PowerPoint 2021）を用いて発表し
て下さい。各ファイルは 20MB 以下のサイズに収め、事前に動作確認をし
ておいて下さい。大会本部（教育棟Ⅱ103 講義室）に併設されたファイル受
付でも動作確認できます。

発表者は、前日（9 月６日）17 時までに発表ファイルをファイル受付（大
会本部：教育棟Ⅱ103 講義室）へ提出して下さい。ファイル名を「演題番号̲
氏名.pptx」とし、USB メモリ（タイプ A のみ）に保存して提出して下さい。
動画ファイルにも同様に名前を付けて下さい（拡張子は異なる）。

発表時間は 1 題 14 分（発表 12 分、質疑応答 2 分）とし、途中 10 分で 1
鈴、12 分で 2 鈴、14 分で 3 鈴が鳴ります。演者の方は発表後に、次の演題
の座⻑をお願いします。対応が難しい場合は、共同研究者の方がお務めくだ
さい。なお、各会場の最初の演題の座⻑は実行委員会が担当します。 
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ポスター発表

横 90cm､縦 180cm のポスターボード、および画鋲を用意いたします。発
表者は、9 月 7 日の 9:00 までにご自身の発表番号が付されているボードに、
ご自身でポスターを貼ってください。9 日 12:00 までに必ず撤去し、お持ち
帰りください。それまでに撤去されなかったポスターは廃棄します。

ポスター発表のコアタイムは９月７日（土）の 9:00〜10:00（優秀発表賞
応募ポスター）と 17:30〜18:30（それ以外のポスター）の各 1 時間です。
発表者はコアタイムには必ずポスターの前に⽴って説明をして下さい。

優秀発表賞

優れたポスター発表には、日本哺乳類学会優秀発表賞規定により「優秀発 
表賞」を表彰します。優秀発表賞の受賞者は 8 日総会後の授賞式にて発表し
賞を授与致します。優秀発表賞への応募資格は以下の通りです。 

日本哺乳類学会員であること。 

研究歴（※１）が概ね 10 年未満の者。 

※1 ⼤会中に発表を行う「代表発表者（申込者）」についての研究歴です。
おおむね学部４年生からの在学・研究期間が 10 年未満であることを想定し
ています（専門分野は問いません）。これまでに出産・育児・介護や、研究
職以外への就職等で 6 週間以上の研究中断期間がある場合は、中断した年
度（中断期間が 6 週間でも当該年度 1 年間分）を差し引いた期間とします。
代表発表者が発表できなくなった場合は賞の対象にはなりません。

自由集会

液晶プロジェクタと PC 接続用ケーブル（原則 HDMI ケーブル。HDMI ケ
ーブルが用意できない部屋については企画者へ事前連絡します）を用意し
ます。PC は企画者側で用意して下さい。 
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6．その他

・エクスカーションは行いませんが、六甲山は、都市環境と野生動物の生息
地が隣接した山系です。登山道やケーブルカー、観光道路など充実した施設
がありますので、お楽しみいただければと思います。

・調査研究機器・出版物の紹介・販売などの企業展示ブースが設けられま
す。
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公開シンポジウム 



公開シンポジウム 
動物たちの反乱―市街地に出没する野生動物対策の現状と課題― 

Wildlife-Human Conflicts 
- Current measures and challenges for wildlife invading human area

2024 年 9 月 8 日（日） 神⼾⽂化ホール 中ホール 
共催：神⼾市・兵庫県⽴⼤学・兵庫県森林動物研究センター 

2023 年度はクマ類が⼤量に市街地に出没し⼤きな社会問題となりました。全
国的には、クマだけでなくイノシシやニホンジカ、ニホンザルによる市街地の出
没被害も多発しています。実はこうした出没は 10 年ほど前から深刻化しはじめ、
年々出没地域が拡⼤しています。なぜ今野生動物たちは本来の生息地を逸脱し、
人の生活圏に近づくようになっているのでしょうか。また、このような事態に対
して、だれがどのように対応を行っているのか現状を共有し、課題を話し合いま
す。 

趣旨説明 なぜ今、市街地に出没するのか？ 横山真弓（兵庫県⽴⼤学） 
講演 

１．神⼾市におけるイノシシ・アライグマ市街地出没対策、 
六甲山へのニホンジカ侵入防止対策 

岡部規恵  （神⼾市経済観光局農政計画課）  
2. 札幌市におけるヒグマ・エゾシカ出没対策

〜行政と⺠間事業者による連携と役割分担〜   
早稲田宏一 （NPO 法人 EnVision 環境保全事務所） 

3. ニホンザルの市街地出没とその緊急対応-山口県山口市の事例-
藏元武藏  （（株）野生動物保護管理事務所） 

4. 秋田県におけるツキノワグマ出没対応と体制づくり
     近藤麻実 （秋田県自然保護課） 
5. 福島県帰還困難区域におけるイノシシ・アライグマ・ハクビシン対策

橋本琢磨  （（一財）自然環境研究センター） 
パネルディスカッション―課題と今後の体制づくりに向けて― 

コーディネータ 横山真弓
パネリスト：講演者・宇賀神知則（環境省⿃獣保護管理室室⻑）
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公開シンポジウム 
趣旨説明 なぜ今、市街地に出没するのか？ 

Objective statement: why are wildlife now invading human areas? 

横山真弓（兵庫県⽴⼤学） 
Mayumi Yokoyama (University of Hyogo) 

近年発生している野生動物の市街地出没は、全国的に増加傾向にあることから、問題
は一時的あるいは例外的な現象ではなく、野生動物たちは、確実に森林地域から市街地
側に押し寄せてきていると考える必要があります。野生動物の出没要因は、動物種によ
って、また地域によって異なる部分もありますが、次の 3 つの要因は、各地で共通して
いると考えられます。 
1. 日本の野生動物は、1900 年代（昭和初期）までに絶滅の危機に瀕したため、捕獲規

制を軸とした保護政策が続けられた。その後、個体数は徐々に回復し、1980 年代に
はニホンジカ、2000 年代にはイノシシとニホンザル、2010 年代にはクマ類が個体
数の増加と分布拡⼤が顕著になった。個体数の増加への対応が遅れたことにより、
市街地まで分布を拡⼤させた。

2. 明治期における奥山での炭鉱・鉱物資源開発、及び里山での生活燃料確保のための
薪炭林利用により、全国的に森林のはげ山化が進んだ。これにより野生動物の生息
地は⼤きな影響をうけ、絶滅の危機を加速させた。しかし、1960 年代の燃料革命に
より、薪炭林の放棄が進み、中山間地域の過疎化により里山林の利用は激減、広葉
樹林が成⻑した。植林地としての森林もあるが、日本の国土の 70％を占める森林全
体としては、飽和している状態にあり、野生動物の生息地が拡⼤し、人里近くにま
で野生動物が生息可能になった。

3. 野生ほ乳類は学習能力が高いことにより、防除されていない農地や、人為的環境に
ある放棄果樹（カキやクリなど）などを発見すると繰り返し利用し、人里での採食
行動が定着する。人の生活圏近くで安全に採食できるようになると定着する場合も
あり、人の撤退した中山間地域では人為的環境の利用が加速した。

以上の３つの要因に加えて、特定の食物資源の凶作（ドングリなど）や放棄農耕地の
拡⼤、耕作作物の変化、人為的環境の藪化など複数の要因が重なることによっても出没
が深刻化していると考えられます。 

このような現状を踏まえて、地域と動物種に応じた人間側の体制を整えることが必要
ですが、共通している部分も多く、野生動物対策全体としての対応も必要な時期に来て
いるといえます。 
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公開シンポジウム 
神⼾市におけるイノシシ・アライグマの市街地出没対策、 

六甲山へのニホンジカ侵入防止対策 
Measures to prevent wild boar and raccoon from invading urban areas 

and sika deer from entering Mt Rokko 
 

岡部規恵（神⼾市経済観光局農政計画課） 
Norie Okabe（Agricultural Policy Planning Division Kobe City Government） 

 

国際港湾都市として海のイメージが強い神⼾市ですが、海沿いに広がる市街地の背後
には六甲山の山々が連なり、多数のイノシシが生息しています。登山やハイキングの途
中でイノシシに遭遇したり、山すその市街地に出没したりする風景も珍しいことではあ
りません。一方で、イノシシに出会いがしらに噛みつかれる、荷物を狙われて追突され
るなどの人身被害、ごみを荒らす、庭や花壇を掘り起こされる、糞で汚されるといった
生活環境被害に⻑年悩まされてきました。 

これらの被害の誘引要因となっているのが餌付けです。イノシシは人間から簡単に美
味しい餌をもらえると学習すると、自然の中で餌を探すことをやめ、市街地の餌場に執
着するようになり、やがて人馴れして被害を及ぼすようになります。 

神⼾市では、イノシシによる被害が多発していた状況を踏まえ、全国初のイノシシへ
の餌付けを禁止する条例を 2002 年（平成 14 年）5 月に施行。餌付け者への注意指導や
餌付けを禁止する区域の指定を行うこととし、さらにその後、条例を改正し違反者の氏
名公表など対策を強化してきました。 

また、イノシシの目撃情報や緊急時の通報を受け付ける専用の相談窓口「⿃獣相談ダ
イヤル」を設置し、出没情報・被害情報の収集、地元猟友会との連携による捕獲を行っ
ています。さらに、⺠間の警備会社と契約し、休日・夜間おける緊急時のイノシシの追
い払いを実施しています。 

これらの取り組みが功を奏し、近年のイノシシによる人身事故は 2014 年度（平成 26
年度）の負傷者数 45 名をピークに減少に転じ、ここ数年は数名程度で推移しています。 

そのほか、近年、急速に被害を広げているアライグマの捕獲対策や、全国的に森林荒
廃を引き起こし問題となっているニホンジカの定着防止対策などについても紹介しま
す。 

人間の生活領域に出没し、勢力を拡⼤する野生動物とどう向き合っていくのか。本市
の取り組みが解決の一助となることを願います。 
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公開シンポジウム
札幌市におけるヒグマ・エゾシカ出没対策 

〜⾏政と⺠間事業者による連携と役割分担〜 
Countermeasures of brown bear and Ezo sika deer in Sapporo City 

〜Cooperation and roles between local government and the private sector 

早稲田宏一 （NPO 法人 EnVision 環境保全事務所） 
Koichi Waseda (NPO, EnVision Conservation Office) 

人口 197 万人に及ぶ北海道最⼤の都市札幌市は、市域の南⻄部を中心に山地が広が
り、これら山地に源を発する河川の中・下流域に市街地が発展してきました。豊かな自
然に恵まれる反面、森林と市街地が直に接する景観構造もあり、ヒグマやエゾシカの市
街地への出没が⼤きな問題になっています。これに対して、札幌市では 2010 年度から
ヒグマやエゾシカが出没した際の現場対応に、札幌市の職員に加えて⺠間事業者の専門
家が同行する仕組みが導入されています。

現場対応の主体はあくまで札幌市になりますが、専門家はその知見と経験をもとに、
適切な判断と対策の実行を支援します。エゾシカが市街地に出没した際には、専門家が
現場の状況を確認し、できるだけエゾシカを興奮させないことに留意しながら、具体な
方策（見守り、追払い、捕獲等）を提案します。また、市職員や警察とも連携しながら
対策を実行し、捕獲の際には麻酔を取り扱います。 

ヒグマが出没した場合は、まずは専門家を中心に情報の真偽を判断し、ヒグマと確認
された場合は、出没理由の特定や個体を識別するための情報収集に努めます。個体の識
別には DNA 分析の技術も導入されており、市街地周辺のヒグマの生息状況と出没の関
係が徐々に明らかになっています。また、捕獲が必要な場合は、猟友会員で組織するヒ
グマ防除隊とも連携しながら、その対応を支援します。出没時以外にも、生息状況の調
査や普及啓発活動（小中学校への授業）等を行い、幅広い側面から出没対策を支えてい
ます。 

一方、行政（札幌市）内部でも専属（≠専門）職員が配備されることで、現場対応の
レベルが向上するとともに、情報発信や市⺠対応の充実が図られてきました。また、対
策方針を取りまとめた市独自のヒグマ基本計画も策定され、計画に基づいた各種施策が
推進されています。

本発表では、行政と⺠間事業者が連携した市街地出没対策の取組みを紹介し、両者
の役割分担や対策を進めていく上でのポイントについて考えます。 
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公開シンポジウム 
ニホンザルの市街地出没とその緊急対応-山口県山口市の事例-

Urban invasion by Japanese macaques and emergency response:
the case of Yamaguchi City, Yamaguchi Prefecture 

藏元武藏（（株）野生動物保護管理事務所） 
Musashi Kuramoto（Wildlife Management Office Inc.） 

現在、ニホンザル（以下「サル」という。）による農業被害は、近年減少傾向にある
ものの、いまだ７億円程度の高い水準で推移しています。加えて、被害⾦額に算入され
ない自家消費用の農作物被害も多く、地域住⺠の心理的負担が増⼤しています。また、
人の生活圏への進出が進み、家屋への浸入をはじめとする生活環境被害や、人身被害が
恒常的に発生しています。 

このような現状の中、近年、新たなサル問題として、ハナレザルが市街地に出没し、
農業・生活環境被害に加え、人身被害が発生し、重⼤な社会問題となっています。この
ように、普段サルが出没することのない地域に出没することにより、農業被害や生活被
害、人身被害が突発的に生じることは⼤きな問題であり、同時に住⺠にとっては被害へ
の不安や不快感といった精神的な問題が発生します。また、行政の⽴場からしても、こ
のような問題について緊急的に不慣れな対応を強いられるだけでなく、問題解決に至る
まで通常の一般業務に支障をきたす場合もあります。 

サルは本来、複数頭の雌雄で構成された「群れ」で生活し、決まった行動範囲を遊動
します。サルは⺟系社会のため、群れの中のメスには⾎縁関係が存在しており、原則、
生まれた群れから一生離れることはありません。一方、オスは成⻑すると生まれた群れ
を離れ、単独または数頭で行動する「ハナレザル」となり、他の群れを探して広いエリ
アを遊動します。ハナレザルは、サルの非交尾期である４月〜９月に群れから分散しハ
ナレザル化するため、この時期、市街地周辺に定着し、人身被害まで発展することが稀
にあります。

本講演では、山口県山口市で発生したハナレザルの市街地出没及び人身被害において
緊急対応を行った事例を紹介します。主な被害内容は人身被害で、20 日間で計 66 名に
もおよぶ被害者が出ましたが、行政の方の適切な情報収集と役割分担、地域住⺠の協力
もあって加害個体を捕獲でき、問題は⻑期化せず解決しました。この問題を解決できた
具体的な対応方法についてご紹介します。 
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公開シンポジウム 
秋田県におけるツキノワグマ出没対応と体制づくり 

Measures against black bear incursions into human areas and 
the establishment of the black bear management system in Akita 

Prefecture. 

近藤麻実 （秋田県自然保護課） 
Mami Kondo (Nature Conservation Division, Akita Prefecture) 

 2023 年、秋田県のクマの出没件数はこれまでの⼤量出没年を⼤幅に超え、人身被害
や農作物被害は過去最悪、捕獲数も過去最多となりました。特に 9〜10 月の出没が多
く、年間の出没件数が過去最多だった 2019 年を、2023 年は 10 月の 1 か月だけで上
回るという、誰もが予想し得なかった極端な状況でした。 

 この超・⼤量出没とも言える状況にどうしても耳目が集まり、県内外から様々な声
が寄せられましたが、秋田県はクマ対策を何もやってこなかったわけではありませ
ん。2016 年の人身死亡事故や 2019 年の市街地出没対応中の事故などを経て、徐々に
体制を整備し、ひとつずつ対策を積み重ねてきています。 

出没対策としては、放置果樹の伐採や農地への電気柵の設置、薮の刈り払いといっ
た、クマを人の生活圏に寄せ付けない対策が重要です。秋田県でもそれらの取り組み
は進めていますが、同時に、出没してしまった場合への備えも非常に重要です。秋田
県では 2020 年から専門職員を採用し、クマの生態や対策に関する正しい知識の普
及、各地域における対策指導・サポートなどに加えて、市街地出没に関する対応指針
を作成し想定訓練を実施してきました。出没対応にあっては、対応にあたる関係者が
クマや各種法令に関する正しい知識を持っていなければ、安全かつ法的瑕疵なく事態
を収束させることは難しいでしょう。また、顔の見える関係性を構築しておくことも
必要です。2023 年は県内各地で毎日のように関係者が出没対応に追われましたが、そ
の中で対応中の事故や法的な問題が一件も発生しなかったのは、関係者全員の努力と
訓練の成果だと考えています。

 人口減少が進む社会にあっては、これからもどんどん人と野生動物との距離は縮ん
でいく一方だと推測されます。野生動物の市街地出没も増加するでしょう。出没させ
ない対策と出没した場合への備え、両輪で体制を整えていく必要があると考えます。 
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公開シンポジウム 
福島県帰還困難区域における 

イノシシ・アライグマ・ハクビシン対策
Measures to invading wild boars, raccoons and civets 

in the restricted area in Fukushima Prefecture 

橋本琢磨 （一財）自然環境研究センター 
Takuma Hashimoto (Japan wildlife research center) 

 2011 年 3 月 11 日に東日本を襲った震災から 13 年が経過しました。多くの地域で
は復興が進み日常を取り戻していますが、福島県双葉郡を中心とした 7 市町村には、
震災に起因する福島第一原子力発電所の事故により、今なお避難指示が解除されない
帰還困難区域があります。同区域では⽴ち入りが制限されており、地域住⺠による営
農や野生⿃獣対策が実施できない状況にあります。 

環境省では、帰還困難区域の住⺠の帰還準備や帰還後の生活、及び地域経済の再建
に支障を来さないよう野生⿃獣を管理する事を目的として、イノシシ・アライグマ・
ハクビシンの捕獲等を進めてきました。事業開始当初は、現地の視察やアンケート調
査等により野生⿃獣の生息状況を把握し、対策の方法を検討しました。その結果、人
がいなくなった区域内では、イノシシ等が農地を破壊し、家屋に侵入する等の甚⼤な
被害をもたらしており、住⺠の一時帰宅にすら支障がある状況が明らかになりまし
た。そこで 2013 年度からはイノシシの捕獲を、さらに 2016 年度からはアライグマ・
ハクビシンの捕獲を開始しました。2018 年度以降はイノシシ用わな 300 基以上、アラ
イグマ・ハクビシン用わな 180 基以上が設置され、精力的な捕獲を続けてきました。

⻑年に亘る捕獲、そして除染等による環境整備の進捗、更に豚熱の流行もあり、帰
還困難区域内のイノシシ・アライグマ・ハクビシンの CPUE は低下し、震災直後のよ
うな至る所で⿃獣による被害が生じている状況は見られなくなりました。こうした事
業の成果を評価するため、自動撮影カメラを使用した調査や GPS テレメトリーによ
る、個体群の動向等に関する解析を試みています。 

帰還困難区域内で進められてきた⿃獣対策は極めて特殊であり、他地域の参考には
なり難いかもしれません。しかし本事業では、人がいなくなった事に起因し野生⿃獣が
急激に市街地に侵入し日中から闊歩していた状態から回復するため、多⼤な努力を要し
た過程が記録されました。こうした記録は今後の⿃獣管理を考える上で重要な示唆を与
えうると考えます。 
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受賞講演 



日本哺乳類学会 2024 年度学会賞受賞記念講演 

染色体とモグラと標本と 
Chromosome, mole and specimen 

川田伸一郎 （国⽴科学博物館・動物研究部） 
Shin-ichiro Kawada (Department of Zoology, National Museum of Nature and Science) 

 僕と哺乳類学の出会いは弘前⼤学理学部生物学科の卒業研究で，小原良孝先生の第
二講座（系統及び形態）に所属した時から始まる．「ネズミかコウモリかイノシシから
選びなさい」と研究テーマについて話があり，「ネズミを選べば北海道でフィールドワ
ークができる」との情報を得て，僕はヤチネズミ類の染色体比較というテーマで研究
を始めることになった．⼤学院修士課程では対象動物の変更を迫られ，ヒミズとヒメ
ヒミズの染色体について比較研究をやることになった．これ以降一貫してモグラ科食
虫類の研究を続けている．

最初に染色体研究に手を染めたのは幸運だった．実験手法はとっても面倒だが，誰
もやりたがらないため新知見を得放題．染色体を観察するためには生きている細胞が
必要なので，どうしても野外で生きている動物個体を捕獲する必要がある．十分な材
料を得るためには，その動物がどんな環境を好み，どのような場所にワナを仕掛けれ
ばよいか理解する必要がある．おまけに僕が弘前時代に染色体を調べたヤチネズミ類
やヒミズ類は，いずれも種同定に⻭の特徴を調べる必要もあったので，頭骨標本を作
製するなどの作業も必要だった．動物研究の基本的なところが全部詰まっていると，
僕は今でも思うのである． 

 修士課程修了後の進路について何も考えていなかった僕は，一年間のブランクを経
て，名古屋⼤学の織田銑一先生の研究室に入門．博士課程で本格的にモグラ類の染色
体研究を始めることになる．この年から哺乳類学会に入会し，群馬⼤会がデビューだ
った．皆さん自由な服装で楽しそうに哺乳類について語り，群馬県⽴自然史博物館の
駐車場で車中泊する⼤勢の会員との集い．学会ってこんなに楽しいものだったのかと
初めて知った．研究の進め方も海外へモグラを採集に行くなど規模が拡⼤し，捕獲記
録すらほとんどないアジアのモグラの染色体については，簡単に論⽂ネタにできるも
のだった．織田先生からは 10 か月のロシア滞在も斡旋していただき，この間の博物館
での標本調査によって僕は「比較形態」というもう一つの武器を得て，本格的にモグ
ラの分類を考えるようになった．新種として記載した 2 種と，ミズラモグラを新属記
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載したのが，たぶん最⼤の成果だろうと思う．そのほかロシアの博物館で観察したア
ルタイモグラの頭骨約 1800 点で⻭の変異を調べた論⽂などあるが，このころから
「日本にもかようなコレクションを」の目標に向けて，標本作製に尽力するようにな
っていく．

 たぶん哺乳類学における僕の価値は，この標本作業を徹底的にやってきたことだろ
う．2005 年に国⽴科学博物館に職を得て，標本収集活動はエスカレートした．クリハ
ラリス，ヌートリア，ニホンカモシカ，アマミノクロウサギなど膨⼤な死体を様々な
研究機関から受け入れるイベントが続き，博物館のコレクションは日々成⻑を続けて
いる．
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日本哺乳類学会 2024 年度奨励賞受賞記念講演 

モモンガ、マグロ、イワシ、そしてシカ
Flying squirrels, tunas, small pelagic fishes, and deer 

鈴木 圭 （森林総合研究所九州支所） 
Kei Suzuki (Forestry and Forest Products Research Institute, Kyushu Research Center) 

タイトルの動物たちは、私のこれまでの研究対象である。⽂字にして並べると哺乳
類は半分だけだが、研究期間はモモンガが 9 年、マグロが 2 年、イワシが 3 年、そし
てシカが 6 年目になる。年数でみれば 4 分の 3 は哺乳類の研究をしているので、胸を
張って「哺乳類学者です」と言いたい。ただ、研究対象の移り変わりからわかるよう
に、一貫した研究テーマというのが明確ではない。無理矢理括るならば、「人と野生動
物の関係」くらいだが、この便利な括りは私のキャリア形成に⼤きく役⽴った…かも
しれない。 

私は学位取得までニホンモモンガとエゾモモンガの生息地保全をテーマに研究を進
めた。当時、ニホンモモンガの研究は全く進んでおらず、どこにいるのか？何を食べ
ているのか？そんなこともわかっていなかった。しかし、調べていくと意外なことに
本種は人工林を好むことがわかり、人工林管理が生息地保全に重要であると提案し
た。一方、エゾモモンガは帯広市の市街地林や⼤学のキャンパス内にも棲んでいた。
そういった環境では開発の影響を受けやすいため、巣の選択性や滑空移動に利用する
樹木などを調べ、本種の生息を考慮した市街地林管理について論じた。両種とも夜行
性の樹上生活者であるため見かける機会は少ないが、意外にも人の手が加わった環境
に棲む動物といえる。 

学生生活が終わり、最初に就職したのは水産総合研究センター（現、水産研究・教
育機構）だった。研究等支援職員として入所し、後に任期付き研究員となったが、こ
の間マグロとイワシの研究に従事した。ここでの研究の詳細は省くが、ここで得た統
計解析やデータ管理の技術、そして資源管理の知識なしには、その後のシカの研究を
進めることができなかったことは間違いない。 

次の所属は現在の森林総合研究所で、シカの個体群管理について研究している。最
初の頃は前職で得た技術と知識を基に、九州のシカの個体群動態の推定と捕獲の効果
について検証した。その過程で、メスの捕獲が個体群を効果的に縮小させることがわ
かったため、現在はメスの効率的な捕獲方法について研究している。 
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ここまで私の研究歴について紹介したが、「なぜ突然、魚の研究を？」と疑問に思っ
た方も多いと思う。就職してから幾度となく聞かれたし、就活の面接でも必ず聞かれ
た。当時の心情としては「とにかく入れる所に入って研究を続けないと…」という焦
りが強かったが、口では「人と野生動物の関係に興味があって、水産業は人と野生動
物の関係の歴史そのものだと思うから」と答えた。興味があったことは本当である。
その答えが効いたのかどうかはわからないが、今日まで無事に研究を続けてくること
ができたし、この度奨励賞に選出して頂くこともできた。若手研究者の就職は引き続
き困難で、やりたい研究を継続できない方も多いと思う。でも、今までと違う研究を
始めることでわかることや技術の習得があるかもしれない。その場その場を楽しんで
研究を続けて欲しい。 
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大会企画・将来構想委員会主催 
哺乳類学会員若手交流会 

（企画シンポジウム） 



大会企画・将来構想委員会主催シンポジウム 

哺乳類学会員若手交流会 

中島啓裕・東出⼤志（⼤会企画・将来構想委員会） 
寺田知功・勝島日向子（哺乳類学会員若手有志） 

【背景と目的】 
これまで哺乳類学会では，複数回にわたって哺乳類学会員のキャリアパスに関する

シンポジウムを行ってきた．これまでの企画は，ある程度のキャリアを積めた「成功
者」にお話しいただくスタイルだった．しかし，若手に必要なのは，しばしばセレク
ションバイアスがかかったベテラン研究者のお話だけではなく，現在進行形で日々の
研究や業務，日常に追われている現役世代の「生の声」だろう．また多様なバックグ
ランドをもつ哺乳類学会員がいることを考えると，少数の登壇者の経験談を伺う機会
だけでなく，さまざまな会員と自由闊達に交流ができる「場」を設けることも意味の
あることである．そこで本年度の企画シンポジウムでは，日々悩みながら葛藤する若
手主体の「交流会」を開催する．この機会を通じて，哺乳類学の第一線を走る研究者
や，学んだ知識や経験を生かして社会で活躍されている行政や⺠間の方々と交流して
いただきたい．あるいは，他⼤学の⼤学院生と交流して，自分の所属する研究室を相
対視する機会にしてもよいかもしれない．なお，事前に参加を承諾いただいた方のリ
ストを⼤会ホームページの企画シンポジウムのページにおいて随時更新する予定であ
る．この中に，どうしても面談したい人がいる場合は，⼤会ホームページを通じて事
前に希望を出すことも可能である．多くの方々にご参加いただきたい．なお，本シン
ポジウムは，⼤会企画・将来構想委員会（担当：中島啓裕・東出⼤志）と哺乳類学会
員若手有志（寺田知功・勝島日向子）が共同で企画・運営するものである．
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⾃ 由 集 会



9 月 6 日 15:15〜17:15 

101 講義室 

F01  大規模データから解き明かす哺乳類の生態 

飯島 勇人 1, 日野 貴文 2, 土井 寛大 1, 大橋 春香 1, 松本 悠貴 3,4（1 森林総研, 
2 道総研エネ環地研, 3 アニコム先進医療研究所株式会社, 4 麻布大学） 

102 講義室 

F02  奄美発！世界初！不可能と言われた根絶事業 
：奄美大島マングース防除事業 

浅野 真輝 1, 阿部 愼太郎 2（1 自然環境研究センター, 
2 環境省奄美群島国立公園管理事務所） 

104 講義室 

F03  瀬⼾内海島嶼における哺乳類の独自性と複雑性 

石塚 真太郎 1, 栗山 武夫 2（1 福山大学生物科学科, 
2 兵庫県立大学自然・環境科学研究所） 

105 講義室 

F04  糞を活用した哺乳類研究 

榎本 孝晃 1, 井上 輝紀 2, 嶌本 樹 3, 兼 祐翔 4, 井上 英治 5（1 岩手連大, 
2 京都大学, 3 日本獣医生命科学大学, 4 東京大学, 5 東邦大学） 
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201 講義室 

F05  「日本の中小型食肉目は今」…これからの保護管理に向けて 

塚田 英晴 1, 關 義和 2, 淺野 玄 3, 村上 隆広 4（1 麻布大, 2 玉川大, 3 岐阜大, 
4 ヤマザキ動物看護大） 

202 講義室 

F06  哺乳類の咀嚼器形態の統合的理解を目指して 

伊藤 海 1,矢野 航 2, 久保 ⻨野 1（1 東京大・新領域創成科学研究科, 2 防衛医大） 
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9 月 7 日 15:15〜17:15 

101 講義室 

F07  最新解析技術で挑む、どこに・どんな個体がいる？ 
効果的な保護管理への応用可能性を探る！ 

小坂井 千夏, 秦 彩夏（農研機構） 

102 講義室 

F08  大型獣の個体数管理〜陸と海の異種交流会〜 

服部 薫 1, 松浦 友紀子 2, 池田 敬 3（1 水産研究・教育機構, 2 森林総合研究所, 
3 信州大学） 

104 講義室 

F09  辺境の地での調査〜希少大型哺乳類の生態に迫る〜 

坪田 敏男 1, 大沼 学 2, 木下 こづえ 3（1 北大・獣医, 2 国環研・生物多様性領域, 
3 京大・アジア・アフリカ地域研究） 

105 講義室 

F10  ネズミの古生態学：化石記録と同位体分析から進化史を考える 

⻄岡 佑一郎 1, 日下 宗一郎 2, 木村 由莉 3 

（1 ふじのくに地球環境史ミュージアム, 2 東海大・人文, 3 国立科学博物館） 

31



201 講義室 

F11  人間と野生哺乳類の境界領域の理想のあり方を描こう 

立脇 隆文 1, 辻 大和 2, 斎藤 昌幸 3, 江成 広斗 3（1 人間環境大, 2 石巻専修大, 
3 山形大） 

202 講義室 

F12  哺乳類の行動生態学：ニホンジカ（Cervus nippon） 

高田 隼人 1, 中村 圭太 2, 成瀬 光 1（1 東京農工大学, 2 富士山科学研究所） 
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9 月 9 日 8:45〜10:45 

101 講義室 

F13  自動撮影カメラ画像のオープンデータベースの構築 
：進捗報告と将来の展望 

中島 啓裕 1, 深澤 圭太 2, 寺山 佳奈 2, 安川 雅紀 3（1 日本大学, 2 国立環境研究所, 
3 東京大） 

102 講義室 

F14  クマ類との軋轢を軽減するための捕獲と分布管理 
〜指定管理⿃獣制度をうまく活用するために〜 

小林 喬子 1, 釣賀 一二三 2, 白根 ゆり 2, 近藤 麻実 3, 小坂井 千夏 4,  
山﨑 晃司 5, 中川 恒祐 6, 澤田 誠吾 7（1 自然環境研究センター,  
2 北海道立総合研究機構, 3 秋田県自然保護課, 4 農研機構, 5 東京農業大学, 
6 野生動物保護管理事務所, 7 島根県） 

104 講義室 

F15  錯誤捕獲の発生防止対策を考える 

八代田 千鶴 1, 小坂井 千夏 2, 荒木 良太 3（1 森林総研関⻄, 2 農研機構, 3 自然研） 
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105 講義室 

F16  齧⻭類の生態学 2024 種内変異―染色体から個性 

坂本 信介 1, 島田 卓哉 2, 齊藤 隆 3, 田村 典子 4（1 宮崎大・農,  
2 森林総研・つくば, 3 北大・フィールド科学センター, 4 森林総研・多摩） 

201 講義室 

F17  都市における食肉目動物研究 8： 関⻄地域の都市食肉目動物 

金子 弥生 1, 天池 庸介 2, 渡辺 茂樹 3（1 東京農工大学, 2 北海道大学, 3ASWAT） 

202 講義室 

F18  インドシナ山岳部における哺乳類の種多様性 

本川 雅治（京都大） 
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9 月 9 日 11:00〜13:00 

101 講義室 

F19  哺乳類の個体数調査における画像データと画像解析の利活用 
 

前田 ひかり 1, 金治 佑 1, 佐々木 裕子 1, 堀本 高矩 2, 小林 希実 3,4, 林 耕太 5, 
服部 薫 1（1 水産研究・教育機構, 2 稚内水試, 3 美ら島財団, 4 美ら海水族館,  
5 山梨県森林総合研究所） 

  

102 講義室 

F20  ツキノワグマ保護管理の現場と研究者の連携：⻑野県東部から 
 

山本 俊昭 1, 玉谷 宏夫 2（1 日獣大, 2 NPO 法人ピッキオ） 

  

104 講義室 

F21  哺乳類学がなかった時代の日本の Mammalogy 
：僕が知っているクロウサギのことなど 
 
安田 雅俊 1, 川田 伸一郎 2（1 森林総合研究所九州支所, 2 国立科学博物館） 
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201 講義室 

F22  特定⿃獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（ニホンザル編） 
改定版策定の経緯と今後の課題 

山端 直人 1, 森光 由樹 1, 清野 未恵子 2, 清野 紘典 3, 宇野 壮春 4 

（1 兵庫県立大学, 2 神⼾大学, 3 株式会社野生動物保護管理事務所,  
4 合同会社東北野生動物保護管理センター） 

202 講義室 

F23  化石哺乳類が語る東南アジアの環境史 

富谷 進 1, 高井 正成 2（1 京大・ヒト行動進化研究センター, 2 京大・総合博物館） 
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自由集会発表

F01    大規模データから解き明かす哺乳類の生態 

飯島 勇人 1, 日野 貴文 2, 土井 寛大 1, 大橋 春香 1, 松本 悠貴 3,4 

（1 森林総研, 2 道総研エネ環地研, 3 アニコム先進医療研究所株式会社, 4 麻布大学） 

近年、様々な生物種に関する種々のモニタリングデータが大量に蓄積され、一部は公開も進んでいる。
モニタリングデータの例として、国や都道府県で収集している特定の哺乳類種の在不在や相対密度指標、
特定の哺乳類種の塩基配列などがある。このような大規模データは、小規模データには含まれない情報が
含まれており、哺乳類の生態を解き明かす上で有用であると考えられる。しかし、データが大規模になる
と、小規模データで適用できた手法がそのままでは適用できないことがある。また、同じ時間、場所で複
数のデータが得られるようなモニタリングデータの場合、多くの統計的手法で要求されるデータの独立性
が満たされない。そのため、大規模データに魅力を感じながらも、その利用に二の足を踏んでいる方が少
なくないと予想される。そこで本集会では、哺乳類に関するさまざまな大規模データを活用して哺乳類の
生態の解明に迫る研究を紹介し、哺乳類学の研究における大規模データの利用を促進することを目的とす
る。

- 疎な複数データからヒグマの個体群動態に迫る：日野貴文（道総研エネ環地研）・飯島勇人（森林総
研）・間野勉・釣賀一二三・白根ゆり・三浦一輝（道総研エネ環地研） 

- 採集記録と哺乳類、環境データの統合で迫るマダニ-哺乳類宿主関係：土井寛大（森林総研）
- 全国糞塊データを補正して見えるニホンジカの密度勾配：大橋春香（森林総研）
- 大規模塩基配列情報を希少ヤマネコ類の保全に活用する：松本悠貴（アニコム先進医療研究所株式会

社・麻布大学） 
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自由集会発表  

F02  奄美発！世界初！不可能と言われた根絶事業：奄美大島マングース防除事業 

浅野 真輝 1, 阿部 愼太郎 2 

（1 自然環境研究センター, 2 環境省奄美群島国立公園管理事務所） 

 

フイリマングース（Urva auropunctata）は、ハブやネズミ類の被害対策として、1910 年に沖縄島、
1979 年前後に奄美大島に放獣された。奄美大島では、放獣から 10 年後の 1989 年より奄美哺乳類研究会
による生態系への影響調査が開始され、在来種の捕食等の生態系への影響が明らかになった。2005 年度に
外来生物法によりマングースが特定外来生物に指定されるとともに、本法に基づく防除事業が開始され、
防除を担う奄美マングースバスターズ（AMB）が結成された。環境省と AMB による継続的な防除によ
り、2018 年 4 月の捕獲を最後にマングースの生息が確認されなくなり、2024 年秋には奄美大島からのマ
ングース根絶の成否が判断される見込みである。防除事業開始から約 20 年間、様々な工夫を凝らして幾多
の試練を乗り越え、世界にも類を見ない成果を上げようとしている。本集会では、奄美大島におけるマン
グース防除事業の歩み、対策の成果と教訓の振り返り、根絶評価に向けた根絶確率算出モデルの構築の紹
介を通し、これからの国内外における外来種対策に向けて、奄美大島のマングース対策はなぜうまくいっ
たのかを掘り下げていきたい。 

 
①奄美マングースバスターズと防除事業の歩み 
 浅野真輝 1・松田維 1 2・後藤義仁 1 2・阿部愼太郎 3 

②奄美大島におけるフイリマングースの根絶確率 
 深澤圭太 4・佐藤拓真 5 3・城ヶ原貴通 5・川本朋慶 1・諸澤崇裕 1 6・橋本琢磨 1・ 
 浅野真輝 1・松田維 1 2・後藤義仁 1 2・細川伸 1 2・中田勝士 3 7・福原亮史 7・石井信夫 8・ 
 亘悠哉 9・石田健 10・山田文雄 5・阿部愼太郎 3 

③世界の外来種対策のランドマークへ：奄美大島のマングース対策の成果と教訓 
 亘悠哉 9 

④奄美大島のマングース対策はなぜうまくいったのか 
 石井信夫 8・橋本琢磨 1 

 
1 自然環境研究センター、2 奄美マングースバスターズ、3 環境省、4 国立環境研究所、5 沖縄大、6 東京農

工大、7 南⻄環境研究所、8 東京女子大、9 森林総合研究所、10 元・東京大 
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自由集会発表

F03    瀬⼾内海島嶼における哺乳類の独自性と複雑性 

石塚 真太郎 1, 栗山 武夫 2 

（1 福山大学生物科学科, 2 兵庫県立大学自然・環境科学研究所） 

周辺大陸から地理的に隔離された島嶼は、ガラパゴス諸島などの海洋島が「進化の実験場」と形容され
るように、そこに棲む生物に独自の進化をもたらす。わが国でも、本土からの隔離の程度が大きい屋久島
や奄美・沖縄諸島を主な舞台とし、様々な哺乳類の独自性に関する研究が展開されてきた。他方これらの
島嶼と⽐べると、世界有数の多島海である瀬⼾内海の島嶼において、哺乳類の独自性の実態やその進化は
⼗分に明らかにされていない。また、瀬⼾内海の島嶼に注目し、複数の生物学的アプローチから多角的に
哺乳類の進化が論じられた例はほとんどない。瀬⼾内海の島嶼の個体群は、氷期には本土とつながってい
たことや、現在では本州や四国本島との地理的距離が短いことから、本土の個体群との交流の程度が大き
い点で特徴的であり、島嶼化だけでは説明がつかない哺乳類の独自性や複雑性が認められる可能性があ
る。 

本集会では瀬⼾内の豊かな島嶼を舞台とし、形態・遺伝・生態などの視点から島嶼における哺乳類の独
自性や複雑性について紹介する。そこから瀬⼾内の哺乳類研究の魅力を会場と共有するとともに、今後の
瀬⼾内をモデルとした島嶼哺乳類学の展望について議論したい。 

プログラム 
1. 栗山 武夫 (兵庫県立大学自然・環境科学研究所)
「趣旨説明」
2. 新宅 勇太 (京都大学野生動物研究センター/公益財団法人日本モンキーセンター)
「形態から見た小島嶼のアカネズミとニホンザル」
3. 佐藤 淳 (福山大学生物科学科)
「瀬⼾内海島嶼に生息するアカネズミの遺伝的多様性と分化」
4. 石塚 真太郎 (福山大学生物科学科)
「遺伝分析からみる小豆島産哺乳類３種の多様な侵入史」
5. 奥田 圭 (広島修道大学人間環境学部)
「瀬⼾内海島嶼へのイノシシの新規流入と生態系への影響」
6. 総合討論
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自由集会発表

F04    糞を活用した哺乳類研究 

榎本 孝晃 1, 井上 輝紀 2, 嶌本 樹 3, 兼 祐翔 4, 井上 英治 5 

（1 岩手連大, 2 京都大学, 3 日本獣医生命科学大学, 4 東京大学, 5 東邦大学） 

非侵襲的サンプリングは、対象種への負担や影響を最小限に抑えるため、野生動物研究において重要な
調査手段の一つである。中でも、糞サンプルは野外で安定的に採取することができるため、哺乳類研究に
おいて広く用いられてきた。古典的には糞の数や糞内の未消化物を用いて、対象種の生息情報や食性情報
が評価されてきた。一方で、近年、分析技術の発展により一つの糞から DNA をはじめとした様々な情報を
引き出すことが可能となっている。本自由集会では、哺乳類の糞を用いた最近の研究事例を紹介したうえ
で、糞サンプルを活用した哺乳類研究の今後の発展の方向性について議論したい。 

趣旨説明 
１．糞 DNA と糞内容物を用いたタヌキの採食生態研究 
  榎本 孝晃（岩手連大） 
２．動物被食散布において糞内の微生物が種子の定着に与える影響 
  井上 輝紀（京都大学） 
３．糞中ホルモンを用いた哺乳類の健康評価 
  嶌本 樹（日本獣医生命科学大学） 
４．メタバーコーディングを用いた食性解析が明かすコウモリの資源分割 
  兼 祐翔（東京大学） 
総合討論 
コメンテーター：井上英治（東邦大学）
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自由集会発表  

F05     「日本の中小型食肉目は今」…これからの保護管理に向けて 

塚田 英晴 1, 關 義和 2, 淺野 玄 3, 村上 隆広 4 

（1 麻布大, 2 玉川大, 3 岐阜大, 4 ヤマザキ動物看護大） 

 

中・小型食肉目保護管理検討作業部会の発足とともに各地の状況を共有し、取り組むべき課題を話し合
います。生活・産業被害、錯誤捕獲やロードキルの問題、情報不足や絶滅リスクなどに対し、何ができる
でしょうか。 

１．「中・小型食肉目保護管理検討作業部会発足の経緯」（塚田英晴）自由集会の発表事例から中小型食
肉目研究の変遷を振り返り、専門作業部会設立に至った経緯を紹介します。 

２．「その先の、道へ。北海道の中小型食肉目保護管理について」（村上隆広）北海道にはイイズナ・オ
コジョなど生態のよくわかっていない種がいます。またキツネは日常的に市街地付近でもみられ、エキノ
コックス症の中間宿主としても、その保護管理は喫緊の課題となっています。これら北海道の中小型食肉
目の現状と課題についてお話をします。 

３．「持続可能な保護管理とは？本州の中小型食肉目の保護管理について」（鈴木聡）本州に分布する在
来 7 種のうちの 5 種（ニホンイタチ、ニホンテン、ニホンアナグマ、キツネ、タヌキ）は広域的に分布し
ていますが、分布域は少しずつ変化しています。例えば、ニホンイタチは数⼗年もの間、⻄日本で分布を
縮小していると言われてきた一方で、タヌキは近年大都市圏とその周辺での分布拡大傾向がみられます。
これら本州の中小型食肉目の現状と課題についてお話をします。 

４．「地域と島嶼の特徴を守りたい。九州・沖縄の中小型食肉目保護管理について」（中⻄希）九州・沖
縄地方は島嶼を多く含んでいます。九州にはニホンイタチ、ニホンテン、ニホンアナグマ、キツネ、タヌ
キの 5 種が生息していますが、周辺の離島にはこのうちのいくつかの種が島ごとに異なる組み合わせで分
布しています。また、大陸に近い対馬にはツシマヤマネコとシベリアイタチが、琉球列島には唯一の食肉
目であるイリオモテヤマネコが生息しています。各地域の特徴を整理し、今後の保護管理について考えま
す。 

５．総合討論 
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自由集会発表

F06    哺乳類の咀嚼器形態の統合的理解を目指して 

伊藤 海 1,矢野 航 2, 久保 ⻨野 1 

（1 東京大・新領域創成科学研究科, 2 防衛医大） 

咀嚼により哺乳類は、魚類、両生類、爬虫類と⽐較して餌から効率よくエネルギーを抽出できる。そし
て咀嚼器形態（咀嚼筋、⾆、⻭⽛、顎関節を含む）の多様化によって、利用可能な餌の範囲を拡大させ、
多様な環境へ進出することができたと考えられる。絶滅種を含めて哺乳類がもつ咀嚼器の多様化は哺乳類
の進化の基軸をなすものである。しかし、これまでの研究報告を振り返ると、咀嚼器の各構成要素（咀嚼
筋、⻭⽛、頭蓋）の研究は発展・深化する一方で、これらの研究のかかわりは必ずしも密ではなかった。
このような背景を踏まえ、絶滅哺乳類を含めた広い系統群からの研究者を参集させ、統合的視点から咀嚼
器の適応進化を議論する機会を設けたいと考え、本自由集会を企画した。本集会では、現生ならびに絶滅
哺乳類の咀嚼筋、⻭⽛、頭蓋の咀嚼器形態研究に関わる 6 名の講演者により、研究成果に加え、近年の革
新的研究アプローチを報告してもらう。また、咀嚼器の構成要素をより統合させた研究を進めるために、
今後どのような研究が望まれるかについて、フロアの研究者を含めて議論する機会を設ける予定である。 

・趣旨説明 （伊藤）
・「食肉類の咀嚼筋形態：筋束と生理学的筋断面積」
伊藤 海（東京大学）
・「イエイヌにみられる咬筋-内側翼突筋連続筋束の走行と機能」
藤光 祐斗（防衛医科大学校）
・「タヌキの⻭⽛マイクロウェア形状分析」
高橋 尭大（石巻専修大学）
・「鯨類の⻭⽛形態の特殊性」
小寺 稜（鶴見大学）
・「ニホンザルに見られる島嶼化に伴う頭蓋骨矮小化と補償的な顎顔面形態」
矢野 航（防衛医科大学校）
・「咀嚼筋の復元から推定される絶滅有蹄類デスモスチルスの咀嚼運動」
甲能 直樹（国立科学博物館・筑波大学大学院）
総合討論
コメンテーター：久保 ⻨野
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自由集会発表  

F07       最新解析技術で挑む、どこに・どんな個体がいる？ 

効果的な保護管理への応用可能性を探る！ 

小坂井 千夏, 秦 彩夏 

（農研機構） 

 

どこに、どれだけ、どんな個体がいるのか、この課題は哺乳類学の基本であり、野生動物の保護管理を
効率的、効果的に行うために欠かせない情報である。しかし、これまでは有害捕獲や学術捕獲された個体
からサンプルを得る必要があることが多く、必要な情報量を得るには多大なコストがかかること等が課題
である。一方で近年、環境 DNA（eDNA）やエピジェネティッククロックをはじめとした分析技術革新に
より、非侵襲的なサンプリングからでも、哺乳類がどこにいるのかに加え、どんな個体か（年齢や性別
等）についても調べることができる時代になりつつある。これらの技術により、個体群の構成や出没・加
害個体の特性（どんな個体が市街地出没しやすいのか、被害を出しやすいのか等）を知った上で、効果的
な保護管理計画、被害対策につなげることが重要である。本集会では、こうしたツールの最新情報を話題
提供いただき、保護管理、被害管理計画に有効に活かすための議論を行いたい。 

 
・趣旨説明 小坂井千夏 
・鳥獣害対策において、どこにどんな個体がいるかを知る意義 秦彩夏（農研機構） 
・どこにいるのか？環境水中の eDNA によるアライグマやマスクラット検知の試み！小山浩由（埼玉県

農業技術研究センター） 
・どこにいるのか？eDNA Air によるツキノワグマ検知！〜市街地出没への応用可能性〜 ⻄堀正英（広

島大学） 
・どんな個体がいるのか？毛や糞から年齢が分かる！？下鶴倫人（北海道大学） 
・総合討論 
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自由集会発表

F08      大型獣の個体数管理〜陸と海の異種交流会〜 

服部 薫 1, 松浦 友紀子 2, 池田 敬 3 

（1 水産研究・教育機構, 2 森林総合研究所, 3 信州大学） 

人間社会との軋轢を受けて、様々な野生動物の被害対策として「個体数管理」、「被害管理」、「生息地管
理」が行われているが、本集会ではそのうち「個体数管理」に焦点を当て、その課題を陸生および海生哺
乳類で横断的に整理・共有する。 

陸ではシカやイノシシによる農林業被害や交通事故への対策として個体数半減政策が行われており、海
ではトドやアザラシによる漁業被害への対策として個体数管理が行われてきた。しかし、いずれの種にお
いても特に個体数が著しく増加した状態で個体数を管理することは難しく、軋轢の⼗分な解決には至って
いない。なぜ大型獣の個体数を管理することは難しいのか？これまで、各種の問題は別のテーブルで議論
されることが多く、種間における相互理解には隔たりがあった。しかし、不確かな個体数推定のもとに管
理を進めなくてはならない状況や、そもそも個体数管理だけでの軋轢低減は難しい、といった課題は共通
である。さらに、ここで挙げた種では、主に捕獲を担うのは同じ狩猟者に依存している場合が多い。そこ
で、それぞれの課題を１）個体数管理の目標設定の仕方、２）個体数と被害の関係、３）管理の実施体制
に分け整理し共有することで、新たな視点で解決策を模索できないだろうか？4 題の講演とディスカッシ
ョンを通じて考えてみたい。 

趣旨説明−洞爺湖のエゾシカ個体数管理事例を導入として：松浦友紀子（森林総研） 
1．シカの個体数管理と課題：伊吾田宏正（酪農学園大学）
2．ゼニガタアザラシの個体数管理と課題：北門利英（東京海洋大学）
3．イノシシの個体数管理と課題：横山真弓（兵庫県立大学）
4．トドの個体数管理と課題：服部薫（水研機構）
5．ディスカッション

コメント 新たな指定管理鳥獣−クマ―：佐藤喜和（酪農学園大学）
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自由集会発表

F09 辺境の地での調査〜希少大型哺乳類の生態に迫る〜 

坪田 敏男 1, 大沼 学 2, 木下 こづえ 3 

（1 北大・獣医, 2 国環研・生物多様性領域, 3 京大・アジア・アフリカ地域研究） 

本自由集会では、ネパールやキルギスなどアジアの辺境の地においてユキヒョウ、インドサイ、ナマケ
グマ、ツキノワグマ、ヒグマなど希少大型哺乳類の生態調査を行なってきた３名の研究者より、その研究
成果や保全の現状を紹介していただくとともに、調査研究に伴う困難をいかに克服してきたかについて話
題提供していただく。いずれの哺乳類も国際自然保護連合（IUCN）が絶滅危惧種または危急種にリストア
ップしている動物種であり、地球温暖化や森林伐採、土地開発、密猟などによりその生息数が減少してい
る。絶滅の危機に瀕する一方で、日本のクマ問題と同様、これらの動物種も村に近づく個体が増え、人や
家畜、農作物を襲撃する被害が増えており、人との軋轢も深刻化している。これら希少哺乳類の保全は喫
緊の課題とされているが、生息地に暮らす人々は貧困生活を送っている例が多く、経済支援と保全をどの
ように両立させるのかが重要な課題となる。これらの課題を克服するためには、地元 NGO や政府機関と
の共同や連携が大変重要である。今後の保全の方向性や具体的な方法等について議論を交わしたい。 

発表者（各 30 分）： 
木下こづえ（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科） 
「キルギスとネパールにおける野生ユキヒョウの研究活動と保全の取り組み」 
大沼 学（国立環境研究所生物多様性領域） 
「ネパール・チトワン国立公園のインドサイの個体群存続可能性について」 
坪田敏男（北海道大学大学院獣医学研究院） 
「ネパールにおけるクマ３種の生態と温暖化による影響」 

コメンテーター（10 分）：
山﨑晃司（東京農業大学地域環境科学部）
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自由集会発表  

F10     ネズミの古生態学：化石記録と同位体分析から進化史を考える 

⻄岡 佑一郎 1, 日下 宗一郎 2, 木村 由莉 3 

（1 ふじのくに地球環境史ミュージアム, 2 東海大・人文, 3 国立科学博物館） 

 

哺乳類の進化と絶滅の過程を解明するためには，化石の発見はもとより，化石産地の地質情報（層序・
年代等）と化学的分析により推定された古生態情報の統合が必要である．こうした哺乳類の生態復元は，
試料の扱いやすさから中大型哺乳類を対象に研究が進められてきたが，近年，演者らは化石齧⻭類の生態
復元とその進化史の解明にチャレンジしている．特に，炭素・酸素同位体分析は哺乳類遺骸から食性判別
を可能とする有効な手法で，古生物学・人類学において盛んに取り入れられてきた．一方，得られた結果
を正確に解釈するためには現生種の生態や食性に関する知見が必要である．この自由集会では，現生哺乳
類に詳しい学会員との交流を通じて，齧⻭類の古生態について議論できる場としたい． 

 
演題 1. 四国南部におけるハタネズミの繁栄と絶滅のシナリオ（⻄岡佑一郎） 
演題 2. 後期更新世・完新世の哺乳類化石の同位体分析による古生態の復元（日下宗一郎） 
演題 3. 飼育実験と炭素同位体⽐から紐解く化石ネズミの食性進化（木村由莉） 
総合討論 
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自由集会発表

F11       人間と野生哺乳類の境界領域の理想のあり方を描こう 

立脇 隆文 1, 辻 大和 2, 斎藤 昌幸 3, 江成 広斗 3 

（1 人間環境大, 2 石巻専修大, 3 山形大） 

農耕の伝来以降、守るべきものが増えた人類の暮らしは、しばしば野生哺乳類との軋轢を伴うものとな
っている。人間は、野生哺乳類が生息する自然の中で生きてきたが、全国的にはげ山が広がり、獣害が激
化した江⼾時代以降、鉄砲により野生哺乳類を排除し、人間は生活圏を広げてきた。大正から昭和の狩猟
法の改正以降、保護政策が強化されてからは、燃料革命による森林資源の復活などもあいまって、野生哺
乳類の個体数が増加しつつあり、シカやイノシシなどの一部の種では、被害を抑えるための捕獲圧が強ま
っている。また、都市への大型哺乳類の出没、自然環境への外来種の侵入や、人口減少に伴う害獣防除力
の低下といった新たな問題も生じている。私たちは今後、野生動物とどのような距離感の関係を目指せば
よいのだろうか。 
 本集会では、これから先の人間と野生哺乳類の関係を考えるために、境界領域はどのようにあるべき
か、という点を、土地利用との観点から取り上げ、地方都市で生じている問題や、土地利用や人間活動と
野生哺乳類の関係の研究事例を紹介する。そして、フロアからの意見も交えながら、人間と野生動物の軋
轢が少ない境界領域のあり方について、哺乳類学の観点から見た理想像を描いてみたい。 

・立脇隆文：趣旨説明
・辻大和：石巻市における街中への野生動物の出没
・立脇隆文：岡崎市における外来哺乳類の自然環境への侵入
・奥田圭：福島第一原発周辺における野生哺乳類の街中利用
・斎藤昌幸：庄内地方の農地景観における野生哺乳類の行動

コメンテーター：江成広斗：人口減少に伴う人間と野生動物の境界領域の退行と管理
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自由集会発表

F12       哺乳類の行動生態学：ニホンジカ（Cervus nippon） 

高田 隼人 1, 中村 圭太 2, 成瀬 光 1 

（1 東京農工大学, 2 富士山科学研究所） 

行動生態学とは、動物が示す多種多様な行動を生じさせる究極的・進化的な要因を探求する学問分野で
ある。動物行動の本質を理解しようとするこの学問分野の発展は、知的好奇心を満たすだけではなく、野
生動物の保全や管理に向けた根本的な情報を提供する。ニホンジカは日本の生態系を代表する大型草食獣
であるが、個体数の増加と分布の拡大により、人との軋轢や生態系の改変をもたらしている。それに伴
い、シカが生態系へ与えるインパクトや個体群動態などに関する研究は盛んに進められているが、行動生
態学的研究は近年非常に限られている。シカの行動の「なぜ？」を理解することは、保護管理のために必
須なだけではなく、純粋な学問的面白さを多分に含んでいる。本集会では様々な切り口でのシカの行動生
態に関する研究例を紹介することにより、「行動生態学・シカ」の魅力を伝え、今後の研究の活性化につな
げたい。なかなか研究が進んでいない現状や面白い研究対象であることが伝われば幸いである。 

話題 
1.シカとカモシカの採食行動の違い：なぜシカは植生を改変できるのか？（髙田）
2.空間分布の決定機構：なぜシカは過酷な高山帯へ向かうのか？（髙田）
3.多様な対捕食者行動―警戒声・ストッティング・ランプパッチの機能とは？（成瀬）
4.オスの配偶戦術の可塑性―メスの分布がオスを左右する？（中村）
5.臨機応変に変わる交尾なわばり防衛行動―モテるオスの巧みなやりくり（中村）
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自由集会発表

F13  自動撮影カメラ画像のオープンデータベースの構築：進捗報告と将来の展望 

中島 啓裕 1, 深澤 圭太 2, 寺山 佳奈 2, 安川 雅紀 3 

（1 日本大学, 2 国立環境研究所, 3 東京大） 

自動撮影カメラは、多くの研究者や行政担当者、コンサルが利用する標準的な調査ツールとなってお
り、全国で年間に取得される画像数は数⼗万にも達すると思われる。これらのデータの統合・共有を図る
ことで、哺乳類の生態解明や保全・管理に資する新たな知見が得られるはずである。企画者らは、過去 2
回の哺乳類学会自由集会で紹介した通り、データ統合・解析システム DIAS と連携し、オンラインで自動
撮影カメラ映像データを集積し公開するシステムの構築を進めてきた。本年度の集会では、その本格稼働
に向けて、システム構築の現状と課題を参加者と共有したい。また、本システムでも採用するカメラトラ
ップ共有の国際標準形式 CamtrapDP について解説し、今後のデータ共有の促進に努める。さらに、昨年
度から稼働した Snapshot Japan についても紹介し、広域でカメラを展開することの利点を議論したい。 

安川雅紀・服部純子（東京大） 
DIAS における自動撮影カメラデータ収集システムのプロトタイプ開発 

寺山佳奈・深澤圭太（国立環境研究所） 
カメラトラップで撮影したデータセットのつくりかた：国際標準形式 Camera trap data package

(Camtrap DP)について 

深澤圭太（国立環境研究所）、諸澤崇裕（東京農工大学）、中島啓裕（日本大学）、高木俊（兵庫県立大
学）、横山拓真（椙山女学園大学）、安藤正規（岐阜大学）、飯島勇人（森林総合研究所）、斎藤昌幸（山形
大学）、熊田那央（国立環境研究所）、栃木香帆子（東京大学・国立環境研究所・東京農工大学）、吉岡明良
（国立環境研究所）、船津沙月（岐阜大学）、小池伸介（東京農工大学）、宇野裕之（東京農工大学）、髙田
隼人（東京農工大学）、榎本孝晃（岩手大学）、寺山佳奈（国立環境研究所） 

協働型カメラトラップ調査 Snapshot Japan: 初年度の結果とこれから 

コメンテータ：勝島日向子（北海道大学），海老原寛（野生動物保護管理事務所）
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自由集会発表

F14   クマ類との軋轢を軽減するための捕獲と分布管理

〜指定管理鳥獣制度をうまく活用するために〜
小林 喬子 1, 釣賀 一二三 2, 白根 ゆり 2, 近藤 麻実 3, 小坂井 千夏 4, 山﨑 晃司 5, 中川 恒祐 6, 

澤田 誠吾 7 

（1 自然環境研究センター, 2 北海道立総合研究機構, 3 秋田県自然保護課, 4 農研機構, 5 東京 

2000 年代以降、多くの地域でクマ類が分布拡大し、人の生活圏周辺に定着する個体の増加に伴う出没が
激化している。2023 年度は北海道や東北地方を中心に人の生活圏へのクマ類の出没や人身被害が多発した
ため、国は都道府県の集中的かつ広域的なクマ類の管理を支援するため、2024 年 4 月に四国の個体群を除
きクマ類を指定管理鳥獣に指定した。 
 現代のクマ類の保護管理の最大の目的は「人間との軋轢軽減」であり、人の生活圏への出没防止には、
人の生活圏周辺における捕獲圧強化により密度を低減させ、分布を縮小させる事（分布管理）が必要だと
考えられる。また、適切な捕獲の実施には捕獲の効果検証も不可欠であり、モニタリングの推進に指定管
理鳥獣制度を活用することが期待される。しかし、軋轢軽減のための捕獲の方策と費用対効果の高いモニ
タリング手法の具体的な成功例は少なく、分布管理に効果的な捕獲方法を模索している段階である。

本集会では、捕獲のあり方とモニタリングに関する概論を示した上で、環境や個体群の状況が異なる複
数地域の事例を課題とともに紹介する。また、指定管理鳥獣への指定に伴う捕獲への予算的支援により取
り組みが推進する事項と、捕獲に係る予算的支援だけでは課題が残る事項について整理した上で、今後学
会として出来る支援等について議論を行う。 

１． クマ類の指定管理鳥獣への指定と制度概要（小林喬子・自然環境研究センター） 
２． 軋轢管理のための捕獲とモニタリングの考え方 

① 概論（釣賀一二三・道総研）
② 北海道の事例（武田忠義・北海道環境生活部自然環境局野生動物対策課）
③ 秋田県の事例（秋田県自然保護課）
④ 兵庫県の事例（高木俊・兵庫県立大学）
⑤ 島根県の事例（田川哲・島根県中山間地域研究センター）

３． 総合討論：効果的な軋轢管理のために必要な支援とは（山﨑晃司・東京農業大学） 
コメンテーター（環境省鳥獣保護管理室）
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自由集会発表  

F15           錯誤捕獲の発生防止対策を考える 

八代田 千鶴 1, 小坂井 千夏 2, 荒木 良太 3 

（1 森林総研関⻄, 2 農研機構, 3 自然研） 

 

日本哺乳類学会哺乳類保護管理専門委員会錯誤捕獲ワーキンググループ（以下、WG）では、ニホンジ
カ、イノシシの捕獲推進等に伴い増加する錯誤捕獲問題の解決に向けて、「全国的な実態把握のための情報
収集体制の構築」と「発生防止のための技術開発」に取り組んでいる。 

昨年度の自由集会では、WG と環境省が共同で実施した都道府県対象アンケートから、錯誤捕獲に関す
る情報収集体制と収集した情報の活用についての現状と課題を整理し、実効性を持った取組を進めるため
の議論を行った。本自由集会では、この議論もふまえて、市町村対象に実施した情報収集体制に関するア
ンケート結果の概要を報告する。 

また、上記の都道府県対象アンケートから、錯誤捕獲の発生防止対策として実施している技術開発や施
策等の運用に関する項目の結果概要について紹介するとともに、わな製作メーカーと野生鳥獣害コンサル
ティング会社のお二人から話題提供をいただく。 

これらをふまえて、総合討論では、錯誤捕獲発生を防止するための技術面での改善点および捕獲現場で
の適切な運用方法と情報収集の内容や体制との連携等について議論したい。 

 
１）市町村対象アンケート結果の概要（情報収集体制や現状に関して） 
   農研機構 小坂井千夏 
２）都道府県対象アンケート結果の概要（技術開発や運用面に関して） 
   森林総合研究所関⻄支所 八代田千鶴 
３）わな捕獲に関する技術開発および現場運用の現状と課題について 
   有限会社渡部製作所 伊藤英人 
   株式会社うぃるこ 柳澤俊一 
４）総合討論 
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自由集会発表

F16       齧⻭類の生態学 2024 種内変異―染色体から個性 

坂本 信介 1, 島田 卓哉 2, 齊藤 隆 3, 田村 典子 4 

（1 宮崎大・農, 2 森林総研・つくば, 3 北大・フィールド科学センター, 4 森林総研・多摩） 

齧⻭類は多様な環境に生息しており，環境に応じた生理応答や遺伝子変異，適応行動などを調べる良い
モデルとなっている．ある形質の変異や多型が形成され，維持されるメカニズムを探る場合，その形質を
微小環境の異なる地理的に離れた集団（個体群）間で⽐較するというアプローチがよく用いられる．一方
で，環境が時間的に変動する場合や個体間で経験する背景が異なる場合には同所集団内でも形質に多型が
生じうる．寿命が短いネズミ類では，集団内の世代間や個体間で経験する環境が異なる状況が生じやす
く，野外および飼育下でさまざまな変異を調べやすい．これに対し，ある種の昼行性リス類では，観察し
やすいことから，野外における行動学的な多型を扱いやすい．そして，両者ともに新しい環境への進出の
しやすさに明瞭な種内変異のある種がいる．本集会では，このような特色をいかした研究例について基礎
研究としての展望や周辺分野への展開も合わせて紹介する．

[演題] 
1．明主 光（日本大） 「種内で維持される変異：アカネズミをはじめとした小型哺乳類で認められる

染色体種族について」 
2．坂本信介（宮崎大） 「野生集団と飼育集団の行動傾向：モリアカネズミ野生集団の行動傾向を⽐較

するための行動試験はアカネズミの飼育集団にも有効か」 
3．内田健太（東京大） 「人と野生動物の相互作用：人為環境で暮らすリス科の個性と人馴れに着目し

たアプローチ」 
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自由集会発表  

F17     都市における食肉目動物研究 8： 関⻄地域の都市食肉目動物 

金子 弥生 1, 天池 庸介 2, 渡辺 茂樹 3 

（1 東京農工大学, 2 北海道大学, 3ASWAT） 

 

食肉目の一部は都市環境にも適応している。過去 7 回の都市の食肉目動物研究自由集会では、在来種の
生態の特徴と保護管理、そして外来種の管理について議論を進めてきた。今回は、関⻄都市域の食肉目動
物に焦点をあてる。現在、大阪府や兵庫県の都市域においても、シベリアイタチ、ニホンテンなどの食肉
目動物が定着し、軋轢が生じている場合がある。一方で東京と異なり、タヌキやハクビシンはそれほど都
市域に多くない。問題点として、学術調査の取り組みが少なく、生態などの情報にまだ不明点が多いこと
があげられる。本集会では、最新の調査事例を紹介しつつ、関⻄の都市地域特有の問題について議論し、
今後の研究の取り組みを鼓舞したいと考えている。学会期間後に現地視察（9 月 10 日）も予定しているた
め、ふるってご参加いただきたい。 

 
講演 1．大阪周辺のシベリアイタチとニホンテンのデータ分析結果  
金子弥生（東京農工大）・福永健司（ASWAT ）・渡辺茂樹（ASWAT） 
 
講演 2. シチズンサイエンスで知る関⻄のタヌキの生態 
       〜NHK「シチズンラボ」の現場から         
    大石寛人・濱口夏冴（NHK シチズンラボ）             
 
講演 3. 関⻄地域における都市食肉目研究への遺伝子分析適用の可能性： 
        北海道都市ギツネの事例を参考に    
  天池庸介（北海道大学）   
                               
コメント 関⻄の都市食肉目とヒトとの共生における課題： 
         獣医公衆衛生学の観点から   
    播磨勇人（東京農工大） 
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自由集会発表

F18   インドシナ山岳部における哺乳類の種多様性
本川 雅治 

（京都大） 

This meeting is made in English．この自由集会は英語で実施します． 
ベトナムとラオスに位置するインドシナ山岳部は，高山が存在することで地形が複雑で，環境が多様で

あること等により哺乳類の種多様性が高い．2023 年にベトナム最高峰ファンシーパン山においてミミヒミ
ズの新種が記載されたように，種多様性解明は不⼗分で，多くの未解明な点が残されている．日本，ベト
ナム，ラオス三国によるインドシナ山岳部の陸上脊椎動物種多様性を解明する⻑尾自然環境財団プロジェ
クト，ベトナム北部の陸上脊椎動物種多様性を解明する日本学術振興会日本・ベトナム二国間共同研究が
2023 年に始まった．本集会では，インドシナ山岳部哺乳類種多様性の話題を提供し，幅広い議論を目指
す．

Masaharu Motokawa (Kyoto Univ.) 
   Species diversity research of small mammals in mountains of Indochina 
Vu Kim Luong (Vietnam Natl. Museum of Nature, VAST) 
   Small mammals in three nature reserves in central Vietnam 
Vilakhan Xayaphet (Natl. Univ. of Laos) 
   Field survey activities and zoological collection in National University of Laos 
Yugo Ikeda (Univ. of Tokyo), Shinya Okabe (Natl. Museum of Nature and Science) 
   Field surveys at mountains in Indochina –from local to global 
Bounsavane Douangboubpha (Natl. Univ. of Laos) 
   Field results of bat survey from Phongsali Province, Northern Laos 
Nguyen Truong Son (Inst. of Ecology and Biological Resources, VAST) 
   Diversity of bats from the northern part of Vietnam 
General discussion 
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自由集会発表

F19     哺乳類の個体数調査における画像データと画像解析の利活用 

前田 ひかり 1, 金治 佑 1, 佐々木 裕子 1, 堀本 高矩 2, 小林 希実 3,4, 林 耕太 5, 服部 薫 1 

（1 水産研究・教育機構, 2 稚内水試, 3 美ら島財団, 4 美ら海水族館, 5 山梨県森林総合研究所） 

近年、機械学習技術が急速に発展し、様々な分野で画像データを用い客観的かつ迅速にデータ化を行う
ことが可能となってきている。たとえば筆頭提案者らは、画像認識機械学習技術を用いて、生殖組織から
作成した横断切片の画像から生殖細胞の検出や成熟度の推定が可能なシステムを構築しており、将来野生
動物の保全管理に役立てる計画である。こうした手法は野外調査においても応用が期待される。たとえ
ば、野生動物の個体数情報は、捕食量の推定や種間関係、人間との軋轢の規模を推定するなど生態系構造
の基礎知見となるだけでなく、捕獲可能頭数の推定など直接に管理の重要な指標となる。そこで本集会で
は、まず海棲哺乳類の個体数調査で多く使われているライントランセクト法と標識再捕法における画像デ
ータ・画像解析の事例を取り上げる。さらに陸生哺乳類では、近年主流になりつつあるカメラトラップ法
による個体数推定を紹介する。画像データを活用した個体数推定の利点と今後の課題を整理し、それらの
保全・管理への応用について議論する。 

開催趣旨説明：前田ひかり 
演題①：調査船に搭載した赤外線カメラセンサの活用 堀本高矩・岩原由佳 
演題②：個体識別に向けた尾鰭識別画像の取得とその活用 小林希実 
演題③：カメラトラップ画像を用いた個体数推定 林 耕太 
総合討論 
金治 佑、佐々木裕子、服部 薫 
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自由集会発表

F20   ツキノワグマ保護管理の現場と研究者の連携：⻑野県東部から
山本 俊昭 1, 玉谷 宏夫 2 

（1 日獣大, 2 NPO 法人ピッキオ） 

NPO 法人ピッキオは 2000 年以降、軽井沢町の委託を受けてツキノワグマ対策事業を実施しており、現
在は軽井沢町以外にも⻑野県（東部地域）の保護管理を支援している。クマと人の軋轢低減に向けて、誘
引物管理やベアドッグを用いた追い払いを実施しているほか、電波発信器を装着しての行動追跡や堅果類
の結実調査も継続的に実施してきた。クマを捕獲した際には、体⻑や体重などの計測を行うだけでなく、
ダニや血液の採取も試み、これらの試料を複数の研究機関の分析に供している。 

本自由集会ではツキノワグマの保護管理の現場において収集した試料やデータを活用し、研究者がどの
ようなことを明らかにすることができたのか、様々な研究分野の方から話題提供していただく。その上
で、科学的な研究成果を保護管理の現場にどのように還元することができるのかを議論したいと思う。 
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自由集会発表

F21    哺乳類学がなかった時代の日本の Mammalogy 

：僕が知っているクロウサギのことなど 

安田 雅俊 1, 川田 伸一郎 2 

（1 森林総合研究所九州支所, 2 国立科学博物館） 

この自由集会は「日本にまだ哺乳類学がなかった時代」における日本の mammalogy について語る試み
の第 2 回目である．今回は奄美大島を主な対象とし，そこに生息するアマミノクロウサギたちについて語
りたい．「いままで知らなかった何か」の話で盛り上がりたいと思う方は，ぜひご参加ください． 

「南⻄諸島へのみちしるべ」安田雅俊（森林総研九州支所） 
「僕が知っているクロウサギのこと」川田伸一郎（国立科学博物館） 

コメンテーターは会場のあなた！

57



自由集会発表

F22     特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（ニホンザル編） 

改定版策定の経緯と今後の課題 

山端 直人 1, 森光 由樹 1, 清野 未恵子 2, 清野 紘典 3, 宇野 壮春 4 

（1兵庫県立大学, 2神⼾大学, 3株式会社野生動物保護管理事務所, 4合同会社東北野生動物保護管理センター） 

1999（平成 11）年の鳥獣保護法の改正により特定鳥獣保護管理計画制度が創設されて以降、ニホンザル
管理のために特定鳥獣保護管理計画（以下「特定計画」）が各地で策定されてきた。2015（平成 27）年度
に特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（ニホンザル編・平成 27 年度）（以下「旧ガイドラ
イン」）の作成以降、2024（令和６）年４月までに特定計画を策定している都府県は 29 府県に増えた。そ
して，2024 年 5 月には特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（ニホンザル編）改定版（以下
「新ガイドライン」）が策定された。

旧ガイドラインでは地域主体の被害管理と併せ、加害群の現況を把握した上で目標を明確にして行う群
れ単位の「計画的な管理（捕獲）」を推奨したが、一方で「地域個体群の保全の基準が明確ではない」とい
う課題が残っていた。また，生息数や分布域の増加拡大傾向に伴い、依然として被害が継続して発生して
いる地域もあり、これらの地域においては、単に加害群の数を減少させるのではなく、より加害レベルの
高い群れを優先して減少させる取組を進めていく必要があった。このため、新ガイドラインでは、管理を
進める上で特に配慮が必要な地域を選定し、その地域において捕獲を実施する上での配慮事項を示すとと
もに、加害レベル４以上の群れに対して、群れの全頭捕獲を含め優先的に群れ数を減らしていく方針を示
し、捕獲実施の意思決定の簡略化など、被害軽減に必要な捕獲が迅速に実施できる内容とした。 

本自由集会ではこれらガイドライン改定に至る経緯や背景、その後の各地でのニホンザル管理における
実務や研究面での課題などを紹介するとともに、残された課題について議論する。 

なお、本自由集会は哺乳類保護管理専門委員会（ニホンザル保護管理検討作業部会）により企画し開催
する。 
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自由集会発表

F23      化石哺乳類が語る東南アジアの環境史 

富谷 進 1, 高井 正成 2 

（1 京大・ヒト行動進化研究センター, 2 京大・総合博物館） 

東南アジアは今日、哺乳類の種多様性が際立って高い地域の一つであり、同時に絶滅危惧種のホットス
ポットを多く抱えることで知られる。この地域における現生哺乳類相の形成過程を理解し、その将来の⻑
期的な軌道を予測するためには、化石記録から得られる情報が不可欠である。本集会では、特に生物地理
と環境の大きな変動に焦点を当て、ミャンマーとタイを中心とした東南アジアから産出する化石哺乳類に
関する最新の研究成果を報告する。化石の系統的あるいは形態的な情報にもとづいた古環境復元手法も参
加者と共に議論したい。 

1．高井正成（京都大学総合博物館）「中部ミャンマーの後期中新世の反芻類中足骨化石にみられる形態
変異について」 

2．Morgane LONGUET (Graduate School of Science, Kyoto University) “Reconstruction of the 
Neogene paleoenvironment in central Myanmar, using ecometric analysis on the ungulate calcaneus”  

3．半田直人（滋賀県立琵琶湖博物館）「東南アジアにおける新生代サイ科の変遷」 
4．富谷進（京都大学ヒト行動進化研究センター）「中部ミャンマーの後期新第三紀の巨大イタチ科につ

いて」 
5．総合討論 
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　口頭発 表



9 月 7 日（土） 午前 

101 講義室 

10:15〜12:00 偶蹄類（基礎研究） 

 

OA-01 10:15〜10:30 
採食効率と飛来性昆虫回避のトレードオフ：植生条件がモウコガゼルの行動に及
ぼす影響 
〇伊藤 健彦 1,2, 多田 陸 3, 中野 智子 4, 菊地 デイル万次郎 5,  
Uugannbayar Munkhbat6, Chimeddorj Buyanaa6（1 北海道立総合研究機構,  
2 麻布大学, 3 京都大学, 4 中央大学, 5 東京農業大学, 6WWF モンゴル） 

OA-02 10:30〜10:45 
岩手県と山口県のホンシュウジカの体サイズ、体重、性差の比較 
〇高槻 成紀 1, 細井 栄嗣 2, 鈴木 和男 3（1 麻布大学いのちの博物館, 2 山口大学,  
3 田辺市） 

OA-03 10:45〜11:00 
積雪深はシカによるササの採食に反映されたりされなかったり 
〇高橋 裕史 1, 相川 拓也 2, 菅原 悠樹 3, ⻑岐 昭彦 4, 酒井 敦 1, 松浦 俊也 1 

（1 森林総研東北, 2 森林総研, 3 秋田県林研セ, 4 秋田県自然保護課） 

OA-04 11:00〜11:15 
台湾玉山国立公園における森林性有蹄類 3 種（タイワンカモシカ、キョン、サン
バー）の食性：ジャーマンベル原理との不一致 
〇高田 隼人 1, Nick Ching-Min Sun3, Liang Yu-Jen2, Kurtis Jai-Chyi Pei2 

（1 東京農工大学, 2Taiwan Wildlife Society,  
3National Pingtung University of Science and Technology） 

OA-05 11:15〜11:30 
動物園を利用したカフェテリアテスト：シイ・カシ類に対するシカの嗜好性 
〇野宮 治人 1, 藤原 由美子 2, 溝端 菜穂子 2, 藤井 妙子 2 

（1 森林総合研究所九州支所, 2 熊本市動植物園） 
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OA-06 11:30〜11:45

ササ類の一⻫開花・枯死は木本類へのニホンジカの食害を変化させるか？
〇稲富 佳洋 1, 明石 信廣 2, 伊藤 健彦 1,4, 綱本 良啓 1, 丹羽 真一 3 

（1 道総研エネルギー・環境・地質研究所, 2 道総研林業試験場,
3（株）さっぽろ自然調査館, 4 麻布大学）

OA-07 11:45〜12:00

太陽光発電式 GPS 首輪の機能評価 
〇澤 真和 1, 小泉 拓也 2, 野田 琢嗣 2, 立木 靖之 1（1 酪農学園大学, 
2Biologging Solutions Inc.） 

102 講義室 

10:15〜12:00 クマ類（基礎研究、応用研究） 

OB-01 10:15〜10:30

兵庫県近畿北部地域個体群におけるツキノワグマの冬眠生態の性差 
〇横山 真弓 1, 澤 紅乃 2, 田中 大輝 1, 江藤 公俊 3, 丹羽 正地 3, 宮迫 怜央 3,  
三國 和輝 1（1 兵庫県立大学, 2(株)地域環境計画, 3（一社）里山いきもの研究所） 

OB-02 10:30〜10:45

くくり罠にかかったシカのクマによる捕食行動（記録） 
〇稲垣 亜希乃 1, 杉本 祐二 2, 小池 伸介 1（1 東京農工大学, 2 栃木県猟友会） 

OB-03 10:45〜11:00

北海道北部地域に生息するヒグマによる生息地選択の季節変化 
〇高畠 千尋 1, 馬谷 佳幸 2, 浪花 彰彦 2, 中村 太士 3, 下鶴 倫人 1, 坪田 敏男 1

（1 北海道大学獣医学研究院,  
2 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター中川研究林,  
3 北海道大学大学院農学研究院） 
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OB-04 11:00〜11:15

小型のクマが市街地周辺で大胆になる〜カメラトラップに対するクマの反応に影
響を与える要因について〜 
〇大井 徹, 吉田 さつき, 藤田 菜穂, ⻄野 優佑（石川県立大学生物資源環境学部）  

OB-05 11:15〜11:30

クマの出没対応における県間の体制と評価の比較 〜市町村へのインタビューと
質的分析による政策の評価〜
〇山端 直人 1, 近藤 麻実 3, 澤田 誠吾 2 

（1 兵庫県立大学/兵庫県森林動物研究センター, 2 島根県庁, 3 秋田県庁）

OB-06 11:30〜11:45

ヘアトラップ調査とカメラトラップ調査におけるツキノワグマ個体識別効率の比
較
〇野瀬 遵, 小野 司, 中川 恒祐（㈱野生動物保護管理事務所）

OB-07 11:45〜12:00

捕獲しすぎをどのように客観的に評価するか 
〇鵜野ー小野寺 レイナ 1,2（1 慶應義塾大学・先端生命, 
2 鶴岡市役所・農山漁村振興課） 

104 講義室 

10:15〜12:00 霊⻑類（基礎研究）・大型哺乳類（応用研究）・中小型食⾁類

（応用研究） 

OC-01 10:15〜10:30

哺乳類はどこで枯死木を壊す？：主要食物と地形が枯死木破壊行動に与える影響 
〇栗原 洋介（静岡大学）  
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OC-02 10:30〜10:45

獣害対策を目的とした低労⼒で⻑期間の位置データを取得可能な次世代型 GPS
首輪と住⺠参加型総合対策プラットフォームの開発 
〇小泉 拓也, 野田 琢嗣, 板谷 佳美, 藤本 詩織（Biologging Solutions 株式会社） 

OC-03 10:45〜11:00

大分県および隣県におけるアライグマ(Procyon lotor)のミトコンドリア DNA 分
布 
〇奥山 みなみ 1,2, 鶴成 悦久 1, 内田 桂 3, 島田 健一郎 4 

（1 大分大学減災・復興デザイン教育研究センター, 2 大分大学医学部,  
3NPO 法人おおいた環境保全フォーラム, 4 大分市環境部環境対策課）  

OC-04 11:00〜11:15

アライグマの透明帯 ZP3 由来避妊ワクチン抗原の免疫学的評価
佐藤 広大, 〇淺野 玄（岐阜大学）

OC-05 11:15〜11:30

アライグマの位置および地理情報を用いた行動パターン解析
〇松本 哲朗 1, 渡辺 伸一 2（1 山口県農林総合技術センター,
2 リトルレオナルド／麻布大学）

OC-06 11:30〜11:45

誘引餌が不要な侵略的外来アライグマ捕獲用巣箱型ワナの効用と効果検証 
〇池田 透 1, 田中 一典 1, 伊藤 泰幹 1, 島田 健一郎 2（1 北海道大学, 2 大分市）  

OC-07 11:45〜12:00

御蔵島における野生化イエネコゼロへのロードマップと課題 
〇亘 悠哉 1, 徳吉 美国 2, 野瀬 紹未 3, 葉山 久世 4, 松山 侑樹 2, 岡 奈理子 5 

（1 森林総合研究所, 2 東京大学, 3 北海道大学,  
4 かながわ野生動物サポートネットワーク, 5 山階鳥類研究所） 
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105 講義室 

10:15〜12:00 真無盲腸類・齧⻭類（基礎研究） 

 

OD-01 10:15〜10:30 
真無盲腸目の左右非対称胸椎の窩状構造内を走行する静脈に関する研究 
〇鈴木 あすみ 1,5, 佐々木 基樹 2, 小薮 大輔 3, 川田 伸一郎 4, 押田 龍夫 1 

（1 帯広畜産大学野生動物学研究室, 2 帯広畜産大学獣医解剖学研究室,  
3 筑波大学プレシジョン・メディスン開発研究センター,  
4 国立科学博物館動物研究部, 5 北海道博物館） 

OD-02 10:30〜10:45 
哺乳類の異形⻭性⻭列の serial homology に関する発生学的検討 
〇山中 淳之 1, Yasin MD Haider1, 森田 航 2, 後藤 哲哉 1 

（1 鹿児島大学 医⻭学総合研究科 ⻭科機能形態学, 2国立科学博物館 人類研究部）  

OD-03 10:45〜11:00 
食糞を阻止することでハムスターの前胃内細菌叢は大きく変化する 
〇篠原 明男 1, 麻生 結希 1, 七條 宏樹 1, 正木 美佳 2, 名倉 悟郎 1, 越本 知大 1

（1 宮崎大学フロンティア科学総合研究センター,  
2 九州医療科学大学薬学部動物生命薬科学科）  

OD-04 11:00〜11:15 
東日本のハツカネズミで稀に確認される unicolor の毛色と Asip 遺伝子の遺伝子
型の対応関係について 
〇明主 光, 皆川 鈴音（日本大学 生物資源科学部）  

OD-05 11:15〜11:30 
エゾヤチネズミとムクゲネズミの分布の違いを氷河期の個体数変動で説明する 
〇齊藤 隆 1, 村上 翔大 2, de Guia Anna3, 大⻄ 尚樹 4, 河合 久仁子 5 

（1 北海道大学フィールド科学センター, 2 東京大学広域システム科学,  
3University of the Philippines Los Baños, 4 森林総合研究所東北支所,  
5 東海大学生物学科）  
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OD-06 11:30〜11:45

糞中 DNA から齧⻭類の食性を探る 
〇佐藤 淳（福山大学・生物科学） 

OD-07 11:45〜12:00

沖縄島北部のケナガネズミ個体における日中の休息場所の移動 
〇菊池 隼人 1, 東 哲平 1, 大賀 優斗 1, ⻑嶺 隆 2, 中谷 裕美子 2, 金城 道男 2, 
渡部 大介 2, 小林 峻 1（1 琉球大学理学部, 2 どうぶつたちの病院沖縄） 

201 講義室 

10:15〜12:00 鯨類・鰭脚類（基礎研究、応用研究） 

OE-01 10:15〜10:30

オスのマッコウクジラの社会的関係は血縁の影響を受けているのか
〇天野 雅男 1, ⻄田 伸 2, 小林 駿 3, ⻘木 かがり 4（1 ⻑崎大学, 2 宮崎大学,
3 東京農業大学, 4 帝京科学大学）

OE-02 10:30〜10:45

野生ミナミハンドウイルカの子育てと⺟子同クリップ内撮影率の個体差 
〇多田 光里 1, 八木 原風 2, 酒井 麻衣 1, 小木 万布 3 

（1近畿大学大学院農学研究科海棲哺乳類学研究室, 
 2三重大学研究基盤推進機構鯨類研究センター/三重大学大学院生物資源学研究科, 
3御蔵島観光協会）  

OE-03 10:45〜11:00

⻑崎から天草の沿岸におけるハンドウイルカ(Tursiops truncatus)の出現パターン 
〇能登 文香, 天野 雅男（⻑崎大学大学院⽔産・環境科学総合研究科）  
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OE-04 11:00〜11:15 
1988〜2023 年における標識再発見データを用いた小笠原諸島父島近海に来遊す
るザトウクジラの個体群動態解析 
〇細井 彩香 1,2, 近藤 理美 3, 辻井 浩希 2, 岡本 亮介 2, 北門 利英 1 

（1 東京海洋大学, 2 一般社団法人小笠原ホエールウォッチング協会,  
3 認定 NPO 法人エバーラスティング・ネイチャー） 

OE-05 11:15〜11:30 
流体⼒学的形態解析のためのハンドウイルカ 3D モデルの検討 
〇須田 さくら 1, 大橋 正臣 2, 北 夕紀 2（1 東海大学大学院生物学研究科,  
2 東海大学生物学部）  

OE-06 11:30〜11:45 
飼育オキゴンドウにおける授乳頻度および乳成分の⻑期モニタリング 
〇比嘉 克 1, 河津 勲 1, 川井 泰 2（1 沖縄美ら海⽔族館, 2 日本大学）  

OE-07 11:45〜12:00 
ハンドウイルカにおける SWATH-MS 法での妊娠バイオマーカーの探索 
〇北野 侑 1, 鈴木 文香 1, 山本 桂子 2, 永井 宏平 1, 白木 琢磨 1,3, 安斎 政幸 3, 
松橋 珠子 3（1 近畿大学生物理工学部, 2(株)オキナワマリンリサーチセンター, 3 近
畿大学先端技術総合研究所）
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9 月 7 日（土） 午後 

101 講義室 

13:00〜14:45 偶蹄類（応用研究） 

OA-08 13:00〜13:15

自動撮影カメラを用いた人為的な環境に対するヒゲイノシシ Sus barbatus の反
応の評価 
〇中林 雅 1, 金森 朝子 2, 松川 あおい 3, Joseph Tangah4, Augustine Tuuga5, 
Peter Titol Malim5, 松田 一希 6, 半谷 吾郎 6（1 広島大学,  
2 日本オランウータン・リサーチセンター, 3 一般社団法人 AKARH,  
4 マレーシア・サバ州森林局, 5 マレーシア・サバ州野生生物局, 6 京都大学）  

OA-09 13:15〜13:30

移動阻害構造体がニホンジカ Cervus nippon の行動に与える影響 
〇森 あずさ 1, 秋元 大地 2, 牛嶋 一貴 2, 田中 沙耶 2, 谷藤 香菜江 2, 
⻄田 亜矢香 2, 小林 秀司 2（1 岡山理科大学大学院 理工学研究科,  
2 岡山理科大学 理学部 動物学科）  

OA-10 13:30〜13:45

分布拡大地におけるニホンジカの行動圏と生息地利用の特徴 
〇鴻村 創 1,3,4, 田中 大輝 2, 横山 真弓 2, 内藤 和明 1 

（1 兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科,  
2 兵庫県立大学自然・環境科学研究所, 3 兵庫県森林動物研究センター, 
4 公益財団法人ひょうご環境創造協会）  

OA-11 13:45〜14:00

牡鹿半島とその周辺におけるニホンジカ（Cervus nippon）と車両の衝突事故の
発生要因 
富山 愛加, 伊藤 凛, 〇辻 大和（石巻専修大学）
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OA-12 14:00〜14:15

塩類を用いたシカの捕獲と過去の鹿胎の利用 
〇安田 雅俊, 鈴木 圭（森林総合研究所九州支所）  

OA-13 14:15〜14:30

石狩市市街地における防風林とシカと自動車の交通事故（DVC）の関連性につい
て評価 
〇立木 靖之, 前田 泰都（酪農学園大学）  

OA-14 14:30〜14:45

塩⽔のメスジカ誘引効果の季節変化 
〇鈴木 圭, 森 大喜, 山川 博美（森林総研九州） 

102 講義室 

13:00〜15:00 クマ類（応用研究）・翼手類（基礎研究、応用研究）・有袋類

（基礎研究） 

OB-08 13:00〜13:15

絶滅を回避したツキノワグマ地域個体群の遺伝的多様性の変化とオスの移動分散
との関係 
〇森光 由樹（兵庫県立大学/兵庫県森林動物研究センター）  

OB-09 13:15〜13:30

クラスター状トラップ配置下におけるツキノワグマの空間明示型個体数推定にト
ラップ数と⻑距離移動個体が及ぼす影響
〇鞍懸 重和 1, 千﨑 則正 1, 山内 貴義 2（1 岩手県環境保健研究センター,
2 岩手大学農学部）
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OB-10 13:30〜13:45

⻑野県北部における過去 20 年間のツキノワグマ年齢構成の推移 
〇⿊江 美紗子 1, 森 智基 2, 岸元 良輔 3（1 ⻑野県環境保全研究所, 2 岐阜大学, 
3 信州ツキノワグマ研究会）  

OB-11 13:45〜14:00

ニホンキクガシラコウモリはセミ類のなかでも何故ヒグラシばかりを捕食するの
か？
〇安藤 誠也 1, 桑原 一司 2（1 島根県立三瓶自然館,
2 広島大学オオサンショウウオセンター）

OB-12 14:00〜14:15

韓国ー日本間の沖合におけるコウモリの音響調査 
〇Heungjin Ryu1,2, Lina A. Koyama1, Tetsutaro Takikawa3, Fay Taylor1,2, 
Dai Fukui4, David A. Hill1,2, Christian E. Vincenot2,5（1Kyoto University,  
2Island Bat Research Group, 3Nagasaki University,  
4The University of Tokyo, 5University of Luxembourg）  

OB-13 14:15〜14:30

日本産テングコウモリとコテングコウモリにおける頭骨形態の南北適応について 
〇池田 悠吾 1,2, 本川 雅治 3, 福井 大 1（1 東京大学農学生命科学研究科,  
2 日本学術振興会, 3 京都大学総合博物館）  

OB-14 14:30〜14:45

ハットンテングコウモリの外部・頭骨形態における性的サイズ二型
〇Hu, Yifeng1, Motokawa, Masaharu2, Yu, Wenhua3, Wu, Yi3 

（1Graduate School of Science, Kyoto University,
2Kyoto University Museum, Kyoto University,
3School of Life Sciences, Guangzhou University）

OB-15 14:45〜15:00

カンガルー類の椎骨の機能形態学的検討
〇中川 梨花 1,2, 遠藤 秀紀 1（1 東京大学総合研究博物館,
2 東京大学大学院 農学生命科学研究科）
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104 講義室 

13:00〜15:00 中小型食⾁目（基礎研究、応用研究） 

 

OC-08 13:00〜13:15 
イリオモテヤマネコの頭骨と四肢骨形態の成⻑変化 
〇中⻄ 希, 伊澤 雅子（北九州市立自然史・歴史博物館）  

OC-09 13:15〜13:30 
ノネコの集団におけるメンバーシップの時間変動と社会ネットワークの安定性 
〇島田 将喜, 坂田 みのり, 経沢 美有（帝京科学大学）  

OC-10 13:30〜13:45 
ヒトに対して従順なアカギツネの同種他個体に対する行動特性 ―自己家畜化仮
説に関連して 
〇吉村 恒熙（京都大学）  

OC-11 13:45〜14:00 
ニホンカワウソ（Lutra lutra nippon）の絶滅（減少）に至る経緯と原因の時系列
的検証 
〇⻘山 郷（⻄日本野生動物研究会） 

OC-12 14:00〜14:15 
半島マレーシアにおけるコツメカワウソとビロードカワウソの雑種拡散の確認 
〇佐々木 浩 1, 関口 猛 1, 和久 大介 2, Shukor Md Nor3, Pazil Abdul-Patah4, 
Abdul-Latiff Abu Bakar Muhammad5, Badrul Munir Md-Zain3（1筑紫女学園大学, 
2東京農業大学, 3マレーシア国⺠大学, 4半島マレーシア野生生物国立公園局,  
5マレーシアツンフセインオン大学）  

OC-13 14:15〜14:30 
ニホンアナグマの巣穴におけるタヌキとアライグマの種間関係 
〇徐 ジュン 1, 髙田 雄介 1,2, 神田 剛 3, 金子 弥生 1（1 東京農工大学,  
2 アジア航測株式会社, 3 合同会社東京野生生物研究所）  
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OC-14 14:30〜14:45 
市街地のアライグマは栄養段階が高い？ 
〇千葉 駿 1, 石井 秀空 1, 原口 岳 2, 幸田 良介 2, 栗山 武夫 3 

（1 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科,  
2 大阪府立環境農林⽔産総合研究所・生物多様性センター,  
3 兵庫県立大学 自然・環境科学研究科）  

OC-15 14:45〜15:00 
狭山丘陵におけるタヌキの環境選択と活動時間 
〇李 聡 1, 山下 洋平 2, 金子 弥生 3（1 東京農工大学大学院連合農学研究科,  
2NPO birth, 3 東京農工大学大学院農学研究院） 

 

105 講義室 

13:00〜15:00 齧⻭類（基礎研究、応用研究）・その他（応用研究） 

 

OD-08 13:00〜13:15 
ニホンジカの駆除は Apodemus 属２種のネズミ個体群をすみやかに回復させる？ 
〇中本 敦 1, 中⻄ 希 2, 柴山 理彩 3, 伊澤 雅子 2（1 岡山理科大学,  
2 北九州市立自然史・歴史博物館, 3 四国自然史科学研究センター）  

OD-09 13:15〜13:30 
巣箱利用に基づく山口県に生息するヒメネズミ Apodemus argenteus の繁殖生態
について 
〇磯村 晃良 1, 渡邊 華奈 1, 下村 風花 2, 細井 栄嗣 1 

（1 山口大学大学院創成科学研究科, 2 山口大学大学院創成科学研究科（元））  

OD-10 13:30〜13:45 
オオヤドリカニムシのアカネズミへの便乗行動〜ネズミもカニムシも標識再捕獲 
〇島田 卓哉 1, 岡部 貴美子 1, 牧野 俊一 1, 中村 祥子 2, 藤井 佐織 1（1 森林総研, 
2 森林総研・多摩）  
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OD-11 13:45〜14:00

山口県のスギ人工林に生息するニホンヤマネ（Glirulus japonicus）の冬眠期にお
ける中途覚醒時の行動と頻度 
〇渡邊 華奈 1, 末廣 春香 2, 磯村 晃良 1, 細井 栄嗣 1 

（1 山口大学大学院創成科学研究科, 2（元）山口大学大学院創成科学研究科） 

OD-12 14:00〜14:15

低コストな TDIR 方式の赤外線センサでアカネズミと実験用マウスの体温変動を
推定する 
〇坂本 信介 1, 右京 里那 2, 宮内 輝 3, ⻄牟田 勇哉 3, ⻑谷川 美鳳 4,  
高木 和也 3, 杵鞭 健太 3, 奥田 悟崇 3, 徳永 忠昭 1, 小林 郁雄 5 

（1 宮崎大・農・動物環境管理, 2 宮崎大・農・動物生殖制御, 3 三菱電機(株),  
4（元）宮崎大・院農・動物環境管理, 5 宮崎大・農・住吉フィ）  

OD-13 14:15〜14:30

死体の細胞はいつまで生きているか：ロードキル死体の有効利用へ 
〇山口 泰典, 佐藤 史大（福山大学）  

OD-14 14:30〜14:45

山口県岩国市レンコン栽培地におけるヌートリアの生息状況および食害対策 
〇渡辺 伸一 1,2, 松本 哲朗 3（1 リトルレオナルド社, 2 麻布大学獣医学部,  
3 山口県農林総合技術センター）  

OD-15 14:45〜15:00

哺乳類における⿊焼利用 
〇森部 絢嗣 1, ⻄脇 慶 1,2, 白木 麗 1, 山口 未花子 3（1 岐阜大学, 
2 環境事業計画（株）, 3 北海道大学）
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OA-01 

採食効率と飛来性昆虫回避のトレードオフ：植生条件がモウコガゼルの行動に及ぼす影響 
〇伊藤 健彦 1,2, 多田 陸 3, 中野 智子 4, 菊地 デイル万次郎 5, Uugannbayar Munkhbat6,  

Chimeddorj Buyanaa6 

（1 北海道立総合研究機構, 2 麻布大学, 3 京都大学, 4 中央大学, 5 東京農業大学, 6WWF モンゴル） 
 

乾燥地に生息する草食獣にとって、夏季の降水量が多いことは、植物現存量の増加による採食環境の向
上をもたらすが、吸血性・寄生性の飛来性昆虫の増加による負の効果も存在する可能性がある。そこで、
植生状態の年変動がモンゴルに生息する野生有蹄類モウコガゼルの採食効率と飛来性昆虫回避行動に及ぼ
す影響を評価することを目的とした。解析には、加速度計付 GPS 首輪により、4 時間ごとの位置と 10 秒
ごとの 3 軸加速度を 2020 年から 2021 年までの 2 年間記録できた成獣メス 1 個体を用いた。加速度解析で
は、平均活動量から行動を静的活動（休息・反芻）と動的活動（採食・移動）に分類し、3 軸加速度の波
形から首振り行動を検出した。また、8 日間ごと衛星画像を用いて、対象個体の 2 年間の夏季の利用地点
が含まれる地域の植生指数を算出した。対象個体の夏季の利用地域は 2 年間で広く重複したが、利用地域
の植生指数は７月上旬から 8 月中旬までは 2021 年のほうが高かった。また、2021 年は 2020 年よりも対
象個体の動的活動時間割合は小さく、首振り回数は多かった。これらの結果は 2021 年のほうが、採食効
率がよく飛来性昆虫が多かったことを示唆する。さらに、首振り回数がとくに多かった期間には移動速度
が速かったことも確認された。これは飛来性昆虫への回避行動を反映したと考えられ、乾燥地でも草食獣
の生息地選択において、採食効率と飛来性昆虫回避のトレードオフが存在することを示唆する。 

OA-02 

岩手県と山口県のホンシュウジカの体サイズ、体重、性差の比較 
〇高槻 成紀 1, 細井 栄嗣 2, 鈴木 和男 3 

（1 麻布大学いのちの博物館, 2 山口大学, 3 田辺市） 
 

シカ（ニホンジカ）は体の大きさが南北で異なることが知られているが、成⻑パターンや性差について
は⼗分に研究されていない。そこで岩手県と山口県のシカの後⾜⻑と体重の加齢変化を比較した。岩手の
シカの後⾜⻑は山口のシカよりも 12% (オス) 、 9% (メス) ⻑く、体重は 19% (オス) と、8% (メス) 重
かった。後⾜⻑は 0 歳から 2 歳まで増加し、その後、岩手では雌雄ともに安定したが、山口では雌雄とも
2 歳で安定した。オスの体重は、岩手では 3 年目まで、山口では 2 年目までに大幅に増加した。メスの
体重は、岩手でも山口でも 2 歳までに増加した。オス/メス比は、山口よりも岩手の方が大きかったかっ
た。以上、1) 岩手のシカの方が大きい、2) どちらの場所でもオスの方がメスより大きい、3) オスの成⻑
がメスよりも早く、⻑く続く、4) 岩手では性的二形性がより顕著であることを示した。 
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OA-03 

積雪深はシカによるササの採食に反映されたりされなかったり 
〇高橋 裕史 1, 相川 拓也 2, 菅原 悠樹 3, ⻑岐 昭彦 4, 酒井 敦 1, 松浦 俊也 1 

（1 森林総研東北, 2 森林総研, 3 秋田県林研セ, 4 秋田県自然保護課） 

北東北地方においてニホンジカの分布拡大と定着が進行しており、爆発的増加とその影響が懸念される
段階に達しつつある。しかし捕獲も給餌による誘引もまだ難しく、効果的な誘引・捕獲方法の確立が求め
られている。そこで、誘引餌やわなを効果的に配置してシカによる接近・接触機会の向上を図るため、シ
カの通過・滞在頻度が相対的に高い微小環境を把握することとした。複数年にわたって冬期の一時的滞在
やササの採食が確認されているスギ林分周辺において、2023 年 11 月から 2024 年 4 月にかけて、シカが
出没して新しい食痕が形成された時期をモニタリングした。また、2024 年 5 月にスギ林の内外と林縁、落
葉広葉樹林下の沢岸付近において、ササの被食率（2023 年生葉の食痕のある稈の割合）を推定した。スギ
林付近へのシカの出没は 11 月から 4 月まで観察された。しかし新しいササの食痕は、２月以降には見つか
らなくなった。ササの被食率は、スギ林の内外と林縁では顕著な違いはみられなかった。一方、広葉樹林
では沢岸と、おそらくアクセスがよい位置で被食率が高い地点があった。積雪が平年並みであった 2022-
23 冬前半にはスギ林縁と沢岸にササ食痕は集中したことに比して、2023-24 冬期は記録的に小雪でありサ
サを採食した地点はスギ林外や広葉樹林で拡大傾向にあった。しかしササが露出していても利用時期は限
定的な地点があることが明らかになった。

OA-04 

台湾玉山国立公園における森林性有蹄類 3 種（タイワンカモシカ、キョン、サンバー）の食性 
：ジャーマンベル原理との不一致 

〇高田 隼人 1, Nick Ching-Min Sun3, Liang Yu-Jen2, Kurtis Jai-Chyi Pei2 

（1 東京農工大学, 2Taiwan Wildlife Society, 
3National Pingtung University of Science and Technology） 

エネルギー要求量の低い体サイズの大きな有蹄類は消化率の低いグラミノイドを多量に採食する傾向
（グレイザー）があり、反対にエネルギー要求量の高い体サイズの小さな有蹄類は消化率の高い広葉草本
や木本類を選択的に採食する傾向（ブラウザー）がある（ジャーマンベル原理）。ただし、東アジア地域の
森林性の有蹄類の食性については研究が⼗分に進んでおらず、この原理が当てはまるかどうかは検討され
ていない。そこで、本研究は台湾の玉山国立公園に同所的に生息する体サイズの異なる森林性有蹄類 3 種
（キョン 12 ㎏：タイワンカモシカ 25 ㎏：サンバー200 ㎏）の食性を糞の顕微鏡分析を用いて検討した。
調査は亜高山帯針葉樹林（標高 2600-2900m）および温帯雲霧林（標高 1700-1900m）で実施した。その
結果、体サイズの最も大きなサンバーは 2 種に比べてグラミノイドの占有率が有意に高く、グレイザーの
傾向が確認された。一方、体サイズの最も小さなキョンはサンバーに次いでグラミノイドの占有率が高
く、中間サイズのタイワンカモシカで最も低かった。さらに、広葉草本もしくは広葉樹の若葉の占有率は
タイワンカモシカ、キョン、サンバーの順に高く、キョンに比べて 2 倍ほどの体サイズを持つタイワンカ
モシカが最もブラウザーの傾向が強いことが示唆された。タイワンカモシカは他の二種が不可能な「木登
り」をおこなうことが知られ、この行動が食性に影響を与えた可能性がある。
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OA-05 

動物園を利用したカフェテリアテスト：シイ・カシ類に対するシカの嗜好性 
〇野宮 治人 1, 藤原 由美子 2, 溝端 菜穂子 2, 藤井 妙子 2 

（1 森林総合研究所九州支所, 2 熊本市動植物園） 
 

熊本市動植物園で飼育されているキュウシュウジカ（以下シカ）を利用して、シイ・カシ類 7 種（スダ
ジイ・マテバシイ・アカガシ・イチイガシ・アラカシ・ウラジロガシ）の枝葉に対する嗜好性を評価し
た。シカは園の放飼場で 14 頭（雄 4 頭・雌 10 頭）が飼育され、乾牧草を中心として毎日⼗分に給餌され
ている。園内などに植栽されているシイ・カシ類 7 種の枝先を 60〜70cm 程度ずつ採取して 1 枝ずつ同時
に 10 分間給餌し、5〜6 反復でカフェテリア式採食試験を行った。採食試験は 2023 年 8 月と 12 月さらに
2024 年 4 月の 3 回実施した。給餌前の枝先全体(W)と、給餌後の枝先を葉(wl)と枝(ws)に分けて生重を測
定し、採食で減少した量(W-wl-ws)を、給餌前の枝先全体から枝を除いた値(W-ws)で除して採食率とし
た。8 月の試験では、嗜好性の高い種（ウラジロガシ・シラカシ・アラカシ）と低い種（マテバシイ・ア
カガシ・イチイガシ）に区分され、スダジイは中間的だった（野宮ほか 2024）。12 月と 4 月の試験でも、
およそ同様の傾向が得られたことから、給餌した 7 種についての嗜好性は安定的なものと考えられた。た
だし、4 月や 8 月に比べて 12 月の採食率は全体的に高く、嗜好性の低い種でも採食率が高くなった。⼗分
に給餌されていても、冬季には嗜好性の低い樹種まで採食する傾向があるのかもしれない。 

OA-06 

ササ類の一⻫開花・枯死は木本類へのニホンジカの食害を変化させるか？ 
〇稲富 佳洋 1, 明石 信廣 2, 伊藤 健彦 1,4, 綱本 良啓 1, 丹羽 真一 3（1 道総研エネルギー・環境・地

質研究所, 2 道総研林業試験場, 3（株）さっぽろ自然調査館, 4 麻布大学） 
 

ササ類は、数⼗年〜百数⼗年に一度、一⻫に開花して枯死する。2022 年から 2023 年にかけて北海道の
広い範囲で、クマイザサなどのササ類が一⻫開花・枯死した。ササ類は冬期におけるニホンジカの主要な
餌資源であるため、一⻫枯死はニホンジカの越冬環境を悪化させ、代替餌となりうる木本類への食害が増
加することが懸念される。そこで、ササ類の一⻫枯死による木本類への食害の変化を明らかにするため、
11 か所の調査区を設定し、ササ類の枯死状況、木本類への食害状況、自動撮影カメラによるニホンジカの
利用状況を調査した。ササ類の枯死状況は調査区によって異なり、総稈数に占める枯死した稈数の割合
（ササ類枯死率）が 8 割以上だった調査区は 6 か所、2〜8 割だった調査区は 1 か所、2 割未満だった調査
区（非枯死区）は 5 か所だった。また、ササ類枯死率は、マルチスペクトルカメラ搭載ドローンによって
算出した調査区周辺の NDVI と負の相関を示した。したがって、ドローンを活用し、ササ類の枯死状況を
面的に評価できる可能性が示唆された。本発表では、このようなササ類の枯死状況が違う調査区によって
木本類への食害状況やニホンジカの利用状況がどのように異なるのかを評価する。 
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OA-07 

太陽光発電式 GPS 首輪の機能評価 
〇澤 真和 1, 小泉 拓也 2, 野田 琢嗣 2, 立木 靖之 1 

（1 酪農学園大学, 2Biologging Solutions Inc.） 
 

太陽光で駆動する GPS 首輪が開発されると既存の製品よりも⻑期間・高頻度の追跡が可能になると考ら
れる。一方、これまで開発を行ってきた結果、林内では発電量が低下することが分かった。また林内にお
ける測位精度が低下することも考えられる。そこで本研究では新たに開発された GPS 首輪の林内での発電
性能と測位精度を検証するとともに実際にエゾシカへ装着し機能を評価することを目的とした。 
 測位精度は本学内の林内及び開放地にある座標既知点 2 箇所で落葉期（2024 年 1 月 17 日〜2 月 7 日）
に実施した。座標既知点上に GPS 首輪（LoggLaw G2C:Biologging Solutions 社）と日射計（SPM-SD:サ
トテック社）を設置し記録した。林内における正確度は 10.2±12.0m、精密度は 9.9m±12.6m であった。開
放地の正確度は 6.1±8.1m、精密度 6.1±8.2m となった。また浜中町（同年 3 月 9 日）と厚岸町（同年 3 月
10 日）にて、メスの成獣を対象とし 3 頭のシカに GPS 首輪を装着した。測位精度実験の測位成功率は
100％だった。林内において太陽光での発電は正常に行われ、バッテリー量の減少は無かった。シカに装着
した首輪は現在（2024/06/27）まで正常に動作していた。これらの結果から、北海道東部地域の夏期のよ
うな環境では実用可能な機能を有すると考えられた。 

OA-08 

自動撮影カメラを用いた人為的な環境に対するヒゲイノシシ Sus barbatus の反応の評価 
〇中林 雅 1, 金森 朝子 2, 松川 あおい 3, Joseph Tangah4, Augustine Tuuga5, Peter Titol Malim5,  

松田 一希 6, 半谷 吾郎 6 

（1 広島大学, 2 日本オランウータン・リサーチセンター, 3 一般社団法人 AKARH,  
4 マレーシア・サバ州森林局, 5 マレーシア・サバ州野生生物局, 6 京都大学） 

 
本研究では、マレーシア・サバ州にある人為攪乱の程度が異なる３つの保護区において、アブラヤシ農

園または道路に対するヒゲイノシシの行動を、自動撮影カメラを用いて比較した。 
近辺にアブラヤシ農園がある２か所の保護区では、ヒゲイノシシは人間活動が少ない時間帯に農園に接

近した。また、主要な狩猟対象とされていない保護区付近では、月の面積が大きい夜に農園に接近した。
一方で、主要な狩猟対象とされている保護区ではそうした傾向はなかった。これらの結果から、ヒゲイノ
シシは人間との遭遇を避けていることが考えられる。 
 一般に密猟は夜間におこなわれる。イノシシは夜間視力が弱いことから、明るい夜にアブラヤシ農園に接
近して、弱視を補完していると考えられる。一方で、主要な狩猟対象とされている保護区では密猟者との
遭遇確率が高くなるので、こうした傾向がなかったと考察できる。 
 ヒゲイノシシは人間を避けると同時に、アブラヤシ農園を利用する。狩猟対象となっている保護区ではヒ
ゲイノシシの活動時間は減少する。したがって、高質な食物であるアブラヤシ果実を採食することで、採
食時間の減少を補填していると考えられる。 

本研究で、ヒゲイノシシの行動は狩猟圧の影響を受けることと、人間との遭遇を避けながら人為的な環
境を利用して採食効率を上げることも示唆された。こうした行動の柔軟性が、ヒゲイノシシの強い攪乱耐
性に関連していると考えられる。 
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OA-09 

移動阻害構造体がニホンジカ Cervus nippon の行動に与える影響 
〇森 あずさ 1, 秋元 大地 2, 牛嶋 一貴 2, 田中 沙耶 2, 谷藤 香菜江 2, ⻄田 亜矢香 2, 小林 秀司 2 

（1 岡山理科大学大学院 理工学研究科, 2 岡山理科大学 理学部 動物学科） 

近年,ニホンジカ Cervus nippon (以下,シカ)による農業被害や森林被害が深刻化しており,野生鳥獣によ
る森林被害金額の約 7 割を占めている(林野庁 2023).既存の対策方法の捕獲や防護柵の設置には,狩猟者の
減少や高齢化,防護柵には費用がかかるといったデメリットがある.小林および谷藤(2013)の移動阻害構造体
(以下,構造体)は,⾜元を不安定化する構造体がシカに心理的圧迫を及ぼすことを意図して開発され,シカに対
する忌避効果が確認されている.また,牛嶋(2023)の錯視効果・色覚を利用した移動阻害試験では,色によっ
て忌避効果に差が見られることも明らかになった.そこで,本研究では構造体に色を組み合わせた場合の忌避
効果を試験する.今回は,その第一段階として現時点での構造体のみの忌避効果を再検証した. 
 回廊通過回数と回廊通過所要時間は,構造体を設置した場合で,特に構造体の高さが高いほど回廊通過回数
が減少し,回廊通過所要時間が⻑くなった.また,昼と夜で比較した場合,昼の方が回廊通過回数が多く,回廊通
過所要時間は短い傾向にあった.その要因として,夜間は地面を視認しづらく,⾜元が不安定になるためだと
思われる.シカは夜行性で夜間に被害を出すため,シカの被害対策としてかなりの効果が想定される.本研究
で対象としたのは飼育個体であるが,野生個体に対して構造体を用いた場合でも,ほぼ同様の物理的,心理的
圧迫が生じる可能性が高いと考えられる. 

OA-10 

分布拡大地におけるニホンジカの行動圏と生息地利用の特徴 
〇鴻村 創 1,3,4, 田中 大輝 2, 横山 真弓 2, 内藤 和明 1 

（1 兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科, 2 兵庫県立大学自然・環境科学研究所, 
3 兵庫県森林動物研究センター, 4 公益財団法人ひょうご環境創造協会） 

近年、ニホンジカ（以下、シカ）の個体数増加と分布域の拡大により、日本各地で森林の下層植生の衰
退など様々な影響が報告されている。兵庫県本州部のシカの分布域は北部では日本海沿岸地域に達してお
り、これ以上の分布拡大が難しい。こうした地域ではここ 20 年ほどで個体数が急激に増加しており、現在
では県内で最も生息密度が高くなっている。また森林の下層植生の衰退が著しく、人為的環境の被害防除
も⼗分でない場所が多い。このような環境において、シカの行動圏や土地利用に関する情報は得られてい
ない。そこで本研究では、2005 年以降シカの分布域の拡大とともに生息密度が増加し、高い生息密度を維
持している兵庫県但⾺北⻄部において、個体レベルのシカの行動圏と生息地利用を明らかにすることを目
的とした。 

シカ計５個体（オス４個体、メス１個体）に GPS 付首輪を装着しその行動圏と生息地利用を調査した。
カーネル密度推定を用いて個体ごとに季節や時間帯別の行動圏とコアエリアを算出した。また、季節ご
と、時間帯ごとの行動圏内の土地利用と標高や傾斜などの地理的要因を集計し生息地利用の特徴を調べ
た。

⻑距離移動が確認されたメス 1 個体を除いて⻑距離の季節移動は見られなかったことからオスは定着型
の個体であると考えられた。比較的狭い行動圏の中で竹林や農地といった人間活動に近い場所と森林を往
来するような行動が確認され、季節や時間帯による違いが見られた。 
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OA-11 

牡鹿半島とその周辺におけるニホンジカ（Cervus nippon）と車両の衝突事故の発生要因 
富山 愛加, 伊藤 凛, 〇辻 大和 

（石巻専修大学） 
 

有蹄類と車の接触事故は「人間」「動物」「環境」というの 3 つの要因の相互作用で生じると考えられる
が、わが国ではそれらを総合的に検討した事例がほとんどない。ニホンジカ（シカ）のロードキルが多く
発生している牡鹿半島周辺道路で、上記の課題に着目したその発生要因を調べた。2020 年 4 月〜2023 年
9 月にかけて収集したロードキルデータからシカの事故発生場所のヒートマップを作成した。 2023 年 8
月に牡鹿半島周辺を走る県道で道路構造（道幅・見通し・道路設備）、シカ密度、道路周辺の植生と下層植
生の被度を調べ、半島内で事故の多い場所と少ない場所でこれらの環境要因を比較した。調査期間中に 
313 頭のシカの死体が回収された。事故は、道幅が広く、ガードレールの少ない直線道路で多く発生して
いた。また、ロードキルが多い場所ではシカの生息密度が高い傾向があった。いっぽう道路周辺の植物種
に違いはほとんどみられず、下層植生の密度にも違いはなかった。牡鹿半島では過去 10 年間で道路整備が
進み、見通しの良い直線道路が増えた。シカの生息数は高止まりの状態にあるため、今後ロードキルが増
加する可能性は高い。シカの侵入を防止する構造物を設置する、あるいは積極的な注意喚起が必要と考え
られる。道路周辺の植物種に大きな違いはなく、下層植生の生育密度にも違いは見られなかったことか
ら、道路周辺の植物に誘引されている可能性は低いと考えられる。 

OA-12 

塩類を用いたシカの捕獲と過去の鹿胎の利用 
〇安田 雅俊, 鈴木 圭 

（森林総合研究所九州支所） 
 

過去に行われた塩類によるニホンジカ（以下シカ）の誘引捕獲の技術と，我が国における薬種としての
シカの胎仔（鹿胎）の利用に関する文献調査を行った．前者（n =19）では，シカ科動物は広く摂塩行動
（ミネラルに富む土壌，海水，海藻等の摂取）を示し，天然あるいは人工の塩場に誘引されることが明ら
かとなった．また，人尿を用いた妊娠したシカの誘引捕獲（小便鹿猟法）に関する記述が複数の文献に認
められた．これは妊娠期から授乳期のメスで Na 要求量が高まることと関係する可能性がある．後者
（n=128）では，約半数の都道府県から 17 世紀以降の鹿胎の利用に関する情報がみいだされた．薬種とし
ての鹿胎は江⼾時代末以降，おもに出産後の⼥性の心⾝不調を改善するための医薬や⺠間薬に用いられ
た．明治期には北海道から九州にかけて広く鹿胎が生産され，一部は輸出されたとみられる．塩類を用い
た妊娠したシカの捕獲技術は，鹿胎の獲得のために工夫された猟法であった可能性があり，明治・大正期
における日本のシカの急激な個体数減少を引き起こした一因であったかもしれない．その技術は，20 世紀
に⻑く続いたメスジカ禁猟政策により失われたとみられる．我が国におけるシカの個体群管理の高度化の
ため，これに類した捕獲技術の開発が望まれる．【森林野生動物研究会誌 47: 35-39(2022)．哺乳類科学 
62: 161-187(2022).】 

79



一般口頭発表  

OA-13 

石狩市市街地における防風林とシカと自動車の交通事故（DVC）の関連性について評価 
〇立木 靖之, 前田 泰都 

（酪農学園大学） 
 

大型哺乳類であるニホンジカ（シカ）と車の交通事故（Deer-Vehicle Collision（DVC））は運転手にと
っても致命的な交通事故に発展するため、その予防は喫緊の課題である。これまでの研究において札幌の
ような都市では河畔林や緑地がシカの市街地への侵入経路となることが示唆されてきた。一方、北海道の
郊外に多い防風林と DVC 発生地点との空間的な関係性はあまり検討されていない。そこで本研究では、道
央地域で DVC の件数が増加している石狩市において DVC 発生地点と防風林の関連性について評価を行う
ことを目的とした。解析では 2018〜2022 年度に発生した DVC 地点（北海道警察）と、第 6・7 回自然環
境保全基礎調査植生図（環境省）を用いて、コストパス解析（ArcGIS Pro 3.1.3）を実施した。その結果か
ら頻繁にシカが利用すると推測された防風林を 3 地点抽出した。一方、まとまった防風林があるにも関わ
らず利用していないと予測された場所を 1 地点選出した。これらの地点で痕跡調査と聞き取り調査を行っ
た結果、「多く利用する」とされた箇所で、そうでない地点よりも痕跡や目撃が明らかに多く、解析結果が
ある程度妥当であると判断した。こうした手法でシカが多く利用すると予測された防風林を抽出し、市街
地に入る前の段階で遮断することでシカの市街地侵入や DVC を効果的に減らすことができるのではないか
と考えられた。 

OA-14 

塩水のメスジカ誘引効果の季節変化 
〇鈴木 圭, 森 大喜, 山川 博美 

（森林総研九州） 
 

ニホンジカの個体数は、繁殖に直結するメスの捕獲によって効率的に減らすことができる。本研究は、
より効率的にメスを捕獲するために、ニホンジカ（Cervus nippon）のメスに対する塩水の誘引効果の季節
的変化を明らかにする。異なる時期に塩水を設置したにもかかわらず、メスは 4 月上旬から 7 月中旬にか
けて塩水を特に良く飲んだ。この時期はニホンジカの出産シーズンであり、シカ乳にはナトリウムが豊富
に含まれることから、授乳に必要なナトリウムを摂取するために塩水を良く飲んだと推察された。妊娠後
期や授乳期にメスを捕獲すると仔の死亡率が高くなるため、効果的に個体数を減少させることが可能にな
ると考えられる。塩水によるニホンジカのメスの捕獲は、過剰に増加した個体群を効果的に管理する有効
な方法になるかもしれない。 
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OB-01 

兵庫県近畿北部地域個体群におけるツキノワグマの冬眠生態の性差 
〇横山 真弓 1, 澤 紅乃 2, 田中 大輝 1, 江藤 公俊 3, 丹羽 正地 3, 宮迫 怜央 3, 三國 和輝 1 

（1 兵庫県立大学, 2(株)地域環境計画, 3（一社）里山いきもの研究所） 
 

兵庫県におけるツキノワグマは、東中国個体群と近畿北部⻄側個体群の２つが分布している。どちらも
近年急激に生息数が回復し分布拡大している。そのため、2016 年以降、狩猟解禁やゾーニングによる捕獲
強化を行ってきた。このうち近畿北部個体群の生息地は 800m 以下の低標高の山系であり、人の生活圏と
クマの生息地が近接している。適切な管理ツールとして出没対応やゾーニング範囲、鳥獣保護区の配置な
どを検討するうえで、ツキノワグマの冬眠生態に関する情報の蓄積が必要であることから、本研究では、
冬眠穴の特徴について明らかにすることを目的とした。調査は、錯誤及び学術研究により捕獲されたツキ
ノワグマに GPS 首輪を装着し、冬眠時期に追跡することができた 21 頭（オス 14 頭、メス 7 頭）につい
て位置情報を分析し、冬眠穴を探索した。最も多かった冬眠穴は倒木の根返りにできた間隙であり、メス
はすべてこのタイプであった。オスでは根返りのほか、樹洞が 2 例、岩穴 3 例、廃坑 2 例、木の根元の地
上に鳥の巣状の寝床を作ったもの 1 例が確認された。平均標高はメスで 280m、オスで 504m、人の生活圏
からの距離では、メスが 507m、オスが 901m とそれぞれ有意差が認められた。メスは低標高で人為的環
境近くが越冬場所となっており、オスの襲撃を避けるため、オスの冬眠場所から離れた場所を選択した結
果、本地域では、人の生活圏に近い場所を選択することになったと考えらえた。 

OB-02 

くくり罠にかかったシカのクマによる捕食行動（記録） 
〇稲垣 亜希乃 1, 杉本 祐二 2, 小池 伸介 1 

（1 東京農工大学, 2 栃木県猟友会） 
 

ツキノワグマ（Ursus thibetanus）が生きたニホンジカ（Cervus nippon）成獣を捕食することは稀であ
る。栃木県日光市にて、くくり罠で捕獲されたシカが、捕獲されてから約 40 分後に生きたままクマによっ
て襲われ、捕食される一連の過程を記録したため報告する。シカの高密度化に伴うシカの強度の捕獲にお
いて、くくり罠は広く使用されている。本事例において、⾝動きが制限されていたものの、生きたシカを
クマが捕食したことは、人によるシカの捕獲行為がクマに新たな形態で食物資源としてのシカを提供して
いることを示唆する。さらに、クマがこのような状態のシカを通常の食物資源として認識している場合、
クマの生態（例：食性、行動）に何かしらの影響を及ぼしている可能性がある。また、捕獲されたシカの
クマによる採食行動は、罠周辺でのクマの⻑時間の滞在や錯誤捕獲の危険性を高めることで、捕獲従事者
および周辺住⺠への人⾝事故の可能性を高める可能性が高い。人と野生動物へのリスクを軽減するために
も、適切なくくり罠の運用を検討する必要がある。 
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OB-03 

北海道北部地域に生息するヒグマによる生息地選択の季節変化 
〇高畠 千尋 1, ⾺谷 佳幸 2, 浪花 彰彦 2, 中村 太士 3, 下鶴 倫人 1, 坪田 敏男 1 

（1 北海道大学獣医学研究院, 2 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター中川研究林, 
3 北海道大学大学院農学研究院） 

人による土地利用の変化は、野生動物にとって重要な資源を備えた生息適地の条件や分布に大きな影響
を与える。生息適地の条件や分布の変化が動物の生息地選択行動を変え、時には人里周辺利用を増やし人
とのあつれきの増加を招く。従って生息地選択行動を理解する事は、あつれき発生の過程と要因を知るた
めの重要な基礎的知見であるといえる。本研究では北海道北部地域のヒグマを対象とし、季節ごとに生息
地選択行動がどのように変化するか推定した。 

北海道大学中川研究林の協力を得て、ヒグマの高精度な移動行動データを得られる GPS 首輪を装着する
ため、捕獲檻を研究林内に設置し捕獲を行った。2020〜2023 年の間に 15 頭のヒグマを捕獲し、そのうち
GPS 測位データを得られた 5 頭のメスのヒグマについて、資源選択関数モデル（Resource Selection 
Functions: RSFs）を用いて生息地選択が季節によってどのように変化するか推定した。その結果、選択性
に大きな影響を与える植生や地形要因が季節によって異なることが明らかになった。一方、林縁近くの選
択や道路への著しい回避は季節を通して一貫していた。また人里への距離に関しては、複雑な反応を示し
た。二次林や植林地がヒグマの生息地選択にとって重要な要因であることも判明した。これらの植生は人
による土地利用と管理に関連するため、それらの選択・回避の理由について解明することは今後重要な研
究課題であることが示唆された。 

OB-04 

小型のクマが市街地周辺で大胆になる 
〜カメラトラップに対するクマの反応に影響を与える要因について〜 

〇大井 徹, 吉田 さつき, 藤田 菜穂, ⻄野 優佑 
（石川県立大学生物資源環境学部） 

個体群密度推定のため、ハチミツでクマを誘引し立ち上がらせ胸部斑紋を撮影、個体を識別する手法が
あるが、クマが立ち上がらない場合がある。クマの属性、ハチミツの劣化など複数の要因との関係を検討
した。2021〜2023 年 6〜11 月、金沢市の市街地周辺と市街地から遠く離れた山林に、19 箇所と 16-18 箇
所、カメラの前方にハチミツをぶら下げたカメラトラップを設置し、クマの反応を記録した。2021-2022
年は、カメラは 1 箇所 1 台、2023 年は、1 箇所 2 台を設置した。撮影イベント毎の反応確率を応答変数、
体サイズ（1m 以上と未満）、場所（市街地周辺と山間地）、季節（夏、秋：食物の変化）、年（カメラの台
数の違い）、ハチミツ交換からの経過日数（ハチミツの劣化）といくつかの交互作用を説明変数とした一般
化線形モデルで、要因の影響を検討した。季節、ハチミツ劣化の影響は認められなかった。小型のクマは
大型のクマより、また、山間地より市街地周辺で立ち上がる傾向があった。さらに、カメラを増設した
2023 年には市街地周辺で小型のクマが立ち上がらない傾向が強くなった。市街地周辺では新奇物との頻繁
な接触がクマ、特に小型のクマ（未成熟個体）を大胆にしている可能性、小型のクマが大型のクマ（成熟
個体）より、環境の変化に鋭敏に反応する可能性が示唆された。体サイズによる捕食に対する脆弱性の違
いと関係していることが考えられた。 
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OB-05 

クマの出没対応における県間の体制と評価の比較
〜市町村へのインタビューと質的分析による政策の評価〜 

〇山端 直人 1, 近藤 麻実 3, 澤田 誠吾 2 

（1 兵庫県立大学/兵庫県森林動物研究センター, 2 島根県庁, 3 秋田県庁） 

近年、クマの出没による被害や事故が増加しており、半ば社会問題ともなっている。クマの出没時の対
応方法について、環境省は「特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（クマ類編）」や「クマ類
の出没対応マニュアル」を作成し、技術面のみならず自治体が構築すべき体制なども紹介している。ま
た、クマの出没による被害や事故が多発する県の大半はそれらに基づき県ごとに特定鳥獣保護・管理計画
を策定し、そこでは管理の方針だけでなく、出没時の対応や対応のための体制、社会への普及啓発の方法
などが示されている。 

しかし、これら計画の実装体制は県により大きな差が見られ、専任の担当者を配備し市町村との共同や
支援が可能な体制を構築できている県がある一方、専門担当者等の配備が難しく少数の事務担当が存在す
るのみで、現場での出没対応の多くを市町村もしくは委託された事業者が担わざるを得ない県も数多くみ
られる。 

専門人材配置についてはクマのみならず野生動物管理業務の多くの場面で、その重要性が議論されてい
るが、人材配置による社会の評価がより明確になれば、その重要性についても理解が進むと考えられる。 

そこで本報告では、人材配置の重要性に焦点を当て、クマの出没時の対応体制を構築できている県とそうでな
い県の市町村へのインタビューを基に、質的分析により専門人材の配置という政策の評価を試みる。 

OB-06 

ヘアトラップ調査とカメラトラップ調査におけるツキノワグマ個体識別効率の比較
〇野瀬 遵, 小野 司, 中川 恒祐 
（㈱野生動物保護管理事務所） 

ツキノワグマが指定管理鳥獣に指定されたことに伴い、個体数推定の重要性がこれまで以上に求められ
る。近年、各地域で様々な個体数推定が実施されているが、現状、最も精度が高い推定手法は空間明示型
標識再捕獲モデルを用いた方法である。この推定手法には個体識別情報が必要であり、一般的にヘアトラ
ップ調査（以下、「HT 調査」）か斑紋識別によるカメラトラップ調査（以下、「CT 調査」）の結果が供され
る。 

滋賀県では、2005 年度から HT 調査が実施されてきたが、遺伝子分析に使用する体毛サンプル数に予算
的制約があり、個体識別数が低下する問題があった。そのため、より安価で全サンプルを個体識別に用い
ことができる CT 調査への移行を検討するため、HT 調査と CT 調査の個体識別能力を比較した。 

高島市において HT 調査と CT 調査を同時に 20 地点で実施した。HT 調査と CT 調査によるサンプリン
グ結果から構築した一般化線形モデル（GLMM）を用いて、調査手法による個体識別効率を推定した。結
果、両調査手法の個体識別効率に大きな差がないことが確認された。なお、当該年は遺伝子分析を実施し
ていないため、体毛サンプル数と過去 3 年分の遺伝子分析成功率を用いて、HT 調査による個体識別率を
算出した。 

本研究は「令和５年度 第一種特定鳥獣保護計画 モニタリング調査事業（ツキノワグマ）」の一環として
実施された。 

83



一般口頭発表  

OB-07 

捕獲しすぎをどのように客観的に評価するか 
〇鵜野ー小野寺 レイナ 1,2 

（1 慶應義塾大学・先端生命, 2 鶴岡市役所・農山漁村振興課） 
 

過去（2006 年）のツキノワグマの大量出没において、冬季に本来⺟親と一緒に行動する当歳仔の仔グマ
の単独行動が確認された。遺伝子解析より、⺟グマと思われる個体が１０月時点で捕殺されていた。昨年
の大量出没年においても、冬期間や翌春も出没が続いていたが、その出没の中には、仔グマの目撃も多
く、大量出没に伴う大量捕殺によって、⺟グマが捕殺され、冬眠できずにいた孤児の当歳仔が出没してい
る状況との仮説を立てた。 

大量出没年では、個体の捕獲のされ方に傾向があることが示唆された。秋が深まるにつれて、仔グマが
捕殺されている状況が見られた。また秋が深まると体サイズの大きいオス個体が捕獲され（過去の大量出
没年の大型オスの遺伝分析では、福島県に多いハプロタイプも確認した）、地域個体群のエリアを越えて⻑
距離を移動し、別地域に出没している可能性も示唆された。 

大量出没年は、秋のエサ資源の枯渇・探索によりクマ１頭の行動範囲が大きくなると考えられるが、個
体の移動により、地域個体群内の個体がシャッフルされる。個体の移動は、餌資源の減少によるツキノワ
グマの生き残り戦略の一つであるとともに、大量捕殺に伴う当歳仔がみられる現象は、地域個体群に影響
が出るほど捕殺したことが示唆される。本来親と行動する当歳仔が単独で出没するという事象は、個体群
の捕りすぎの⻩色信号の客観的指標になり得ないだろか。 

OB-08 

絶滅を回避したツキノワグマ地域個体群の遺伝的多様性の変化とオスの移動分散との関係 
〇森光 由樹 

（兵庫県立大学/兵庫県森林動物研究センター） 
 

東中国地域個体群と近畿北部地域個体群に生息しているツキノワグマの分布は分断され遺伝的多様性は
低く絶滅が危惧されていた。近年,分布拡大や個体数の増加にともない東中国地域個体群と近畿北部地域個
体群との分布の境界は不明瞭となり遺伝的多様性は回復傾向にあることを本学会で報告した(森光ほ
か,2017,2019)。これまで報告した 1991 年-2004 年,2013 年-2018 年に加えて新たに 2019 年―2023 年に
捕獲された個体(近畿北部ｎ=105 東中国ｎ=102)のマイクロサテライト 10 遺伝子座(Paetkau and 
Strobeck 1994. Kitahara et al.2000)を分析し比較した。1991 年-2004 年は東中国地域個体群 HE 0.470,近
畿北部地域個体群 HE 0.498 であったが,2013 年-2018 年は東中国地域個体群 HE 0.565,近畿北部地域個体
群 HE 0.599 に上昇した。しかし 2019 年-2023 年は東中国地域個体群 0.556,近畿北部地域個体群 0.585 に
両個体群ともわずかに減少した。オスの移動を調べるために同調査地域において捕獲したオス（東中国
n=8 近畿北部 n=4）にカメラ付き GPS を装着し 1 年間移動・分散を追跡したとろ,平均 32km(最大で
52km)の移動が確認され,地域個体群間では特に円山川の上流部で移動が認められた(n=7)。兵庫県を含む
近畿地方では,現在ゾーニング捕獲を実施しているが遺伝的多様性に大きな変化は認められてない。現在の
ゾーニング捕獲について引き続き遺伝的モリタリングを継続すしながら実施することが重要であると考え
ている。 
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OB-09 

クラスター状トラップ配置下におけるツキノワグマの空間明示型個体数推定にトラップ数と
⻑距離移動個体が及ぼす影響 

〇鞍懸 重和 1, 千﨑 則正 1, 山内 貴義 2 

（1 岩手県環境保健研究センター, 2 岩手大学農学部） 

クラスター状に配置したヘア・トラップ装置を用いた空間明示型標識再捕獲法（以下、SCR）による個
体数推定がアメリカクロクマにおいて試みられている（Humm et al, 2017）。本発表ではクラスター当たり
のトラップ数（以下、クラスターサイズ）と個体の移動距離がツキノワグマの個体数推定の精度、正確度
に及ぼす影響について、過去のヘア・トラップ調査結果をパラメーターとし、仮想のトラップ配置と移動
距離で生成した捕獲履歴により検討した。クラスターサイズは４基、９基、16 基、24 基及び 36 基とし、
トラップ間距離は 1.5km とした。移動距離は 0、5、10、15、20、25 及び 30km とした。また、これらの
条件を生息密度 0.25、0.5，0.75 及び 1.0 頭/㎢ごとに推定し、条件ごとに推定生息密度の 95%CIcoverage
と変動係数を算出し比較した。その結果、クラスターサイズは変動係数に影響し、想定した生息密度によ
り異なるが 16 基〜24 基で変動係数の減少傾向が見られなくなった。移動距離は 95%CIcoverage に影響
し、20km で 0〜0.5%まで減少した。これらのことからクラスター状配置の SCR による個体数推定では、
クラスターサイズは精度に、移動距離は正確度に影響するため、推定精度を保つには一定のクラスターサ
イズの確保と移動距離の影響を説明変数により分離する等の対応策が必要と考えられた。

OB-10 

⻑野県北部における過去 20 年間のツキノワグマ年齢構成の推移 
〇⿊江 美紗子 1, 森 智基 2, 岸元 良輔 3 

（1 ⻑野県環境保全研究所, 2 岐阜大学, 3 信州ツキノワグマ研究会） 

野生動物の年齢構成やその年変化を明らかにすることは，対象個体群の成⻑段階や変化を知る一助とな
る．例えば，低年齢個体に偏りがある場合，高い捕獲圧により個々の寿命が短くなっていることが考えら
れる．このように年齢構成は，個体群の状態を比較的容易に把握できることから，これまでも様々な部位
を対象に，カモシカ，ツキノワグマ，鯨類などで調べられてきた． 

⻑野県では保護管理対象であるツキノワグマについて，捕獲個体を対象に年齢が調べられてきた．ツキ
ノワグマの場合，⻭根部の象⽛質やセメント質に形成される成⻑層を対象に年齢を推定する．本研究で
は，県北部のツキノワグマ年齢構成に影響する要因を明らかにするため，2003~2023 年まで過去 20 年分
の捕獲個体の年齢を推定し，年齢構成の⻑期的なトレンドおよび年齢構成に変化があった年を調べた．

県北部のツキノワグマの年齢構成には，過去 20 年間で大きな変化が見られた．2006 年までは 15 歳未
満の個体が９割を占めていたが，2020 年以降は 20 歳以上のより高年齢個体の割合が増加した．また 2010
年，2012 年，2014 年はその前年と比較し，年齢の構成に変化が見られた．これらの年はいずれも，標高
1000m ほどに生育するブナやミズナラ等の堅果類が不作であった年である．堅果類の不⾜により，年齢の
高い個体が標高を下げ，里地付近で捕獲された可能性が考えられた． 
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OB-11 

ニホンキクガシラコウモリはセミ類のなかでも何故ヒグラシばかりを捕食するのか？ 
〇安藤 誠也 1, 桑原 一司 2 

（1 島根県立三瓶自然館, 2 広島大学オオサンショウウオセンター） 
 

コウモリ類が生息する島根県の廃坑には，夏期に捕食されたセミの死骸が多数確認されるところがあ
る．自動撮影装置を設置したところニホンキクガシラコウモリ（以下，コウモリとする）がセミを捕食し
ている動画が撮影された．また，捕食されたセミの種や雌雄を判定する目的で，2023 年 7 月〜8 月にかけ
て２箇所の廃坑(A，B)で死骸の回収を無作為に行った．死骸の多くは前翅のみとなっていたが，頭部，胸
部，腹部，後翅などが残存しているものもあった．種判定には前翅を用い，雌雄判定は腹部で行った．廃
坑 A では回収した前翅のうちヒグラシ 210 枚，ミンミンゼミ 2 枚であった．また，腹部を 27 体分回収
し，全てヒグラシのオスであった．廃坑 B では回収した前翅のうちヒグラシ 157 枚，アブラゼミ 3 枚，ミ
ンミンゼミ 2 枚，ニイニイゼミ 1 枚であった．また，腹部を 44 体分回収し，全てがヒグラシのオスであ
った．県内で夏期に成虫が出現するセミ類として，ヒグラシ以外にも 6 種程が確認されているが，本種が
最も捕食される理由として，オスが鳴く時間帯がコウモリの活動する夜間に近い薄明の頃であるからだと
考えられる．自動撮影装置によるセミ類が捕食されている動画の撮影時刻は，どちらの廃坑でも 7 月下旬
において午前 5 時台前半であった．また，雌雄判定が出来る死骸の全てがヒグラシのオスであったことか
らも，コウモリは本種の鳴き声によって位置を特定し，捕食を行っている可能性が示唆される． 

OB-12 

韓国ー日本間の沖合におけるコウモリの音響調査 
〇Heungjin Ryu1,2, Lina A. Koyama1, Tetsutaro Takikawa3, Fay Taylor1,2, Dai Fukui4,  

David A. Hill1,2, Christian E. Vincenot2,5 

（1Kyoto University, 2Island Bat Research Group, 3Nagasaki University, 4The University of Tokyo, 
5University of Luxembourg） 

 

Bats migrate in response to changes in environmental conditions and resource availability. However, 
due to their small size and nocturnal lifestyle, the migratory patterns of many bat species remain 
unknown. In particular, over-sea migration is a little-explored topic in migration research. In this study, 
we monitored the seasonal migration of bats across the sea between Japan and South Korea, with the 
aid of fishing vessels around Tsushima Island and the ferry, New Camellia, between Fukuoka and 
Busan. We conducted acoustic surveys at the coast from August to October, a period associated with 
bat migration. Our findings revealed both seasonal and hourly variations in bat activity along the 
Tsushima coastline. We also detected several echolocation calls from a bat species over the sea, both 
between Tsushima and Iki   Island, and between Tsushima and Busan. These results suggest the 
possibility of bat migration over the sea between Japan and South Korea, highlighting the need for 
further research to better understand bat migration between the two countries. This knowledge will be 
instrumental in developing more effective conservation and management plans for these species. 
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OB-13 

日本産テングコウモリとコテングコウモリにおける頭骨形態の南北適応について 
〇池田 悠吾 1,2, 本川 雅治 3, 福井 大 1 

（1 東京大学農学生命科学研究科, 2 日本学術振興会, 3 京都大学総合博物館） 
 

日本には４種のテングコウモリ属が生息しており，そのうちテングコウモリ（Murina hilgendorfi）とコ
テングコウモリ（M. ussuriensis）の 2 種は，国内では北海道，本州，四国，九州に広く分布する．哺乳
類の一般則として高緯度地域ほど体サイズが増大することが知られているが（ベルグマン則），テング・コ
テングを含むコウモリ類は，翼手サイズの増大に伴い熱放散が増加することから，高緯度地域ほど体サイ
ズが減少する種もいる．また，これらの種は森林棲傾向が強いため，緯度で大きく異なる気温や湿度，植
生といった環境への生態的適応，およびこれに伴う種内形態変異が考えられるが，体サイズの変動に伴う
形態変異によりかき消されている．そこで，緯度による水平的影響が頭骨形態にどのような変異をもたら
すか明らかにすることを目的とし，両種の頭骨標本を用いて幾何学的形態測定法を実施した．設定した２
０〜３０点の解剖学的ランドマークの過不⾜を LaSEC 法で評価した後，形状変数をサイズ変数で回帰した
残差を用いて，サイズの影響を除いた緯度による形態変異を抽出した．頭蓋骨背面部では両種の間で違い
が見られなかったが，頭蓋骨腹面部と側面部，および下顎骨側面部で緯度に対する種間で異なる形状変異
傾向が見られた．本結果に基づき，2 種の南北適応戦略の違いについて考察する． 

OB-14 

ハットンテングコウモリの外部・頭骨形態における性的サイズ二型 
〇Hu, Yifeng1, Motokawa, Masaharu2, Yu, Wenhua3, Wu, Yi3 

（1Graduate School of Science, Kyoto University, 2Kyoto University Museum, Kyoto University, 
3School of Life Sciences, Guangzhou University） 

 

As the only mammal capable of true flight, bats exhibit complex mechanisms driving sexual size 
dimorphism (SSD). Murina huttoni, a common and typical forest-dwelling bat, shows female-biased 
SSD, yet the driving hypotheses remain unclear. To explore this, we examined 126 specimens and 
employed an integrated methodology combining morphometrics, geometric morphometrics, and 
phylogeography to investigate the forces driving SSD in M. huttoni. Multivariate statistical analysis of 
external and skull linear measurements, as well as 3D skull geometric shapes, revealed that female 
significantly larger than male, with allometry occurring between sexes. These variations are mainly 
related to feeding habits, flight capabilities, and ecological niche divergence. Phylogeographic studies 
based on mitochondrial and nuclear markers revealed divergent topologies and indicated that male 
tend to disperse while female exhibit philopatry. Hence, the mechanisms driving SSD in M. huttoni are 
multifaceted, mainly corresponding to “Big-mother” and “Reduce Resource Competition” hypotheses. 
This study enhances the understanding of the complex dynamics underpinning SSD in this woodland 
specialist species. 
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OB-15 

カンガルー類の椎骨の機能形態学的検討 
〇中川 梨花 1,2, 遠藤 秀紀 1 

（1 東京大学総合研究博物館, 2 東京大学大学院 農学生命科学研究科）  
カンガルー類は有袋類双前⻭目に属し両後肢でホッピングを行う。ホッピングを可能にするには、重心

を骨盤周辺に位置させ股関節を支点に前後に平衡のとれた姿勢である「前後平衡型体幹」が欠かせない。
そこで、カンガルー類と四⾜哺乳類の脊椎の形態を比較し、カンガルー類の脊椎の形態学的特徴を検討し
た。 

カンガルー類 3 種 7 個体、四⾜哺乳類 3 目 5 種 15 個体の頸椎、胸椎、腰椎、仙椎を用い、各椎骨を観
察し計 392 か所をノギスで計測した。全計測値の幾何平均を用いて体サイズの影響を除去し、環椎、軸
椎、第 3-6 頸椎、第 7 頸椎、第 1-5 胸椎、第 6-10 胸椎、第 11-18 胸椎、腰椎、仙椎ごとに主成分分析を
行った。 

その結果、カンガルー類の頸椎は椎体⻑が短く、椎体関節面は後端を後位椎骨の前端が挟み込む形態だ
った。第 3-7 頸椎では椎体高と椎体幅、前後関節突起棘突起⻑が短かった。第 1-10 胸椎は椎体⻑が⻑く、
棘突起高は短かった。第 11-13 胸椎は乳頭突起高が⻑かった。腰椎は椎体⻑、椎体高、椎体幅と、前後関
節突起⻑、前関節突起間幅、後関節突起間幅が⻑かった。また、横突起高は短いが、途中で折れ曲がり先
端が頭側方向を向いていた。また、椎孔腹側に溝としばしば椎体の腹側に孔が確認された。仙椎は椎体⻑
や前後関節突起⻑が短く、椎体前端⻑と椎体前端幅、椎体後端⻑、椎体後端幅、後関節突起間幅、⽿状面
⻑、⽿状面高が⻑かった。 

 
OC-01 

哺乳類はどこで枯死木を壊す？：主要食物と地形が枯死木破壊行動に与える影響 
〇栗原 洋介 
（静岡大学） 

 

中大型動物は種子散布や植食、生息地改変を通して生態系に大きな影響を及ぼすが、これらの影響は一
様でなく、環境の異質性や動物の行動パターンにより空間的な変異が生じうる。これまで森林における哺
乳類の新たな働きとして枯死木分解の促進について報告してきたが、哺乳類が節⾜動物を捕食するために
枯死木を破壊する行動が森林内のあらゆる場所でみられるかどうかはよくわかっていない。本研究の目的
は、ニホンザルが枯死木破壊行動を行う場所のばらつきとそれに影響する要因を解明することである。鹿
児島県・屋久島の暖温帯常緑広葉樹林において、2012 年 10 月から 2013 年 10 月の期間、1 群に属す
る成獣メス（6-8 個体）を個体追跡し、採食行動（枯死木破壊行動を含む）を記録した。また、GPS を用
いて追跡個体の位置および採食樹の位置を記録した。対象群の行動圏をカバーするグリッドを発生させ、
主要採食樹の本数と地形が枯死木破壊行動に費やす時間にあたえる影響を検討した。サルは主要採食樹が
多く、平坦な場所で枯死木破壊行動を⻑時間行っていた。主要採食樹付近では低順位個体が採食競合を回
避するために枯死木破壊行動に時間を費やしており、平坦な場所では探索に適した枯死木の利用可能性が
高いのかもしれない。本研究の結果は、先行研究で報告されてきた種子散布や植食に加え、哺乳類と枯死
木の関わりが空間特異的である可能性を示唆している。 
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OC-02 

獣害対策を目的とした低労力で⻑期間の位置データを取得可能な次世代型 GPS 首輪と 
住⺠参加型総合対策プラットフォームの開発 

〇小泉 拓也, 野田 琢嗣, 板谷 佳美, 藤本 詩織 
（Biologging Solutions 株式会社） 

 
地方創生と地域経済の重要性が叫ばれている中、野生動物による農作物への被害が地方活性化の障壁の

一つとなっている。これまで GPS 首輪を使用した野生動物の行動追跡手法は、個体群管理、侵入防止、棲
息環境管理に活用されているが、調査員が受信機を持って装着個体まで近づく必要があり、多大な労力が
必要であった。そこで私達は、ダウンロードにかかる労力をゼロにするため、IoT 用途の携帯電話網であ
る LTE-M 通信を利用し、GPS データをクラウドに直接送信する新たな GPS 首輪を開発した。この首輪は
さらに、太陽電池を搭載し、⻑期運用が可能である。GPS データは専用ポータルサイト「アニマルポータ
ル」で閲覧や分析を行うことができる。昨年 11 月からニホンザルとエゾシカに首輪を装着し、実証実験を
行った結果、現在の 6 月時点において、LTE-M 通信により全データの回収に成功し、GPS の高い測位成
功率(95%〜98%)や電池電圧の維持が確認された。自治体や大学からは効率的な対策考案に向けた行動把握
の強化や、住⺠意識の向上などの効果が報告されている。現在、その他の生物として、カモシカ、クマ、
イノシシを対象にした実証実験が進行中である。アニマルポータルは、GPS データ以外にも、住⺠による
目撃・捕獲・被害情報等も登録可能であり、今後、住⺠参加型の総合的な鳥獣害対策プラットフォームと
して発展することで、効率的な対策と被害軽減が期待される。 

OC-03 

大分県および隣県におけるアライグマ(Procyon lotor)のミトコンドリア DNA 分布 
〇奥山 みなみ 1,2, 鶴成 悦久 1, 内田 桂 3, 島田 健一郎 4 

（1 大分大学減災・復興デザイン教育研究センター, 2 大分大学医学部,  
3NPO 法人おおいた環境保全フォーラム, 4 大分市環境部環境対策課） 

 

特定外来生物アライグマの九州での定着は、福岡県、佐賀県、⻑崎県を中心に初期導入が進んだとされ
ている。大分県では 2006 年度の調査で生息が報告され、2012 年以降捕獲数が増加した。しかしこれまで
に生息域拡大の経緯や遺伝的分布は明らかになっていない。本研究では大分県内と隣県におけるアライグ
マの遺伝子型の地理的分布を明らかにすることを目的とした。2017〜2023 年、防除個体から材料を採取
した（n=1836）。定法に従い DNA を抽出し、ミトコンドリア DNA の D-loop（682bp）を標的に遺伝子型
を決定した。大分県内では 4 つの遺伝子型（RMT-02、03、05、08）が確認された。県北⻄部では東⻄に
流れる三隈川を境に、北に RMT-03 を主とした集団が、南に RMT-02 を主とした集団が確認された。ま
た、県中央部では RMT-05 を主とした集団が確認され、県内では大きく３つの遺伝背景を持つ集団が導入
の由来であると考えられた。大分県北⻄部と接する福岡県東部では、北側で RMT-03 が、南側で RMT-02
が確認されたことから、県北⻄部で増加している二つの遺伝子型集団は福岡県東部からの個体の流入に由
来しており、三隈川が地理的障壁となっていることが推察された。また熊本県では RMT-02 と 08 を主と
した遺伝子型が分布し、宮崎県では RMT-02 が検出された。いずれも大分県とは異なる遺伝子型の分布を
示した。 
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OC-04 

アライグマの透明帯 ZP3 由来避妊ワクチン抗原の免疫学的評価
佐藤 広大, 〇淺野 玄 

（岐阜大学） 

アライグマの捕獲では、主にはこわなが用いられる。はこわなは有用である一方、捕獲効率低下やトラ
ップシャイ、わなの見回り労力や錯誤捕獲などの課題もある。これらの課題を解消する新たな個体数抑制
手法として、演者らは経口避妊ワクチンに着目し、卵を取り囲み受精に関与する蛋白質である透明帯
（ZP）由来のワクチン抗原の研究を行ってきた。雌アライグマに ZP に対する抗体産生を誘導し、受精を
阻害する効果が期待される種特異的なワクチン抗原を探索している。ZP の 1 つである ZP3 の塩基配列を
もとに、これまでの研究から種特異性や抗原性が期待された合成ペプチドを作出した。これを 3 個体の雌
アライグマ成獣に注射投与し、抗体産生の有無（ELISA 法）や産生抗体の透明帯との結合性（免疫組織化
学）などから、避妊ワクチン抗原としての有用性を評価した。その結果、3 個体全てで抗体価の上昇が確
認された。うち 2 個体の抗体価の上昇は免疫記憶によるものと考えられた。ペプチド投与後血清は、アラ
イグマの透明帯との結合性が確認されたものの、タヌキおよびハクビシンの透明帯との結合性も確認され
た。以上から、投与した合成ペプチドは、アライグマ特異的ではなく、経口避妊ワクチン抗原として課題
が認められた。今後は、ZP3 の他部位や解析中の ZP4 または ZP2 との配列から、アライグマ特異的な避
妊ワクチン抗原候補を選定することが必要である。

OC-05 

アライグマの位置および地理情報を用いた行動パターン解析
〇松本 哲朗 1, 渡辺 伸一 2 

（1 山口県農林総合技術センター, 2 リトルレオナルド／麻布大学） 

山口県におけるアライグマの作物被害地域は、県北部から県中央部へと拡大しており、被害額も年々増
加している。被害額は 5 年前の約 3 倍に達し、作物別の割合は、果樹が約 7 割を占め、野菜の被害も 2 割
と増加傾向にある。作物への被害対策としては、園地の防護と周辺での捕獲が主な方法である。このた
め、位置および地理情報の関連性を大局的および詳細的な視点から解析することが重要である。本研究で
は、都市部と中山間地域から各 9 個体、計 18 個体のアライグマから得られた位置情報を基に、以下の前処
理と解析を行なった。 

１．詳細な踏査によって得られた地理情報と、GPS ポイントから生成したバッファを結合。 
２.センチネル 2 衛星画像を用いて算出した植生指数（NDVI: Normalized Difference Vegetation

Index）と、GPS ポイントの点およびグリッドを結合。 
これらのデータを用いて、移動距離、標高、各地の気温、時期および時間帯などの関連性を解析した結

果、各地域と雌雄、時期による違いが明確にあり、タイプ別に田舎型、中間型、都市型に分類されること
がわかった。また、頻度の違いはあるものの、夜間には植生が多い河川や耕作放棄地を利用し、昼間には
空き家や森林奥を利用することが全てのタイプに共通した。作物被害地の防護と捕獲については当事者に
よる対策が可能であるが、空き家や耕作放棄地の取り扱いなど環境の整備については地域全体で検討する
必要がある。 
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OC-06 

誘引餌が不要な侵略的外来アライグマ捕獲用巣箱型ワナの効用と効果検証 
〇池田 透 1, 田中 一典 1, 伊藤 泰幹 1, 島田 健一郎 2 

（1 北海道大学, 2 大分市） 
 

アライグマのような広域分布外来種に対しては、⻑期的な防除が必要となるが、従来の箱ワナ捕獲で
は、誘引餌の補充と混獲点検のために毎日の見回りが必要となり、この作業量とコストが⻑期的防除実施
のための障害となっている。本研究においては、アライグマの樹洞営巣性という習性を利用した、空間を
誘因として開発したアライグマ捕獲用巣箱型ワナの効用と効果の検証を試みる。 

誘引餌を用いない巣箱型ワナは、捕獲情報通信システムを搭載することで、一度設置すると捕獲される
までの確認・餌交換等の作業が一切不要となる。今回のすべての調査地において、誘引餌を使用せずとも
アライグマが高頻度で捕獲されることが確認され、かつ防除作業量の大幅な低減を実現することができ
た。さらに、誘引餌を用いたワナが使用できないヒグマ生息地域や希少在来種保全のために人間の立ち入
りを制限する必要のある地域では、巣箱型ワナは地域住⺠及び関係者から高い評価が得られている。ま
た、北海道で併設した自動撮影カメラには、キタキツネ、エゾタヌキ、テン、ネコ等の中型哺乳類、及び
カラス等鳥類の巣箱型ワナへの接近が記録されたが、わずかなネコの混獲以外は発生していない。 

一方で、素材が木材であることから、重くかつ破損しやすいという課題も残っており、今後は軽量で耐
久性の高い素材に対するアライグマの反応を確認し、改良を加えていく予定である。 

OC-07 

御蔵島における野生化イエネコゼロへのロードマップと課題 
〇亘 悠哉 1, 徳吉 美国 2, 野瀬 紹未 3, 葉山 久世 4, 松山 侑樹 2, 岡 奈理子 5 

（1 森林総合研究所, 2 東京大学, 3 北海道大学, 4 かながわ野生動物サポートネットワーク,  
5 山階鳥類研究所） 

 

伊豆諸島の御蔵島（20.5 km2）は，東アジア地域で繁殖し，IUCN が準絶滅危惧種に指定するオオミズ
ナギドリの最大規模繁殖地であるが，同島で野生化するイエネコによる捕食が繁殖集団の脅威となってい
る．例えば食性分析からオオミズナギドリを年 313 羽/頭捕食していると推定された（Azumi et al. 
2021）． 

村は 2005 年に従来からの対策を TNR に転換した．しかし，TNR 個体の再捕割合の増大でやがて捕獲効
率が低迷した．その改善とオオミズナギドリへの捕食圧の緩和目的で，2014 年から鳥類研究者やイルカツ
アーグループが自発的に捕獲個体を島外搬出したが，捕獲体制が小規模ゆえにイエネコ生息数の抑制効果
が得られない状況が続いた．そこで私たちは 2021 年度に野生化イエネコの根絶までの道筋を提示する研
究プロジェクト「御蔵島野生化猫捕獲プロジェクト」を開始した．同時に行政事業実現のための働きかけ
を続けている． 

初年度でコロナ禍だった 2021 年度は試験捕獲と位置づけ 52 頭を捕獲し，体制やオペレーション全体を
確認した．翌年度以降，本捕獲として捕獲努力量を増やし，2022 年度に 106 頭，2023 年度は 93 頭を捕
獲した．年度ごとに残存個体の推定数は減少傾向にあり，得た知見に基づき翌年の捕獲作業を改善してい
る．本講演では，プロジェクトの概要と進捗について紹介し，根絶までのロードマップの課題を議論す
る． 
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OC-08 

イリオモテヤマネコの頭骨と四肢骨形態の成⻑変化
〇中⻄ 希, 伊澤 雅子 

（北九州市立自然史・歴史博物館） 

⻄表島に生息するイリオモテヤマネコ Prionailurus bengalensis iriomotensis は、現在では DNA 解析に
より熱帯から亜寒帯に広く分布するベンガルヤマネコの亜種として位置づけられている。しかし、頭骨の
形態が他の個体群とは異なっていることから 1967 年の発見時には、新属新種 Mayailurus iriomotensis 
Imaizumi 1967 として記載された過去がある。Imaizumi(1967)は成獣の頭骨を観察し、1)後頭骨側突起の
腹縁が鼓室胞後壁に接せず明確に離れている、2) 底蝶形骨と底後頭骨上に卵円板が存在する、3)上顎第 3
小⾅⻭の遠心唇側角は⻭帯を欠きなめらか丸みを帯びるという 3 つの特徴がイリオモテヤマネコに特異的
な特徴と記述している。本研究では、これらの特徴が先天的なものなのか、それとも成⻑に伴い獲得され
るものなのかを確認し、頭骨と四肢骨形態の成⻑による変化を調べることを目的とした。1988 年から
2022 年にかけて収集された 71 個体（成獣 51 個体、亜成獣 8 個体、幼獣 12 個体）の骨格標本を調査した
ところ、この 3 つの特徴は全ての個体で確認され先天的なものであることが確認できた。また、頭骨と四
肢骨のプロポーションの成⻑変化を計測し、イリオモテヤマネコが小島嶼という他の個体群とは異なる環
境に生息することとの関係性について検討を行った。 

OC-09 

ノネコの集団におけるメンバーシップの時間変動と社会ネットワークの安定性
〇島田 将喜, 坂田 みのり, 経沢 美有 

（帝京科学大学） 

ノネコは食物が豊富に分布する餌場などで地縁的なグループを形成する場合がある。2015 年から 20 年
にかけて宮城県 T 島の餌場 C のグループの全個体を対象とした調査を実施した。本研究は餌場 C のメンバ
ーシップの変動と、それによる社会ネットワークの安定性に対する影響について検討することを目的とし
た。個体追跡法を用いて、1 分間隔の瞬間サンプリング法で個体ごとにアクティビティ・近接個体（3m 以
内）・利用場所を記録した。近接のデータから、2 個体間の近接指標に基づく隣接行列をそれぞれ作成し、
2016 年、17 年、19 年の社会ネットワークを視覚化、定量化し比較した。2019 年のグループのメンバーシ
ップは 16 年、17 年とは大きく異なっていた。調査年度ごとの社会ネットワークの全体指標は年度間で変
動が小さかった。年度に関わらずメスの中心性の方がオスより高かった。全期間確認された 7 個体による
社会ネットワークは、年度間での相関が見いだされなかったが、各個体の中心性の高さには有意な年変動
が見いだされなかった。これらの結果は、餌場 C のメンバー間の近接関係は年変動するものの、全体とし
ての社会ネットワークは⻑期的に安定していたことを示唆する。餌場 C のノネコのグループのメンバーシ
ップは⻑期的には変動してゆくものの、定時・安定的に供給される餌資源を求めて新加入個体を受け入れ
ながら形成・維持され、安定した社会ネットワークを築いていると考えられる。 
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OC-10 

ヒトに対して従順なアカギツネの同種他個体に対する行動特性 ―自己家畜化仮説に関連して 
〇吉村 恒熙 
（京都大学） 

 

家畜化症候群とは、家畜動物の多くに共通して見られる、攻撃性の低下、頭骨の変形などの特徴のこと
である。ロシアにおけるアカギツネ（以下キツネ）の家畜化実験では、ヒトに対してより従順な個体を何
世代も交配することで、その子孫に家畜化症候群を発現させることに成功した。また、家畜化症候群は野
生動物にも発現することがあり、こうしたヒトの意図的交配によらない家畜化は自己家畜化と呼ばれる。
自己家畜化はヒトに対してのみならず、同種他個体に対する従順性の選択によっても進行すると考えられ
ているが、その具体的なプロセスは解明されていない。自己家畜化が今まさに進行していると考えられて
いる数少ない実例の 1 つが、ロンドンの都市ギツネに起こっている頭骨の変形である。そこで、本研究で
は、当該都市ギツネにおいて選択を受けていると想定される「ヒトに対する従順性」が、どのような「同
種他個体に対する行動特性」と関係しているのかを明らかにするため、北海道北きつね牧場で放し飼いに
されているキツネの行動観察を行った。記録項目はキツネのヒトおよび同種他個体に対する反応とし、ヒ
トに対する従順性と同種他個体に対する攻撃性・恐怖性・親和性の関係を分析した。その結果、ヒトに対
する従順性には同種他個体に対する親和性のみが関係していた。したがって、都市ギツネではヒトに対し
て従順かつ同種他個体に対して親和的な個体が適応度を高めていると考えられる。 

OC-11 

ニホンカワウソ（Lutra lutra nippon）の絶滅（減少）に至る経緯と原因の時系列的検証 
〇⻘山 郷 

（⻄日本野生動物研究会） 
 

ニホンカワウソは、四国⻄南部で戦後〜1979 年に 140 頭以上の死体や捕獲等（以下、「死亡等」とい
う）が発生した。本来、人に姿を見せないカワウソが突然人目にふれだしたことを異常行動、地域的な異
常事態ととらえ、死亡等と減少・絶滅要因について時系列的検証を行った。山林伐採、海岸道路による生
息地破壊の他は場所的、時期的に影響は限定的で、合成繊維漁網による溺死率の上昇以外は異常行動に係
る説明は難しい。 

戦後の有機合成農薬の強い毒性が臓器の損傷、神経の異常興奮、視覚の減退等招いた可能性を踏まえれ
ば、死体、溺死、捕獲等の異常行動が理解しやすくなる。1960 年代には農薬の低毒化で投下毒性量は急減
し、1970 年代後半には行動も正常に近づいた。 

死亡等の３クラスターで 1949 年〜は DDT 等、1954 年〜はパラチオン等で説明できるが 1961 年〜には
該当がなく、旧市町村別死亡等年表で特定エリアに集中していた。 

土佐清水市南部河川の死体は国有林の除草剤のダイオキシンが原因と考えられた。宇和海から愛南町南
岸の死体は宇和島市から宿毛市の河川流域の国有林で発生し、川に流され潮流で運ばれたと見られた。死
体と翌年の捕獲が対になって発生し、国有林流域の雌雄ペアが犠牲になったと考えられた。溺死は宇和海
及び土佐清水市東岸の湾の定住個体が同ダイオキシンの生物濃縮を介して犠牲になったと考えられた。 
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OC-12 

半島マレーシアにおけるコツメカワウソとビロードカワウソの雑種拡散の確認 
〇佐々木 浩 1, 関口 猛 1, 和久 大介 2, Shukor Md Nor3, Pazil Abdul-Patah4,  

Abdul-Latiff Abu Bakar Muhammad5, Badrul Munir Md-Zain3 

（1 筑紫⼥学園大学, 2 東京農業大学, 3 マレーシア国⺠大学, 4 半島マレーシア野生生物国立公園局,  
5 マレーシアツンフセインオン大学） 

 
Moretti ら(2017)が、シンガポールでビロードカワウソとされているカワウソがビロードカワウソ

Lutrogale perspicillata とコツメカワウソ Aonyx cinereus との雑種であることを示した。この雑種のカワ
ウソは、隣接するマレーシアから侵入した可能性が高いと考えられるため、マレーシアに生息するカワウ
ソの糞 DNA から雑種を検出するための調査を実施した。雑種の検出には、ミトコンドリアの DNA の D-
loop 領域における塩基配列、性染色体上の遺伝子 DDX3X と DDX3Y の塩基配列、マイクロサテライトマ
ーカーLut782 により両種から増幅される遺伝子の断⽚⻑の各種の違いを用いた。 

糞採集は、ジョホール州のシンガポールに近い地域を中心に 2023 年 8 月 15 日から 19 日にかけて、原
則として各糞場から新鮮な糞を一個採集し、合計 14 個を 99.５％アルコールに入れて保存した。比較のた
めに、セランゴール州のパヤインダ湿地においても 2024 年 1 月 7 日に糞 3 個を、ペラ州バリットブンタ
ー周辺においても 2023 年 12 月 11 日と 14 日に糞を 3 個を採集した。分析した結果、シンガポールに隣接
したジョホール州で 2 個、中部のセランゴール州で１個、北部のペラ州で１個の糞が雑種のものであると
判定された。これはマレーシアにおける雑種の初確認であり、南部、中部、北部においても確認されたこ
とから、半島マレーシアではかなりの時間をかけて半島の広い地域で雑種が広がっていると考えられた。 

 
OC-13 

ニホンアナグマの巣穴におけるタヌキとアライグマの種間関係 
〇徐 ジュン 1, 髙田 雄介 1,2, 神田 剛 3, 金子 弥生 1 

（1 東京農工大学, 2 アジア航測株式会社, 3 合同会社東京野生生物研究所） 
 

ホンドタヌキはニホンアナグマが掘った巣穴を休憩や繫殖のために利用することが、先行研究により知
られている。外来種アライグマもアナグマの巣穴を利用することが知られているが、タヌキとの関係は不
明である。2 種の巣穴利用の時間的ニッチ分割について考察することを目的として、本研究では東京都日
の出町の里山的環境のアナグマの巣穴における種間関係を検討した。2021 年 3 月から 2022 年 3 月に最大
11 台の自動撮影カメラを 3 箇所の巣穴前（大規模巣穴 1 箇所・小規模巣穴 2 箇所）に設置し動画撮影を行
った。大規模巣穴では、タヌキは春と夏に頻度高く利用したが、アライグマは夏に頻度が高く春と冬の利
用は低かった。大規模巣穴に最も近い小規模巣穴では、両種とも冬に頻度高く利用していた。両種は夜間
に二峰性の活動ピークがみられ、日の出前後のピークは共通していた。しかし、日没後にタヌキはアライ
グマよりもおよそ 2 時間遅れた活動ピークを示し、他地域の日没後すぐにピークが見られる先行研究とは
異なっていた。日周活動の統計検定に有意差はなかったものの、アナグマの大規模巣穴を休息および繁殖
の資源として利用するために、日没後の活動には時間的ニッチ分割が生じている可能性がある。現時点で
はタヌキは生息可能となっているものの、もし今後、東京都においてアライグマの高密度化が進んだ場
合、タヌキ個体群への脅威は強くなるものと考えられる。 
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OC-14 

市街地のアライグマは栄養段階が高い？ 
〇千葉 駿 1, 石井 秀空 1, 原口 岳 2, 幸田 良介 2, 栗山 武夫 3 

（1 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科, 2 大阪府立環境農林水産総合研究所・生物多様性センター, 
3 兵庫県立大学 自然・環境科学研究科） 

 
市街地に進出した動物種または個体群は，自然環境下と比較して生態ニッチが大きく変化する．食肉目

では市街地で栄養段階が低下することが報告されており，アライグマも餌資源に対する柔軟性が高いこと
から，他の食肉目と同様の適応が起きているとの仮説のもと，同位体ニッチに基づいて景観構造に応じた
アライグマの餌資源利用の相違を評価した．2020 年 10 月から 2023 年 7 月にかけて，兵庫県で捕獲され
た 72 個体から体毛を採取し，炭素窒素安定同位体比（δ13C・δ15N）を測定した．景観構造の決定には，人
工衛星だいちの観測に基づく土地被覆分類を用いた．捕獲場所は字等名または農業集落名で記録されてい
るため，その中心点から半径 500 m，1 km，1.5 km のバッファを生成し，圏内の土地被覆割合を算出し
た．それらを主成分分析し，δ13C と δ15N を目的変数，第一，第二主成分得点を説明変数として，空間自己
相関を考慮した一般化線形混合モデルを構築し，AIC 基準でバッファごとに比較した．ベストモデルに
は，500 m 圏の景観構造を表す主成分得点が選択され，第一主成分得点と負相関を示した．第一主成分は
森林割合と正，人工構造物割合と負の関係にあったことから，市街地を中心とする景観で δ13C と δ15N が
増加することが示された．これらの結果から，兵庫県の市街地におけるアライグマは，栄養段階が自然環
境下より高いことが示唆された． 

OC-15 

狭山丘陵におけるタヌキの環境選択と活動時間 
〇李 聡 1, 山下 洋平 2, 金子 弥生 3 

（1 東京農工大学大学院連合農学研究科, 2NPO birth, 3 東京農工大学大学院農学研究院） 
 

狭山丘陵は関東平野⻄部の武蔵野台地上に位置し、南北 4km 東⻄ 11km、総面積約 3500ha の独立丘陵
である。雑木林、農地、ため池、草地、集落などがモザイクをなす里地・里山的環境が残されている。5
目 8 科 17 種の在来哺乳類が生息していることが知られているが、近年のタヌキの生態に関する調査はな
い。本研究では、狭山丘陵におけるタヌキの環境選好性と活動を調べるために、丘陵南部に位置する野山
北・六道山公園において、2023 年 10 月から 2024 年 4 月末に、巣穴、けもの道、水辺、草地に 15 台のカ
メラトラップ（ビデオモード、撮影時間 30s、撮影間隔 60s）を設置した。その結果 2 目 7 種の中型野生
哺乳類（総撮影数 1060）が記録され、タヌキの有効動画数は 352 (秋:121、冬:158、春:73）であった。タ
ヌキは全ての環境タイプで観察され、活動ピークは日没後の一山型であり、既存研究の薄明薄暮型と異な
っていた。撮影頻度指標(RAI)のピークは秋が最も高く、春が最も低かった。秋の高い活動ピークは、当才
の分散や越冬に備えた体脂肪蓄積のための採食活動の増加に影響されたものと考えられる。次に、各環境
における RAI と行動分析の結果では、秋と冬は草地における採食が最も多く観察されたが、春には水辺で
の採食が草地よりも多かった。このようにタヌキの採餌環境は季節的に変化したことから、狭山丘陵のタ
ヌキ個体群の保全のためには、餌場の条件として多様な環境を維持する必要があるものと考えられる。 
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OD-01 

真無盲腸目の左右非対称胸椎の窩状構造内を走行する静脈に関する研究 
〇鈴木 あすみ 1,5, 佐々木 基樹 2, 小薮 大輔 3, 川田 伸一郎 4, 押田 龍夫 1 

（1帯広畜産大学野生動物学研究室, 2帯広畜産大学獣医解剖学研究室, 
 3筑波大学プレシジョン・メディスン開発研究センター, 4国立科学博物館動物研究部, 5北海道博物館） 

 
哺乳類において，軸性骨格である椎骨は通常左右対称である．発表者によるトガリネズミ類およびモグ

ラ類の椎骨の観察結果から，これら真無盲腸目のグループでは，第五胸椎の前後において左右非対称な椎
弓が確認されている．そしてこれらの胸椎では，椎弓の右半分は前後の胸椎と類似する形態であるのに対
し、左半分の領域内に窩状の欠損が生じている．この特有な「窩状構造」は，哺乳類の胸椎において通常
見られる肋骨窩や椎孔などの窩状あるいは孔状の構造とは異なっており，このような構造がこの部位に存
在する機能的意義は不明である． 

そこで本研究では，この椎骨にみられる非対称性の機能的意義を解明することを目指し，オオアシトガ
リネズミ Sorex unguiculatus の第五胸椎を中心とした胸部の組織学的観察を行い，窩状構造の内部を満た
す組織の同定を試みた．その結果，窩状構造内を走行する太い静脈の存在が観察された．さらに，本静脈
の走行を肉眼解剖およびマイクロ CT 撮影によって得られた画像から追跡すると，背部の筋の間から 2 本
の静脈が合流し第五胸椎の至近を通過して胸腔内で左前大静脈と合流することが明らかになった．本発表
では真無盲腸目および齧⻭目複数種における観察結果を比較することによって，本窩状構造の機能的意義
について議論したい． 

OD-02 

哺乳類の異形⻭性⻭列の serial homology に関する発生学的検討 
〇山中 淳之 1, Yasin MD Haider1, 森田 航 2, 後藤 哲哉 1 

（1 鹿児島大学 医⻭学総合研究科 ⻭科機能形態学, 2 国立科学博物館 人類研究部） 
 

哺乳類の⻭列は、切⻭、⽝⻭、小⾅⻭、大⾅⻭の 4 つの⻭種に分化しており、異形⻭性⻭列 
(heterodonty) と呼ばれる。哺乳類はこれらの⻭種を使い分けて、食物を口腔内で咀嚼することで効率的
に消化し、基礎代謝が高い内温性の体の生理を可能にしている。一方で、外温性の爬虫類は同形⻭性⻭列 
(homodonty) を持ち、食物を咀嚼することなく丸飲みする。⻭種の分化は、哺乳類の体を特徴づける重要
な形態学的特徴であるにも関わらず、⻭種のかたちの違いとは何なのか、よく分かっていない。そこで、
本研究では⻭の発生過程における⻭冠の咬頭の形成に着目して、⻭種間の共通点と相違点 (serial 
homology) を発生学的に検討した。 

材料には有胎盤類トガリネズミ科の実験動物スンクス (Suncus murinus) の胚仔を使用して、上顎の⽝
⻭ C、第 4 小⾅⻭ P4、第 1 大⾅⻭ M1 の形態形成を追跡した。⻭胚中にエナメル結節 (EK) というシグナ
リングセンターが出現し、その場所に咬頭が形成されることが分かっているので、スンクスの各⻭種の⻭
胚において EK の出現場所と順序を追跡し、⻭種間の咬頭の相同性を同定した。EK の検出には Shh, Fgf4
などのマーカー遺伝子の発現を用いた。その結果、小⾅⻭は⽝⻭の近心に小咬頭が付加されることによ
り、また、大⾅⻭は小⾅⻭の形態形成を遠心側に複製することにより形成されることが明らかになった。 

96



一般口頭発表

OD-03 

食糞を阻止することでハムスターの前胃内細菌叢は大きく変化する 
〇篠原 明男 1, 麻生 結希 1, 七條 宏樹 1, 正木 美佳 2, 名倉 悟郎 1, 越本 知大 1 

（1 宮崎大学フロンティア科学総合研究センター, 2 九州医療科学大学薬学部動物生命薬科学科） 

ハムスター類は大きな前胃と発達した盲腸を持つ前胃後腸発酵動物であるが、前胃の役割は不明であ
る。一方でハムスター類は食糞を頻繁に行うことが知られている。そこで本研究では、ハムスター類でも
特に大きな前胃を持つトリトンハムスター（Tscherskia triton）を対象に、ハムスター類における食糞と
腸内細菌叢の関連性を明らかにすることを目的とした。ハムスター12 頭を通常群（n=6）と食糞阻止群
（n=６）に分けて 7 日間飼育した後に、前胃、盲腸および大腸内容物から DNA を抽出して細菌叢を比較
した。その結果、大腸と盲腸からは多様な細菌が検出され、食糞の有無による差は殆どなかった。その一
方で、通常群の前胃に 42.5±17.3％存在していた Lactobacillaceae 科（乳酸菌）が、食糞阻止群では
91.3±15.3％に増加した。推定細菌種数および多様性指数は、大腸および盲腸内細菌叢では食糞に関わらず
高値であったが、前胃内細菌叢では食糞阻止群で有意に低い値を示した（p < 0.01）。以上より、ハムスタ
ーの前胃内には多様な細菌が存在しているが、食糞を阻止することで多様性が低下し、乳酸菌が寡占状態
になることが示された。この結果は、盲腸および大腸内細菌が食糞によって前胃へ運ばれることを示唆し
ている。本研究結果は、知見の少ない食糞行動を行う小型囓⻭類の消化機構の解明に貢献するだろう。 

OD-04 

東日本のハツカネズミで稀に確認される unicolor の毛色と 
Asip 遺伝子の遺伝子型の対応関係について 

〇明主 光, 皆川 鈴音 
（日本大学 生物資源科学部） 

日本列島に生息するハツカネズミ Mus musculus では，亜種 molossinus に代表される背面と腹面が異
なる二色性（bicolor）の個体が最もよく確認されるが，亜種 castaneus などに認められる背面と腹面が同
色を呈する単色性（unicolor）の個体も稀に確認される．これらの毛色変異はアグーチシグナルタンパク
質遺伝子（Asip 遺伝子）の発現の制御によって生じると考えられているが，日本産野生個体の毛色と Asip
遺伝子周辺の DNA 配列との対応関係については不明瞭な点が多い．本研究では，北海道，栃木県，⻑野
県，小笠原諸島で捕獲された unicolor の個体を主な対象として，Asip 遺伝子の腹側特異的プロモーター領
域である exon 1A および 1A’とその周辺領域の DNA 配列を決定し，bicolor の個体との比較から，毛色と
遺伝子型の対応関係を検証した．その結果，ほとんどの unicolor の個体では bicolor の個体と異なる遺伝
子型を示したが，一部の個体では同じ遺伝子型を示し，完全な対応関係は認められなかった．したがっ
て，特に日本産野生個体で確認される unicolor と bicolor の毛色変異は，本研究で対象とした Asip 遺伝子
における DNA 配列の遺伝子型のみでは説明できない可能性が示唆された． 
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OD-05 

エゾヤチネズミとムクゲネズミの分布の違いを氷河期の個体数変動で説明する
〇齊藤 隆 1, 村上 翔大 2, de Guia Anna3, 大⻄ 尚樹 4, 河合 久仁子 5 

（1 北海道大学フィールド科学センター, 2 東京大学広域システム科学,  
3University of the Philippines Los Baños, 4 森林総合研究所東北支所, 5 東海大学生物学科） 

同属のエゾヤチネズミとムクゲネズミは北海道で対照的な分布を示すことで知られている．エゾヤチネ
ズミは全域にほぼまんべんなく分布するが、ムクゲネズミは渡島半島南端部、石狩底地帯、道東にはいな
い．両種の主要な生息地は広葉樹天然林であることで共通するが、エゾヤチネズミは草地にも生息してい
る．広葉樹天然林はムクゲネズミの不在地にもあるため、両種の分布を現在の植生では説明できない．し
かし、過去の環境には興味深いパターンがあった．氷河期では森林の分布は限られ、道東部には草原的な
環境が広がっていた．また、ほかの地域の森林の多くも針葉樹が主体の疎林であり、ムクゲネズミの生息
適地ではなかった．そこで、エゾヤチネズミは氷河期に草地適応を果たして生息域を広げた一方、ムクゲ
ネズミはわずかに残された広葉樹レフュージアで氷河期を生き延びたのではないかと考えた．ミトコンド
リア DNA コントロール領域を分析し，ムクゲネズミの 151 個体，47 ハプロタイプ，エゾヤチネズミの
1037 個体，302 ハプロタイプを使って過去の個体数変動を skyline plot 法によって推定すると，ムクゲネ
ズミは氷河期が終わり，広葉樹林が回復したのと平行して個体数が増加していたのに対し，エゾヤチネズ
ミはムクゲネズミよりも早く増加を始め，氷河期の最盛期にはムクゲネズミを大きく上回る個体数になっ
ていたことがわかり，仮説は支持された．

OD-06 

糞中 DNA から齧⻭類の食性を探る 
〇佐藤 淳 

（福山大学・生物科学） 

齧⻭類は南極を除くすべての大陸に生息する地球上でもっとも多くの種を抱える哺乳類のグループであ
り，それぞれの生態系の中で重要な生態的な役割を果たしている．しかしながら，多くの種は小さな体サ
イズの上，夜行性であるため採餌行動の直接観察が難しいこと，捕獲できたとしても糞や胃内容物に残さ
れた小さな食物の痕跡から生物を同定することが難しいことなどの理由により，詳細な食性の解明には至
っておらず，齧⻭類の役割には不明な点が多い．一方，近年の DNA 塩基配列解読技術の発展により，
DNA メタバーコーディング法が開発され，あらゆる動物の糞や胃内容物から DNA 情報に基づく食性分析
が行われており，齧⻭類についても例外なく分析が進められてきた．この発表では，演者がこれまでに行
ってきたアカネズミ，ヒメネズミ，ハタネズミ，ヤマネの食性を探るための DNA メタバーコーディング分
析を中心に，世界で展開されている齧⻭類の同様の研究をまとめ，課題と展望を述べる．本手法は，基礎
的な齧⻭類の食性解明のみならず，絶滅危惧種あるいは保護対象種の食性解明，ニッチ分割・共有パター
ンの解明，外来齧⻭類の食性解明，そして農業生態系における齧⻭類の食性解明を目的とした分析に利用
されている．コンタミネーション，マーカーの選択，データベース，結果の解釈等，現在，解決が望まれ
る本手法の課題について議論したい．

98



一般口頭発表  

OD-07 

沖縄島北部のケナガネズミ個体における日中の休息場所の移動 
〇菊池 隼人 1, 東 哲平 1, 大賀 優斗 1, ⻑嶺 隆 2, 中谷 裕美子 2, 金城 道男 2, 渡部 大介 2, 小林 峻 1

（1 琉球大学理学部, 2 どうぶつたちの病院沖縄） 
 

最適な休息場所の選択は、生理的コストの軽減や採餌場所へのアクセスの良さ、捕食者回避等において
重要である。本研究では、国内希少野生動植物種に指定されているケナガネズミ Diplothrix legata におい
て、日中の休息場所およびその環境を明らかにするため、沖縄島北部において 2023 年 6 月~2024 年 8 月
にラジオテレメトリーによる追跡を行った。2024 年 5 月時点で、2023 年 6 月にメス 2 個体、2024 年 3 月
にオス 1 個体の計 3 個体のケナガネズミ成獣を、それぞれ 23 日、25 日、21 日間追跡した。ケナガネズミ
は夜行性とされていることから、日中に滞在していた地点を休息場所とみなした。その結果、ケナガネズ
ミ 3 個体の行動圏範囲はそれぞれ 43 ha、48 ha、184 ha であった。休息場所は日ごとに変えており、ノ
グチゲラの古巣、幹折れした木生シダの上、樹枝の基部を利用していた。また、休息場所は大型樹洞が形
成された胸高直径が 30 cm を超える大径木がある林から、大径木がない比較的若い林まで多様であった。
これらの結果から、ケナガネズミは非繁殖時には様々な林相の森林を休息場所として利用でき、毎日休息
場所を変えて生活していると考えられた。 

OD-08 

ニホンジカの駆除は Apodemus 属２種のネズミ個体群をすみやかに回復させる？ 
〇中本 敦 1, 中⻄ 希 2, 柴山 理彩 3, 伊澤 雅子 2 

（1 岡山理科大学, 2 北九州市立自然史・歴史博物館, 3 四国自然史科学研究センター） 
 

全国的にニホンジカ Cervus nippon の個体数が増加し、過剰な採食圧による生態系への影響が深刻化し
ている。絶滅危惧種であるツシマヤマネコ Prionailurus bengalensis euptilurus が生息する⻑崎県対⾺で
は、2000 年前後からニホンジカの個体数増加が目立つようになり、島内全域で下層植生の急激な衰退が生
じている。先行研究によって、下層植生の衰退がアカネズミ Apodemus speciosus を始めとする小型哺乳
類の個体数の減少につながることが懸念されたことから、これらを主要な餌資源とするツシマヤマネコの
個体群維持のためには、シカの増加が小型哺乳類に与える影響の程度を把握することが急務となった。昨
年度の講演では、2021〜2022 年に対⾺の森林と草地で小型哺乳類の捕獲調査を行った結果、防鹿柵の内
側には少数の小型ネズミ類が維持されているものの、防鹿柵の外側ではこれらのネズミ類の生息がほとん
ど見られず、近年のシカの個体数急増が小型哺乳類の個体群に致命的なダメージを与えていることについ
て発表した。本講演では、引き続き 2023〜2024 年に捕獲調査を行った結果、ニホンジカの駆除の進行に
伴って、アカネズミとヒメネズミ A. argenteus の 2 種の個体群がすみやかな回復傾向を示していることを
報告する。 
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OD-09 

巣箱利用に基づく山口県に生息するヒメネズミ Apodemus argenteus の繁殖生態について 
〇磯村 晃良 1, 渡邊 華奈 1, 下村 風花 2, 細井 栄嗣 1 

（1 山口大学大学院創成科学研究科, 2 山口大学大学院創成科学研究科（元）） 

ヒメネズミ Apodemus argenteus は半樹上性の齧⻭類である。本種の繁殖生態は生息地によって異なる
が、本州の⻄部における繁殖に関する情報は限られている。本研究は、巣箱調査により収集したデータや
捕獲した個体を用いて、ヒメネズミの繫殖生態を明らかにすることを目的として行った。 

調査は山口県周南市の五万堂渓谷で月 1 回ほど実施した。使用したデータは 2010 年 4 月から 2024 年 5
月までのもので、親子と思われる集団が発見された巣箱数を観察した全巣箱数で除することで、繁殖のた
めに巣箱を利用した割合（繁殖巣箱率）を算出した。また、一部の調査期間について、捕獲した個体を実
験室内で繁殖させ、各日齢における体重や外部形態の計測を行い成⻑曲線を作成し、これを基に巣箱調査
により捕獲した幼獣の一腹ごとの出生月を推定した。 

その結果、ヒメネズミの繁殖巣箱率は 3 月と 10 月にピークが見られ、とりわけ後者の月の方が繁殖巣箱
率の値が高かった。捕獲された幼獣の一腹ごとの推定出生月について、繁殖巣箱率と同様 3 月と 10 月にピ
ークが見られた。また、わずかではあるが冬季に繁殖を行う個体が存在することが巣箱利用の状況や出生
月推定から明らかになった。 

山口県に生息するヒメネズミの繁殖活動は春季と秋季に活発になることが本研究により示唆され、この
結果は本州の平地や低山帯における先行研究と同様の傾向を示した。 

OD-10 

オオヤドリカニムシのアカネズミへの便乗行動〜ネズミもカニムシも標識再捕獲
〇島田 卓哉 1, 岡部 貴美子 1, 牧野 俊一 1, 中村 祥子 2, 藤井 佐織 1 

（1 森林総研, 2 森林総研・多摩） 

便乗とは，ある生物が他のより大きな生物に付着して移動する分散行動の一形態である．カニムシは捕
食性の小型節⾜動物であり，多くの種は森林のリター層や樹皮下に生息するが，一部は小哺乳類の体表に
便乗し，巣内に生息するなど，これらの動物と密接な関係を持つことが知られている．南⻄諸島を除く日
本列島にはオオヤドリカニムシ（Megachernes ryugadensis）が生息しており，野ネズミなどの森林性小
型哺乳類への便乗がしばしば観察されているが，オオヤドリカニムシと宿主との関係，そして便乗行動の
生態学的な意義は未解明である．本研究では，アカネズミ（Apodemus speciosus）に便乗するオオヤド
リカニムシを対象として，ホストと便乗者を同時に標識する標識再捕獲調査によって，便乗行動の解明を
試みた．2019 年秋から 2021 年春にかけて 132 頭のオオヤドリカニムシに標識を行った結果，再捕獲され
たのは 5 頭のみであった．いずれも 1 ヵ月後の調査時に再捕獲されており，それ以下の間隔での再捕獲は
観察されなかった．また，2 日以上連続して便乗するカニムシ個体も認められなかった．以上のことか
ら，オオヤドリカニムシの便乗は頻繁に行われる行動ではなく，便乗後は速やかに脱落するという便乗行
動の特性が明らかになった．
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OD-11 

山口県のスギ人工林に生息するニホンヤマネ（Glirulus japonicus）の冬眠期における 
中途覚醒時の行動と頻度 

〇渡邊 華奈 1, 末廣 春香 2, 磯村 晃良 1, 細井 栄嗣 1 

（1 山口大学大学院創成科学研究科, 2（元）山口大学大学院創成科学研究科） 
 

ニホンヤマネ（Glirulus japonicus、以下ヤマネ）は冬眠中に中途覚醒を行うが、これは移動を伴うもの
ではないとされている。しかし山口県周南市で 2022 年に行った冬眠実験では中途覚醒時に巣箱から出て
採餌、排泄などを行っていることが自動撮影カメラや給餌した餌の量の変化から確認された。このことか
ら、本調査地のヤマネは冬眠や中途覚醒において、特有の生態を有していると考えられる。今回は、前回
の冬眠実験よりも成獣個体数を増やし採餌や移動を観察した。 

調査地で捕獲した 4 頭を用い、捕獲地近くのスギ林で実験を行った。2023 年 1 月 3 日にヤマネが冬眠し
ている巣箱をケージで囲い、スギの幹に地上から約 1.2m の高さに固定した。餌と水は自由に利用できる
ようケージ内に設置し、実験期間中に給餌・給水を行った。周辺温度とヤマネの体温変化を記録するた
め、データロガーをケージ外と巣箱内にそれぞれ設置した。2023 年 3 月 7 日に実験を終え翌日に巣箱や捕
獲地点に戻して放獣した。 

どの個体も冬眠開始温度とされる 8.8℃以下、体温上昇のトリガーとなる-7℃以上の気温で中途覚醒が起
きていた。さらに、中途覚醒時に巣箱から出て採餌・排泄などの活動を行っていることが観察された。実
験期間における平均体重減少率は 23.7%であり、中途覚醒頻度が少ない個体は減少率が低く、多い個体ほ
ど採餌量が多い傾向が見られた。これは中途覚醒によるエネルギー消費を補う意味があると考えられる。 

 
OD-12 

低コストな TDIR 方式の赤外線センサでアカネズミと実験用マウスの体温変動を推定する 
〇坂本 信介 1, 右京 里那 2, 宮内 輝 3, ⻄牟田 勇哉 3, ⻑谷川 美鳳 4, 高木 和也 3, 杵鞭 健太 3, 奥田 

悟崇 3, 徳永 忠昭 1, 小林 郁雄 5 

（1 宮崎大・農・動物環境管理, 2 宮崎大・農・動物生殖制御, 3 三菱電機(株),  
4（元）宮崎大・院農・動物環境管理, 5 宮崎大・農・住吉フィ） 

 
休眠現象や体調を調べるために様々な哺乳類で体温が計測されているが、深部体温の計測には温度ロガ

ーの埋入など侵襲性が高い手法が必要となる。そこで飼育下の研究では、赤外線カメラによるリモートセ
ンシングが注目されている。本手法には、手術が不要、バッテリとメモリに制限がないため高頻度かつ⻑
期的な計測が可能といった利点がある一方で、分解能の高いセンサは価格が非常に高いという大きな課題
がある。そこで本研究は、動き回る小型哺乳類の体表面温度から深部体温を推定するタスクでは画素低減
による影響が比較的小さいことに着目し、従来のボロメータ方式の赤外線センサよりも画素数が少ないた
めに大幅なコスト低減を実現できる TDIR 方式の赤外線センサを用いて体温推定を試みた。同程度の体サ
イズであるが、毛の色や構造、活動性が異なるアカネズミと ICR マウス(Slc:ICR)に温度ロガーを埋入し、
TDIR 方式の赤外線センサで上側から撮影した。赤外線画像を基に個体の位置検出を行うことで得られた体
表面温度から深部体温を推定し、さらに、時間制限給餌により軽微な低代謝状態を誘導した期間の体温変
動を解析した。絶対値の補正の必要があるが、両者ともに一定の精度で低体温を推定できた。対象個体が
置かれた環境下での基礎体温の事前情報があれば、将来的に動物園や畜舎における動物の体調管理に応用
できると考えられる。 
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OD-13 

死体の細胞はいつまで生きているか：ロードキル死体の有効利用へ 
〇山口 泰典, 佐藤 史大 

（福山大学） 

人類の活動の影響による生物の大量絶滅が進行している。この影響を軽減するために、絶滅危惧動物を
中心に域内保全と域外保全が実施されているが充分ではない。そこで、これらの動物が絶滅してしまった
場合に備えて、予め正常細胞を凍結保存しておくことは、iPS 細胞を経た生殖細胞の作製と体外受精によ
る絶滅動物の復活への有効な最終的保障となる。 

我々は、安楽死したマウスの死体をモデルとして、死体の保存温度と保存時間、細胞の回収方法、細胞
培養の条件を検討した。その結果、採取する組織は腹膜や尾部よりも⽿介が適していた。死体を 4℃で保
存した場合では死後２〜３週間後、20℃で保存した場合では 1 週間後でも⽿介の組織⽚から細胞が高頻度
で増殖した。また、これらの培養細胞は適切に凍結保存できた。加えて、死体から採取した⽿介を冷蔵状
態で輸送するための適切な条件も把握した。一方、組織を採取する前の死体の洗浄・殺菌条件を検討し
て、腐敗したマウスの死体や野生のアカネズミ死体からの⽿介採取でも雑菌汚染をほぼ完全に防ぐことが
できた。本研究の結果は、現在ほとんど利用されていないロードキル死体や自然死した死体から、絶滅危
惧動物の再生の可能性を担保する正常培養細胞が簡単な方法で得られることを示した点で有意義である。 

OD-14 

山口県岩国市レンコン栽培地におけるヌートリアの生息状況および食害対策 
〇渡辺 伸一 1,2, 松本 哲朗 3 

（1 リトルレオナルド社, 2 麻布大学獣医学部, 3 山口県農林総合技術センター） 

山口県岩国市尾津町は中国地方最大のレンコン栽培地となっているが、近年、南⽶原産の大型齧⻭類で
あるヌートリアによる食害が問題になっている。岩国市によるとヌートリアによる農産物被害は 2017 年
度以降に申告され始めたが、本地域におけるヌートリアの生息状況が明らかになっておらず、レンコンの
食害対策について有効な手法が検討されていない。そこで本研究では、レンコン栽培地における本種の生
息状況を明らかにし、さらにバイオロギングによる行動調査の結果から被害対策として圃場の環境整備お
よび防護・捕獲技術を検討することを目的とした。2023 年 6 月から 2024 年 2 月にかけて、センサーカメ
ラによる分布調査とバイオロギングによる行動追跡調査を行った。分布調査の結果、同地域では限られた
地域のみに比較的低密度でヌートリアが分布していると考えられた。行動追跡調査の結果では、雌雄共に
耕作放棄地を生活の中心としており、隣接した圃場で農作物被害が生じていることが予想された。耕作放
棄地は、餌場と休息場所、雌が出産育児を行う場所を含み、ヌートリアの好適環境になっていると考えら
れる。また、行動範囲は狭く、広範囲の移動はみられなかった。今後の被害対策として、区画毎にヌート
リアの侵入状況を把握して、生息を確認した区画で捕獲駆除を実施し、さらに好適環境となっている耕作
放棄地の除草や餌資源が乏しくなる冬季に収穫残渣を残さないことなどが挙げられる。
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OD-15 

哺乳類における⿊焼利用 
〇森部 絢嗣 1, ⻄脇 慶 1,2, 白木 麗 1, 山口 未花子 3 

（1 岐阜大学, 2 環境事業計画（株）, 3 北海道大学） 
 

「⿊焼」は，密閉された素焼き壺の中で動植物の組織を蒸焼きにして生成され，戦前までは広く⺠間薬
として利用された．江⼾時代には 500 種以上もの多種多様な⿊焼が作られた．本研究は哺乳類の⿊焼が，
⺠間療法としてどのように使われてきたのか文化的価値を提示することを目的とした． 

文献資料より哺乳類の⿊焼では，のべ 106 種類の利用法が確認され，特にモグラ（18 種）と鹿角（16
種）が頻繁に用いられていた．効能は 78 種類が報告され，鼠咬傷や淋病，痔疾，毛生薬，脱肛，催生藥が
多く確認された．使用方法は粉末にした後，白湯での服用または胡麻油での塗布が一般的であった．現代
の⿊焼利用を把握するため，ヒアリング及びアンケートを実施した．狩猟イベントにおいては，30 名のう
ち，⿊焼を知っていると回答した人は 10 名であった．⿊焼の利用については，サルが 6 件，クマが 3
件，テン 1 件，ウサギ 1 件であった．効能は，サルは頭痛や婦人病，クマが骨折や関節痛といった骨に関
連していた．また沖縄本島および石垣島において⿊焼に関するヒアリング調査を 48 名に実施したが，⿊焼
を知る人はいなかった． 

以上より，⿊焼は沖縄地方では記録が確認されず，本州では利用対象種に地域性があることが確認され
た．また⿊焼は現在ではサルやクマなど一部の種で利用されているが，文献では多様な症状の治療に利用
されてきており，戦後に多くの⿊焼利用が消失していたことが明らかとなった． 

OE-01 

オスのマッコウクジラの社会的関係は血縁の影響を受けているのか 
〇天野 雅男 1, ⻄田 伸 2, 小林 駿 3, ⻘木 かがり 4 

（1 ⻑崎大学, 2 宮崎大学, 3 東京農業大学, 4 帝京科学大学） 
 

マッコウクジラのメスは安定した⺟系の群れで生涯を過ごすのに対し、オスは 10 歳ごろまでに出生群を
出て、同じような成⻑段階のオス同士で群れを形成する。オスの群れはメスの生息域から離れて分布して
いるため、直接繁殖に関係したものではない。繁殖と無関係のオスの群れは哺乳類では稀であるが、類似
の例がアフリカゾウに見られ、近縁で年齢の近いオス同士が同伴して、将来のオス間闘争のための競争能
力を互いに高めているとされている。マッコウクジラのオスの集団は同じ⺟系群を出自とするものではな
いと考えられているが、個体同士の社会的関係と血縁度の関係は調べられたことはない。本研究では、⻑
崎県五島南方海域に回遊する若いオスのマッコウクジラについて、個体識別に基づき社会的関係を明らか
にし、識別個体から得た DNA 標本からミトコンドリア DNA 調節領域のハプロタイプを決定するととも
に、マイクロサテライト領域から個体間の血縁度を算出し、社会的関係と血縁関係の相関を調査した。標
準化遅延同伴率の結果より、この海域のオスのマッコウクジラには数⼗年にわたる個体間関係が存在する
ことが示された。5 日以上の識別記録と遺伝子の情報がある 20 ペアについて、同伴指数とハプロタイプの
共有、血縁度との相関を見たところ、関係性は見られなかった。マッコウクジラのオスの社会的関係は、
アフリカゾウとは異なり、血縁とは無関係であることが明らかとなった。 
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OE-02 

野生ミナミハンドウイルカの子育てと⺟子同クリップ内撮影率の個体差 
〇多田 光里 1, 八木 原風 2, 酒井 麻衣 1, 小木 万布 3 

（1近畿大学大学院農学研究科海棲哺乳類学研究室,  
2三重大学研究基盤推進機構鯨類研究センター/三重大学大学院生物資源学研究科, 3御蔵島観光協会） 

子育ては子の生存率を高めることに直結する極めて重要な行動である．様々な選択圧を受ける野生下の
子育ての多様性を理解することは，より適応的な子育て方法や戦略を明らかにすることにつながる．そこ
で本研究では，伊豆諸島御蔵島周辺海域に生息する野生ミナミハンドウイルカにおいて，子育て行動の個
体差を明らかにすることを目的とした． 

イルカの個体識別調査で撮影された 1994 年〜2024 年のビデオ映像を用いた．⺟子間距離（近距離・中間距
離・遠距離），遊泳状態，接触行動，近接する他個体の有無，⺟子の撮影回数を記録した．⺟親間の行動比較と⺟
子同クリップ内撮影率を算出し，それぞれに影響する要因はロジスティック回帰分析で検証した． 

⺟子が近距離で遊泳する割合において⺟親間で有意な差があり，子の性別間でも有意な差がみられた．
メスの子どもはオスの子どもよりも⺟と近距離で泳ぐ割合が高く，オスの子どもはメスよりも中間距離で
泳ぐ割合が高かった．ロジスティック回帰分析により，⺟親と子の性別が⺟子間距離に与える影響の大き
さを検証した結果，その両方が影響を及ぼしていることが示された．⺟子同クリップ内撮影率が高い⺟
は，産んだ子どものうち大半の子どもに対して同クリップ内撮影率が高く，一方で低い⺟は一貫して低い
傾向があった．

以上の結果より本種の子育て行動に個体差があること，子どもの性別も⺟子間行動に影響することが示
された． 

OE-03 

⻑崎から天草の沿岸におけるハンドウイルカ(Tursiops truncatus)の出現パターン 
〇能登 文香, 天野 雅男 

（⻑崎大学大学院水産・環境科学総合研究科） 

⻑崎から天草の沿岸域ではハンドウイルカが周年観察されているが、発見時の頭数に大きなばらつきが
あることが明らかになってきた。本研究では、出現パターンを明らかにすることで、どのような個体が本
海域を利用しているのかを考察する。 

2009 年から 2020 年に⻑崎県角力灘から熊本県天草灘にて船舶調査を行った。船上から目視と曳航式ハ
イドロフォンを用いてハンドウイルカを探索し、発見した場合はその時刻、位置、頭数を記録し、個体識
別用に背びれを撮影した。このほか水族館や漁業者から出現情報と背びれ写真の提供を受けた。出現パタ
ーンの指標として、調査期間中に個体が識別された識別率を季節(春、夏、秋、冬)ごとに算出した。個体
の識別率を用いて、ウォード法にて階層的クラスタリング分析を行った。

発見時の頭数は、夏季(春、夏)に 20-30 頭、冬季(秋、冬)に 100 頭以上で観察されることが多かった。
背びれ写真からこれまでに 358 頭が識別された。識別個体は階層的クラスタリング分析により、3 つのク
ラスターに分けられた。クラスター1 は調査期間中に数回のみ識別された短期滞在個体、クラスター2 は冬
季に頻繁に識別された季節的滞在個体、クラスター3 は年間を通じて識別された定住個体であった。夏季
に観察された 20-30 頭の群れは主に定住個体からなり、冬季に観察された 100 頭以上の大きな群れは、定
住個体に季節的滞在個体が加わることによって生じていたと考えられる。
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OE-04 

1988〜2023 年における標識再発見データを用いた小笠原諸島父島近海に来遊する 
ザトウクジラの個体群動態解析 

〇細井 彩香 1,2, 近藤 理美 3, 辻井 浩希 2, 岡本 亮介 2, 北門 利英 1 

（1 東京海洋大学, 2 一般社団法人小笠原ホエールウォッチング協会, 
 3 認定 NPO 法人エバーラスティング・ネイチャー） 

 
ザトウクジラ（Megaptera novaeangliae）は高度回遊を行い，冬季に小笠原諸島などの低緯度海域へ来

遊することが知られている．本種は尾びれの形状や模様での個体識別が可能であり，世界各地で標識再発
見法を用いた個体数推定が行われている．一方で，北太平洋⻄部を生息域として利用する個体群の知見は
乏しく，本種の保全・管理を行うにあたり，捕鯨終了後の回復状況などの早急な把握が求められている．
北太平洋⻄部の一部をなす小笠原諸島父島周辺海域では，1988 年から個体識別調査が行われており，30
年を超える⻑期データが保管されている．そこで本研究では，小笠原諸島父島近海に来遊するザトウクジ
ラの個体群動態を解明することを目的とし，Jolly-Seber 型の状態空間モデルを構築して個体数，生存率，
発見率などの推定を行った．推定にはベイズ法を使用し，マルコフ連鎖モンテカルロ法を用いて各パラメ
ータの事後分布をシミュレートした．生存率に年変化を考慮せず，発見率の共変量を調査努力量として年
変化させたモデルでは，年間生存率は 94.6％(95%CI=94.1-95.0)という結果になった．個体数動向は，
2019 年までは数年おきに 700 頭前後で緩慢な増減を繰り返し，全体として増加傾向にあることが示唆され
た．特に，2020 年以降は，およそ 1,400 頭に倍増していることが明らかとなった．また，個体数変動の一
要因となる，発見率の最大値を同時推定したモデルなどについても報告する． 

 
OE-05 

流体力学的形態解析のためのハンドウイルカ 3D モデルの検討 
〇須田 さくら 1, 大橋 正臣 2, 北 夕紀 2 

（1 東海大学大学院生物学研究科, 2 東海大学生物学部） 
 

鯨類は水域に適応した哺乳類であり、その外部形態を研究することは、水域への適応を考える上で重要
である。しかし、鯨類は魚類と比較して体サイズが大きく、一般に水槽内での実験は困難である。一方、
数値流体力学は計算機の能力向上により、風洞実験や水理模型実験の代替技術として発展し、現在ではコ
ンピュータシステム上で流れと生物の形状解析に使用されている。これを鯨類に適用すれば遊泳生態の解
明の一助となると考えられる。このことから本研究では、図鑑などの 2D データから 3D モデルを構築し、
遊泳生態の一部が明らかとなっているハンドウイルカで比較することにより、その有用性を検討すること
とした。方法としては、村山ら(2008)に記載されている鯨類の左側面および上面から 3D モデルを作成し
た。数値流体力学的手法を用いて、複数の流速条件で流体抵抗係数(Cd)を算出し、既報と比較した。Cd は
いずれの流速でも計算開始直後の 0.005(6.0m/s)〜0.023(1.2m/s)から、反復回数 3 回目には最高値である
0.015(6.0m/s)〜0.052(1.2m/s)にまで上昇したのち、反復回数 500 回目には 0.027(1.2m/s)、
0.011(3.8m/s)、0.008(6.0m/s)にそれぞれ収束した。この値は既報の範囲と一致しており、以後の解析に
使用可能と考えられた。計算結果の詳細として，イルカ近傍は尾鰭付近から流下方向に流速が低下してお
り、流れはイルカの形状に沿って尾鰭付近で剥離し上下に狭い範囲の後流が生じたと考えられる。 
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OE-06 

飼育オキゴンドウにおける授乳頻度および乳成分の⻑期モニタリング 
〇比嘉 克 1, 河津 勲 1, 川井 泰 2 

（1 沖縄美ら海水族館, 2 日本大学） 

鯨類は 2-3 年以上授乳することが知られているが，その間の授乳頻度や乳成分の変化に関する知見はほ
とんどない．本研究では、沖縄美ら海水族館で飼育されているオキゴンドウ Pseudorca crassidens におい
て，出産から約 2 年以上の⻑期にわたり，授乳回数および時間、乳成分の変化をモニタリングした．授乳
行動の観察は，出産 1 週間後から 9 時間/日、1-50 日間隔で約 800 日間行った．観察時には授乳行動およ
び時間を記録し，これらの結果から 1 時間あたりの「授乳回数」および授乳 1 回あたりの「授乳時間」の
算出を行った．⺟乳の採取は、出産から 27 日後より，7-50 日間隔で、水上にて⺟獣を横臥姿勢で静止さ
せ、乳首を乳溝から吐出させることにより行い，得られた⺟乳からは，水分、脂肪、タンパク質、乳糖を
分析した．授乳回数および時間は，出産から約 2 年間かけて減少する傾向がみられた．それに対して，⺟
乳の水分、脂肪、タンパク質および乳糖は，期間通して変化がみられず，それらの平均値は各々69.9 ± 
3.7%、15.6 ± 4.6%、6.9 ± 0.5%および 2.1 ± 0.6％であった．これらの結果は，オキゴンドウにおける授乳
頻度や乳成分の変化をはじめて定量したデータであり，本種の人工哺乳技術の向上に寄与することが期待
できる． 

OE-07 

ハンドウイルカにおける SWATH-MS 法での妊娠バイオマーカーの探索
〇北野 侑 1, 鈴木 文香 1, 山本 桂子 2, 永井 宏平 1, 白木 琢磨 1,3, 安斎 政幸 3, 松橋 珠子 3 

（1 近畿大学生物理工学部, 2(株)オキナワマリンリサーチセンター, 3 近畿大学先端技術総合研究所） 

2015 年 5 月、日本動物園水族館協会（JAZA）は動物愛護の観点から、追い込み漁によるイルカ類の導
入を行わないことを決定した。これにより、JAZA 加盟施設におけるイルカの個体数の維持は、施設内での
繁殖のみとなっている。しかし、施設内での繁殖では妊娠判定の難しさや流産・死産、新生児の早期死亡
の事例が多いといった課題がある。また、妊娠中のイルカでの⺟体と胎児の変化や相互作用についても、
解明が困難となっている。そこで本研究では、ハンドウイルカにおける妊娠の早期発見に関わるバイオマ
ーカーの探索を目的とした。人工授精で妊娠したハンドウイルカの人工授精前、人工授精後約 1 か月、人
工授精後約 2 か月それぞれ４個体の血清サンプルを使用し、血清に含まれるタンパク質群の網羅的定量解
析が可能な SWATH-MS 法で妊娠バイオマーカーの探索を行った。その結果、全てのサンプルに共通する
29 種類のタンパク質が同定された。このことから、サンプルが異なっていても共通するタンパク質の定量
は可能であり、個体間や時期間でデータ比較できる可能性が示された。今後は、同定されたタンパク質と
妊娠との関連性を探るとともに、流産個体と妊娠個体のサンプルを比較することにより、ハンドウイルカ
の妊娠維持や妊娠の早期発見に関与するバイオマーカーの発見に繋げたいと考えている。 
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9 月 6 ⽇〜9 ⽇ 

賞応募ポスター（★マーク） 

9 月 7 ⽇ 9:00〜10:00（コアタイム①）：賞応募ポスター 

9 月 7 ⽇ 17:30〜18:30（コアタイム②）：賞非応募ポスター 

9 月 7 ⽇ 9:00〜10:00（コアタイム①（優秀発表賞応募ポスター）） 

体育館 

P006★ 有袋類、ハイイロジネズミオポッサムの頭蓋形成分子基盤の探索
〇水野 竣介 1, 佐藤 大夢 2, 吉見 理子 3, 清成 寛 3, 土岐田 昌和 1 

（1 東邦大・理・生物, 2 東邦大・院理・生物,  
3 理研・生命機能科学研究センター・生体モデル開発チーム）  

P008★ エゾモモンガ Pteromys volans orii の地上利用行動に関する基礎研究
〇田中 雪 1, 菊池 隼人 2, 押田 龍夫 1（1 帯広畜産大学, 2 琉球大学） 

P010★ 浜中町霧多布半島における区画追い出し法によるエゾシカの個体数推定と 
個体数調整の検討 
〇逢坂 明紀, 立木 靖之（酪農学園大学） 

P012★ 兵庫県産ニホンジカの季節的食性変化 
-後⾅⻭の微細摩耗痕（マイクロウェア）分析に基づく検討-
〇佐藤 巧庸 1,2, 久保 ⻨野 3, 佐藤 孝雄 4, 横山 真弓 5（1慶應義塾大学文学研究科,
2山形県立博物館, 3東京大学大学院新領域創成科学研究科, 4慶應義塾大学文学部, 
5兵庫県立大学自然・環境科学研究所）

P014★ 行動圏内に含まれる植生・土地利用がニホンジカ肉の栄養特性に与える影響
〇久山 高平, 吉原 佑（三重大学生物資源学研究科）  
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P016★ ミトコンドリア DNA 解析によるステップケナガイタチと 
ヨーロッパケナガイタチの系統地理
〇渡辺 鈴大 1, ⻄田 義憲 2, Alexei V. ABRAMOV3, Risto VAINOLA4,
Stanislava PEEVA5, Evgeniy RAICHEV5, 増田 隆一 2（1 北大・院理・自然史科学,
2 北大・院理・生物科学, 3 ロシア科学アカデミー動物学研究所,
4 フィンランド国立自然史博物館, 5 ブルガリア・トラキア大学）

P018★ GPS ロガーを用いたオリイオオコウモリの移動生態に関する基礎的研究 
- ⺟親個体の夜間の採餌移動 -
〇藤谷 彰子 1, 高田 錬 1, 野見 亮人 1, 藤岡 慧明 1, 牧 貴大 2, 手嶋 優風 3,
小林 峻 4, 福井 大 5, 依田 憲 6, 飛龍 志津子 1（1 同志社大学, 2 鹿児島大学,
3JAMSTEC, 4 琉球大学, 5 東京大学, 6 名古屋大学）

P020★ ツキノワグマによる断片化された景観におけるリスクテイク行動の 
季節間の違いの評価 
〇BAEK, SEUNGYUN1, Zedrosser, Andreas2, 山﨑 晃司 3, 小池 伸介 1 

（1 東京農工大学, 2University of South-Eastern Norway, 3 東京農業大学） 

P022★ シカ類の進化における鎖骨下筋の機能変化について
〇髙山 七星 1, 栗原 望 2（1 宇都宮大学大学院 地域創生科学研究科, 
2 宇都宮大学 農学部） 

P024★ 仲間への危険伝達か？捕食者への信号か？ 
ニホンジカの対捕食者行動の多様な機能
〇成瀬 光 1, 髙田 隼人 1, 中村 圭太 2, 宇野 裕之 1（1 東京農工大学,
2 富士山科学研究所）

P026★ くくりわな捕獲時における止めさし工程の違いがニホンジカの 
捕獲ストレスに与える影響 
〇井上 元貴 1, 松原 希 2, 楠田 哲士 1,2, 森部 絢嗣 1,2 

（1 岐阜大学自然科学技術研究科, 2 岐阜大学応用生物科学部） 

P028★ ⼋溝地域におけるイノシシ頭骨の成⻑様式の解析
〇児矢野 愛海 1, 栗原 望 2, 小寺 祐二 3（1宇都宮大学大学院地域創成科学研究科,  
2宇都宮大学農学部動物機能形態学研究室, 3宇都宮大学農学部雑草管理教育研究センター） 
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P030★ 都市緑地における食肉目の住宅事情
〇福島 佳恵, 永沼 朔美, 飯島 瑛梨, 松林 尚志（東京農業大学）  

P032★ 島嶼からの外来イタチ根絶に向けた取組
〇吉村 真由, 河内 紀浩（株式会社島嶼生物研究所） 

P034★ ⽇本産ユビナガコウモリの集団遺伝構造とその形成要因について
〇秋山 礼, 兼 祐翔, 後藤 晋, 福井 大（東京大学大学院農学生命科学研究科）  

P036★ オスの野生ツキノワグマにおける行動とテストステロンとの関係性の検証
〇竹腰 直紀 1, 冨安 洵平 2, 栁川 洋二郎 3, 大⻄ 尚樹 4, ⻑沼 知子 5,  
ペク スンユン 6, 伊藤 未羽 1, ⻄脇 辰仁 1, ラ キン 1, 小坂井 千夏 5,  
小池 伸介 6, 山﨑 晃司 1（1 東京農業大学, 2 帯広畜産大学, 3 北海道大学, 
4 森林総合研究所, 5 農研機構, 6 東京農工大学）  

P038★ 自動車保険データを用いた野生動物車両衝突事故(WVC) の発生位置分析
〇片桐 未結 1, 内田 夢月 1,3, 勝木 俊行 2, 粕谷 健人 2, 間島 唯 2, ⻄林 正人 2, 
伊藤 紗香 2, 小林 ひなた 2, 奥岡 桂次郎 1, 森部 絢嗣 1（1 岐阜大学,  
2 あいおいニッセイ同和損害保険(株), 3 林野庁）  

P040★ 福島県における野生動物のロードキル個体の放射性セシウム蓄積評価
〇菅野 遥登 1, 益子 惇 1, 榎本 孝晃 2, 斎藤 昌幸 3, 石庭 寛子 1（1 福島大学, 
2 岩手連大, 3 山形大学）  

P042★ ニホンジカの⻭石を対象とした植物珪酸体分析の試み
〇⻤崎 華 1,2, 小寺 稜 3, 渡邉 稜也 4, 江口 誠一 4, 伊藤 海 1,3, 久保 ⻨野 1 

（1 東京大学大学院新領域創成科学研究科, 2 ⽇本大学文理学部自然科学研究所, 
3 鶴見大学⻭学部解剖学講座, 4 ⽇本大学文理学部） 

P044★ カメラトラップ法によるアマミノクロウサギの⽇周活動
〇穂高 響 1, 榮村 奈緒子 2, 蜂須賀 莉子 3, 鵜川 信 2, 川⻄ 基博 4,  
田金 秀一郎 5, 渡部 俊太郎 6, 牧 貴大 7, 鈴木 英治 7, 畑 邦彦 2, 藤田 志歩 8 

（1 鹿児島大学 農林水産学研究科, 2 鹿児島大学 農学部,  
3 鹿児島大学 連合農学研究科, 4 鹿児島大学 教育学部,  
5 鹿児島大学 総合研究博物館, 6 鹿児島大学 理学部,  
7 鹿児島大学 国際島嶼教育研究センター, 8 鹿児島大学 共通教育センター） 
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P046★ ⻑崎近海のスナメリ（Neophocaena asiaeorientalis）の外部形態の相対成⻑ 
〇内田 皐陽, 天野 雅男（⻑崎大学）  

 
P048★ 岐阜市における哺乳類 5 種のロードキル分析 

〇白木 麗, 森部 絢嗣（岐阜大学大学院連合農学研究科） 
 
P050★ ロードキルデータを基にした状態空間モデルによる野生動物の時空間動態 

〇海野 南 1, 飯島 勇人 2, 神宮 翔真 2, 亘 悠哉 2,1, 宮下 直 1（1 東京大学,  
2 森林総合研究所） 

 
P052★ ゴマフアザラシの腕神経叢およびその分枝に関する肉眼解剖学的研究 

〇浅岡 秀輔 1, 栗原 望 2（1 宇都宮大学大学院 地域創成科学研究科,  
2 宇都宮大学 農学部） 

 
P054★ カモシカにおける REST 法を用いた生息密度推定の検討 

〇饗場 木香 1, 相澤 良太 1, 菅野 貴久 1, ⿊江 美紗子 2, 浦野 陽平 3 

（1 自然環境研究センター, 2 ⻑野県環境保全研究所,  
3 ⻑野県林務部森林づくり推進課） 

 
P056★ ココウモリ類の年齢は硬組織の年輪に基づいて推定できるのか？ 

〇⻄内 唯夏, 新家 一樹, 橋澤(吉野) 寿紀, 小林 耕太, 飛龍 志津子 
（同志社大学大学院） 

 
P058★ 中型食肉目の捕獲へのドロップネットの適用可能性：罠に対する応答実験 

〇吉田 海人, 江成 広斗, 斎藤 昌幸（山形大学） 
 
P060★ 北アルプス北部地域におけるニホンジカの季節行動圏の生息地選択 

〇束田 優介 1, 瀧井 暁子 2, 大窪 久美子 3, 泉山 茂之 2 

（1 信州大学大学院 総合理工学研究科 農学専攻, 2 信州大学 山岳科学研究拠点,  
3 信州大学 農学部） 

 
P062★ DNA メチル化率に基づくクビワオオコウモリの年齢推定 

〇兼 祐翔 1, 村山 美穂 2, 新井 花奈 3, 井上 英治 4, 金尾 由恵 5, 山内 悦子 5,  
中村 智映 5, 福井 大 1（1 東京大学農学生命科学研究科,  
2 京都大学野生動物研究センター, 3 京都大学理学研究科, 4 東邦大学理学部, 
5 公益財団法人沖縄こどもの国） 
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P064★ 全ゲノム SNP およびミトコンドリア DNA 配列に基づくジャコウネズミの 
遺伝的構造と集団史の解明
〇鳥巣 捷斗 1, 大舘 智志 2, 藤原 一道 3, 鈴木 仁 4, ⻑田 直樹 5 

（1 北海道大学大学院環境科学院, 2 北海道大学低温科学研究所,  
3 国立遺伝学研究所, 4 北海道大学大学院地球環境科学研究院,  
5 北海道大学大学院情報科学研究院） 

P066★ 魚釣島の正規化植生指数（NDVI）による植生変化の追跡と環境 DNA による固有 
種生息状況把握に向けてのモデル島嶼での採水調査
〇横山 寛明 1, 吉村 暢彦 2, 佐藤 行人 3, 鶴井 香織 3, 横畑 泰志 4 

（1 富山大学大学院, 2 酪農学園大学, 3 琉球大学, 4 富山大学） 

P068★ 御蔵島周辺海域に定住するミナミハンドウイルカの出産期
〇⼋木 原風 1, 片山 佳実 2, 多田 光里 3, 小木 万布 4, 森阪 匡通 1, 酒井 麻衣 3, 
北門 利英 5 

（1 三重大学研究基盤推進機構鯨類研究センター/三重大学大学院生物資源学研究科, 
2東京都練馬区中村 3-11-5 201, 3近畿大学大学院農学研究科, 4御蔵島観光協会, 
5東京海洋大学学術研究院海洋生物資源部門） 

P070★ カメラトラップによる，アズマモグラのトンネルを利用するヒミズの記録 
〜「トンネルカメラトラップ法」の確立に向けて〜
〇TAI YAMASAWA, YASUSHI YOKOHATA（富山大学） 

P072★ 占冠村圃場における大型哺乳類に対する被害対策の検証 
〇金井 大地 1, 直島 夕花 1, 浦田 剛 2, 小川 健太 3, 小野 貴司 4, 伊藤 哲治 1 

（1 酪農学園大学 野生鳥獣管理学研究室, 2 占冠村,  
3 酪農学園大学 環境空間情報学研究室, 
4 酪農学園大学 農業環境情報サービスセンター） 

P074★ 群馬県北部におけるニホンジカの越冬地選択 
〇小笠原 すず 1, 森本 裕希子 2, 宇野 裕之 1（1 東京農工大学, 
2 公益財団法人 ⽇本自然保護協会） 

P076★ ⽇本産イノシシと家畜ブタの頭蓋骨における成⻑様式の⽐較 
〇本堂 親紹 1,2, 遠藤 秀紀 1（1 東京大学総合研究博物館, 
2 東京大学大学院農学生命科学研究科） 
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P078★ 価格から見る近代⽇本の毛皮動物と毛皮産業史 
〇安藤 ⽇菜子 1, 森部 絢嗣 1,2（1 岐阜大学 自然科学技術研究科, 
2 岐阜大学 社会システム経営学環） 

P080★ ⻄表島におけるリュウキュウイノシシのヌタ場利用に関する研究 
〇小見山 萌子 1, 松林 尚志 1, 石垣 ⻑健 2, 田澤 陽太 1（1 東京農業大学, 
2 元琉球大学） 

P082★ 食肉目動物の尾における⽐較解剖学的研究 
〇赤羽 ⻁太郎 1, 栗原 望 2（1 宇都宮大学大学院地域創生科学研究科, 
2 宇都宮大学農学部） 

P084★ ルートセンサス法を用いた沖縄島北部におけるケナガネズミの出現傾向の年間⽐ 
較 
〇大賀 優斗, 小林 峻（琉球大学） 

P086★ ハクビシンの前肢における解剖学的研究 
〇菊地 陽哉 1, 栗原 望 2（1 宇都宮大学大学院 地域創生科学研究科, 
2 宇都宮大学 農学部） 

P088★ ⽇本産偶蹄類 3 種における CT スキャン画像による蹄の形態学的特徴 
〇居樹 希実 1, 小畠 結 2, 村上 麻美 2, 森部 絢嗣 3,1（1岐阜大学 自然科学技術研究科, 
2岐阜大学 応用生物科学部 共同獣医学科, 3岐阜大学 社会システム経営学環） 

P090★ スジイルカ Stenella coeruleoalba の炭素・窒素安定同位体⽐分析における組織代 
替利用の可能性 
〇塚田 秋葉, 船坂 徳子, 淀 太我, 古山 歩（三重大学生物資源学研究科） 

P092★ 冷温帯における積雪状況に応じたニホンノウサギの採餌行動 
〇佐藤 快, 斎藤 昌幸（山形大学） 

P094★ フォトグラメトリー3D モデルを用いたニホンジカ枝角形態の地域集団間⽐較 
〇野田 昌裕 1, 久保 ⻨野 2, 森 健人 3, 高槻 成紀 4, 遠藤 秀紀 5 

（1京都大学大学院人間・環境学研究科, 2東京大学大学院新領域創成科学研究科,  
3一般社団法人路上博物館, 4麻布大学いのちの博物館, 5東京大学総合研究博物館） 
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P096★ 芦生の原生林における森林タイプと天候がコウモリの活動に及ぼす影響 
〇Fay Taylor, Heungjin Ryu, Lina Koyama（京都大学） 

P098★ テナガザル科における内喉頭筋群の 3D 形態モデルを用いた⽐較 
〇⼋神 未千弘 1, ⻄村 剛 2（1 京都大学ヒト行動進化研究センター, 
2 大阪大学人間科学部） 

P100★ 上高地におけるニホンジカの利用実態 
〇藍原 有紀乃 1, 瀧井 暁子 2, 泉山 茂之 2, 大窪 久美子 3（1 信州大学大学院, 
2 信州大学山岳科学研究拠点, 3 信州大学農学部） 

P102★ 京都府及び滋賀県におけるホンドテン（Martes melampus melampus）の春季の 
食性 
〇澤田 集一朗 1, 渡辺 茂樹 2, 福永 健司 2, 金子 弥生 1（1 東京農工大学, 
2ASWAT） 

P104★ 広島県絶滅危惧Ⅰ類ニホンリス(𝘚𝘤𝘪𝘶𝘳𝘶𝘴 𝘭𝘪𝘴)の分子系統解析およびモニタリング手 
法の開発 
〇廣瀬 雅惠 1, ⻄堀 正英 1, 米澤 隆弘 1, 畑瀬 淳 2, 野田 亜矢子 2, 安江 博 3 

（1 広島大学大学院統合生命科学研究科, 2 広島市安佐動物公園,  
3 つくば遺伝子研究所） 

P106★ 近畿北部⻄側個体群のツキノワグマが利用する食物を生産する樹木の現存量分布 
推定 
〇三國 和輝, 藤木 大介, 横山 真弓, 森光 由樹（University of Hyogo） 

P108★ モネロン島におけるトド Eumetopias jubatus の上陸モニタリング 
〇阿部 七海（北海道大学） 

P110★ 飼育下バンドウイルカにおけるボートフェンダーへの接触行動とその吐き戻し行 
動抑制効果〜Environmental enrichment device の影響〜 
〇岩田 汐央 1, 白形 知佳 2, 羽田 秀人 2, ⻑野 翔平 2, 渡辺 元 1,3, 川口 真以子 1

（1 明治大学大学院 農学研究科, 2 新江ノ島水族館,  
3 明治大学 研究・知財戦略機構） 
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P112★ 天然林施業地における実生へのエゾシカによる食害の影響 
〇宮下 雅史, 立木 靖之（酪農学園大学） 

P114★ 糞塊調査及びアカマツ枝食害調査による兵庫県豊岡市の 
シカ被害対策強化事業の評価
〇島田 慎吾 1,2, 藤木 大介 3, 内藤 和明 1 

（1 兵庫県立大学 地域資源マネジメント研究科, 2 兵庫県豊岡市役所,
3 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所）

P116★ 北海道の山岳域におけるキタナキウサギの分布変化 
〇崎山 智樹, García Molinos, Jorge（北海道大学） 

P118★ 齧⻭類の巣と節⾜動物との関係 
−ヒメネズミの繁殖活動による節⾜動物の生息場所の創出−
〇照内 歩 1, 榎木 勉 2, 押田 龍夫 1（1 帯広畜産大学野生動物学研究室,
2 九州大学大学院農学研究院環境農学部門森林環境科学講座）

P120★ センザンコウの鼻の中の形態進化
〇伊藤 海 1, 久保 ⻨野 1, Quentin Martinez2, ⿊田 範行 3, 小寺 稜 3 

（1 東京大・新領域創成科学研究科, 2 シュツットガルト州立自然史博物館, 
3 鶴見大・⻭学部・解剖学講座） 

P122★ いかにメスを数多く選択的に捕獲するか？ 
−御蔵島の野生化ネコ対策における実証と実践−
〇野瀬 紹未 1, 徳吉 美国 2, 岡 奈理子 3, 亘 悠哉 4（1 北海道大学大学院,
2 東京大学大学院, 3 山階鳥類研究所, 4 森林総合研究所）

P124★ 視覚と嗅覚どちらが重要？―オリイオオコウモリの餌選択行動― 
〇花見 銀河 1, 中村 智映 2, 山内 悦子 2, 松野 仁胡 2, 吉見 裕子 2, 簗場 未来 2, 
金尾 由恵 2, 小林 峻 1（1 琉球大学, 2 沖縄こどもの国） 

P126★ キツネ用エキノコックス駆虫ベイトの小規模面積散布における消費者の解明 
〇上田 莉帆 1, 孝口 裕一 2, 浦口 宏二 2, 杉本 美紀 3, 押田 龍夫 1 

（1帯広畜産大学野生動物学研究室, 2北海道立衛生研究所感染症部, 3おびひろ動物園） 
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P128★ 福島県におけるツキノワグマ(Ursus thibetanus)の食性と採食物の 137Cs 移行係数 
の季節変化
〇牛来 麗奈 1, 根本 唯 1, 稲見 健司 2, 壁谷 昌彦 2, 小松 仁 3, 村上 貴恵美 3, 
神田 幸亮 3, 山﨑 晃司 1（1 東京農業大学, 2 野生生物共生センター,  
3 福島県環境創造センター） 

P130★ 北海道のトドマツ優占針広混交林におけるエゾモモンガ Pteromys volans orii の 
食性： 葉食性の季節変化の検討
〇野中 咲葉, 押田 龍夫（帯広畜産大学） 

P132★ 局所的な環境要因に着目したイノシシの休息場所選択 
〇七條 知哉 1, 大森 鑑能 1,2, 池田 敬 3,4, 東出 大志 3,5, 淺野 玄 6, 鈴木 嵩彬 1,3, 
鈴木 正嗣 6（1 岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター,  
2 山口県立山口博物館, 3 岐阜県野生動物管理推進センター, 4 信州大学農学部,  
5 石川県立大学生物資源環境学部, 6 岐阜大学応用生物科学部） 

P134★ ニホンジカ低密度地域における植生への影響評価手法の検討 
〇羽布津 直人, 森口 千晴, 宇野 裕之（東京農工大学） 

P136★ ddRad-seq 解析によるシベリアイタチの地理的変異 
〇土橋 健太郎 1, 遠藤 優 2, 鈴木 和男 3, 鈴木 聡 4, 永野 惇 5, ⻄田 義憲 6, 
増田 隆一 6（1 北大・院理・自然史, 2 国立遺伝学研究所,  
3 田辺市ふるさと自然公園センター, 4 神奈川県立生命の星・地球博物館,  
5 龍谷大学, 6 北大・院理・生物） 

P138★ カメラトラップデータの画像座標を用いた個体ベースの軌跡推定 
：10 種の哺乳類で検証 
〇栃木 香帆子 1,2, 吉岡 明良 2, 熊田 那央 2, 小川 結衣 2,3, 大内 博文 2, 
松島 野枝 2, 深澤 圭太 2（1 東京大学, 2 国立環境研究所, 3 筑波大学） 

P140★ ケナガネズミ Diplothrix legata における外部形態の相対成⻑ 
〇中山 好乃, 小林 峻（琉球大学） 
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P142★ 積雪深は同所的に生息するニホンジカとカモシカの冬期生息地利用にどのような 
影響をあたえるか 
〇船津 沙月 1, 中森 さつき 2, 野澤 秀倫 3, 安藤 正規 4 

（1 岐阜大学大学院自然科学技術研究科, 2 岐阜県立森林文化アカデミー,  
3 岐阜大学大学院連合農学研究科, 4 岐阜大学応用生物科学部） 

 
P144★ 行動様式の違いに着目したロシアハタネズミの食糞行動の頻度 

〇竹ノ内 瑞月 1,2, 名倉 悟郎 2, 越本 知大 2, 篠原 明男 2 

（1宮崎大学大学院医学獣医学総合研究科, 2宮崎大学フロンティア科学総合研究センター） 
 
P146★ ヌートリア Myocastor coypus における鋤鼻器の形態的特徴 

〇和田 純奈 1, 小林 秀司 2, 河村 功一 1（1 三重大学, 2 岡山理科大学） 
 
P148★ 種子の発芽においてタヌキの糞は味方なのか？ 

〇清水 俊輔, 浅利 裕伸（帯広畜産大学） 
 
P150★ シカと鉄道の事故はいつ発生する？ 

〇野澤 秀倫 1, 安藤 正規 2（1 岐阜大学大学院連合農学研究科,  
2 岐阜大学応用生物科学部） 

 
P152★ イエネコと在来種の⽇周活動の関係性 

〇木村 開人 1, 釣谷 洋輔 2, 小椋 崇弘 3, 塩野﨑 和美 3, 浅利 裕伸 1 

（1 帯広畜産大学, 2 環境省奄美群島国立公園管理事務所, 
 3 株式会社奄美自然環境研究センター） 

 
P154★ 北多摩地域の都市公園におけるタヌキとネコの関係 

〇藤田 翔伍 1, 金子 弥生 1, 周 浩羽 1, 髙田 雄介 2,1（1 東京農工大学大学院,  
2 アジア航測株式会社） 

 
P156★ 岐阜市における地域住⺠の自由行動ネコに対する意識 

〇堀江 勇斗, 岩澤 淳, 森部 絢嗣（岐阜大学） 
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P158★ 齧⻭類における頭骨進化戦略の機能形態学的検討 
〇平口 裕梨 1, 遠藤 秀紀 2（1 東京大学総合研究博物館, The University Museum, 
The University of Tokyo / 東京大学大学院 農学生命科学研究科, The University 
of Tokyo, Graduate school of Agricultural and Life Sciences, 
2 東京大学総合研究博物館, The University Museum, The University of Tokyo） 

 
P160★ 低緯度地域の山岳地帯に生息するオコジョの食性の季節変化 

〇髙田 幸作, 髙田 隼人（東京農工大学） 
 
P162★ 景観構造とため池の特徴が外来哺乳類 (ヌートリア・アライグマ)の 利用状況に 

与える影響 
〇石井 秀空 1, 鴻村 創 2,3, 沼田 寛生 2, 栗山 武夫 2,4 

（1 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科, 2 兵庫県森林動物研究センター,  
3 公益財団法人ひょうご環境創造協会, 4 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 

 
P164★ カメラトラップ法による⻘森県弘前市におけるアライグマの利用環境の調査 

〇鈴木 千鶴, ムラノ 千恵, 東 信行（弘前大学大学院農学生命科学研究科） 
 
P166★ GIS 技術を用いたホンドオコジョの生息分布域推定 

〇安井 萌実 1, 奥岡 桂次郎 2, 森部 絢嗣 1,2（1 岐阜大学応用生物科学部,  
2 岐阜大学社会システム経営学環） 

 
P168★ ニホンジカによる植生改変と人為攪乱は相乗的に中大型哺乳類に恐れの景観を生 

み出す 
〇山下 純平 1, 千本木 洋介 2, 角田 裕志 3, 江成 広斗 1（1 山形大学,  
2 株式会社 BOULDER, 3 埼玉県環境科学国際センター） 

 
P170★ 染色体上の核リボソーム RNA 遺伝子座の様態と塩基配列の保存性の関係 

〇田中 晴 1, 明主 光 2, 岩佐 真宏 1（1 ⽇本大学大学院 生物資源科学研究科,  
2 ⽇本大学 生物資源科学部） 

 
P172★ 沖縄島北部におけるケナガネズミによる巣箱利用の季節変化 

〇東 哲平 1, 小林 峻 2（1 琉球大学/大学院/理学部理工学研究科,  
2 琉球大学/理学部海洋自然科学科）
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9 月 7 ⽇ 17:30〜18:30（コアタイム②（優秀発表賞非応募ポスター）） 

体育館 

P001 学術雑誌をめぐる激動の時代の中の Mammal Study の方向性 
〇⽇本哺乳類学会 英文誌編集委員会 

P002 特定復興再生拠点区域周辺におけるアライグマの効率的捕獲に向けたマップの作成 
〇中村 大輔 1, 吉田 雅貴 2, 渡辺 明 2, 小坂井 千夏 1, 藤本 ⻯輔 1, 星 典宏 3,  
竹内 正彦 1（1 農研機構 畜産研, 2 福島農総セ 浜再生研, 3 農研機構 東北研） 

P003 部地方のニホンカモシカ個体群の系統地理的特徴
〇川本 芳 1, 伊藤 哲治 2, ⿊江 美紗子 3, 岸元 良輔 4, 饗場 木香 5, 子安 和弘 6, 曽
根 啓子 6（1 ⽇本獣医生命科学大学, 2 酪農学園大学, 3⻑野県環境保全研究所,  
4 信州ツキノワグマ研究会, 5 自然環境研究センター, 6 愛知学院大学） 

P004 富士北麓におけるアカギツネの繁殖事例
〇植田 彩容子, 宅森 美優, 平井 康昭（昭和大学 富士山麓自然・生物研究所） 

P005 市町村鳥獣被害防止計画のイノシシに関する内容⽐較 
〜実効性のある計画づくりのために〜 
〇浅田 正彦 1, 岸本 真弓 2（1 合同会社 AMAC, 2（株）野生動物保護管理事務所） 

P007 市街地付近の緑地帯における中大型哺乳類相と季節変化
〇村上 隆広, 新井 一⻨（ヤマザキ動物看護大学） 

P009 ニホンジカ侵入初期でのカメラ・痕跡調査によるシカ侵入エリアと 
ポテンシャルマップによるリスク評価 
〇稲葉 史晃 1, 小野 司 1, 菅野 慎 1, 三橋 亜紀 1, 久門 美月 1, 榎本 拓司 1,  
横山 典子 1, 東 祐生 2, 土井 敏男 2, 岡田 篤 2（1（株）野生動物保護管理事務所, 
2 神⼾市環境局） 

P011 飼育ホンシュウジカの柵状障害物に対する跳躍能力 
〇堂山 宗一郎, 上田 弘則, 石川 圭介（農研機構） 

119



P013 北海道占冠村におけるヒグマの GPS 行動追跡 
〇伊藤 哲治 1, 今井 和歩 1, 根本 唯 2, 下鶴 倫人 3, 坪田 敏男 3, 浦田 剛 4 

（1 酪農学園大学 野生鳥獣管理学研究室, 2 東京農業大学 奥多摩演習林,  
3 北海道大学大学院獣医学研究院 野生動物学教室, 4 占冠村） 

 
P015 伊豆諸島の導入 2 島（三宅島、利島）における国内外来種ニホンイタチ Mustela  

itatsi の食性の⽐較 
〇東谷 一熙, 上條 隆志（筑波大学） 

 
P017 アライグマ透明帯 4(ZP)遺伝子の塩基配列解読と種特異性評価 

〇川田 うらら, 淺野 玄, 正谷 達謄（岐阜大学） 
 
P019 北海道鷹栖町におけるアライグマ対策のための捕獲の効果と課題 

〇中島 卓也 1, 加藤 佳亨 2, 丸山 立一 1（1 株式会社構研エンジニアリング,  
2 鷹栖町産業振興課） 

 
P021 シカの捕獲の効果を短期に把握するための指標となる植物種の探索 

〇岩田 祐 1, 本田 剛章 1, 横山 典子 1, 平山 瑞紀 2, 小栁 智幸 2 

（1 株式会社 野生動物保護管理事務所, 2 福岡県 環境部 自然環境課） 
 
P023 岩手県早池峰山周辺地域におけるニホンジカの森林植生への影響 

〇大室 智暉, 田崎 駿平, 宇野 壮春（（同）東北野生動物保護管理センター） 
 
P025 ニホンジカ列車衝撃事故の発生要因の解明 

〇林 耕太（山梨県森林総合研究所） 
 
P027 島根県におけるツキノワグマ大量出没時の捕獲地点の特徴 

〇田川 哲 1, 坂倉 健太 1, 河本 忍 1, 澤田 誠吾 2（1島根県中山間地域研究センター,  
2島根県⻄部農林水産振興センター県央事務所） 

 
P029 カメラトラップが中型食肉目動物の行動に与える影響 

〇牛木 健太郎, 金子 弥生（東京農工大学） 
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P031 岩手県雫石町の御明神演習林におけるホンドテンの排糞環境 
〇岸田 鈴央 1, 出口 善隆 2,3 

（1 岩手大学大学院総合科学研究科農学専攻動物科学コース, 
 2 岩手大学農学部, 3 岩手大学次世代アグリイノベーション研究センター） 

 
P033 ddRAD-seq 法を用いたハクビシン⽇本集団の遺伝的地域変異と分布拡大の歴史 

〇小松 奈菜（北海道大学大学院理学院） 
 
P035 正味二乗移動量変位法と分類フローを用いたニホンジカの移動パターンの定量化 

〇姜 兆文 1, 今井 駿輔 2, 永田 幸志 3, 羽根田 貫行 1 

（1 株式会社野生動物保護管理事務所, 2 株式会社⽇本データ取引所, 
 3 神奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課） 

 
P037 第四紀の気候変動による北東アジア島嶼の陸橋形成とクロテンの集団史 

〇木下 豪太 1, 佐藤 拓真 2,3, 村上 翔大 4, Vladimir Monakhov5,  
Alexey P Kryukov6, Lyubov V Frisman7, 綱本 良啓 8, 陶山 佳久 8, 村上 隆広 9,  
鈴木 仁 10, 佐藤 淳 11（1 富山大学・理学科, 2 沖縄大学地域研究所,  
3 環境省・北海道地方環境事務所, 4 東京大学・総合文化研究科,  
5IPAE UB RAS, 6FCBV FEB RAS, 7ICARP FEB RAS, 8 東北大学・農学研究科,  
9 知床博物館, 10 北海道大学・環境科学院, 11 福山大学・生物科学科） 

 
P039 茨城県に侵入したキョン。その現状について。 

〇後藤 優介 1, 篠田 直喜 2（1 ミュージアムパーク茨城県自然博物館,  
2 茨城県生物多様性センター） 

 
P041 地域スケールにおけるイノシシの掘り起こし痕跡の密度指標としての有効性 

我那覇 美紀 1,2, 〇宇野 裕之 1（1 東京農工大学, 2 住友林業緑化（株）） 
 
P043 三重県のスギ・ヒノキ植栽地における防護柵破損要因およびシカ被害発生要因 

〇川島 直通（三重県林業研究所） 
 
P045 北海道蘭越町の 4 年生カラマツ造林地で見つかったエゾヤチネズミの斃死体 

〇南野 一博, 明石 信廣（道総研林業試験場） 
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P047 北海道⽇本海沿岸におけるトド漁業被害額の変動要因 
〇山村 織生 1, 神保 美渚 2, 和田 昭彦 2, 服部 薫 3（1 北海道大学水産科学研究院, 
2 道総研・中央水産試験場, 3 水研機構・水産資源研究所） 

P049 自動撮影カメラによる野生動物モニタリングネットワークの構築 
：大阪での取組状況 
〇幸田 良介, 石塚 譲, 原口 岳（大阪環農水研・多様性） 

P051 アライグマ透明帯 2（ZP2）遺伝子の塩基配列解読と種特異性評価 
〇中条 寧々, 淺野 玄, 正谷 達謄（岐阜大学） 

P053 オヒキコウモリ Tadarida insignis の飛翔速度試算 
−熊本城天守閣周辺を飛翔する個体−
〇坂田 拓司（熊本野生生物研究会）

P055 ニホンジカの分布が拡大している島根県における林業被害の実態 
〇坂倉 健太, 田川 哲, 河本 忍（島根県中山間地域研究センター） 

P057 ニホンザルの個体数調整が農耕地・市街地の利用頻度に与える影響 
〇豊川 春香, 加藤 敬介（(株)野生動物保護管理事務所） 

P059 船舶レーダーはコウモリ類の飛翔をどこまで捕捉できるのか？ 
〇佐藤 雄大, 河口 洋一（徳島大学大学院） 

P061 仙台湾から東京湾に棲息するスナメリの食性について 
〇栗原 望, 木塚 大輔（宇都宮大学農学部） 

P063 ボルネオ熱帯雨林における野生動物によるヌタ場利用 
〇久保田 明人（東京農業大学大学院） 

P065 滝沢農場の水田および果樹園に生息するネズミ類の種構成 
および個体数密度の季節変化 
〇梶原 涼 1, ⻄ 政佳 2, 吉田 晴香 2, 渡邉 学 2, 下野 裕之 3,4, 出口 善隆 3,4 

（1 岩手大学大学院総合科学研究科農学専攻動物科学コース,  
2 岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター滝沢農場, 
3 岩手大学農学部, 4 岩手大学次世代アグリイノベーション研究センター） 
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P067 中央アルプスの高山帯におけるアカギツネとニホンテンの食性：40 年前との⽐較 
〇斎藤 昌幸 1, 榎本 孝晃 1,2, 岩崎 貴也 3, 杉本 淳 4, 小林 篤 5（1 山形大,  
2 岩手連大, 3 お茶の水女子大, 4（株）ウィルアクト, 5 環境省信越自然環境事務所） 

P069 奄美琉球世界自然遺産地域における高校生と高齢者のペット飼養の実態・意識の⽐ 
較 
〇山田 文雄 1, 塩野﨑 和美 2, 丸山 久美 3, 石井 信夫 4, 久野 優子 5,7,  
鳥飼 久裕 6,7, 美延 睦美 8, ⻑嶺 隆 9（1 沖縄大学, 2 奄美自然環境研究センター,  
3 環境省沖縄奄美自然環境事務所, 4 東京女子大学, 5 社団法人奄美猫部,  
6NPO 法人奄美野鳥の会, 7 奄美ネコ問題ネットワーク, 8NPO 法人 徳之島虹の会, 
9NPO 法人どうぶつたちの病院沖縄） 

P071 ユーラシア大陸⻄部に生息するヨーロッパケナガイタチにおける主要組織適合遺伝 
子複合体（MHC）クラス II に含まれる DRB 遺伝子の多様性 
〇⻄田 義憲 1, 堀 隼輔 2, Alexei V. Abramov3, Risto Väinölä4, Stanislava Peeva5, 
Evgeniy Raichev5, 増田 隆一 1（1 北海道大学 大学院理学研究院,  
2 北海道大学 大学院環境科学院,  
3Zoological Institute, Russian Academy of Sciences,  
4Finnish Museum of Natural History, University of Helsinki,  
5Department of Animal Production, Faculty of Agricultural Science, Trakia 
University） 

P073 岩手県営運動公園における餌付けニホンリス(Sciurus lis)の食性 
〇齋藤 恵 1, 出口 義隆 2,3, ⻄ 千秋 4（1 岩手大学大学院総合科学研究科, 
2 岩手大学農学部, 3 岩手大学次世代アグリイノベーション研究センター, 
4 岩手野生動物研究所） 

P075 ニホンジカ侵入初期におけるポテンシャルマップでみる生息状況調査結果 
〇小野 司 1, 稲葉 史晃 1, 菅野 慎 1, 三橋 亜紀 1, 久門 美月 1, 榎本 拓司 1, 
横山 典子 1, 東 祐生 2, 土井 敏男 2, 岡田 篤 2 

（1 株式会社 野生動物保護管理事務所, 2 神⼾市環境局） 

P077 大阪府能勢町における REST モデル適用によるアライグマの生息密度推定の試み 
〇吉岡 憲成 1, 幸田 良介 2, 石塚 譲 2, 原口 岳 2, 岸上 真子 1, 片石 隆斗 1 

（1 株式会社 KANSO テクノス, 2 おおさか環農水研・多様性） 
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P079 同所的に生息するニホンジカとニホンカモシカの生態的ニッチの⽐較 
〇森口 千晴, 宇野 裕之, 羽布津 直人（東京農工大学） 

P081 群馬県嬬恋村に夏期滞在するニホンジカの NSD 解析に基づく季節移動パターン 
〇加藤 卓也 1, 森口 紗千子 1, 平川 亮太 1,2, 山田 雄作 3, 下田 優 4, 羽山 伸一 1 

（1 ⽇本獣医生命科学大学, 2 株式会社 野生動物保護管理事務所, 3 株式会社 ROOTS, 
4 群馬県鳥獣被害対策支援センター） 

P083 非侵襲的手法（３D スキャンと X 線 CT スキャン）と、侵襲的手法（解剖）を基に 
した スジイルカ Stenella coeruleoalba 漂着個体に見られた左上顎吻部の欠損の記
載と検討 
〇丸山 啓志 1, 古山 歩 2,3, 船坂 徳子 2, 松岡 廣繁 4（1 千葉県立中央博物館,  
2 三重大学, 3 四⽇市大学, 4 京都大学） 

P085 コウベモグラ Mogera wogura の陰茎⻲頭と陰核⻲頭の外部形態（予報） 
〇紺野 弘毅 1, 小林 秀司 2（1 池田動物園(株), 2 岡山理科大学理学部動物学科） 

P087 ヒグマの背擦りの複雑さは何によって決まるのか？ 
鈴木 亜室, 向 ひな胡, 山田 穂, 大越 光, 豊島 尚章, 〇佐藤 喜和 

（酪農学園大学） 

P089 メスの第二次性徴をもつオスのニホンジカ：一例報告 
〇樋口 尚子 1, 田中 和明 2, 子安 ひかり 2, 大⻄ 信正 3, 菊水 健史 2, 南 正人 1,2

（1NPO 法人生物多様性研究所あーすわーむ, 2 麻布大学, 3(株)生態計画研究所） 

P091 エゾシカ肉の肉質管理に向けた目標となる放血レベルの検討 
〇⻲井 利活 1, 松浦 友紀子 2, 若松 純一 3, 山浦 歩 3 

（1 北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所, 
2 一般社団法人 エゾシカ協会, 3 北海道大学農学部） 

P093 GPS データ解析システム TimelineAnalyser の紹介 
〇平川 浩文 1, 瀧井 暁子 2, 泉山 茂之 2, 村松 大補 3, Marcelo Gordo4 

（1 無所属, 2 信州大学山岳科学研究拠点,  
3 京都大学野生動物研究センター・奈良教育大学自然環境教育センター, 
4Federal University of Amazonas(アマゾナス連邦大学)／ブラジル） 
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P095 スナメリ Neophocaena asiaeorientalis の胃内容物分析における 
深層学習を利用した魚類耳石の種判別の試み 
〇古山 歩, 船坂 徳子（三重大学大学院生物資源学研究科） 

 
P097 ニホンザルの生息地選択は和歌山県の地域ごとにどのような違いがあるか？ 

〇林 航平, 三木 清雅（株式会社野生動物保護管理事務所） 
 
P099 農作物を食べるニホンジカは⺟も子も体が大きくなる？世代を超えた影響の検討 

〇秦 彩夏 1, 佐伯 緑 1, 小坂井 千夏 1, 中下 留美子 2, 深澤 圭太 3, 中島 泰弘 4,  
村田 遼大 5, 原田 裕生 5, 高田 まゆら 5（1 農研機構・畜産研, 2 森林総研, 3 国環研,  
4 農研機構・分析研, 5 中央大） 

 
P101 島嶼化のアナグマたち 

：前肢の機能形態に基づく⽇本列島に生息したアナグマ属の絶滅種と現生種の差異 
〇Dangerfield Emma1, 木村 由利 2（1 筑波大学, 2NSNM） 

 
P103 北海道室蘭市噴火湾に来遊するカマイルカ白変個体の観察 

〇北 夕紀, ⿊崎 菜摘, 須田 さくら, 笹森 琴絵（東海大学） 
 
P105 同所的に生息するカモシカとニホンジカの時間的・空間的相互作用 

〇森 智基 4,1, 三浦 謙介 2, 竹内 寛幸 3, 新妻 靖章 3 

（1 岐阜大学応用生物科学部野生動物管理学研究センター, 2 名城大学農学研究科,  
3 名城大学農学部, 4JSPS 特別研究員（名城大学）） 

 
P107 イタチ科 2 種の育児行動 

〇福永 健司, 渡辺 茂樹（アスワット） 
 
P109 鹿児島県口永良部島における国内外来種ヤクシマザル（Macaca fuscata yakui）の 

生息状況 
〇藤田 志歩 1, 杉浦 秀樹 2, 半谷 吾郎 2, 栗原 洋介 3, 角田 史也 2,  
Muhammad Nur Fitri Bin SUHAIMI2, 田中 美衣 2, 片岡 直子 2, 牧 貴大 1,  
仲渡 千宙 4（1 鹿児島大学, 2 京都大学, 3 静岡大学, 4 広島大学） 

 
P111 群れサイズが同じニホンザル隣接群の行動圏利用の⽐較 

〇海老原 寛, 岩田 祐, 箕浦 千咲（株式会社野生動物保護管理事務所）
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P113 首輪カメラで植生を捉える：機械学習を用いたモウコガゼルの生息環境評価 
〇小山 里奈 1, 永谷 黎 1, 伊藤 健彦 2,3, Uuganbayar, Munkhbat4,  
Chimeddorj, Buyanaa4（1 京都大学, 2 北海道立総合研究機構, 3 麻布大学,  
4WWF モンゴル） 

 
P115 福島県内におけるイノシシの放射性セシウム濃度の⻑期モニタリング 

〇小松 仁, 村上 貴恵美, 神田 幸亮（福島県環境創造センター） 
 
P117 ⺠間の解剖実習施設の取組事例について 

〇金山 俊作（野生鳥獣研究所 けものら） 
 
P119 山麓部におけるツキノワグマの季節的な環境利用パターン 

〇瀧井 暁子 1, 中下 留美子 2, 泉山 茂之 1（1 信州大学山岳科学研究拠点,  
2 森林総合研究所） 

 
P121 ヤクシカにおけるセメント質年輪法適用上の留意点 

〇後藤 光 1, 中条 寧々1, 川田 うらら 1, 水川 真希 2, 竹中 康進 2, ⼋代田 千鶴 3, 
淺野 玄 1, 鈴木 正嗣 1（1 岐阜大学応用生物科学部,  
2 環境省屋久島自然保護官事務所, 3 森林総合研究所関⻄支所） 

 
P123 札幌市のヒグマ市街地出没時に採取した体毛とフンの DNA による個体識別 

〇中村 秀次 1, 早稲田 宏一 1, 釣賀 一二三 2, 白根 ゆり 2 

（1NPO 法人 EnVision 環境保全事務所,  
2 北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所） 

 
P125 ホンドギツネによるツキノワグマの追尾行動 

山口 祥太 1, 〇大⻄ 尚樹 2（1 岩手大学ツキノワグマ研究会,  
2 森林総合研究所東北支所） 

 
P127 世界農業遺産認定地域で維持される半自然草地における小型齧⻭類の生息状況 

〇柴山 理彩, 山田 孝樹（四国自然史科学研究センター） 
 
P129 被害を減らすための捕獲は本当に里山で行うべきか-農業共済データからの推論- 

〇本田 剛 1, 三井 夏紀 2, 姜 兆文 2（1 山梨県総合農業技術センター,  
2 野生動物保護管理事務所） 
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P131 ⻑崎県対馬のツシマヤマネコ生息地におけるイエネコの食性 
〇伊澤 雅子 1, 小林 峻 2, 菊池 隼人 2, 柴原 崇 3 

（1北九州市立自然史・歴史博物館, 2琉球大学理学部, 3対馬野生生物保護センター） 
 
P133 積雪深がハタネズミの冬季繁殖率に及ぼす影響 

〇ムラノ 千恵（弘前大学 農学生命科学部） 
 
P135 京都府丹後地域の人の生活圏周辺に生息するメスのツキノワグマの行動特性 

〇中島 彩季, 中川 恒祐（株式会社野生動物保護管理事務所） 
 
P137 組織学的解析による本州北部に生息する野生アカネズミの繁殖期と鋤鼻系機能性の 

特定 
〇山内 貴義 1, 熊田 玲奈 2, 阿久津 仁美 3（1 岩手大学農学部森林科学科,  
2 東京農工大学大学院農学府, 3 岩手医科大学医学部解剖学講座細胞生物学分野） 

 
P139 CT 画像解析による飼育下のセイウチの上顎⽝⻭抜⻭の⻭⽛再生への影響について 

〇甲能 純子 1, 勝俣 悦子 2, 荒井 一利 2, 甲能 直樹 3,4（1 東京大学,  
2 鴨川シーワールド, 3 国立科学博物館, 4 筑波大学） 

 
P141 ツキノワグマの繁殖期の行動と生息地利用 

〇⻑沼 知子 1, ペク スンユン 2, 竹腰 直紀 3, 小坂井 千夏 4, 山﨑 晃司 3,  
小池 伸介 2（1 帯広畜産大学, 2 東京農工大学, 3 東京農業大学, 4 農研機構） 

 
P143 イエネコ線維芽細胞由来の不死化細胞の樹立 

〇片山 雅史 1, 清野 透 2, 片岡 アユサ 3, 大沼 学 1, 福田 智一 4 

（1国立環境研究所生物多様性領域, 2国立がん研究センター先端医療開発センター,  
3あゆとも動物病院, 4岩手大学総合科学研究科理工学専攻） 

 
P145 伊吹山におけるニホンジカの行動圏と生息地利用 

〇池田 敬 1, 七條 知哉 2, ⽇下部 智一 3, 淺野 玄 4, 大森 鑑能 5（1信州大学農学部,  
2岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター, 3岐阜県恵那農林事務所,  
4岐阜大学応用生物科学部, 5山口県立山口博物館） 

P147 埼玉県内におけるユビナガコウモリの「再発見」 
〇大沢 啓子, 大沢 夕志（なし） 
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P149 離島：見島産ヒミズの形態的特徴を基盤する遺伝的背景の解析 
〇今井 啓之 1, 松尾 大輝 2, 松屋 純人 1,3, 平塚 貴大 4, 加納 聖 1, ⽇下部 健 1 

（1 山口大学共同獣医学部, 2 兵庫県, 3 鹿児島大学共同獣医学部,  
4 広島県立総合技術研究所保健環境センター） 

 
P151 琉球大学千原キャンパスにおけるオリイオオコウモリのねぐら利用の季節変化 

〇小林 峻 1, 菊池 隼人 1, 伊澤 雅子 2（1 琉球大学,  
2 北九州市立自然史・歴史博物館） 

 
P153 研究史・飼育史にみる明治期から昭和初期にかけての 

⽇本在来オオカミをめぐる議論の状況 
〇梅木 佳代（北海道大学） 

 
P155 六甲山系の広葉樹林における林床植生の回復にイノシシが及ぼす影響 

〇栃本 大介 1, 田村 悠旭 1, 竹中 淳 1, 堀田 佳那 2（1 神⼾市建設局防災課,  
2 ひょうご環境創造協会） 

 
P157 オニグルミ種子の成熟過程とキタリスによる利用時期との関係 

〇浅利 裕伸, 宮本 湧大（帯広畜産大学） 
 
P159 神奈川県箱根町で観察されたニホンジカによる角齧り行動 

〇關 義和（玉川大学） 
 
P161 出没時の現地調査から見えてきた札幌市のヒグマの出没要因 

〇早稲田 宏一 1, 中村 秀次 1, 釣賀 一二三 2, 白根 ゆり 2 

（1NPO 法人 EnVision 環境保全事務所,  
2 北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所） 

 
P163 ⻑野県における中・小型食肉目における有害捕獲の現状 

〇福江 佑子 1, 永井 碧海 1, 竹下 毅 2（1（特非）あーすわーむ,  
2（同）生物資源利活用研究所） 

 
P165 ニホンカモシカ動物園飼育個体の毛色関連遺伝子 Mc1r における多型解析 

望月 雄飛, 〇布目 三夫（岡山理科大学・理・動物）
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P167 岩手県盛岡市雫石川の河畔林におけるツキノワグマの利用実態 
〇滝川 あかり 1, 出口 善隆 2, 山内 貴義 2（1 岩手大学大学院総合科学研究科, 
2 岩手大学農学部） 

P169 YOLO を活用した野生動物管理のための汎用的画像認識 AI 開発 
〇木村 響, 佐伯 真美, 河崎 裕太, 岸本 康誉（(株)野生動物保護管理事務所） 

P171 岐阜県北部におけるニホンジカの生息密度と低木の採食程度との関係 
〇中森 さつき 1, 小野寺 智子 2, 池田 敬 3, 白川 拓⺒ 4, 加藤 正吾 2, 安藤 正規 2 

（1 岐阜県立森林文化アカデミー, 2 岐阜大学応用生物科学部, 3 信州大学農学部,  
4 岐阜地域環境室） 

P173 Trunk に障害あるサバンナゾウ“Rhandzekile”はどうやって水を飲んでいるか 
〇畑瀬 淳（広島市安佐動物公園）
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ポスター発表

P001 

学術雑誌をめぐる激動の時代の中の Mammal Study の方向性 
〇日本哺乳類学会 英文誌編集委員会 

 近年、世界的に学術論文のオープンアクセス（OA）化が求められており、購読モデルが主流であった
学術雑誌は岐路に立たされています．OA 化には、著者が Article Processing Charge（APC）を支払って
公開するゴールド OA と、機関リポジトリを使って公開するグリーン OA が知られています．前者の場
合，出版社が形式を整えた論文として世界中で広く共有される点で優れていますが，APC は数⼗万円と高
額で，持続可能な方法とは思えません．後者の場合，「著者の最終原稿」が，一定の非公開期間を経て，機
関リポジトリから公開されます．無料で公開できる点で優れていますが，論文の形式が整っていないこ
と，原稿へのアクセスが悪いなどの理由で，情報の共有効率は悪いと言えます．その中で，BioOne は
S2O（Subscribe to Open）を導入しようとしています．S2O では，年毎に購読機関が一定数に達すると，
S2O に参加した雑誌のその年のすべての論文が OA になる仕組みです．一度 OA となった論文は、翌年以
降に S2O が不成立でも OA が維持されます。現在，日本哺乳類学会理事会では，Mammal Study の S2O
への参加の可否を議論しており，本発表時にはその結果をお伝えできる予定です．学術雑誌をめぐる激動
の時代の中で，公共財としての科学的知見をどのように発信していくべきなのか，一緒に考えましょう． 

P002 

特定復興再生拠点区域周辺におけるアライグマの効率的捕獲に向けたマップの作成 
〇中村 大輔 1, 吉田 雅貴 2, 渡辺 明 2, 小坂井 千夏 1, 藤本 ⻯輔 1, 星 典宏 3, 竹内 正彦 1 

（1 農研機構 畜産研, 2 福島農総セ 浜再生研, 3 農研機構 東北研） 

東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う帰還困難区域内に設定された特定復興再生拠点区域において
は、住⺠帰還および営農再開のために効率的な野生鳥獣対策が欠かせない。そこで本研究では、現在事業
として実施されているアライグマ捕獲をより効率的かつ効果的なものにするため、生息適地を可視化する
資料を作成した。 

福島県大熊町および双葉町の特定復興再生拠点区域およびその周辺でアライグマを生体捕獲し、GPS 首
輪を装着した。2024 年 6 月時点で 17 個体（オス 10 頭、メス 7 頭）の行動データを取得した。取得した
データは、空間的自己相関による影響が小さくなる測位間隔の検証をおこなった後に、好適な環境と想定
される水域や森林、住⺠避難により未使用となった住宅や未利用水路からの距離といった環境をラスタ化
した後、Maxent による生息適地解析を実施した。当該地域のアライグマの行動圏は 4.6±3.5km2 であり町
村域を大きく上回ることはなく、夜間に水域とともに未利用水路を頻繁に利用していた。町単位の捕獲事
業でも部分的な低密度化の実現可能性はあると考えられた。しかし、夜間に水域とともに未利用水路を頻
繁に利用しており、水域を通じた市街地等への侵入対策が必要であることが示唆された。本研究は、農林
水産業分野の先端技術展開事業のうち、「特定復興再生拠点区域等の円滑な営農再開に向けた技術実証」 
(JPFR24060105)により実施した。 
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P003 

中部地方のニホンカモシカ個体群の系統地理的特徴 
〇川本 芳 1, 伊藤 哲治 2, ⿊江 美紗子 3, 岸元 良輔 4, 饗場 木香 5, 子安 和弘 6, 曽根 啓子 6 

（1 日本獣医生命科学大学, 2 酪農学園大学, 3⻑野県環境保全研究所, 4 信州ツキノワグマ研究会, 
5 自然環境研究センター, 6 愛知学院大学） 

中部３県のニホンカモシカ個体群の遺伝子変異分布や系統地理関係を調査した。⻑野県（22 市町村, 270
個体）, 愛知県（４市町村, 57 個体）, 岐阜県（６市町村, 102 個体）につき mtDNA 非コード領域の全塩
基配列を解読したところ 63 種類のタイプが区別できた。これらは４グループに大別でき, さらに６サブグ
ループに細分できた。⻑野県個体群の多様性は高く, ４グループ・６サブグループの 46 タイプが検出でき
た。対照的に, 愛知県個体群の多様性は著しく低く, ３サブグループの 10 タイプのみで, 大部分（88%）
が１タイプで占められていた。岐阜県東部の個体群には３グループ・４サブグループの 10 タイプが検出で
きた。中部地方には系統が異なる少なくとも４グループの mtDNA タイプが存在し, 特に⻑野県では複雑な
分布を示していた。一方, 愛知県では⺟系が同じ個体が独占する特徴があり, 祖先が⻑野県南部から拡大し
た可能性が大きい。アルプス山地を挟む岐阜県東部と⻑野県⻄部では, 共通タイプが複数認められた。以
上の特徴から, ⻑野県を中心に中部地域のカモシカ個体群は最終氷期以前に分岐した４つの祖先系統から
成立し, 近年の急拡大の痕跡を示す地域個体群も含むと考えられる。これらの特徴は, 他の日本産中・大型
哺乳類が示す mtDNA の地域変異パターンと異なり, この種が特有の成立過程を持つことを示唆する。

P004 

富士北麓におけるアカギツネの繁殖事例 
〇植田 彩容子, 宅森 美優, 平井 康昭 

（昭和大学 富士山麓自然・生物研究所） 

山梨県・富士北麓地域には多くの哺乳類の生息が確認されているが、各種の生態や行動についての報告
は少ない。そこで本研究では、昭和大学 富士山麓自然・生物研究所に付属する富士吉田自然教育園におい
て自動撮影カメラ用いて哺乳類相を調査した。この施設は標高約 890m にあり、富士北麓の森林地域と連
続性のある場所に立地している。施設の周辺は住宅地として整備されつつあるがアカマツ林の林縁部にあ
り、周囲をシカフェンス（格子間隔 13〜20cm）で囲って植生を保護している。園内には若齢の落葉広葉
樹林も育っており、フェンスをすり抜けられる小〜中型哺乳類が森林のパッチ間を移動する際に利用しや
すい場所となっていることが考えられた。 

本調査により、タヌキやアナグマなど少なくとも哺乳類 15 種が自然教育園とその周辺を利用しているこ
とが明らかになった。2024 年には園内でアカギツネ(Vulpes vulpes japonica)が繁殖し、4 月には巣穴から
出て活動する子ギツネ 7 頭も確認されている。このアカギツネについて自動撮影カメラの画像を用い、主
に尾の特徴から個体識別したところ、少なくともオス 1 頭、メス 2 頭の計 3 頭の成獣が園内を頻繁に利用
していることが確認され、園内での繁殖にかかわっていることが推察された。本発表ではこれまでの繁殖
の経過を報告する。 
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P005 

市町村鳥獣被害防止計画のイノシシに関する内容比較 〜実効性のある計画づくりのために〜 
〇浅田 正彦 1, 岸本 真弓 2 

（1 合同会社 AMAC, 2（株）野生動物保護管理事務所） 
 

鳥獣害特措法において、各市町村では総合的かつ効果的な対策実施のため、被害防止計画を策定できる
こととなっている。また、都道府県が別途策定する第二種特定鳥獣管理計画においては、市町村の被害防
止計画と整合性をとることとされており、両計画の連携した運用が求められている。しかし、両計画の策
定主体（都道府県と市町村）や根拠法の管轄（鳥獣保護管理法の環境部門と鳥獣害特措法の農林部門）が
異なる場合があり、連携が⼗分にとられていない可能性が考えられた。そこで、両計画の整合性を検討す
るための初段の検討として、複数県（千葉県、群⾺県、兵庫県、⻑崎県）の市町村被害防止計画につい
て、記載内容を整理、比較検討を行い、計画目標の妥当性および第二種特定鳥獣管理計画との整合性につ
いて分析を行った。この結果を踏まえ、（１）順応的管理のための KPI（重要業績評価指標）の設定、
（２）目標設定のためのモニタリングの役割分担などについて、改善提案を行った。 

P006★ 

有袋類、ハイイロジネズミオポッサムの頭蓋形成分子基盤の探索 
〇水野 竣介 1, 佐藤 大夢 2, 吉見 理子 3, 清成 寛 3, 土岐田 昌和 1 

（1東邦大・理・生物, 2東邦大・院理・生物, 3理研・生命機能科学研究センター・生体モデル開発チーム） 
 

爬虫類、鳥類、哺乳類からなる羊膜類は、陸上の様々な環境に適応し、繁栄を遂げた。羊膜類の繁栄を
後押しした要因の一つが、摂食に不可欠な顎や、眼、⽿、鼻などの感覚器、中枢神経の脳を収める頭部骨
格の形態多様化であった。羊膜類の頭蓋骨の側頭部には、側頭窓と呼ばれる穴がみられる場合がある。側
頭窓の下縁部を構成する弓状の骨構造、側頭弓の数によって、羊膜類の頭蓋骨は無弓型、双弓型、単弓型
の 3 つのタイプに分けることができる。 

無弓型もしくは双弓型の頭蓋骨を持つ爬虫類および鳥類では、側頭部を覆う皮骨の数が系統間で異なっ
ているため、頭蓋側頭部の形態がきわめて多様である。一方、単弓型の頭蓋骨を持つ哺乳類では、側頭部
を覆う皮骨の数は系統間で異ならないため、頭蓋側頭部の形態的多様性は、爬虫類や鳥類のものに比べ、
乏しくなっている。しかしながら、上記二つの系統における頭蓋側頭部の形態パターンの違いが、いかな
る分子基盤によりもたらされたのかはよくわかっていない。 

本研究では、哺乳類の 1 クレードである有袋類の 1 種、ハイイロジネズミオポッサムの胚および新生仔
を材料に用いて、頭蓋側頭部における複数の骨形成関連遺伝子の発現パターンを調べた。本種の遺伝子発
現パターンを他の哺乳類および爬虫類のパターンと比較することにより、羊膜類における頭蓋骨の形態進
化メカニズムについて考察したので報告する。 
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P007 

市街地付近の緑地帯における中大型哺乳類相と季節変化 
〇村上 隆広, 新井 一⻨ 

（ヤマザキ動物看護大学） 
 

市街地への野生動物出没には森林部からの距離や、森林と市街地とを接続する緑地帯が関与していると
考えられる。そこで演者らは、2022〜2024 年に東京都八王子市と町田市および神奈川県相模原市にかけ
て存在する緑地帯を利用する主要な中大型哺乳類各種の状況を調査した。これらの地域 20 箇所（解析対象
は継続データの得られた 17 箇所）にトレイルカメラを設置し、各種が撮影されたか否か（在不在）を春・
夏・秋・冬にわけて記録した。Multi Species Occupancy Model（Rota et al., 2016)を用いて、季節や森林
面積・土地利用・都心からの距離（森林部からの距離指標を逆説的に設定）による影響を調べた。その結
果、季節間ではハクビシン・ニホンアナグマの出現が冬季に減少する以外、明瞭な傾向はなかった。環境
変数による影響については、上述した 2 種とアライグマ・ニホンアナグマ・タヌキの中型食肉目 5 種につ
いては緑地帯に幅広く出現し、環境変数による影響はみられなかった。一方、イノシシは森林面積・都心
からの距離による影響がみられたが強い影響ではなかった。これら中型食肉目各種は都市部に近接する緑
地帯を幅広く利用すること、イノシシも市街地近辺の緑地帯を時として利用することがこれらの背景にあ
ると考えられた。 

P008★ 

エゾモモンガ Pteromys volans orii の地上利用行動に関する基礎研究 
〇田中 雪 1, 菊池 隼人 2, 押田 龍夫 1 

（1 帯広畜産大学, 2 琉球大学） 
 

 滑空性哺乳類は一般に樹上性であり，樹上ニッチに適応した形態的特徴を示すが，一部の種は地上で
活動することも知られている．このような“進化的適応に反する行動様式”の理由は不明であるが，オオア
メリカモモンガやエゾモモンガでは地上における採食行動が報告されていることから，採食資源利用性と
の関連が考えられるかもしれない．そこで本研究では，エゾモモンガの採食行動を中心に地上での活動を
明らかにすることを目的とした．2022 年 11 月から 2023 年 10 月の期間において，北海道帯広市の売買川
流域に位置する二次林を調査地と定め，地上で確認された本亜種の堆積食痕や糞塊を標的として 14 台の自
動動画撮影カメラを設置し，地上における本亜種の行動観察を行った．その結果，本亜種は 11 月から 12
月にかけて食痕堆積地点で主に採食を行い，1 月から 4 月にかけては糞堆積地点で主に排泄を行うことが
明らかになった．そして，地上を利用する頻度は，糞堆積地点よりも食痕堆積地点の方が高かった．ま
た，本亜種の地上活動時間帯は主に日没後・日出前の二峰型であり，厳冬期では不規則になったことか
ら，樹上における活動時間帯と同様であること，さらに採食を行う場合に地上に⻑時間滞在する傾向があ
ることが示された．加えて，本亜種は 4 月から 10 月にかけてほとんど地上を利用しなかったことから，地
上利用は，秋季から冬季にかけて特有な行動であることが示された． 
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P009 

ニホンジカ侵入初期でのカメラ・痕跡調査によるシカ侵入エリアと 
ポテンシャルマップによるリスク評価 

〇稲葉 史晃 1, 小野 司 1, 菅野 慎 1, 三橋 亜紀 1, 久門 美月 1, 榎本 拓司 1, 横山 典子 1, 東 祐生 2, 
土井 敏男 2, 岡田 篤 2 

（1（株）野生動物保護管理事務所, 2 神⼾市環境局） 
 

六甲山系は兵庫県神⼾市の南東に位置する山塊であり、年間を通して多くの人が訪れる場所である。こ
れまで六甲山系ではニホンジカ（以下、シカ）の定着が確認されていないが、六甲山系の周辺地域ではシ
カの定着が確認されており、定着地域から六甲山系への侵入が懸念されている。また近年、六甲山系内で
オスジカが捕獲され、神⼾市灘区の市街地への出没も報告されている。六甲山系は、シカ侵入初期段階で
あると考えられているが、定着が進んだ場合、市街地出没による人⾝事故の増加、下層植生の衰退による
土砂の流出など多方面への被害が予想される。そのため、生息状況のモニタリングと早期の侵入対策が急
務とされている。 

本研究では、神⼾市によって実施された「ニホンジカによる生態系等への影響調査業務」において 2019
年度から 2023 年度までのセンサーカメラ調査や痕跡調査等によって得られたシカの生息情報を用いた。
メスジカが撮影された地点からの距離別痕跡密度を算出し、シカ侵入エリアを推定した。今後定着の可能
性が高いエリアをポテンシャルマップから推測すると共に、市街地出没を防止するためのボーダーライン
を示した。 

P010★ 

浜中町霧多布半島における区画追い出し法によるエゾシカの個体数推定と個体数調整の検討 
〇逢坂 明紀, 立木 靖之 

（酪農学園大学） 
 

野生動物を管理するうえで個体数を把握することは重要であるが、野生動物の正確な個体数を推定する
ことは非常に困難である。しかし、島嶼部のような閉鎖的な空間においては区画追い出し法を用いること
で、正確な個体数の推定ができると考えられる。北海道浜中町にある霧多布半島は海に突き出た半閉鎖的
な半島であり面積は約 3.9 ㎢である。霧多布半島ではエゾシカが生息しており、シカの生息頭数を減少さ
せるためくくりわな等を用いた捕獲が行われているが、半島内のシカの個体数は把握されておらず、適切
な捕獲数が推測できていない。そこで半島内において区画追い出し法を用いて個体数を推定し、適切な個
体数管理にむけた捕獲数を検討することを目的とした。 

2023 年 11 月に区画追い出し法及びカウントを用いた調査を 2 回実施し、それぞれ合計 52 頭、53 頭を
発見した。1 回目の調査ではオス成獣 18 頭、オス亜成獣 2 頭、メス成獣 10 頭、仔 3 頭、メス仔不明 1
頭、雌雄不明 18 頭を確認した。2 回目の調査ではオス成獣 9 頭、オス亜成獣 5 頭、メス成獣 24 頭、仔 1
頭、メス仔不明 3 頭、雌雄不明 11 頭を確認した。この生息頭数をもとに自然増加率を考慮し今後の必要な
捕獲頭数を検討した。また、捕獲を実施しない場合 10 年後には現在の 5 倍以上の頭数となる可能性が示唆
された。 
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P011 

飼育ホンシュウジカの柵状障害物に対する跳躍能力 
〇堂山 宗一郎, 上田 弘則, 石川 圭介 

（農研機構） 
 

農地や植林地などにおけるニホンジカ対策として侵入防止柵が広く利用されている。一般的にニホンジ
カは跳躍能力が優れていると認識されているため、高さ 2m 前後の柵が用いられることも多い。しかし、
ニホンジカの柵に対する跳躍に関連した行動は、科学的検証がまだ少ない。本研究では、柵状の障害物に
対する飼育ホンシュウジカの跳躍可能な高さや跳躍時の踏切位置、障害物に対する行動を調査した。農研
機構⻄日本農業研究センターで飼育していたホンシュウジカの成獣オス 1 頭、成獣メス 2 頭を供試した。
単管パイプで作成した柵状の障害物で実験エリアを区切り、供試シカは跳躍して障害物を飛越することで
報酬餌を得られた。障害物の高さ 50cm での馴致後、高さ 60cm から試験を開始し、跳躍が成功するたび
に高さを段階的に上げた。跳躍失敗もしくは跳躍行動を示さなかった場合、高さを 5cm もしくは 10cm 下
げて訓練を実施し、その高さで 2 回の跳躍成功を確認後、高さを戻して試験を再開した。再度跳躍できな
かった場合、その 1 段階前の高さを跳躍可能最大高とした。オスは最高 135cm（肩高の 1.57 倍）、メスは
最高 122.5cm（肩高の 1.61 倍）を跳躍できた。高さ 100cm 以上の障害物に対して、オスメスとも後肢の
踏切位置は障害物から 60-75cm 離れていた。（発表者都合により急遽キャンセルした前年度大会と同様の
ものです。） 

P012★ 

兵庫県産ニホンジカの季節的食性変化 -後⾅⻭の微細摩耗痕（マイクロウェア）分析に基づく検討- 
〇佐藤 巧庸 1,2, 久保 ⻨野 3, 佐藤 孝雄 4, 横山 真弓 5 

（1 慶應義塾大学文学研究科, 2 山形県立博物館, 3 東京大学大学院新領域創成科学研究科,  
4 慶應義塾大学文学部, 5 兵庫県立大学自然・環境科学研究所） 

 

⻭表面に残される微細な摩耗痕（マイクロウェア）の精査を通じて、対象動物が死亡するまでの短期間
（数日間から数週間）の採食行動を復元することが可能である。ニホンジカの季節的な食性変化に関する
研究は、主に胃内容物や糞分析を通じて行われてきたが、こうした食性変化に伴うマイクロウェアの変化
については未解明であった。そこで、本発表ではマイクロウェアの季節的な変化について明らかにするこ
とを目的とした。 

通年捕獲された兵庫県産ニホンジカ標本（n=84）を対象とし、共焦点レーザー顕微鏡を用いて 3 次元形
状測定データによるマイクロウェアの定量的評価を行った。その結果、⻭表面のマイクロウェアは夏季死
亡個体群よりも冬季死亡個体群の方が深く、周期的に変化することが明らかとなった。当該地域に生息す
るニホンジカは年間を通じて常緑樹や落葉樹の葉部、グラミノイドを主要な食料としつつも、餌資源が枯
渇する時季に木本類の非同化部や植物珪酸体含有量が増加したグラミノイドを主体的に採食することによ
って、より深い傷が⻭表面に形成された可能性がある。マイクロウェアは本州中部に生息するニホンジカ
の採食行動を反映し、中間型食性を有する個体群において季節的に変化することが示唆された。今後の展
望として本研究成果をリファレンスとし、縄文時代に生息していたニホンジカの古食性ならびに狩猟時季
の解明に取り組んでいく。 
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P013 

北海道占冠村におけるヒグマの GPS 行動追跡 
〇伊藤 哲治 1, 今井 和歩 1, 根本 唯 2, 下鶴 倫人 3, 坪田 敏男 3, 浦田 剛 4 

（1 酪農学園大学 野生鳥獣管理学研究室, 2 東京農業大学 奥多摩演習林,  
3 北海道大学大学院獣医学研究院 野生動物学教室, 4 占冠村） 

 

連続した森林地帯が広がる道央地域に生息するヒグマ個体群について、行動圏や環境利用に関する情報
は少ない。また、近年、人の生活圏に繰り返して出没・定着するヒグマが増加しており、その要因を明ら
かにする必要がある。本研究は、ヒグマの行動圏、季節的な環境利用、および活動パターンを明らかにす
ることを目的として、北海道勇払郡占冠村の圃場にてヒグマの生体捕獲を行い、GPS 首輪を装着し行動追
跡を実施した。2021〜2022 年度に、4 頭のヒグマに GPS 首輪（１時間１回測位）を装着した。各個体の
追跡状況は、個体 A（オス亜成獣、63 ㎏）：2021 年 10 月〜2022 年 8 月（測位点 3,723 点）、個体 B（メ
ス成獣、106.5 ㎏）：2021 年 10 月〜2022 年 8 月（測位点 3,329 点）、個体 C（メス成獣、138 ㎏）：2022
年 10 月〜2023 年現在追跡中（測位点 2,801 点）、個体 D（オス成獣、210 ㎏）：2022 年 10 月〜2023 年 9
月（測位点 4,639 点）であった。個体 A および B は６月〜８月に、個体 B は 10〜12 月において人の生活
圏や圃場の周辺を利用する行動が確認された。2023 年度には新たに 2 頭（オス成獣・メス成獣）に GPS
首輪の装着をしており、今後、ヒグマが滞在した地点について環境調査を行う。本研究を継続的に行うこ
とにより、道央のヒグマの行動圏や人の生活圏への出没原因について明らかになるだろう。 

P014★ 

行動圏内に含まれる植生・土地利用がニホンジカ肉の栄養特性に与える影響 
〇久山 高平, 吉原 佑 

（三重大学生物資源学研究科） 
 

わが国では，ニホンジカによる農林業被害等の対策のため，捕獲圧の強化とジビエ利用が推進されてい
る．ジビエ利用の促進のためには，ニホンジカの肉質および栄養特性の生息環境による違いを明らかにす
る必要がある．そこで，本研究ではシカ肉の栄養特性と行動圏内に含まれる植生・土地利用の関係を明ら
かにするために，マルチスケールにおける空間解析を行った．三重県各地で捕獲されたシカ肉を狩猟者か
ら購入し，化学分析により粗タンパク質や粗脂質を求めた．先行研究をもとに，捕獲地点を中心にそれぞ
れ 4 つの仮想の行動圏（半径 331m，504m，647m，924m）を設定し，GIS を用いて行動圏内に含まれる
植生・土地利用の割合を求めた．一般化線形モデルおよび AIC によるモデル選択により，行動圏内に含ま
れる植生・土地利用の割合とシカ肉の栄養について統計解析を行った．統計解析の結果，草本群落および
伐採地跡地群落は粗タンパク質に正の影響を与え，伐採地跡地群落，造成地およびモチツツジ―アカマツ
群落は粗脂質に正の影響を与えることがわかった．また，いずれの行動圏スケールでも伐採跡地群落が粗
脂質に正の影響を与えていた．このことから，伐採跡地群落のような森林ギャップが，シカの栄養状態の
維持に貢献していると考えられる．一般に，脂肪の多い肉は柔らかく日本人に好まれやすいため，森林ギ
ャップを多くふくむ生息地での狩猟が肉質向上やジビエ利用の促進に役立つと考えられる 
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P015 

伊豆諸島の導入 2 島（三宅島、利島）における国内外来種ニホンイタチ Mustela itatsi の食性の比較 
〇東谷 一熙, 上條 隆志 

（筑波大学） 
 

ニホンイタチ（以下、イタチ）,Mustela itatsi , は日本固有の普通種だが、農業害獣であるネズミ類の駆
除のため島嶼などに導入され国内外来種となった。幅広い食性ゆえに、導入地では在来種や固有種に対す
る捕食が報告されている。伊豆諸島は伊豆半島東南沖に連なる島嶼群で、イタチはうち 4 島において導入
から 40 年以上が経過している。中でも三宅島では、イタチ導入以降、準固有種のアカコッコやオカダトカ
ゲが大幅に減少した報告がある。伊豆諸島のイタチは防除の重要性が高まっているが基本的な知見が不⾜
している。本研究の目的は、食性調査を通じて導入イタチの影響を明らかにすることである。今回は分析
を終えた三宅島と利島について報告する。結果を見ると、三宅島では昆虫が一年を通じて出現頻度の 90％
を占める主要な餌生物だった。また夏はコウチュウ目、秋はバッタ目と、特定の季節で出現頻度が高くな
る目があった。一方、利島では夏に昆虫類、冬に鳥類や哺乳類の出現頻度が高くなった。また出現した昆
虫類は 5 目と、三宅島の 11 目と比べ少なかった。この昆虫類の出現の差は、三宅島（55 ㎢）と利島（4
㎢）における昆虫の資源量に起因する可能性がある。またオカダトカゲは高密度で生息している利島での
み出現した。しかし、平均約 7％と値は低く、これは在来の天敵の存在により逃避能力が備わっているた
めと考えられる。 

P016★ 

ミトコンドリア DNA 解析によるステップケナガイタチとヨーロッパケナガイタチの系統地理 
〇渡辺 鈴大 1, ⻄田 義憲 2, Alexei V. ABRAMOV3, Risto VAINOLA4, Stanislava PEEVA5, Evgeniy 

RAICHEV5, 増田 隆一 2 

（1 北大・院理・自然史科学, 2 北大・院理・生物科学, 3 ロシア科学アカデミー動物学研究所,  
4 フィンランド国立自然史博物館, 5 ブルガリア・トラキア大学） 

 

ステップケナガイタチ(Mustela eversmanii)とヨーロッパケナガイタチ(M. putorius)は極めて近縁で、
ともに愛玩動物のフェレットの原種と考えられている。両種は各々、中央ヨーロッパから東アジア、ロシ
ア⻄部から⻄ヨーロッパにかけて分布し、中央ヨーロッパの共存地域では交雑個体の報告もある。しか
し、ステップケナガイタチの遺伝的特徴に関する報告は非常に少ない。そこで本研究では、ユーラシア大
陸の広い分布域を対象として、ミトコンドリア DNA の分子系統解析を行い、両種間の遺伝的分化ならびに
系統地理的特徴を検討した。両種の合計 103 個体から D-loop の塩基配列を決定し、既報の 48 の配列との
比較から、79 ハプロタイプを同定した。これらに基づく系統樹において、ステップケナガイタチは東アジ
アクレード(1)、中央アジアから中央ヨーロッパクレード(2)の 2 つに分かれた。一方、ヨーロッパケナガ
イタチはすべてが後者のクレードに内包され、両種の遺伝的分化が中央アジア以⻄では不明瞭であった。
アルタイ山脈付近が両クレードの境界となっていることから、これが地理的障壁の 1 つであると推測され
た。以上の結果から、ユーラシア大陸中央部付近において、ステップケナガイタチの祖先からヨーロッパ
ケナガイタチが分岐し、クレード(1)がユーラシア東部で分化する一方、クレード(2)は⻄部に拡散したこと
が示唆された。 
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P017 

アライグマ透明帯 4(ZP)遺伝子の塩基配列解読と種特異性評価
〇川田 うらら, 淺野 玄, 正谷 達謄 

（岐阜大学） 

特定外来生物アライグマの個体数管理は、全国的な課題である。野生動物の非致死的個体数管理手法の
1 つとして、避妊ワクチンがある。演者らは、アライグマの経口避妊ワクチンの抗原候補として、卵を取
り囲む糖蛋白質である透明帯(ZP)に着目し、その種特異性や抗原性に関する研究をすすめてきた。アライ
グマ ZP の 1 つである ZP4 については、これまで部分配列のみが解読されていた。そこで、本研究ではア
ライグマ ZP4 の全塩基配列を解読し、その相同性を他種と比較して種特異性を評価した。

和歌山県で許可捕獲されたアライグマ成獣メスの卵巣から RNA を抽出し、逆転写により cDNA を合成
した。既知のアライグマ ZP4 部分配列と、近縁種であるオコジョなどの既知の ZP4 配列を参考に設計した
プライマーをもとに、PCR を実施した。PCR 産物を電気泳動、精製しシーケンスを行った結果、新たに
524bp の配列が解読され、合計 1,295bp のアライグマ ZP4 塩基配列が明らかとなった。解読した塩基配列
とアミノ酸の他種との相同性は、それぞれオコジョ 91.6％と 88.2％、イヌ 88.6％と 84.7％、タヌキ
88.7%と 84.0%、ネコ 82.8%と 77.7％であった。しかし、比較した他種の既知 ZP4 塩基配列は、日本産の
動物から得られたものではない。そのため、日本産のホンドタヌキの ZP4 塩基配列解読を試みており、そ
の進捗も合わせて報告する。 

P018★ 

GPS ロガーを用いたオリイオオコウモリの移動生態に関する基礎的研究    
- ⺟親個体の夜間の採餌移動 - 

〇藤谷 彰子 1, 高田 錬 1, 野見 亮人 1, 藤岡 慧明 1, 牧 貴大 2, 手嶋 優風 3, 小林 峻 4, 福井 大 5, 
依田 憲 6, 飛龍 志津子 1 

（1 同志社大学, 2 鹿児島大学, 3JAMSTEC, 4 琉球大学, 5 東京大学, 6 名古屋大学） 

オリイオオコウモリ Pteropus dasymallus inopinatus は沖縄本島とその周辺島嶼の都市域から森林域に
広く生息している．先行研究では都市域に生息する個体の日ごとの平均の行動圏は示されているが，短時
間の移動パターンは明らかとなっていない．また，⺟親個体は子育てに伴い，より効率的な採餌が必要で
あるため，⺟親個体の子育て期の移動を解明することで子育て中の行動や採餌戦略の理解が深まる．その
ため，本研究では本種⺟親個体の夜間採餌移動について小型 GPS ロガーを用いて調査した．その結果，４
個体の⺟親個体の移動データの取得に成功し，これらの⺟親個体の移動は 3 つの移動パターンが示唆され
た．1 つ目は，子をねぐら，もしくはねぐら付近に置いて採餌を行い採餌途中に子の様子を確認しに戻る
パターンである．2 つ目は、夜間の採餌途中に子の様子を確認しに戻らないパターンである．そして 3 つ
目は，子の様子を確認しに戻る様子が日ごとに変化しているパターンである．⺟親個体が子を見に戻る回
数には差があり，これは育仔ステージによって生じる差であると考えられた．また，⺟親個体の移動は非
⺟親個体に比べて移動場所が記録期間を通して探索的ではなく安定しているなど，連続的な GPS データの
取得により，詳細な子育て中の⺟親個体の夜間の採餌移動が分析可能となった． 
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P019 

北海道鷹栖町におけるアライグマ対策のための捕獲の効果と課題 
〇中島 卓也 1, 加藤 佳亨 2, 丸山 立一 1 

（1 株式会社構研エンジニアリング, 2 鷹栖町産業振興課） 
 

北海道では、特定外来生物アライグマの生息が確認された市町村数は増加傾向を示し、アライグマの捕
獲数は 2022 年度に過去最高となった。北海道の中央部に位置する鷹栖町では、スイートコーンやブドウ
等へのアライグマによる農作物被害対策として、2017 年度より聞き取り調査や巡回による被害状況の把
握、箱わなの貸し出しや助言等の支援を行っている。このうち、捕獲による対策として貸し出す箱わなの
数を徐々に増やし、アライグマの捕獲数は 2017 年度の 15 頭から 2023 年度は 180 頭まで増加した。ただ
し、これらの捕獲を含む対策を効果的・効率的なものとするためには、アライグマの生息状況や捕獲の効
果を検証しながら実施することが必要である。 

そこで、本発表では 2020 年度から 2023 年度までの貸し出し簿に記録された箱わなの貸し出し期間や捕
獲個体の情報に基づき、生息密度の指標や捕獲個体の成幼獣・性比の季節変化を整理した。この結果か
ら、被害防止に効果的な「春期捕獲推進期間」として設定されている 3〜6 月の捕獲の効果を考察し、今後
の総合的な対策に向けての課題を整理する。 

P020★ 

ツキノワグマによる断⽚化された景観におけるリスクテイク行動の季節間の違いの評価 
〇BAEK, SEUNGYUN1, Zedrosser, Andreas2, 山﨑 晃司 3, 小池 伸介 1 

（1 東京農工大学, 2University of South-Eastern Norway, 3 東京農業大学） 
 

食物や繁殖相手のような資源の獲得とリスク回避のトレードオフを理解することは、行動生態学の中心
的なテーマである。生息地の断⽚化は様々な動物種において、移動に伴うリスクを増大させるとともに、
資源の利用可能性を制限させることから、資源獲得とリスク回避の間のトレードオフをさらに複雑にす
る。道路は生息地の断⽚化の主な原因で、一般的に動物に忌避される景観である。しかし、動物は彼らの
要求を満たすために道路を横断するリスクテイク（高いリターンを求めて危険を覚悟した上で行動するこ
と）をとることがある。そこで、本研究ではツキノワグマの行動圏を推定するとともに、道路横断の頻度
等を算出することで、繁殖相手または食物獲得のためのリスクテイク行動の性および季節の違いを評価し
た。さらに人間の利用頻度を考慮して道路を 3 種類（メイン、マイナー、ゲート付きマイナー）に区分し
た。その結果、繁殖期（夏）ではメスはゲート付きマイナー道路のみで横断が確認された。また、オスは
メスよりも広い行動圏であるとともに、メスが横断しない区分の道路を横断した。飽食期（秋）はオスの
ほうがメスよりも行動圏が広いにもかかわらず、雌雄の間ですべての区分の道路において横断の頻度等に
差はなかった。これらの結果は、ツキノワグマのリスクテイク行動は性と季節によって異なるとともに、
求める資源（繁殖相手、食物）の違いによって発動することを示唆する。 
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P021 

シカの捕獲の効果を短期に把握するための指標となる植物種の探索 
〇岩田 祐 1, 本田 剛章 1, 横山 典子 1, 平山 瑞紀 2, 小栁 智幸 2 

（1 株式会社 野生動物保護管理事務所, 2 福岡県 環境部 自然環境課） 
 

ニホンジカ（以下、シカ）による植生の変化は全国で問題となっており、植生の回復を目的としたシカ
の捕獲が各地で実施されている。しかし、植生の回復には多大な時間が必要であり、一般的な植生調査項
目である植被率や種構成などでは捕獲の短期的な効果を検出しにくい。本研究では、食痕履歴法から得ら
れたデータを基に、植物の観察を通して捕獲の効果を検証する手法について検討した。 

食痕履歴法とは、木本植物の枝に残されたシカの食痕を観察し、芽鱗痕や不定枝を手掛かりに過去の採
食状況を把握する方法である。ある地点に生育する植物は、周辺でシカが捕獲されるに伴って、シカによ
る採食状況が前年よりも改善することが期待される。改善の度合いは、周辺のシカの捕獲数や密度、嗜好
性によって異なることが予想される。 

本研究では、福岡県に位置する耶⾺日田英彦山国定公園において、令和３年度と令和４年度に食痕履歴
法による調査で得られた計 80 地点のデータを使用し、調査エリア内のシカの嗜好性の検討および、植物種
ごとに当年枝の採食状況と 1 年枝の採食状況を比較し、調査地点周辺のシカ捕獲数と密度指標との関係を
調べた。 

本研究によって、シカの捕獲に敏感に反応する指標種が示されれば、今後の捕獲効果の即時的な検証や
植生回復状況の微細なモニタリングが可能となることが期待される。 

P022★ 

シカ類の進化における鎖骨下筋の機能変化について 
〇髙山 七星 1, 栗原 望 2 

（1 宇都宮大学大学院 地域創生科学研究科, 2 宇都宮大学 農学部） 
 

シカ類の鎖骨下筋は小さく、関節を動かすには力学的に不利なように見える。同様に、反芻類では鎖骨
下筋の発達が悪いとの報告もある (加藤および山内、2003)。その一方で、筋が腱に置き換わるなどの退化
傾向は見られない。そこで本研究では、筋が退化せずに筋として存在し続ける理由として、シカ類の鎖骨
下筋が内部感覚器としての働きを保持しているという仮説を立て、検証を行なった。 

ジャワマメジカ(Tragulus javanicus)キョン(Muntiacus reevesi)、およびニホンジカ(Cervus nippon)に
ついて、鎖骨下筋の起始・停止を確認し、筋を摘出、ホルマリン固定後に起始部、中央部、終始部から各
1cm を採取した。連続パラフィン切⽚を作製し、ヘマトキシリン・エオジン染色を施して筋紡錘数を調べ
た。 

いずれの鎖骨下筋も胸骨柄から起始していたが、ジャワマメジカでは肩甲骨、ニホンジカおよびキョン
では上腕頭筋筋膜と停止部は異なっていた。また、筋紡錘密度(単位重量当たりの数)はニホンジカ胎児お
よびキョン幼獣では高かったが、成獣では低かった。このことから、幼獣では鎖骨下筋が内部感覚器とし
ての役割が大きいことが示唆された。起立や歩行、哺乳における姿勢維持の補助に寄与している可能性が
考えられる。 
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P023 

岩手県早池峰山周辺地域におけるニホンジカの森林植生への影響 
〇大室 智暉, 田崎 駿平, 宇野 壮春 

（（同）東北野生動物保護管理センター） 
 

近年、シカの増加が確認されている早池峰山周辺地域（岩手県盛岡市、花巻市、宮古市、遠野市）にお
いて、森林帯及び亜高山帯の異なる 6 つの植生区分におけるニホンジカ（Curvus nippon）の植生への影
響を明らかにするために、コドラート調査及び食痕調査を 30 区画で実施した。この調査は 2011 年、2017
年、2022 年の 3 回行い、出現種ごとに出現頻度と食害率から食害強度を分類し、経年変化を分析した。ま
た、共通して出現した種については、植生区分別及び標高別に経年変化を分析した。 

全体の出現種の分析では、総計 375 種の維管束植物が確認され、そのうち３か年で共通して出現した種
は 183 種、食害が確認された種は 151 種、出現しなくなった種は 13 種あった。食害を受けた種の割合に
ついては、2011 年が 21％、2017 年が 25％であったのに対し、2022 年には 53％が食害を受け、そのうち
食害率 50％以上の種が 21％という結果であった。 

共通して出現した種のみの分析では、植生区分別の結果として 2022 年の食害状況が 50％以上ある植生
は 4 つ確認された。標高別では、500〜750ｍ及び 750〜1000ｍの地域で約 60％、1000〜1250ｍの地域で
約 50％、1250ｍ以上の地域で約 20％が食害を受けており、低標高地域の食害状況は深刻であり、高標高
地域でも年々増加傾向にあることが明らかとなった。発表では、これら結果を基に、早池峰山周辺地域の
ニホンジカの植生影響について考察する。 

P024★ 

仲間への危険伝達か？捕食者への信号か？ニホンジカの対捕食者行動の多様な機能 
〇成瀬 光 1, 髙田 隼人 1, 中村 圭太 2, 宇野 裕之 1 

（1 東京農工大学, 2 富士山科学研究所） 
 

有蹄類は多くの生態系において大型捕食者の被食者という生態的地位を占め、捕食を避けるための多様
な対捕食者行動を進化させてきた。対捕食者行動は捕食者に対する信号や同種への信号など、行動型に応
じて多様な機能を持つと考えられる。ニホンジカも警戒声やストッティング、尻斑の強調など複数の対捕
食者行動を示すが、その機能は明らかになっていない。そこで、本研究ではニホンジカを対象に、警戒
声、ストッティング、尻斑の強調の３つの対捕食者行動の機能を検討した。山梨県山中湖村において 2023
年 5 月から 2024 年 3 月まで合計約 318km 踏査し、人によるニホンジカへの接近とそれに対する反応の直
接観察を行った。各行動の発現に与える発信者の性齢（成獣オス・成獣メス・幼獣）、季節、群れサイズ
（単独・群れ）の影響を検討した。その結果、警戒声は成獣メスで、また幼獣が脆弱な出産直後により多
く発現したことから、血縁個体（特に⺟から子）への危険伝達の機能があることが示唆された。ストッテ
ィングは群れでも単独でも発現し、食物資源が豊富な時期により多く発現したことから、捕食者へ逃避能
力を示す信号である可能性が示唆された。尻斑の強調は単独より群れで、成獣よりも幼獣で多く発現した
ことから、幼獣から成獣に向けた信号であると考えられた。以上より、ニホンジカは異なる機能を持つ複
数の対捕食者行動を状況に応じて使い分けていることが示唆された。 
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P025 

ニホンジカ列車衝撃事故の発生要因の解明 
〇林 耕太 

（山梨県森林総合研究所） 
 

静岡と甲府を結ぶＪＲ⾝延線ではニホンジカによる列車衝撃事故が多数発生しており、鉄道運行に大き
な影響が出ている。本研究ではどのような要因が衝突事故に影響を及ぼしているのか明らかにすることを
目的とし、カメラトラップによる沿線でのニホンジカの土地利用の実態の把握と、動画撮影による線路上
での行動把握、発見報告や列車衝撃データから事故箇所の特徴の解析を行った。その結果、河川敷や田畑
へは山林内同様に多数のニホンジカが出没していた一方で、線路への出没件数は比較的少なく、特に列車
の運行のない深夜から明け方に集中して出没していたことが明らかになった。また線路上での行動観察で
は線路を舐めている様子はほとんど観察されなかった。線路脇で草を食んでいるか単に移動している個体
が大半であり、出没要因として鉄分欲求を支持する結果は得られなかった。発見・衝撃箇所の解析では森
林に隣接している場所でニホンジカが多く線路に出没していること、フェンスや擁壁等の物理的障壁には
事故抑制効果が高くないことが示された。 

P026★ 

くくりわな捕獲時における止めさし工程の違いがニホンジカの捕獲ストレスに与える影響 
〇井上 元貴 1, 松原 希 2, 楠田 哲士 1,2, 森部 絢嗣 1,2 

（1 岐阜大学自然科学技術研究科, 2 岐阜大学応用生物科学部） 
 

ニホンジカが，捕獲や止めさしの際に受けるストレスはその手法によって異なる．特にわなで捕獲され
たシカでは，捕獲の確認から止めさしが完了するまでの諸工程「止めさし工程」が個体間で異なることが
あり，シカが受けるストレスにも違いがあることが予想された．本研究では，くくりわな捕獲時のストレ
ス負荷の少ない止めさし工程の検討を目的とし，止めさし工程の異なるカテゴリ間（生け捕り搬入後止め
さし，現場止めさし（銃以外，銃））で血中コルチゾール濃度を比較した．また，コントロールとして，銃
猟個体を追加した．血中コルチゾール濃度の測定には，自動エンザイムイムノアッセイ装置（AIA-360）
を用いた． 

生け捕り搬入後止めさしは他のカテゴリに比べ，血中コルチゾール濃度が高い傾向にあった．捕獲確認
後，非接近・非接触での速やかな止めさしがストレス低減に有効と考えられた．しかし，生け捕り個体か
ら，他のカテゴリの平均値を下回る値も測定された．生け捕りでも他のカテゴリと同程度までストレスを
低減できる可能性が示された．また，メスにおいて，体重と血中コルチゾール濃度の間に有意な正の相関
関係が確認された．この要因として妊娠・加齢が考えられた．生け捕りの利点を損なわず，現場止めさし
の水準までストレスを低減させられる生け捕りの技術や条件を検討すること，性別や年齢，季節変化など
個体ごとの内的要因を考慮した比較・評価が今後の課題である． 
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P027 

島根県におけるツキノワグマ大量出没時の捕獲地点の特徴 
〇田川 哲 1, 坂倉 健太 1, 河本 忍 1, 澤田 誠吾 2 

（1 島根県中山間地域研究センター, 2 島根県⻄部農林水産振興センター県央事務所） 
 

島根県・広島県・山口県の３県にツキノワグマ⻄中国地域個体群が分布しており、⻄中国地域個体群は
環境省 RL（2020）で、絶滅のおそれのある地域個体群に指定されている。 

島根県では、1995 年から 2024 年３月末までに放獣、有害捕獲合わせて 2,528 回の対応を行い、保護管
理を目的として捕獲地点の記録や体⻑等の計測、組織⽚のサンプリングを行った。自然環境センター
（2005）の定義に従うと、1995 年以降に島根県では 1998 年、2004 年、2010 年、2016 年、2020 年にツ
キノワグマの大量出没が発生している。 

本発表では、生息数が増加し、分布域が拡大しているツキノワグマ⻄中国地域個体群について、大量出
没時に捕獲されやすい環境要因を明らかにすることを目的とする。 

捕獲個体のうち捕獲地点の記録がない 23 個体は解析から除き、雌雄が分からない 129 個体については
性比の解析から除いた。捕獲メッシュ数は 1998 年では 28 メッシュが、2020 年には 111 メッシュとなっ
た（メッシュサイズ 5 ㎞×5 ㎞）。メッシュごとの捕獲数を目的変数、メッシュの土地利用区分と前年の捕
獲数、推定人口を説明変数とし、一般化線形モデルによる解析を行った。目的変数はポアソン分布に従う
と仮定し、リンク関数は log とした。2020 年の大量出没時の捕獲数は、農地と前年捕獲数が正の関係、道
路と河川や水辺の面積が負の関係であった。 

P028★ 

八溝地域におけるイノシシ頭骨の成⻑様式の解析 
〇児矢野 愛海 1, 栗原 望 2, 小寺 祐二 3 

（1 宇都宮大学大学院地域創成科学研究科, 2 宇都宮大学農学部動物機能形態学研究室, 
 3 宇都宮大学農学部雑草管理教育研究センター） 

 

日本のイノシシ sus scrofa の地方自治体レベルでの個体群管理において，本種の⻭⽛萌出状態による詳
細な週齢査定が先行研究で提案されている．しかし，その週齢査定法は，⻭⽛に関する専門的な知識を必
要とするため，多くの捕獲従事者にとって難解であり，広く普及するに至っていない．これに対し，捕獲
従事者が簡単にかつ正確に齢査定できる方法を確立すれば，地方自治体レベルで本種の個体群管理が容易
になると考えられる．本研究では，本種頭骨の各部位の計測結果と⻭⽛の萌出状態に基づいた齢査定のデ
ータと照合し，頭骨の形状から本種の齢査定が簡便にできる方法を開発することを目的とした．調査で
は，2016〜2017 年度に栃木県那珂川町のイノシシ食肉加工施設へ搬入後，性判別し⻭⽛萌出状態に基づ
く週齢査定した上で頭骨標本にし，国立科学博物館筑波研究施設に保管されたイノシシ頭骨を計測に用い
た．計測した個体数は 144 個体（オス 87 個体，メス 57 個体）である．調査項目は頭蓋骨 22 項目，下顎
骨 18 項目の計 40 項目とし，ノギスを用いて 0.05mm 単位で計測し，週齢を時間軸とした各部位の成⻑様
式から週齢査定可能な部位を選定した．その結果，最も強い正の相対関係が認められた部位は，雌雄とも
に上顎 PⅡ〜MⅢ⻭槽⻑となった．オスの高齢個体やメスの計測データが依然不⾜しており，更なる計測
調査が必要となる． 
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P029 

カメラトラップが中型食肉目動物の行動に与える影響 
〇牛木 健太郎, 金子 弥生 

（東京農工大学） 
 

カメラトラップ調査は中型食肉目動物の生態調査において、主要な手法のひとつになりつつある。しか
しながら、設置したカメラが動物の行動に与える影響について調べた日本の論文は少ない。そこで本研究
では、東京都日の出町の作業道に 2024 年 3 月 1 日~5 月 31 日カメラトラップ 1 台（STEALTH 
CAM/STC-G42NG、動画モード、撮影時間日中 60 秒、夜間 30 秒、撮影間隔 60 秒、シャッタースピード
1 秒以下）を設置し、得られたデータから行動をカテゴリーごとに記録し、動物のカメラへの反応を調べ
た。92 日間の設置期間中、ニホンアナグマ（Meles anakuma）やタヌキ（Nyctereutes procyonoides）、
ネコ（Felis catus）が総計 110 件 撮影された。アナグマではカメラへの注視や匂いを嗅ぐなどの行動が
16%（25 件中 4 件）見られた。また、タヌキでは 16%（76 件中８件）、ネコでは 22%(９件中２件)で カ
メラへの反応が見られた。これらの反応の多くは撮影された動画の冒頭に見られることが多く、カメラが
発する赤外線フラッシュへの反応であると考えられる。また、アナグマとネコにおいて、カメラへの反応
における警戒時間はそれぞれ平均 9.4±8.1 秒、11±6 秒であったが、タヌキは平均 1.62±1.64 秒と短時間で
あった。以上から、カメラトラップを用いた行動分析を行う際には、カメラが行動に影響を与えている場
合を考慮する必要があることが示唆された。 

P030★ 

都市緑地における食肉目の住宅事情 
〇福島 佳恵, 永沼 朔美, 飯島 瑛梨, 松林 尚志 

（東京農業大学） 
 

都市に進出した野生動物にとって、限られた緑地環境にどのように適応するかは重要な問題である。都
市の緑地環境が野生動物の生態に及ぼす変化を知ることは、適切な開発や効果的な保全対策を考案する上
での知見となりうる。都市環境へ進出した野生動物の中で、ニホンアナグマは拠点である巣穴を作成し、
他種もその巣穴を利用することから、都市緑地の哺乳類相を豊かにする重要な生態系エンジニアであると
言える。その一方で、限られた緑地環境では巣穴も制限されるため、同種間他種間で巣穴をめぐる競合が
生じる可能性がある。そこで我々は、都市緑地に生息するニホンアナグマや他種の巣穴利用を明らかにす
ることを目的とし、巣穴前での自動撮影カメラによる定点観察を行った。調査の結果、ニホンアナグマに
ついて、2024 年はメスと数頭の幼獣から構成される３組の集団が確認された。そして、３組のうち２組が
同一の巣穴で子育てを行ない、⺟親同士の親和的な行動や、⽚方の⺟親が幼獣全頭を見守る様子が観察さ
れた。ニホンアナグマのヘルパー行動はよく確認されているが、主に１つの巣穴では１頭のメスが繁殖し
て子育てを行うため、２頭が同時に子育てを行うケースは稀である。また、ニホンアナグマは、ホンドタ
ヌキが繁殖に利用している巣穴を避け、ホンドタヌキが巣穴に接近した場合は激しい闘争が起きたことか
ら、異種間では巣穴を巡った競合が起きていると考えられた。 
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P031 

岩手県雫石町の御明神演習林におけるホンドテンの排糞環境 
〇岸田 鈴央 1, 出口 善隆 2,3 

（1 岩手大学大学院総合科学研究科農学専攻動物科学コース, 2 岩手大学農学部,  
3 岩手大学次世代アグリイノベーション研究センター） 

 
ホンドテン（以下テンとする）の生態に関する研究では糞がよく利用されるが、テンが糞をする環境自

体を調べた研究は少ない。本研究ではテンの排糞環境を調査することで、テンの糞を探すうえで有益な知
見を得ることを目的とした。岩手県雫石町に位置する岩手大学農学部附属ＦＳＣ御明神演習林において２
０２３年７月から１２月中旬まで痕跡調査を行い、踏査ルート、糞の位置、糞を中心とした４ｍ四方のコ
ドラート内の裸地の割合、地上高を記録した。糞の位置は、テンが林道の中央部と林道脇で等しい割合で
排糞すると仮定し、期待値を求めて実際の排糞数とカイ二乗検定で比較した。季節ごとの排糞数は、調査
期間を夏（７−９月）と秋以降（１０−１２月）に分け、それぞれの季節の踏査距離に従って排糞が確認
されると仮定し、期待値を求めて実際の排糞数とカイ二乗検定で比較した。糞の位置には有意な偏りがあ
り、林道中央部での排糞が多かった（Ｐ＜０．００１）。排糞数に季節による偏りはなかった。裸地の割合
が高い地点での排糞数が多かった。地上高は約９０％が地表から０−５ｃｍの範囲にあり、倒木や橋の地
覆の上など周囲に比べわずかでも高いところに排糞されていた。以上の結果より、テンは草本が少なく裸
地の割合が高い林道中央部や、自然物・人工物を問わず周囲よりも高く目立つ地点で選択的に排糞をして
いることが明らかとなった。 

P032★ 

島嶼からの外来イタチ根絶に向けた取組 
〇吉村 真由, 河内 紀浩 

（株式会社島嶼生物研究所） 
 

沖縄県の宮古諸島に属する伊良部島及び下地島には，鼠害対策のため，1967〜1968 年に 732 個体のニ
ホンイタチ Mustela itatsi（以下イタチとする）が導入された（宮良 1972）．しかし，イタチが宮古諸島
の固有種ミヤコカナヘビ Takydromus toyamai 等の減少へ関与していると考えられ，沖縄県では 2016 年
度から外来種対策事業（哺乳類対策）を開始した．事業初年度は罠の種類や誘引餌の検討等防除手法の開
発を行い，試験的な捕獲を開始した．2020 年度からは下地島で面的な捕獲を開始し，2023 年度までの 4
年間で合計 431 個体を捕獲し，2020 年度と CPUE を比較すると 90％減少した．本発表では，島嶼部のイ
タチの根絶に向けた効果的な捕獲方法やモニタリング等の総合的な取組，実施体制及び今後の展望につい
て発表する． 
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P033 

ddRAD-seq 法を用いたハクビシン日本集団の遺伝的地域変異と分布拡大の歴史 
〇小松 奈菜 

（北海道大学大学院理学院） 
 

外来種に関する集団遺伝構造や移動史の解明は、在来種の分布域への移動と定着の経路を考察するうえ
で動物地理学的にも意義がある。先行のミトコンドリア DNA の分子系統解析とマイクロサテライトによる
集団遺伝学的解析により、日本の本州と四国で分布拡大しているハクビシン Paguma larvata は、台湾由
来の外来種であること、本州集団と四国集団は遺伝的に異なること、本州集団は東日本と⻄日本分かれる
ことが報告されているが、その分布拡大の歴史に関しては未だに不明瞭な点が多い。 

そこで本研究では、関東以⻄の本州および四国におけるハクビシン約 100 頭を対象にして、ddRAD-seq
法を用いた集団遺伝構造解析を行った。得られたゲノムの一塩基多型（SNP）の主成分分析と
ADMIXTURE 解析の結果、本州および四国のハクビシンは４つの遺伝的クラスターから構成されること、
本州集団と四国集団の間の遺伝的分化が大きいこと、本州においては地理的に近い集団どうしが遺伝的に
も近縁であること、群⾺県内が本州東部と⻄部のコンタクトゾーンであること、四国内では地域集団間の
遺伝的違いが小さいことが示された。これらの結果は、先行研究で得られた結果と矛盾しない。さらに、
⻑野県内の集団の遺伝的多様性も高いことが新たに示された。 

P034★ 

日本産ユビナガコウモリの集団遺伝構造とその形成要因について 
〇秋山 礼, 兼 祐翔, 後藤 晋, 福井 大 

（東京大学大学院農学生命科学研究科） 
 

ユビナガコウモリ（Miniopterus fuliginous）は、アジアの温帯域に広く分布し、国内では本州・四国・
九州とその周辺島嶼に分布する。本種は時に数千〜数万頭に及ぶ大集団を形成し繁殖・冬眠を行う。しか
し、繁殖地は局所的に限定され、国内では 10 箇所程度のみが知られている。これまで、本種は繁殖集団ご
とに異なる移動圏をもつと推測されていた。 

本研究では、まず、国内の繁殖集団でサンプリングを行い、ミトコンドリア DNA の Cytb 領域と D-loop
領域を用いて分子系統解析を実施した。次に、核 SSR マーカーを用いて集団遺伝学解析を行い、繁殖集団
ごとの移動圏が異なるという仮説を検証した。ミトコンドリア DNA の結果、国内では 4 つのハプログル
ープ(A〜D)が存在した。ハプログループ A〜C に属する個体は、ほぼ全ての繁殖集団で確認されたが、ハ
プログループ D 属する個体は九州南部の繁殖集団でのみ確認された。また、国内では北東に位置する繁殖
集団ほど遺伝的多様性が低いというクラインが存在した。本発表では、核 SSR の解析結果を加えて、繁殖
集団の移動圏について検証し、集団遺伝構造を形成する要因について議論する。 
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P035 

正味二乗移動量変位法と分類フローを用いたニホンジカの移動パターンの定量化 
〇姜 兆文 1, 今井 駿輔 2, 永田 幸志 3, 羽根田 貫行 1 

（1 株式会社野生動物保護管理事務所, 2 株式会社日本データ取引所,  
3 神奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課） 

 
2008〜2022 年にかけて丹沢山地でニホンジカ（シカ）42 頭（雌 33 雄 9）に GPS 首輪を装着し、平均

460 日の行動を観測した。シカの移動パターンを明らかにするため、正味二乗移動量（NSD）を求め、定
住型、季節移動型、分散型、混合季節移動型、遊動型の 5 つに分類した。NSD のモデルによらず、常識に
基づく移動回数、移動後の回帰性、滞在期間を精査し、移動パターン分類フロー（フロー）を構築した。
フローに基づくと 56 個体・年ケースは定住型（35）、季節移動型（17）、分散型（3）、混合季節移動型
（1）の 4 つに分類した。両手法の結果を比較したところ、移動パターンが一致した割合は 64.3％であ
り、NSD モデルの判別力は予想より低かった。分散、季節移動、混合季節移動型の平均移動距離は両手法
の結果が一致したケースでそれぞれ 6.3、6.2、2.3km であり、異なったケースではそれぞれ 1.0、1.0、
0.9km であった。フローでは定住型であったが、NSD において季節移動、分散、混合季節移動及び遊動型
に分類された原因は利用範囲が狭くても、利用範囲からの短距離移動と移動先での短期間滞在、また一時
的に利用範囲から出るといった現象の影響を受けたと考えられる。丹沢山地の細かい尾根と谷入り混じる
地形は定住型個体が稜線に沿って短距離移動になる一因であると考えられる。フローは地域個体群の滞在
期間や移動距離を定義することで、日本全域のシカに適用できることを期待する。 

P036★ 

オスの野生ツキノワグマにおける行動とテストステロンとの関係性の検証 
〇竹腰 直紀 1, 冨安 洵平 2, 栁川 洋二郎 3, 大⻄ 尚樹 4, ⻑沼 知子 5, ペク スンユン 6, 伊藤 未羽 1, 

⻄脇 辰仁 1, ラ キン 1, 小坂井 千夏 5, 小池 伸介 6, 山﨑 晃司 1 

（1 東京農業大学, 2 帯広畜産大学, 3 北海道大学, 4 森林総合研究所, 5 農研機構, 6 東京農工大学） 
 

オスの哺乳類において、男性ホルモンであるテストステロンは交尾や闘争など雄性行動の発現に重要な
役割を果たしている。パンダでは直接観察の記録と糞中テストステロン代謝物（FTM）濃度を評価した先
行研究があるが、森林性のクマ科動物では⻑期的な直接観察が難しく、行動と内分泌の関係を調べた研究
報告はない。そこで、本研究ではツキノワグマのオスの行動がテストステロンにより調節されている可能
性を検証するため、オスはテストステロン濃度が上昇すると「(1)より多くのメスと遭遇するために行動範
囲が広くなる」、あるいは「(2)限られたメスと交尾を成功させるために行動範囲が狭くなる」と２つの仮
説を立てた。2022〜2023 年にかけて、活動量センサ付 GPS 首輪を計 5 頭のオスに装着して行動を記録
し、各個体の GPS 測位点のクラスターで計 297 個の糞を採集して FTM を測定した。解析の結果、FTM
は主に繁殖期（5-7 月）に一時的に高い値を示した。個体差はあるものの、FTM 濃度が高くなるほど移動
距離および活動量が減少し、行動範囲がより狭くなる傾向がみられ、部分的ながら仮説(2)を支持する結果
となり、オスはテストステロン分泌量が増加すると行動範囲が狭くなると考えられ、オスの移動距離や行
動範囲が繁殖に関する内分泌系の影響を受けている可能性を初めて示した。 

147



ポスター発表  

P037 

第四紀の気候変動による北東アジア島嶼の陸橋形成とクロテンの集団史 
〇木下 豪太 1, 佐藤 拓真 2,3, 村上 翔大 4, Vladimir Monakhov5, Alexey P Kryukov6,  
Lyubov V Frisman7, 綱本 良啓 8, 陶山 佳久 8, 村上 隆広 9, 鈴木 仁 10, 佐藤 淳 11 

（1 富山大学・理学科, 2 沖縄大学地域研究所, 3 環境省・北海道地方環境事務所, 4 東京大学・総合文化
研究科, 5IPAE UB RAS, 6FCBV FEB RAS, 7ICARP FEB RAS, 8 東北大学・農学研究科, 9 知床博物館,  

10 北海道大学・環境科学院, 11 福山大学・生物科学科） 
 

サハリン（S）、北海道（Ｈ）、および南千島（SK）からなる「SHSK 大陸島システム」は、ユーラシア
に生息する多くの北方系生物にとって最南端の生息地の一つとなっている。本研究では、SHSK 大陸島シ
ステムにおける第四紀の気候変動に伴う陸橋形成と植生変化が森林性であるクロテンの遺伝的分化・多様
性および分布形成に与えた影響を理解するために、MIG-seq 法によるゲノムワイド変異とミトコンドリア
DNA マーカー(ND2 領域)を用いた系統地理学的解析を行った。その結果、各島集団の遺伝的多様性および
大陸集団との近縁性は、サハリン > 北海道 > 択捉の順に高いことが分かった。また、複数のシナリオ比
較に基づくデモグラフィー解析や、遺伝子流動を考慮した分子系統解析等により、サハリンと北海道では
大陸からの移住が繰り返し起きており、特に大陸に隣接するサハリンでその影響が大きいことが示され
た。一方で、択捉島では更新世中期に移住した初期の系統のみが現在まで存続していることが示唆され
た。このことから、SHSK 大陸島システムに生息するクロテンでは、第四紀中期以降、大陸からの移入距
離に伴う遺伝子流動または隔離の程度の違いが、現在の各島集団の遺伝的分化・多様性に影響したと考え
られる。以上のクロテンの集団史は、複数の氷期において SHSK 大陸島システムに森林コリドーおよびレ
フュージアが存在していたことを示唆している。 
 
P038★ 

自動車保険データを用いた野生動物車両衝突事故(WVC) の発生位置分析 
〇⽚桐 未結 1, 内田 夢月 1,3, 勝木 俊行 2, 粕谷 健人 2, 間島 唯 2, ⻄林 正人 2, 伊藤 紗香 2,  

小林 ひなた 2, 奥岡 桂次郎 1, 森部 絢嗣 1 

（1 岐阜大学, 2 あいおいニッセイ同和損害保険(株), 3 林野庁） 
 

野生動物車両衝突事故(WVC : Wildlife-Vehicle Collision)は，希少種の減少や生態系破壊など野生動物に負の影響を
与えるだけでなく，人間社会に対しても損害を与えている．近年，アメリカ，スペイン，ブラジル等ではWVC による
経済損失の増加が報告されている．国内では，北海道でエゾシカとの衝突事故による保険金支払状況が報告されてい
るが，日本全国のWVC による経済損失についての報告は行われていない． 

そこで本研究では国内の WVC が人間社会に与える経済損失の実態把握を目的として，全国の自動車保
険金支払いデータを分析した．データは，あいおいニッセイ同和損害保険株式会社が保有する 2018 年 4
月から 2023 年 3 月に保険金の支払いが行われ，事故状況欄に動物種名が含まれる事故を抽出し，使用し
た．その中で経緯度が記載されているデータについて，QGIS 3.34.6 を用いて事故発生位置を地図上にプロ
ットし，分析をした． 

事故が発生した地点をヒートマップ化すると WVC 総件数は都市圏で多かった．動物種別にみると，シ
カによる WVC の発生位置は生息密度分布と類似したパターンを示した．また，ネコの事故は市街地で多
く発生していた．動物の生息密度や人間の活動が WVC 発生に関与していることが示唆された．今後は
WVC 被害が起きやすい環境や事故状況を明らかにし，防止策を検討する． 
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P039 

茨城県に侵入したキョン。その現状について。 
〇後藤 優介 1, 篠田 直喜 2 

（1 ミュージアムパーク茨城県自然博物館, 2 茨城県生物多様性センター） 
 

特定外来生物に指定されているキョンは国内では千葉県及び東京都伊豆大島に定着している。千葉県で
は県南部を中心に個体数が急増しており，駆除などの対策が進められている。利根川を県境として隣接す
る茨城県では 2015 年ごろよりキョンとは断定できないものを含めた目撃情報が散見され始め，その後，
個体の直接記録を伴う確実な情報が 2023 年度までで 4 件記録されている。1 件目は，2017 年 5 月に神栖
市内の利根川にかかる橋上でひかれた個体の発見。2 件目は 2022 年 12 月に石岡市八郷地区で自動撮影カ
メラにより撮影され、千葉県境から 40km 程度離れた場所であった。3 件目は 2023 年 9 月に筑⻄市野殿地
区の大谷川堤防上で直接観察・撮影され、栃木県まで約 7 ㎞の地点である。4 件目は 2023 年 12 月に下妻
市唐崎地内の道路で轢かれた個体の発見である。1 件目を除き、千葉県境から離れた地点での確認であ
り、隣接する栃木県や埼玉県への今後の侵入が警戒される。現時点では、4 例ともオス個体のみの確認で
あるが，今後，メス個体の侵入があった場合，茨城県内で繁殖・定着する恐れがある。個体確認以外に
も、県⺠，狩猟者等によりキョンの可能性がある目撃や鳴き声の情報が得られている。茨城県では、情報
取集の強化に努めているが、茨城県に定着した場合、陸続きの本州の各都道府県への拡大が懸念される。
まずは、茨城県への侵入経路の検証と、千葉県北部における定着状況の把握と対策が急務である。 

P040★ 

福島県における野生動物のロードキル個体の放射性セシウム蓄積評価 
〇菅野 遥登 1, 益子 惇 1, 榎本 孝晃 2, 斎藤 昌幸 3, 石庭 寛子 1 

（1 福島大学, 2 岩手連大, 3 山形大学） 
 

 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災によって発生した福島第一原発事故は、広域にわたる放射能汚染を
引き起こした。この原発事故によって大気中に放出された放射性物質による被ばくは地域の野生動物にも
広域に及んでいることが確認されている。そのため、野生動物への原発事故影響の評価を行うためには、
広域で捕獲調査をすることが必要である。しかし、哺乳類や鳥類において、複数の種に対して、広域にわ
たって、被ばく状況をサンプリングすることは困難である。そこで、本研究ではロードキル個体に蓄積さ
れた放射性物質を分析し、野生動物に蓄積された放射性物質を空間的に把握することを目的として、検証
を行った。 

2024 年 2 月 26 日から 2024 年 6 月 13 日にかけて、計 28 個体(哺乳類 26 個体、鳥類 2 個体)の野生動物
のロードキル個体を回収した。回収した個体からは試料(筋肉、胃内要物、⻭)採取を実施し、採取試料か
ら 137Cs を測定した。また、 性別、体重、頭胴⻑、尾⻑、外観からの形態異常の有無を記録した。解析
では、放射性物質の蓄積が個体の回収地点や種、食性によってどのように異なるかを評価した。 

今後さらに、ロードキル個体の回収を実施することにより、さらに詳細な野生動物の被ばく状況の分析
や、時系列に沿った体内に蓄積された放射性物質の変動を調査することが可能になると考えられる。 

149



ポスター発表  

P041 

地域スケールにおけるイノシシの掘り起こし痕跡の密度指標としての有効性 
我那覇 美紀 1,2, 〇宇野 裕之 1 

（1 東京農工大学, 2 住友林業緑化（株）） 
 

近年、イノシシ Sus scrofa の分布拡大が顕著であり、イノシシによる農作物被害や人⾝被害が大きな社
会問題となっている。また、イノシシは豚熱の拡散に寄与していることが判っており、その分布や個体数
の動向の把握は感染症対策としても重要である。広域スケール（県単位）でイノシシの掘り起こし痕跡の
密度指標としての有効性を評価した研究はあるが、地域スケールにおける研究は少ない。そこで演者ら
は、掘り起こし痕跡（以下「痕跡」）の有効性を評価することを目的として、2022 年 10〜11 月に栃木県
佐野市（東京農工大 FM 唐沢山）において、痕跡調査及びカメラトラップ調査を実施した。調査地全体を
500m メッシュ計 9 区画に区切り、メッシュ毎に踏査コースと赤外線センサーカメラを設置した。痕跡調
査は、14.7 km のコースを期間中３回踏査し、痕跡を記録した。1 km 当りの痕跡数は 8.4±2.1 個（平均値±
標準誤差）であった。カメラはメッシュ毎に 2 台、合計 18 台設置し、REM 法による密度推定を行った。
メッシュ毎の推定密度は 2.8±1.2 頭/km2 であった。応答変数を掘り起こし痕跡数、説明変数に推定密度を
用いて一般化線形モデルで解析した結果、両者には有意な関係が認められた。本研究により、地域スケー
ルにおいて掘り起こし痕跡数がイノシシの密度指標として有効であることが示唆された。痕跡数に影響を
及ぼす要因など課題について考察したい。 

P042★ 

ニホンジカの⻭石を対象とした植物珪酸体分析の試み 
〇⻤崎 華 1,2, 小寺 稜 3, 渡邉 稜也 4, 江口 誠一 4, 伊藤 海 1,3, 久保 ⻨野 1 

（1 東京大学大学院新領域創成科学研究科, 2 日本大学文理学部自然科学研究所, 
 3 鶴見大学⻭学部解剖学講座, 4 日本大学文理学部） 

 

哺乳類の⻭に付着する⻭石には、採食物の一部が取り込まれることが知られる。植物細胞の微化石であ
る植物珪酸体もそのうちのひとつである。植物によって形態が異なるため、これを利用してその供給源を
特定することが可能である。 

⻭石中の植物珪酸体の分析は、現生種のみならず絶滅種を含む化石哺乳類の食性推定にも有効であり、
過去の研究では化石のゾウ類での適用事例が多い。本研究は、更新世から日本に生息する大型草食哺乳類
であるニホンジカについて、⻭石の植物珪酸体分析による食性復元を行い、その時代変化を探ることを目
標としているが、本手法のシカ科動物での事例は限られており、手法の適用可能性について検討する必要
がある。本発表では、食性が明らかなニホンジカに加え、ゾウ・ウマ・ハイラックスの現生標本から⻭石
を採取し、植物珪酸体分析を試みた。乾燥重量で 0.01g〜0.1g ほどの⻭石から化学処理によって植物珪酸
体を抽出し、生物顕微鏡下で観察した。その結果、植物珪酸体の検出量はゾウとウマで多く、ニホンジカ
とハイラックスでは少ない傾向にあった。前者からは、イネ科植物にみられる棒状型の珪酸体や短細胞珪
酸体に分類される形態タイプが検出された。ニホンジカでは化学処理で取り除かれない夾雑物が多かった
ことから、分析の精度と効率を上げるためには従来の抽出手法を改善する必要があると考えられた。 
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P043 

三重県のスギ・ヒノキ植栽地における防護柵破損要因およびシカ被害発生要因 
〇川島 直通 

（三重県林業研究所） 

三重県において、スギやヒノキ等の苗木を山地に植栽する際には獣害防護柵の設置は必須であるが、柵
の破損等によりシカが侵入し、植栽苗木が食害を受ける事例が散見される。そこで本研究では、三重県の
スギ・ヒノキ植栽地において柵破損および植栽木被害調査を実施し、その発生要因を明らかにすることを
目的とした。調査地として、植栽後 4〜6 年経過した三重県内のヒノキ植栽地（金網柵設置）より 10 カ
所、スギ植栽地（ネット柵設置）から 13 カ所を選定した。調査地に設置された柵を見回り、破損・不具合
の種類（倒壊、高さ不⾜、下部破損、ネット破れ）を記録するとともに GNSS で座標を取得した。また、
各調査地で 4×25m の調査区を 1〜2 箇所設定し、植栽木の枝葉食害または剥皮害の程度を記録した。その
結果、金網柵よりネット柵の方が柵破損・植栽木被害ともに多かった。また、ネット柵が設置された植栽
地において、柵の倒壊と高さ不⾜が多いほど植栽木の被害発生頻度が高かった一方、下部破損と被害の関
係は不明瞭であった。また、防護柵延⻑が大きいほど、また、巡視頻度が低いほど、柵破損の頻度が高
く、植栽木の被害発生頻度も高いことが示唆された。これらのことから、巡視を高頻度で行えないネット
柵を設置した植栽地の場合、防護柵で囲う面積を大きくしすぎないことが被害の発生を防ぐ上で重要であ
ると考えられた。今後、地形といった環境要因と被害発生の関係を検討する予定である。

P044★ 

カメラトラップ法によるアマミノクロウサギの日周活動
〇穂高 響 1, 榮村 奈緒子 2, 蜂須賀 莉子 3, 鵜川 信 2, 川⻄ 基博 4, 田金 秀一郎 5, 渡部 俊太郎 6, 

牧 貴大 7, 鈴木 英治 7, 畑 邦彦 2, 藤田 志歩 8 

（1 鹿児島大学 農林水産学研究科, 2 鹿児島大学 農学部, 3 鹿児島大学 連合農学研究科, 
 4 鹿児島大学 教育学部, 5 鹿児島大学 総合研究博物館, 6 鹿児島大学 理学部, 

7 鹿児島大学 国際島嶼教育研究センター, 8 鹿児島大学 共通教育センター） 

アマミノクロウサギは奄美大島と徳之島にのみ生息する遺存固有種であり，環境省レッドリストでは絶
滅危惧 IB 類 (EN) に分類されている．本種の保全のためには，生態に関する基礎情報が不可欠である．本
研究は，カメラトラップ法によりアマミノクロウサギの日周活動の特徴を明らかにすることを目的とし
た ．奄美大島の森林に，地形および林齢の異なる計 34 箇所のプロットを設定し，各プロットに 1〜2 台
の赤外線センサーカメラを設置した．2021 年 2 月から 2023 年 5 月までに得られた動画を用いて，プロッ
トごとに 時間あたりのアマミノクロウサギの撮影頻度（撮影回数／カメラ台数×稼働日数）を求めた．そ
の結果，年間を通じて撮影頻度は日の入り周辺で速やかに増加し，夜間はほぼ一定の値を示した．その
後，薄明の時間帯から徐々に減少し，日の出以降は撮影されなかった．季節による違いでは，秋（9〜11
月）はその他の季節（春：3〜5 月，夏：6〜8 月，冬：12 月〜2 月）に比べて撮影頻度はどの時間帯も高
い傾向があり，また，活動時間も⻑かった．以上のことから，アマミノクロウサギの日周活動は日の入
り・日の出と関連するが，その他の要因も影響を及ぼすことが示唆された．

151



ポスター発表  

P045 

北海道蘭越町の 4 年生カラマツ造林地で見つかったエゾヤチネズミの斃死体 
〇南野 一博, 明石 信廣 
（道総研林業試験場） 

 

北海道後志管内において野ネズミによる造林木被害が広範囲で発生したことを受け、2024 年 5 月 14 日
に同管内蘭越町において造林地の被害状況を確認していたところ、4 年生カラマツ造林地（1.42ha）の林
内に複数のエゾヤチネズミの斃死体を発見した。そこで 5 月 19 日に同じ造林地内の 0.35ha の範囲を捜索
し、58 個体分の斃死体を回収した。斃死体はすべてエゾヤチネズミであり、植栽木の根元付近や地表に作
られた巣の近くで白骨化あるいはミイラ化した状態で見つかった。回収した個体のうち頭部のあった 45 個
体について、阿部（1976、1977）に従い、上顎第 3 ⾅⻭（M3）の摩耗状況および第 2 ⾅⻭（M2）の⻭根
部の形態から齢段階を区分し齢査定を行った。その結果、死亡個体の齢級は日齢 58±8（M2 ⻭根未形成：
齢クラスⅡ）〜月齢 8±1.8（M2 ⻭根率 25-32%）の範囲にあり、最頻値は日齢 123±56（M2 ⻭痕未形成：
齢クラスⅤ）の 12 個体であった。後志管内では 2023 年にササの一⻫開花・結実がみられ、これにより野
ネズミが大発生し、晩秋から冬にかけて道路の横断や建物への侵入が相次いだ。調査地内ではササが生育
していないものの、周辺でササが開花・結実していたことから、そこで繁殖したエゾヤチネズミが造林地
に分散・移動し造林木を加害した後、死亡した可能性が考えられた。 

P046★ 

⻑崎近海のスナメリ（Neophocaena asiaeorientalis）の外部形態の相対成⻑ 
〇内田 皐陽, 天野 雅男 

（⻑崎大学） 
 

鯨類において様々な種で相対成⻑の研究は行われてきたが、スナメリの相対成⻑は明らかになっていな
い。本研究では、大村湾個体群と有明海・橘湾個体群のスナメリについて外部形態の相対成⻑を明らかに
することを目的とした。 

スナメリ 160 個体の 41 箇所の外部計測値を用いて、体⻑を従属変数、各計測値を独立変数としてアロ
メトリー式を求め、相対成⻑係数と初期成⻑定数を推定した。共分散分析により有意な雌雄差・個体群差
が確認された形態は雌雄別・個体群別にアロメトリー式を求めた。 

頭部の計測値の相対成⻑係数はすべて 1 よりも小さく、頭部は成⻑に伴い相対的に小さくなることが示
された。尾びれの幅、後縁の⻑さの計測値では相対成⻑係数は 1 よりも大きく、成⻑に伴い尾びれの形状
が変化していることが示された。胸びれ最大幅と尾びれ最大幅で有明海・橘湾個体群のほうが初期成⻑定
数が有意に大きく、スナメリの新生児では有明海・橘湾個体群のほうが胸びれと尾びれが大きいことが示
された。胸びれは方向転換に関わり、尾びれは推進器官であるため、両形態ともに遊泳に重要である。有
明海は大村湾よりも潮流が速いことが知られており、有明海・橘湾個体群のスナメリは速い流速に対応す
るため、遊泳に重要な胸びれと尾びれを早期に発達させている可能性がある。 
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P047 

北海道日本海沿岸におけるトド漁業被害額の変動要因 
〇山村 織生 1, 神保 美渚 2, 和田 昭彦 2, 服部 薫 3 

（1 北海道大学水産科学研究院, 2 道総研・中央水産試験場, 3 水研機構・水産資源研究所） 

1990 年代から漸増傾向が続いた北海道沿岸におけるトドによる漁業被害金額は 2013 年に最大金額とな
る 19.8 億円を記録し、2014 年から「10 年間で北海道日本海に来遊する個体数を 40％削減する」管理計画
が開始された。計画開始 2 年後から被害額が減少に転じ、2020 年には 4.6 億円と 30 年ぶりに 5 億円を下
回った。本研究では、日本海でのトド漁業被害に影響する要因の抽出を目的に、被害が生起する漁業種と
魚種の統計を抽出し、i)トドの漁場周辺への出現状況 ii)漁獲量および iii)採捕数が及ぼす影響を検討した。
漁業被害は漁具の損壊による「直接被害」と漁獲物と機会の損失に由来する「間接被害」が集計されてお
り、後者は魚価を乗じて算出される。そこで、各種資料が整っている 2001 年以降の被害について、間接
被害部分を平均魚価で標準化した「魚価調整済み被害額」を目的変数に、i)道庁が各漁協より集計している
沿岸各地でのトド目撃数に基づく遭遇指標、ii)トド被害が生じている業種に限定した漁獲量および iii)採捕
頭数を説明変数とした一般化加法モデルの変数選択を行った。その結果、採捕数と遭遇指標が有意な変数
として選択され、遭遇数が少なく、採捕数が多い場合に被害が減少したことが確認された。被害減少と採
捕増加の因果関係は不明だが、トドが漁場周辺から散逸（漁業者との遭遇減少）した結果被害が減少した
可能性は高い。 

P048★ 

岐阜市における哺乳類 5 種のロードキル分析 
〇白木 麗, 森部 絢嗣 

（岐阜大学大学院連合農学研究科） 

近年，人の生活圏に出現・生息する野生動物が増加し，その結果，ロードキルを含む生活被害の増加が
報告されている．日本国内におけるロードキル研究は，高速道路や国道，南⻄諸島の希少種についての研
究が多いが，市街地に着目した研究は少ない．そこで本研究では，市街地におけるロードキルの実態把握
を目的とし，中規模都市である岐阜市において，ロードキル発生地点や動物種を分析した． 

岐阜市では市⺠による通報で動物の斃死情報が集められている．これらの記録のうち，2019 年度および
2020 年度の 2 年間の記録を用い，地図上に報告地点を示した．また，QGIS 上で各地点から半径 100 m バ
ッファを発生させ，国土交通省の土地利用細分メッシュデータを用いて土地利用割合を算出した．報告さ
れた動物種のうち哺乳類のみを抽出すると，2019 年度では 2221 個体，2020 年度では 2049 個体であっ
た．ネコが最も多く 7 割以上を占め，次いでタヌキ，イタチ，ハクビシン，キツネと続き，この傾向は両
年とも同様であった．上記 5 種のうち，ネコは前年度から 14.7％減少し，タヌキは 5.3％，イタチは
15.3％，ハクビシンは 71.7％増加し，キツネは変化がなかった．タヌキは両年とも河川沿いの地域で多く
報告され，岐阜市内のタヌキの河川地域利用が考えられた．ハクビシンは，新たな地域での報告や岐阜市
の有害鳥獣捕獲数も増加していたことから，生息個体数の増加と分布拡大が危惧された． 
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P049 

自動撮影カメラによる野生動物モニタリングネットワークの構築：大阪での取組状況 
〇幸田 良介, 石塚 譲, 原口 岳 

（大阪環農水研・多様性） 
 

野生動物の管理や保全を考えるためには、生息密度の増減や分布状況の把握が欠かせない。全国と同様
に大阪府では、様々な野生動物による被害が増加の一途を辿る一方で、キツネやアナグマがレッドリスト
に掲載されるなど、保全が必要な哺乳類も存在しており、管理と保全の両面から、様々な動物種を網羅的
に調査する継続的モニタリング体制の構築が求められている。大阪環農水研では、多様な団体との連携に
よる自動撮影カメラモニタリング体制の構築を進めてきた。 

カメラの購入や管理は研究所が中心となる一方、各地域で活動している⺠間企業や NPO 等の団体がカメ
ラの管理主体となる連携体制を形成した。撮影画像は研究所で一括して種同定と入力を行い、データを管
理主体団体と共有するかたちで連携団体の拡大を図った。 

2016 年度からカメラの設置を開始し、2024 年 6 月末時点で約 20 団体と連携し、現在稼働中の 145 台
のカメラのうち半数近くの管理を連携団体が担っている。設置場所には偏りがみられるものの、概ね大阪
府全域をカバーしつつある。今後は都市部の緑地等を含めカメラ設置地点を拡充するとともに、継続性を
担保できるよう各団体との連絡調整を図る必要がある。加えて、異なるカメラ機種で得られたデータの基
準化や、REST モデルによる生息密度推定の適用など、モニタリング精度の向上を図るとともに、増大す
る確認・入力作業の簡略化を検討することが必要だろう。 

P050★ 

ロードキルデータを基にした状態空間モデルによる野生動物の時空間動態 
〇海野 南 1, 飯島 勇人 2, 神宮 翔真 2, 亘 悠哉 2,1, 宮下 直 1 

（1 東京大学, 2 森林総合研究所） 
 

動物の道路上での轢死（ロードキル）記録はその種の確実な存在を示すデータであり、生息状況を示す
モニタリングデータである。このようなデータは、鳥獣害対策や生物多様性地域戦略等、地方自治体にお
いて野生動物管理を適切に実施するために求められている。ロードキル記録は、各自治体にて蓄積されて
きたが、道路維持管理を主目的としてきたことが多く、モニタリングデータとしての有用性はほとんど示
されていない。 

そこで、茨城県つくば市における事例から、データの有用性を検証する。同市では年間 600 件以上のロ
ードキルが市⺠から報告されており、市は死骸の回収日時・回収場所・動物種・写真などのデータを記録
してきた。動物種はネコ、タヌキ、アライグマ、ウサギ等の哺乳類種が特定されている。 

本研究では 2017 年 4 月から 2024 年 3 月の 7 年間のデータを用い、ネコ、タヌキ、アライグマについて
分析した。死骸数はネコが最も多く、タヌキが続いた。ネコの死骸数は全体的には減少傾向にあるが、タ
ヌキの死骸数は増加傾向にあった。アライグマは特定外来生物として 2010 年から茨城県が主導し防除計
画が実施されている。ロードキルの死骸数は 7 年間で 3 倍以上に増加しており、ロードキルの死骸が回収
される地域も拡大傾向にあった。各種について状態空間モデルを用い、分布を推定する。また、分布と環
境要因（人口密度，道路密度，土地利用等）の関係を解析し、時空間的変動について議論する。 
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P051 

アライグマ透明帯 2（ZP2）遺伝子の塩基配列解読と種特異性評価
〇中条 寧々, 淺野 玄, 正谷 達謄 

（岐阜大学） 

特定外来生物アライグマの個体数管理では、おもに捕獲が行われているが、依然として地域的な根絶も
達成されていない。捕獲を補完する個体数管理手法として、演者らは透明帯(ZP)を抗原とした経口避妊ワ
クチン開発を試みている。最終的には野外散布を想定しているため、ワクチンが標的種のみに効果を発揮
すること、つまり高い種特異性が求められる。ワクチン抗原開発の初期段階として本研究では、透明帯を
構成する蛋白質の１つで、未解明のアライグマ ZP2 遺伝子配列の解読を行い、それらと他種との相同性を
比較してワクチン抗原としての種特異性を評価した。和歌山県で許可捕獲されたアライグマ成獣メスの卵
巣から抽出した RNA を材料とした。RT-PCR 法およびシークエンス解析により、アライグマ ZP2 遺伝子
の発現が確認され、部分塩基配列（約 600 塩基対）が解読された。解読部位について、日本に生息する他
種との相同性評価を行った結果、相同性が最も高かったのはイタチ科のオコジョ、アナグマであり（塩基
配列：約 86%、アミノ酸配列：約 72%）、次いでクマ科のヒグマ（同：約 84%、同：約 67%）、イヌ科のイ
ヌ、タヌキ、キツネ（同：約 88%、同：約 66％）となり、ネコ目内で高い相同性が確認された。今後は、
これらのデータをもとに、種特異性や抗原性を有することが期待される ZP2 配列部位を選んで、避妊ワク
チン抗原としての免疫学的評価を行うことが求められる。

P052★ 

ゴマフアザラシの腕神経叢およびその分枝に関する肉眼解剖学的研究 
〇浅岡 秀輔 1, 栗原 望 2 

（1 宇都宮大学大学院 地域創成科学研究科, 2 宇都宮大学 農学部） 

ゴマフアザラシ(Phoca largha)の前肢は鰭状に変化しており、骨格、筋構造および神経構造が陸生哺乳
類とは異なると推測される。ゴマフアザラシを含む鰭脚類の前肢について、骨格や筋構造に関してはいく
つかの研究がなされてきたが、支配神経に関する報告はされておらず、筋同定においても文献間で差異が
見られる。本研究では、ゴマフアザラシの腕神経叢および前肢筋の支配神経について肉眼解剖学的観察を
行った。 

ゴマフアザラシの腕神経叢は第 6〜8 頸神経（C6〜8）および第 1 胸神経（Th1）から構成された。C6
と C7 は交通枝で吻合しているが、腕神経叢自体の主部は C7〜Th1 であった。正中神経において、⻑掌筋
へと伸びる分枝は深指屈筋上腕頭を貫通していたが、これは、⻑掌筋の起始位置がより外側よりに変化し
たために発生したと考えられる。また、深指屈筋上腕頭へと伸びる分枝は、筋腹への挿入部で、前腕内に
おける他の筋のものよりも多く分岐していた。陸生哺乳類おいては報告のない上腕骨内側上顆から尺骨近
位端にかけて走行する筋（M. anconeus internus）が観察された。この M. anconeus internus は、尺骨神
経において最初に分岐する枝により支配されていた。これらの陸生哺乳類とは異なる構造は、鰭脚類が水
中での生活に適応する過程で発現したものであると考えられる。 
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P053 

オヒキコウモリ Tadarida insignis の飛翔速度試算−熊本城天守閣周辺を飛翔する個体−
〇坂田 拓司 

（熊本野生生物研究会） 

コウモリ類は前肢の翼によって飛翔する．翼の形態は種によって異なり，オヒキコウモリやユビナガコ
ウモリ，ヤマコウモリなどの狭⻑型の翼を持つ種は，開放空間を高速で飛翔できる．これらの種はその能
力によって広範囲の採餌空間や季節的⻑距離移動を確保していると思われる．一方，近年は風力発電所の
建設が各地で進んでおり，回転するブレードによる鳥類やコウモリ類の衝突事故が顕在化しており，コウ
モリ類の飛翔に関する特性の把握が求められている．

ヨーロッパオヒキコウモリやメキシコオヒコウモリにおいては電波発信機を装着する調査により移動経
路や飛翔速度が報告されている．しかしながら，オヒキコウモリでは飛翔速度を含む飛翔能力に関する知
見は少ない． 

筆者らは 2014〜15 年，熊本城天守閣を周回飛翔するオヒキコウモリの活動状況を把握する調査を実施
した．その調査結果の整理段階において，本種の飛翔を撮影した動画や音声記録を用いて飛翔速度を求め
ることが可能であると気づき，その試算を行った．試算では，ねぐらから飛び立った数秒後に約
100km/h，最高 140km/h の推定速度が得られた．数頭が追いかけ合うような飛翔では約 60km/h，採餌た
めの探索飛翔では 20〜30km/h であった． 

P054★ 

カモシカにおける REST 法を用いた生息密度推定の検討
〇饗場 木香 1, 相澤 良太 1, 菅野 貴久 1, ⿊江 美紗子 2, 浦野 陽平 3 

（1 自然環境研究センター, 2 ⻑野県環境保全研究所, 3 ⻑野県林務部森林づくり推進課） 

カモシカは、九州等の個体群が絶滅のおそれのある地域個体群に指定されており、一部地域で個体数が
減少している。適切な保全管理のためには生息密度等をモニタリングする必要があるが、従来の手法には
観測誤差やデータの不⾜等の課題があり、条件によっては相対密度として使用できても、絶対密度を推定
することが困難である。カメラを用いた REST 法による密度推定は、観測誤差が比較的少なく、推定に必
要なデータがカメラ調査のみで揃うという利点があるが、カモシカで実施された事例がない。そこで、本
研究では REST 法がカモシカのモニタリング手法になり得るか検討することを目的として、⻑野県の 6 地
点において、REST 法と従来の手法である糞塊法、区画法を実施し、各手法によって推定された密度を比
較した。カモシカのような低密度になりやすい種では、REST 法は滞在時間等のデータが不⾜すると指摘
されているが、この解消のためにカメラ密度を高めた。さらに、コストの省力化を目的として、推定精度
とカメラ台数の関係を明らかにした。推定の結果、REST 法による密度は従来の手法による密度と強い相
関を示した。一方で、各手法で推定された絶対密度には相違があり、手法ごとの誤差があった。これらの
ことから、REST 法による密度は相対密度として使用することが可能と考えられるが、絶対密度として使
用するにはシミュレーションによる精度評価や密度が既知の場所での検証が必要である。 
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P055 

ニホンジカの分布が拡大している島根県における林業被害の実態
〇坂倉 健太, 田川 哲, 河本 忍 

（島根県中山間地域研究センター） 

島根県では、東部の限られた地域でのみ集団でニホンジカ （以下、シカ）が生息していたため、林業被
害の発生も限定的であった。しかし、生息頭数の増加や他地域からの流入により、全県的にシカの分布が
近年拡大している。そこで、適切に被害実態を把握して効果的な対策に繋げるため、広域的に林業施業地
でのシカによる痕跡や被害状況を調査した。調査地は、植栽後 1〜5 年（1 齢級）の人工林および隣接成木
林を対象とし、62 地点、107 林分を調査した。痕跡や被害は 1 から 4（「なし」、「わずか」、「目立つ」、「ほ
ぼ全体」）のレベルに分けて記録した。１齢級人工林では 50 林分調査し、13 林分（26％）において被害を
確認した。スギで被害が少なく、ヒノキ、コウヨウザンで被害が多く確認された。県中央部から東部にか
けての 5 林分において、レベル 3、レベル 4 の被害が発生し、そのうちの 4 林分では植栽木の枯死が発生
していた。成木林では 57 林分調査し、７林分（12％）においてシカの被害を確認した。被害は県東部に
集中しており、角こすり害の被害レベルが高く（スギ、ヒノキ）、食害（樹皮剥ぎ）の被害レベルは低かっ
た（ヒノキ）。調査した 62 地点中、シカによる被害が確認されたのは 18 地点であったが、35 地点で何ら
かのシカの痕跡が確認された。被害が確認されなかった地域においてもシカは生息していることが明らか
になったため、予防的な捕獲や被害防護対策を検討する必要がある。 

P056★ 

ココウモリ類の年齢は硬組織の年輪に基づいて推定できるのか？
〇⻄内 唯夏, 新家 一樹, 橋澤(吉野) 寿紀, 小林 耕太, 飛龍 志津子 

（同志社大学大学院） 

年齢は動物の行動を理解する上で重要な情報であるが，野生動物の正確な年齢を把握することは困難で
ある．一般的に哺乳類の骨や⻭などの硬組織には，冬眠などの成⻑停滞期に年輪が形成されることが知ら
れており，様々な哺乳類種において，硬組織の年輪に基づく手法や DNA のメチル化レベルを指標とする手
法を用いた年齢推定の試みが報告されている．しかしながら，これまでにココウモリ類を対象にした年齢
推定の手法は確立されていない．そこで本研究では，⻭の年輪を染色し被験体の年齢を推定する年輪法
が，ココウモリ類においても適用可能かについて検証することを目的とした．アブラコウモリ(飼育下誕生
個体 5 匹，野生捕獲個体 2 匹)とユビナガコウモリ(野生捕獲個体 2 匹)の 2 種類のココウモリ類を対象と
し，ヘマトキシリン・エオシン染色を⻭に施した．染色の結果，セメント質表層と，⻭髄-象⽛質間の 2 カ
所に年輪とみられる線が現れた．2 カ所に現れた年輪の数や，上下それぞれの⻭で現れた年輪の数が一致
していたことから，小型なココウモリ類の⻭であっても年輪が形成されることが確認できた．加えて，飼
育環境下で誕生し，年齢が既知であるアブラコウモリにおいて，冬季の体重増加の回数 と年輪の数が一致
していた ことから，ココウモリ類においても年輪法による年齢の推定が有効である可能性が示唆された． 
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P057 

ニホンザルの個体数調整が農耕地・市街地の利用頻度に与える影響
〇豊川 春香, 加藤 敬介 

（(株)野生動物保護管理事務所） 

神奈川県では、サルによる農作物被害や生活被害が深刻化した状況を踏まえ、個体数調整（捕獲）や群
れの除去を実施することでサルの個体数を 1,033 頭（平成 23 年）から 405 頭（令和 5 年）に減少させ
た。一般的にサルによる被害は群れの除去により軽減すると考えられる一方で、部分的な捕獲や加害個体
の捕獲が被害軽減に与える効果については検証がなされていない。本研究は、神奈川県において被害軽減
を目的とした部分的な捕獲が、サルの利用する環境や行動域にどのような影響を与えたかを定量的に評価
することを目的に、前年の捕獲数や捕獲された個体の性年齢構成が農耕地および市街地の利用頻度や行動
域に与える影響を解析した。その結果、群れごとに違いはあるものの、⻑期的に少数頭の捕獲を継続した
場合、前年の捕獲数や性年齢構成と農耕地および市街地の利用頻度との間に明確な関係性は確認されなか
った。一方、短期間に多数頭を捕獲した場合、農耕地および市街地の利用頻度が減少する傾向が確認され
た。また、一部の群れでは個体数が減少すると行動域も減少する傾向が確認された一方で、多くの群れで
は個体数と行動域との間に関係性は確認できなかった。この結果から、部分的な捕獲のみでは農耕地や市
街地への出没頻度や行動域の減少は見込めず、部分的な捕獲により被害を軽減させるためには、捕獲と並
行して追い払いの実施や防護柵の設置等の被害防除対策を実施することが重要である。 

P058★ 

中型食肉目の捕獲へのドロップネットの適用可能性：罠に対する応答実験 
〇吉田 海人, 江成 広斗, 斎藤 昌幸 

（山形大学） 

野生動物の生態を明らかにするうえで、罠による捕獲は重要である。中型食肉目でしばしば用いられる
箱罠では、個体が傷害を負うこと、錯誤捕獲が課題となっている。主に偶蹄類に用いられるドロップネッ
トは、不信感の少なさや、高い捕獲効率、種や個体の選択性においてメリットが指摘されている。ドロッ
プネットを中型食肉目の捕獲に用いることができれば、上記の課題を解消できる可能性がある。本研究で
は、中型食肉目の捕獲におけるドロップネットの適用可能性を検討するために、罠に対する応答実験を行
った。

調査は 2024 年 4 月から 6 月にかけて山形県鶴岡市の森林内で行った。森林内の高さ 150 cm の位置に
180×270 cm のネットを、地上に誘引餌を設置し、センサーカメラによって行動を撮影した。また、比較
のために箱罠を用いた実験も行った。箱罠は大（38×38×106.5 cm）または小（31.5×26.5×81.5 cm）サイ
ズを使用し、罠の中に誘引餌を設置し、センサーカメラで撮影した。撮影された動画から、ドロップネッ
トと箱罠（大および小）における行動を比較した。

ドロップネットの実験は 16 地点、箱罠の実験は 33 地点で行い、計 2118 本の動画データを取得した。
これらのデータについて今後解析を進め、ドロップネットと箱罠に対する行動の違いを評価し、中型食肉
目の捕獲におけるドロップネットの適用可能性について議論したい。 
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P059 

船舶レーダーはコウモリ類の飛翔をどこまで捕捉できるのか？ 
〇佐藤 雄大, 河口 洋一 

（徳島大学大学院） 
 

風力発電所の増加に伴い、風車によるコウモリ類の死亡事故が各地で問題となっている。風力事業は洋
上も視野に今後さらなる大規模化が見込まれることから、事前の環境影響評価においてコウモリ類の生息
状況を広域に調査できる手法が必要とされる。レーダーは、そのための有用なツールとなり得るが、コウ
モリ検出に適した観測手法の開発は鳥類に比べて立ち遅れている。本研究では、船舶レーダーを用いて、
コウモリ調査のためのシステム設定および地表反射クラッタの低減方法を示した上で、レーダーによる飛
翔数の定量性と、飛翔を検出可能な観測距離を明らかにすることを目的とした。 

調査は、国内で風車による死亡事故が多いヒナコウモリを対象に、新潟市内に位置する本種の集団ねぐ
ら周辺で行った。レーダーエコーの表示色を調整し、アンテナ設置高の違いによるクラッタ発生量を比較
したところ、設置高を地面に近づけた場合に 1km 範囲のクラッタ量が 71％低減され、コウモリを明瞭に
検出することが可能となった。エコー数は目視観察でカウントされた飛翔数と高い正の相関を示し、レー
ダーで飛翔数を定量評価できる可能性も見出された。また、エコー検出率とレーダーからの距離との関係
を解析した結果、検出率 50％となる観測距離は 1.1km であることが明らかとなった。これらの結果を踏ま
え、本発表ではコウモリ類を対象とした環境影響評価におけるレーダー活用方法と課題について考察す
る。 

P060★ 

北アルプス北部地域におけるニホンジカの季節行動圏の生息地選択 
〇束田 優介 1, 瀧井 暁子 2, 大窪 久美子 3, 泉山 茂之 2 

（1 信州大学大学院 総合理工学研究科 農学専攻, 2 信州大学 山岳科学研究拠点, 3 信州大学 農学部） 
 

⻑野県北アルプス地域では 2000 年代よりニホンジカ（以下、シカ）の生息が確認されている。 
本研究では 2012〜2023 年に北アルプス北部山麓で GPS テレメトリーにより個体追跡した 45 頭（オ

ス：18 頭、メス：27 頭）を対象に、夏季と冬季の生息環境を解明することを目的とし、生息地選択解析
と現地の植生・食痕の調査を行った。生息地選択解析は、個体ごとの利用標高別に標高 1500ｍ以上（亜高
山帯以上）と 1500ｍ以下それぞれについて、夏季行動圏および冬季行動圏について GLMM 解析を行っ
た。 

説明変数は土地被覆、標高、土地傾斜角、傾斜方位など、目的変数は各個体の行動圏内の利用データ
（GPS データ）と利用可能データ（行動圏内のランダム抽出ポイント）とした。また、現地踏査が可能だ
った 21 頭の集中利用場所において下層植生と食痕の調査を行った。GLMM の結果、夏季に標高 1500ｍ以
上を利用するシカは草地の選択性が有意に高く、食物資源量との関連が示唆された。また、冬季行動圏に
おいては尾根や低標高域の選択性が有意に高く、積雪の少ない場所を選択的に利用していると考えられ
た。食痕調査では、夏季行動圏ではスノキ等のツツジ科低木に食痕が多く、冬季はソヨゴやハチク等の常
緑性植物に食痕が多かった。 
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P061 

仙台湾から東京湾に棲息するスナメリの食性について 
〇栗原 望, 木塚 大輔 
（宇都宮大学農学部） 

 

日本周辺に棲息するスナメリは，5 つの地域個体群に区別されており（Yoshida et al, 1995, 2001），本
種の食性調査は個体群ごとに進められている．その結果，個体群間で餌生物種の構成が異なることが明ら
かになりつつある（水江ほか，1965; ⽚岡ほか，1976; 鈴木，2007; Shirakihara et al, 2008）．一方で，仙
台湾–東京湾個体群については，未だ情報が乏しく，詳細は不明である．そこで本研究では，仙台湾から東
京湾に漂着した 23 個体のスナメリを用い，胃内容物の解析を行った． 

解析を行った 23 個体のうち，19 個体で計 421 個体の餌生物が確認された．種別にみると，ヤリイカ
科，マダコ科，アカイカ科，ダンゴイカ科の頭⾜類が大半を占め，魚類ではニベ科とアジ科が多く見られ
た．仙台湾–東京湾のスナメリは，底生性から表中層性の生物まで幅広く捕食していた．一方で，底生性の
マダコ科やダンゴイカ科，ニベ科が多く含まれていたことと，ヤリイカ科やアカイカ科が中深層に移動す
る日中に，スナメリの摂餌行動が多い傾向があることは（⽚岡ほか，1973），仙台湾–東京湾のスナメリが
主に海底付近で摂餌していることを示唆する．また，胃内容物の種構成を雌雄で比較したところ，オスよ
りもメスでより多様な種を捕食する傾向があり，雌雄で行動圏が異なる可能性が示唆された． 

P062★ 

DNA メチル化率に基づくクビワオオコウモリの年齢推定 
〇兼 祐翔 1, 村山 美穂 2, 新井 花奈 3, 井上 英治 4, 金尾 由恵 5, 山内 悦子 5, 中村 智映 5, 福井 大 1

（1 東京大学農学生命科学研究科, 2 京都大学野生動物研究センター, 3 京都大学理学研究科,  
4 東邦大学理学部, 5 公益財団法人沖縄こどもの国） 

 

南⻄諸島に生息するクビワオオコウモリ（Pteropus dasymallus）は、種子散布や送粉に貢献するキース
トーン種であるが、近年、一部の個体群は個体数の減少が懸念されている。本種は 20 年以上の寿命を持つ
ことから、基礎生態の解明及び保全・管理を進める上で個体の年齢情報を得ることが重要である。しか
し、本種を含めコウモリ類は、再捕獲や形態に基づく年齢推定の難しさから年齢情報の入手が困難であっ
た。そこで、我々は DNA メチル化率を指標とした生物学的年齢の推定（エピジェネティッククロック）に
注目し、クビワオオコウモリにおける年齢推定モデルの確立を目的とした。年齢既知の飼育個体（沖縄こ
どもの国）より DNA サンプル（飛膜、肝臓、筋肉、口腔粘膜、ペリット）を採取した。加齢に伴うメチル
化率の変化が知られている領域を対象とした MS-HRM 法（Methylation-sensitive high-resolution 
melting）によりメチル化率を算出した。本発表は、飛膜（N=16）と口腔粘膜（N=42）由来の DNA サン
プルを解析した結果を中心とし、対象領域のメチル化率と暦年齢との相関関係やサンプルタイプによる差
異について考察する。 
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P063 

ボルネオ熱帯雨林における野生動物によるヌタ場利用 
〇久保田 明人 

（東京農業大学大学院） 

ヌタ場は林内に散在する恒常的な小規模止水域であり、イノシシによって作られる。日本では、主にシ
カやイノシシが体温調節や寄生虫予防のために泥水を浴びる場所（Miura1985）、水生生物を餌資源とする
食肉類の採食の場(Sano et al.  2019)、また、南⽶熱帯雨林では、カエル類の生息の場（Beck et al.
2010）として機能していることが示唆されている。しかし、生物多様性が著しく高い東南アジア熱帯雨林
ではいまだ不明である。そこで本研究では、ヌタ場の生物相と利用実態を解明し、ならびに、アフリカ豚
熱流行によりヒゲイノシシが激減したことに伴うヌタ場の消滅・縮小の前後を比較することで、生物種ご
との影響の受けやすさの有無の検証を行い、生態系における野生動物にとってのヌタ場の意義を示すこと
を目的とする。

ボルネオ島、マレーシアのサバ州に位置するデラマコット商業林内のヌタ場４カ所に自動撮影カメラを
設置して、訪問種の種類や行動形態を観察する。また、ヌタ場の水生生物を捕獲して、種の判別を行う。 

調査の結果、ヌタ場はカエル類の繁殖・生育の場、肉食性水生昆虫類、哺乳類、鳥類の捕食の場、ま
た、飲水や水浴びの場などとして機能していることが示唆された。また、アフリカ豚熱流行前後で、利用
が増加した種や減少した種がおり、ヒゲイノシシのヌタ場利用の減少によるヌタ場及び周辺の環境の変化
が他の野生動物の行動に影響を及ぼしている可能性が示唆された。 

P064★ 

全ゲノム SNP およびミトコンドリア DNA 配列に基づくジャコウネズミの遺伝的構造と集団史の解明 
〇鳥巣 捷斗 1, 大舘 智志 2, 藤原 一道 3, 鈴木 仁 4, ⻑田 直樹 5 

（1 北海道大学大学院環境科学院, 2 北海道大学低温科学研究所, 3 国立遺伝学研究所, 
4 北海道大学大学院地球環境科学研究院, 5 北海道大学大学院情報科学研究院） 

ジャコウネズミ（Suncus murinus-S. montanus species complex）はアジア南部からインド洋沿岸地域
に広く分布する。日本では現在、奄美群島以南の琉球列島に生息している。ミトコンドリア cytb 配列によ
る先行研究では、ミャンマーやスリランカなどからそれぞれ複数のハプログループの混在が認められ、そ
の背景に人類に伴う移入が関与したと推測されている。しかし、本種において、全ゲノムでの遺伝的構造
に関する全体像は把握されてこなかった。本研究ではパキスタンから日本まで 26 個体の全ゲノム配列を決
定し、全ゲノム SNP とミトコンドリア DNA 全配列に基づく解析を行い、遺伝的構造とその形成史を明ら
かにすることを目的とした。全ゲノム SNP からのネットワーク解析では、遺伝子流動の存在は示唆される
ものの、１）インド亜大陸集団、２）スリランカ集団、３）ミャンマー集団、４）東アジア・東南アジア
集団の４つの地域系統に大別できる結果となった。ミトコンドリア DNA 全配列に基づいて系統樹を作成す
ると、先行研究と同じくミャンマー集団、スリランカ集団では、東南アジア集団のハプログループの混在
が確認された。これは、遺伝的に異なった地域集団間で遺伝的交流があったことを示唆する。全ゲノムデ
ータを用いて有効集団サイズの変動を推定する PSMC 解析や遺伝子流動を検出するため f4 統計量を計算
し、各地域集団間の遺伝的交流および日本列島への移入経路について考察する。 
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P065 

滝沢農場の水田および果樹園に生息するネズミ類の種構成および個体数密度の季節変化 
〇梶原 涼 1, ⻄ 政佳 2, 吉田 晴香 2, 渡邉 学 2, 下野 裕之 3,4, 出口 善隆 3,4 

（1 岩手大学大学院総合科学研究科農学専攻動物科学コース, 
 2 岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター滝沢農場, 3 岩手大学農学部,  

4 岩手大学次世代アグリイノベーション研究センター） 
 

日本固有種であるハタネズミは、植物食で果樹や稲などの作物を食害するほか、激しい個体数変動を引
き起こすとされている。しかし、果樹園や水田における年間を通じた個体数密度調査はされていない。ま
た、今回調査を行った岩手大学附属寒冷 FSC 滝沢農場では、稲の新しい栽培方法である初冬直播き栽培が
行われており、稲を食害するハタネズミの個体数密度変動の把握が重要である。そこで、本研究では果樹
園と慣行栽培水田（慣行水田）および初冬直播き栽培水田（初冬水田）に生息するネズミ類の基礎的な知
見を得ることを目的とし、それぞれに生息するネズミ類の種類、個体数密度を調査した。滝沢農場内の果
樹園、慣行および初冬水田畦畔にシャーマントラップを設置し、ネズミ類の捕獲数から月ごとの個体数密
度を算出した。また、捕獲したネズミ類の体重を測定し、成幼獣を区別した。調査は 2023 年の 7〜12 月
まで行った。ほぼすべての月の果樹園および水田においてハタネズミが優占種であった。ハタネズミ個体
数密度は果樹園で 8 月、初冬水田で 11 月、慣行水田で 12 月に最大となった。また、11 月の初冬水田、
12 月の慣行水田で幼獣割合が成獣割合より高く、水田の個体数密度増加に、繁殖によって産まれた個体が
影響していることが示唆された。ハタネズミは春秋二期に繁殖期があることと今回の結果から、水田のハ
タネズミ個体群は秋の繁殖期の影響により個体数密度が増加したと考えられた。 

 
P066★ 

魚釣島の正規化植生指数（NDVI）による植生変化の追跡と 
環境 DNA による固有種生息状況把握に向けてのモデル島嶼での採水調査 

〇横山 寛明 1, 吉村 暢彦 2, 佐藤 行人 3, 鶴井 香織 3, 横畑 泰志 4 

（1 富山大学大学院, 2 酪農学園大学, 3 琉球大学, 4 富山大学） 
 

尖閣諸島魚釣島では 1978 年に放逐されたヤギ（Capra hircus）が数百頭までに増加し、植生の衰退やセ
ンカクモグラ（Mogera uchidai）など多数の固有種の絶滅が懸念されている。演者らはこれまで衛星画像
などにより島の植生変化を追跡してきた。一咋年および昨年の大会ではそれぞれ ISO データ法および正規
化植生指数（NDVI）を用いた分析で、近年における裸地の顕著な増加の可能性を示してきた。 

今回、いずれも解像度を 3m／画素とした 2006 年の Quickbird 衛星、2018〜2020 年の Planet Scope 衛
星の画像から画素ごとの NDVI 値を計算し、一定の閾値以下を裸地として裸地面積の変化を検討した。
2018 年〜19 年に 0.60%、2019〜20 年に 0.87%の裸地が増加しており、これまでと同様に近年における裸
地の増加速度の増加の可能性が示された。現在、2021 年、2024 年の衛星画像についても NDVI を用いた
解析を進めており、その結果についても報告する。 

また、上陸調査の極めて困難な魚釣島の固有種の生息状況の環境 DNA による把握に向けて、条件の類似
したモデル島嶼における採水調査を準備中である。現在のところ、野生化ヤギが生息する沖縄県慶良間諸
島のいくつかの島嶼での河川および河口部付近の海水の採水を予定しており、その分析結果が間に合えば
報告する。 
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P067 

中央アルプスの高山帯におけるアカギツネとニホンテンの食性：40 年前との比較 
〇斎藤 昌幸 1, 榎本 孝晃 1,2, 岩崎 貴也 3, 杉本 淳 4, 小林 篤 5 

（1 山形大, 2 岩手連大, 3 お茶の水⼥子大, 4（株）ウィルアクト, 5 環境省信越自然環境事務所） 

生態系において重要な役割を果たす中型食肉目は、高山帯にも生息している。気候変動やレクリエーシ
ョン利用による環境変化は、そこに生息する食肉目にも影響を与えている可能性がある。本研究では中央
アルプスの高山帯を利用するアカギツネとニホンテンにおける食性を調べ、1980 年代の食性データと比較
することで、彼らの食性が変化しているのか明らかにすることを目的とした。

本研究では、2023 年 5 月から 9 月に採取されたキツネ 40 個、テン 25 個の糞サンプルを用いて、各餌
項目の出現頻度を調べた。また、1980 年代の食性データとして、特定鳥類ライチョウ保護事業報告書（大
町市 1982）に記載された、1982 年 8-9 月に採取されたキツネ 101 個、テン 17 個の糞分析結果を使用し
た。これらを用いて、各種の各餌項目（哺乳類、鳥類、昆虫類、植物質、人工物）において 2023 年と
1982 年で出現頻度がどのように異なるか解析した。 

解析の結果、哺乳類と植物質の出現頻度は両種ともに多く、年代間に違いはなかった。鳥類の出現頻度
は、キツネとテンにおいて出現頻度が有意に減少した。昆虫類に関しては逆の傾向が見られ、キツネによ
る利用は有意に増えたが、テンによる利用は有意ではなかったものの減少した。また、1982 年にはキツネ
は人工物を利用していたが、利用がみられなかった。本発表ではこのような変化がどのように説明される
のか議論したい。 

P068★ 

御蔵島周辺海域に定住するミナミハンドウイルカの出産期 
〇八木 原風 1, ⽚山 佳実 2, 多田 光里 3, 小木 万布 4, 森阪 匡通 1, 酒井 麻衣 3, 北門 利英 5 

（1 三重大学研究基盤推進機構鯨類研究センター/三重大学大学院生物資源学研究科,  
2 東京都練⾺区中村 3-11-5 201, 3 近畿大学大学院農学研究科, 4 御蔵島観光協会,  

5 東京海洋大学学術研究院海洋生物資源部門） 

一般に野生の海棲哺乳類の出産期は，その年生まれの個体（新生仔）の生存率が高くなる季節に調整さ
れると考えられており，その様子の把握は，その個体群の年周期的な生態の理解に役立つ．本研究では，
東京都御蔵島周辺に生息するミナミハンドウイルカの出産期について報告する．本海域では，1994~2023
年の主に 6~10 月に，個体群を構成する全個体を識別する調査が実施され続けてきた．この観測データに
加えて，2023 年 3~11 月にかけてイルカ観光業のガイドから募った情報を基に，各成獣メス個体の発見日
や新生仔の仔連れ状況の記録を整理し利用した．すなわち，それぞれの⺟個体が単独で発見されてから仔
連れで発見されるまでの期間を集計することで，出産期間の特定を試みた．過去に確認された新生仔の合
計は 266 個体であった．調査期間外の 12~5 月の情報は無いが，6 月時点でその年に生まれる全新生仔の
64%以上が生まれており，その後 8 月には 94%以上が生まれていた．一月単位で出産期間を特定できた 60
個体は，5~9 月にかけて生まれていた．最も早く新生仔が確認されたのは 3 月であり，最も遅く確認され
た出産は 9 月であった．したがって，本個体群の出産期について，出産のピークは 6 月以前にあり，少な
くとも 3~9 月に渡る広い出産期を有すると考えられる．これは，日本周辺太平洋側に生息するハンドウイ
ルカの出産期と類似した傾向であった．
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P069 

奄美琉球世界自然遺産地域における高校生と高齢者のペット飼養の実態・意識の比較 
〇山田 文雄 1, 塩野﨑 和美 2, 丸山 久美 3, 石井 信夫 4, 久野 優子 5,7, 鳥飼 久裕 6,7, 美延 睦美 8,  

⻑嶺 隆 9 

（1 沖縄大学, 2 奄美自然環境研究センター, 3 環境省沖縄奄美自然環境事務所, 4 東京⼥子大学,  
5 社団法人奄美猫部, 6NPO 法人奄美野鳥の会, 7 奄美ネコ問題ネットワーク,  

8NPO 法人 徳之島虹の会, 9NPO 法人どうぶつたちの病院沖縄） 
 

世界自然遺産地域の「奄美大島，徳之島，沖縄島北部及び⻄表島」において，新たな外来種問題の発生
を予防するために，我々はこれまでに学校飼育動物の飼養実態（2021 年）と住⺠のペット飼養実態
（2022 年）のアンケート調査を実施してきた．しかし，これらの調査から回答の少なかった若齢者と村落
高齢者を対象とするため，今回は高校生にオンライン形式で 2022 年 11 月-2023 年 1 月の約 2 ヶ月間，
村落高齢者を対象に紙媒体形式で 2023 年 1 月-3 月の約 1.5 ヶ月間にペット飼養に関するアンケート調
査を実施した．高校生の回答者数（490 件，回答率 32.7 %）は，飼育者（35.1 %）が非飼育者（64.9 %）
の半数ほどであった．高齢者の回答者数（423 件，回答率 61.3 %）は，飼育者と非飼育者がほぼ同数であ
った．ペットの種類は，高校生・高齢者共にイヌ，ネコ，魚類などが多く，高校生の方が両生類や爬虫類
などの飼育割合がやや高かった．新たな外来種問題を起こさないために重要な適正飼養を「知っている，
守っている」とする回答割合は高校生（64.5 %）よりも高齢者（72.8 %）で高く，「知らない，守っていな
い」とする回答割合は高齢者（17.4 %）よりも高校生（35.5 %）で高かった．これらの結果から，特に高
校生などの若齢者への適正飼養に関する普及啓発の必要性が示唆された． 

 
P070★ 

カメラトラップによる，アズマモグラのトンネルを利用するヒミズの記録  
〜「トンネルカメラトラップ法」の確立に向けて〜 

〇TAI YAMASAWA, YASUSHI YOKOHATA 
（富山大学） 

 

地下性哺乳類の多くが形成する巣穴やトンネルは，様々な分類群の動物によって採餌や繁殖，環境スト
レスからの逃避のために利用される．しかし，モグラ類のトンネルの利用種に関する研究は進んでおら
す，断⽚的な知見にとどまっている．そこで，モグラ類のトンネルを利用する動物相およびその利用状況
の詳細を把握することで，モグラ類と利用種の生態学的な関係解明を目指し，カメラトラップの活用を検
討した．本研究では，山形県山形市の畑地において，アズマモグラ（Mogera imaizumii）のトンネル側面
の一部を崩して自動撮影カメラ 1 台を設置し，トンネル内の撮影を試みた．畑地は面積が 200 ㎡程であ
り，周囲は住宅に囲まれている．8 日間の設置の結果，ヒミズ（Urotrichus talpoides）がほぼ連日の 15
回撮影され，1 日に複数回利用していることを把握できた．また，カメラトラップを仕掛けたトンネルで
は，モグラ捕獲罠により過去に繰り返しアズマモグラが捕獲されているが，ヒミズは捕獲されていない．
よって，本手法はトンネルの利用種やその利用状況の詳細を把握するうえで有効である可能性がある．本
研究により，トンネル利用をめぐるモグラ類の生態系エンジニアとしての機能がより一層注目されること
が期待される． 
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P071 

ユーラシア大陸⻄部に生息するヨーロッパケナガイタチにおける 
主要組織適合遺伝子複合体（MHC）クラス II に含まれる DRB 遺伝子の多様性 

〇⻄田 義憲 1, 堀 隼輔 2, Alexei V. Abramov3, Risto Väinölä4, Stanislava Peeva5, Evgeniy Raichev5, 増田 隆一 1 

（1 北海道大学 大学院理学研究院, 2 北海道大学 大学院環境科学院, 
 3Zoological Institute, Russian Academy of Sciences,  

4Finnish Museum of Natural History, University of Helsinki,  
5Department of Animal Production, Faculty of Agricultural Science, Trakia University） 

 
主要組織適合遺伝子複合体(MHC)は、ほぼすべての脊椎動物がもち、T 細胞に抗原を提示する糖タンパク質な

ど、獲得免疫系で重要な役割を果たすタンパク質をコードする遺伝子を多く含む。この領域内の個々の遺伝子
は、地域により異なる抗原などに対応すべく、それらとの共進化により高い多様性を維持してきたと考えられて
いる。本研究では、ユーラシア⻄部と北アフリカに生息し、愛玩動物フェレットの原種の一種と考えられるヨー
ロッパケナガイタチ（Mustela putorius）のうち、フィンランド、ロシア⻄部、ブルガリア集団を解析対象と
し、MHC class II DRB 遺伝子の抗原結合部位（ABS）をコードする exon 2 の塩基配列多様性を解析した。その
結果、19 種の対立遺伝子と 1 種の偽遺伝子が同定され、これらには広域に分布するものや特定地域にのみ分布す
るものが含まれていた。得られた 242 bp の塩基配列中には 1 カ所の組換え点と 2 カ所の正の自然選択を受ける
座位の存在が示唆され、分子系統解析により、ヨーロッパケナガイタチとイタチ科の他種の DRB 対立遺伝子との
間で種を超えた多型（trans-species polymorphism）が維持されていることも示された。以上の結果から、ヨー
ロッパケナガイタチの DRB 遺伝子は病原体駆動による平衡選択（pathogen-driven balancing selection）の下で
進化してきたと考えられる。  
P072★ 

占冠村圃場における大型哺乳類に対する被害対策の検証 
〇金井 大地 1, 直島 夕花 1, 浦田 剛 2, 小川 健太 3, 小野 貴司 4, 伊藤 哲治 1 

（1 酪農学園大学 野生鳥獣管理学研究室, 2 占冠村, 3 酪農学園大学 環境空間情報学研究室,  
4 酪農学園大学 農業環境情報サービスセンター） 

 

占冠村では 2022 年度よりニホンジカ（エゾシカ、以下シカ）によるデントコーンの食害対策として、
金属製の防鹿柵が一部の圃場に設置された。この対策によりシカの食害は大幅に減少したが、ヒグマによ
る食害や防鹿柵の破壊が発生している。本研究では、ヒグマの被害が発生した 4 つのデントコーン圃場に
て防鹿柵のみ、防鹿柵・3 段電気柵の併用柵（以下、3 段併用柵）、防鹿柵の柵上に 1 本電気柵を設置した
併用柵（以下、柵上併用柵）、および対策なしの 4 種類の条件分けした対策を行い、シカおよびヒグマ（以
下、大型哺乳類）への防除対策の有効性を検証した。各対策の効果を検証するためにドローン調査と自動
撮影カメラ調査を行った。ドローン調査は 2021〜2023 年の期間で行い各圃場の被害面積率を算出した。
自動撮影カメラ調査は 2023 年 7〜11 月に行い計 30 台を使用して大型哺乳類の圃場への出没状況を調査し
た。被害面積率を算出した結果、対策なしの圃場（6.12％）と比べて対策を施した全ての圃場は低く示
し、最も低い値を示したのは 3 段併用柵（0.43%）だった。このことから併用柵はヒグマも防除できる可
能性が見出された。しかし、ドローン調査や現地調査から対策した全て圃場においてヒグマによる被害が
確認された。今後の展望として、電気柵資材の見直しおよび設置方法の改善を行いヒグマの侵入を許すこ
とない防除対策を圃場に施工して評価する必要がある。 
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P073 

岩手県営運動公園における餌付けニホンリス(Sciurus lis)の食性 
〇齋藤 恵 1, 出口 義隆 2,3, ⻄ 千秋 4 

（1 岩手大学大学院総合科学研究科, 2 岩手大学農学部,  
3 岩手大学次世代アグリイノベーション研究センター, 4 岩手野生動物研究所） 

盛岡市内の岩手県営運動公園では来園者によるニホンリス(以下リスとする)へのクルミや落花生の餌付
けが日常的に行われており、公園側は張り紙で注意を促している。本研究では運動公園に生息するリスの
食性を調査し、餌付けがリスの食性に与える影響を検討した。 

調査は 2023 年 5 月から 11 月までの午前中に行った。調査開始から運動公園内を歩き、リス発見後は個
体追跡し、採食と貯食の観察、採食時間の計測を行った。途中でリスを見失った場合は次の個体を見つけ
て再び追跡した。 

運動公園にはクルミは植栽されておらず、リスは自然食物であるマツ類、草本類、菌類、給餌食物であ
るクルミの堅果、落花生の堅果などの 13 種の食物を利用していた。草本類、クルミ、落花生はいずれの月
でも、マツ類は 5 月を除いて採食が観察された。全採食時間に対する割合は９月以外の全ての月で給餌食
物が自然食物の採食時間を上回った。調査時間に沿って採食が観察されると仮定し、マツ類、クルミ、落
花生の採食時間についてカイ 2 乗検定を行ったところ、マツ類、クルミ、落花生の採食時間は、月による
有意な偏りがあり(ｐ<0.001)、マツ類は 8 月および 9 月、クルミは 5 月から 8 月まで、落花生は 5 月、7
月および 8 月に期待値より⻑かった。また、調査時間１時間あたりの貯食回数は給餌食物が自然貯食物よ
り多かった。以上のことから、岩手県営運動公園に生息するリスの食性は給餌物に大きく依存していると
考えられた。 

P074★ 

群⾺県北部におけるニホンジカの越冬地選択 
〇小笠原 すず 1, 森本 裕希子 2, 宇野 裕之 1 

（1 東京農工大学, 2 公益財団法人 日本自然保護協会） 

ニホンジカ（以下シカ）の個体数は各地で増加傾向にあり、農林業被害や自然植生への影響など様々な
悪影響を及ぼしている。シカによる被害を減少させるには冬期の捕獲による個体群管理が必要であるが、
そのためにはシカの越冬地の把握が重要である。越冬地選択に関する研究は各地で行われているが、シカ
侵入初期の低密度地域における越冬地の知見は不⾜している。加えて、生息地モデルを用いた越冬地の予
測後、その予測の正確性を評価した研究もない。本研究では、シカ低密度地域である群⾺県北部の 3 市町
村を対象として、⑴GPS データを用いた生息地選択の評価、⑵潜在的越冬地の予測、⑶痕跡調査による潜
在的越冬地の利用の評価を目的とした。生息地選択の評価には、2021 年 6 月〜2023 年 8 月に追跡された
成獣メス 2 個体の GPS データを用いた。測位データを夏期、冬期及び移動期に分類し、季節ごとにシカ
の利用の有無を目的変数、調査地の環境要因（積雪深、地形、植生等）を説明変数とした RSF（資源選択
関数モデル）による解析を行った。冬の生息地選択の結果を元に、調査地域全体の RSF 値（利用確率）を
予測し、潜在的越冬地の予測マップを作成した。さらに、予測マップを元に調査地点を任意に 50 地点程度
選定し、2024 年 4 月〜6 月に樹皮剥ぎやササの食痕、糞などを対象とした痕跡調査を行った。本発表で
は、生息地選択に影響する環境要因や、潜在的越冬地の予測マップの正確性について考察する。 
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P075 

ニホンジカ侵入初期におけるポテンシャルマップでみる生息状況調査結果
〇小野 司 1, 稲葉 史晃 1, 菅野 慎 1, 三橋 亜紀 1, 久門 美月 1, 榎本 拓司 1, 横山 典子 1, 東 祐生 2, 

土井 敏男 2, 岡田 篤 2 

（1 株式会社 野生動物保護管理事務所, 2 神⼾市環境局） 

六甲山系は兵庫県神⼾市の南東に位置する山塊であり、年間を通して多くの人が訪れる場所である。こ
れまで六甲山系ではニホンジカ（以下、シカ）の定着が確認されていないが、六甲山系の周辺地域ではシ
カの定着が確認されており、定着地域から六甲山系への侵入が懸念されている。また近年、六甲山系内で
オスジカが捕獲され、神⼾市灘区の市街地への出没も報告されている。六甲山系で定着が進んだ場合、市
街地出没による人⾝事故、下層植生の衰退による土砂の流出など多方面への被害が予想される。そのた
め、生息状況のモニタリングと早期の侵入対策が急務とされている。

本研究では、神⼾市によって実施された「ニホンジカによる生態系等への影響調査業務」において 2019
年度から 2023 年度までのセンサーカメラ調査や痕跡調査等によって得られたシカの生息情報を用い、
Maxent によりポテンシャルマップを作成した。また調査手法の特性によって調査環境には偏りが生じる
ため、Maxent により選択された環境要因（地形、植生、人工物等）について考察することで、シカ侵入
初期段階における調査手法や今後の六甲山系における対策について検討した。 

P076★ 

日本産イノシシと家畜ブタの頭蓋骨における成⻑様式の比較 
〇本堂 親紹 1,2, 遠藤 秀紀 1 

（1 東京大学総合研究博物館, 2 東京大学大学院農学生命科学研究科） 

イノシシ(Sus scrofa)は、ユーラシア大陸を中心とする広大な地域に分布する偶蹄類であり、家畜ブタの
野生原種である。約 10000 年に及ぶ人為的な淘汰の結果、家畜ブタの頭蓋骨はイノシシとは異なる形態学
的な特徴を獲得した。本研究では家畜ブタとイノシシの成⻑過程における形態学的変化を比較し、両集団
間の差異についてその要因を検討した。後⾅⻭列の萌出と咬耗の程度から 5 つの Age class に分類した日
本産イノシシ 146 個体、家畜ブタ 23 個体に対して 70 か所の計測項目を設定し、ノギスによる計測を行っ
た。得られた計測値に幾何平均値を用いた体サイズ除去を行い、主成分分析による比較を行った。その結
果、生後 6〜10 カ月齢の集団である Age classⅠから、生後 30〜34 カ月齢の集団である Age classⅢにか
けて、イノシシの顔面頭蓋は吻尾方向へ伸⻑し、両集団の形態は明確な違いを示したが、家畜ブタの顔面
頭蓋は伸⻑せず、Age class を問わずプロポーションが類似していた。顔面頭蓋の伸⻑がみられない家畜ブ
タの頭蓋骨は、相対的に脳頭蓋が占める割合が大きく、これは成体のイノシシよりも幼体のイノシシに類
似した特徴であることから、家畜ブタはイノシシのネオテニーである可能性が示唆される。幼体のもつ外
見的な未熟さが成体になっても維持されることが、人間の保護本能を掻き立てる要因となり、家畜化とい
う人為的な選択下で有利に働いた可能性が考えられる。
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P077 

大阪府能勢町における REST モデル適用によるアライグマの生息密度推定の試み 
〇吉岡 憲成 1, 幸田 良介 2, 石塚 譲 2, 原口 岳 2, 岸上 真子 1, ⽚石 隆斗 1 

（1 株式会社 KANSO テクノス, 2 おおさか環農水研・多様性） 
 

アライグマ（Procyon lotor）の生息密度モニタリングには、自動撮影カメラによる撮影頻度や捕獲個体
数の経時的な減少が指標として用いられてきた。しかし、撮影頻度は移動速度の情報が考慮に入れられな
いため密度指標として問題があり、また、捕獲数減衰を指標として用いた除去法は閉鎖系を仮定が必要が
あ、るという推定精度上の課題がある。そこで、自動撮影カメラから得られる滞在時間情報を用いた
REST 法によって、アライグマの生息密度推定精度の向上を図ると共に、除去法を適用可能な研究デザイ
ンとすることで両手法の比較・統合解析のための課題を検討した。 

2023 年 7 月から 12 月にかけて大阪府能勢町内 5 地域にカメラを各地域 10 基又は 15 基、計 70 基設置
した。捕獲期間 2 週間とインターバル 2 週間を併せて捕獲タームとし、各地域で捕獲を 4 ターム実施し
た。カメラは最大 20 秒の動画撮影設定とし、滞在時間を計測した。得られたデータに対してターム毎に
REST モデルを適用し、MCMC による事後分布を計算した。 

生息密度は地域間で異なっており、解析ターム間でも密度の増減が見られた。一方、アライグマへの
REST 法適用上は、対象種が樹上や水路、森林外の宅地等に潜み、カメラに写りにくい行動を示すことが
問題となる。今後、捕獲データを考慮した統合モデルや、行動調査による正味の活動時間推定によって密
度推定精度向上を図ることができると考えられた。 

P078★ 

価格から見る近代日本の毛皮動物と毛皮産業史 
〇安藤 日菜子 1, 森部 絢嗣 1,2 

（1 岐阜大学 自然科学技術研究科, 2 岐阜大学 社会システム経営学環） 
 

野生動物の毛皮は，古来より資源として⾝体保護や装飾に用いられてきた．日本では明治後期から毛皮
産業が興隆し，主要な貿易用品として盛んに毛皮が生産された．当初は野生個体の捕獲によって生産され
ていたが，需要が増加すると供給不⾜に陥り一部の毛皮獣が養殖された．先行研究では，キツネやタヌ
キ，ミンクなどといった各毛皮獣の養殖や毛皮産業史が総括されているが，毛皮産業全体を時間軸ととも
に統括したものはなく，産業の全体像は不明瞭である． 

本研究では，経済的データと毛皮獣捕獲数から明治から第二次世界大戦終戦までの毛皮産業史を体系づ
け統括することを目的とした．毛皮輸出入額及び国内の各毛皮動物における原皮価格を時間軸で整理し，
情勢や動物種で比定した． 

毛皮において輸出額は輸入額より高い傾向にあり，1937 年の輸出額は約 499 万円，輸入額は約 80 万円
だったが，1938 年には輸入額は約 228 万円，輸出額は約 124 万円と輸入額が上回った．これは 1938 年に
交付された国家総動員法をはじめとした戦時経済統制が影響したと考えられる．また，軍需品として多く
用いられたウサギ毛皮の価格は，装飾品として多く用いられたタヌキやキツネ毛皮の価格と比較して変動
が小さく，毛皮産業とそれに関わる動物は戦争に大きく翻弄された． 
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P079 

同所的に生息するニホンジカとニホンカモシカの生態的ニッチの比較 
〇森口 千晴, 宇野 裕之, 羽布津 直人 

（東京農工大学） 
 

近年、ニホンジカ（Cervus nippon）の分布域の拡大や高密度化に伴い、ニホンカモシカ（Capricornis 
crispus）の個体数の減少や生息地の変化が報告されている。この両種の間では、餌資源量が限定される条
件下においては生態的ニッチの重複が生じることが報告されており、同所生息地におけるシカの高密度化
がカモシカの生息にとって不利にはたらくと考えられる。 

この両種について、複数のニッチ次元について研究は行われてきたものの、各ニッチ次元同士の関係性
を直接評価した研究は行われていない。これを明らかにすることは、シカが生物多様性に及ぼす影響を評
価する上で重要であり、カモシカの保全の観点からも有用な情報が得られると考えた。本研究では両種の
主要な生態的ニッチの比較を行い、各ニッチ次元における重複の有無を明らかにすることを目的とする。 

群⾺県みなかみ町のシカの侵入と増加が進行する地域において、2023 年 7 月から 1 年間、カメラトラッ
プ調査と糞の採集調査を行なった。各カメラトラップ地点の情報と撮影頻度により生息地の選好性を
GLMM 等を用いて評価し、各撮影の時刻分布により活動パターンを比較した。また、糞分析により餌資源
の選好性を評価した。各解析は季節ごとに行い、各ニッチ次元における季節ごとの重複度を評価する。こ
れらの結果を踏まえ、両種の競争に着目し、ニッチ次元間の関係性について考察する。 

P080★ 

⻄表島におけるリュウキュウイノシシのヌタ場利用に関する研究 
〇小見山 萌子 1, 松林 尚志 1, 石垣 ⻑健 2, 田澤 陽太 1 

（1 東京農業大学, 2 元琉球大学） 
 

ヌタ場とは，イノシシやシカが体温調節や外部寄生虫から⾝を守るために体表に泥を塗る場所である。
そこは他の野生動物の飲水や採食、両生類の繁殖の場所にもなる、林内の重要な止水環境の一つであるこ
とが指摘されている（佐野ほか 2019）。ヌタ場の形成にはイノシシが大きく関わっているが、国内に生息
するイノシシの内、ニホンイノシシのヌタ場利用に関する研究がほとんどであり、リュウキュウイノシシ
については不明である。 

そこで本研究では、沖縄県⻄表島に生息するリュウキュウイノシシのヌタ場利用を明らかにすることを
目的として、ヌタ場 4 地点と獣道１地点での自動撮影カメラによる調査を行った。本発表では、ヌタ場を
利用するグループサイズ、季節性、そして日周性の結果について報告する。まずグループサイズは、単独
の成獣が全体の約 60％を占め、ニホンイノシシと類似していた。次いで季節性は、7 月から 9 月の夏季に
かけて利用が増加し、明瞭な季節性を示さないニホンイノシシと異なっていた。幼獣の出現は 5 月と 11 月
に増加した。また日周性は、夜間よりも昼間の利用が多く、夜間の利用が多いニホンイノシシとは異なる
傾向を示した。幼獣は昼間出現しピークは 12 時台であった。以上、本研究によって、⻄表島のリュウキュ
ウイノシシのヌタ場利用は、ニホンイノシシと比べてグループサイズは類似しているが、季節性・日周性
は異なることが判明した。 
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P081 

群⾺県嬬恋村に夏期滞在するニホンジカの NSD 解析に基づく季節移動パターン 
〇加藤 卓也 1, 森口 紗千子 1, 平川 亮太 1,2, 山田 雄作 3, 下田 優 4, 羽山 伸一 1 

（1 日本獣医生命科学大学, 2 株式会社 野生動物保護管理事務所, 3 株式会社 ROOTS,  
4 群⾺県鳥獣被害対策支援センター） 

 
群⾺県嬬恋村ではニホンジカ（Cervus nippon）による農作物被害が深刻化しているが、この集団は嬬恋

村に夏期滞在し越冬移動すると考えられている。その季節移動の詳細は不明であり、近隣地域と連携した
巨視的な管理を行う上で課題がある。本研究では、嬬恋村に夏期滞在するシカの Net Squared 
Displacement（NSD）解析を行い、季節移動パターンを明らかにすることを目的とした。 

嬬恋村において 2020 年から 2023 年までに麻酔銃で捕獲した成獣のシカに GPS 付首輪型発信機を装着
し、夏期を起点として翌年の夏期までの測位データが得られた 7 頭（雌 6 頭、雄 1 頭）を解析対象とし
た。NSD は基準地点から各地点までの直線距離の二乗であり、Bunnefeld et al.（2011）が提唱した NSD
解析の方法により一日毎の NSD の時系列変化から移動パターンを推定した。次に、夏期滞在地と越冬地に
おける行動圏の重複度やそれぞれの行動圏での滞在日数も併せて評価した。 

NSD 解析の結果、全ての個体で季節移動型のモデルが選択された。夏期滞在地の行動圏は越冬地との重
複はみられない一方、翌年の夏期滞在地との重複度は高いことが示された。それぞれの行動圏の滞在日数
はいずれも 30 日超であった。本研究では夏期滞在地及び越冬地における行動圏の環境要因の検討も試みて
おり、その結果についても報告予定である。 

P082★ 

食肉目動物の尾における比較解剖学的研究 
〇赤羽 ⻁太郎 1, 栗原 望 2 

（1 宇都宮大学大学院地域創生科学研究科, 2 宇都宮大学農学部） 
 

【背景・目的】食肉目動物の尾は、種により様々な機能を有しているが、尾に関する知見は少ない。本
研究では、種間での尾の機能的差異がどのように生み出されているかを明らかにするため、尾でバランス
を取りながら綱渡りするハクビシン(Paguma larvata)と後肢で直立する際に尾を使用すると考えられるア
ライグマ(Procyon lotor)を比較解剖した。 

【材料・方法】害獣駆除されたアライグマ 2 個体、ハクビシン 1 個体の尾および骨盤周辺を解剖した。
各筋の同定を行いながら、起始・停止を確認した。 

【結果・考察】尾部は、両者において左右 6 対、計 12 本の筋と骨盤と尾を結ぶ骨盤底筋群により構成さ
れていた。両者共に、背側部の筋は、胸腰筋膜の下層で多裂筋から連なり形成されていたことから、尾を
使い姿勢と体軸を安定させていることが示唆された。一方、外背側仙尾筋と外腹側仙尾筋における筋腹の
停止範囲には差異が見られた。アライグマでは、外背側仙尾筋と外腹側仙尾筋の筋腹が、尾の根元付近か
ら最終尾椎にかけて尾椎ひとつひとつに停止していたが、ハクビシンでは尾の根元付近には停止していな
かった。このことから、アライグマの尾は近位部から細かく挙上・下垂させられるが、ハクビシンの尾は
近位部では大きく湾曲させることしかできないと考えられる。また、尾腹側横突間筋の筋腹数の差異か
ら、ハクビシンの方が、アライグマよりも横側と腹側方向への細かい屈曲が可能であると考えられる。 
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P083 

非侵襲的手法（３D スキャンと X 線 CT スキャン）と、侵襲的手法（解剖）を基にした  
スジイルカ Stenella coeruleoalba 漂着個体に見られた左上顎吻部の欠損の記載と検討 

〇丸山 啓志 1, 古山 歩 2,3, 船坂 徳子 2, 松岡 廣繁 4 

（1 千葉県立中央博物館, 2 三重大学, 3 四日市大学, 4 京都大学） 
 

2019 年 4 月 19 日、三重県南伊勢町五カ所浦海岸にスジイルカ Stenella coeruleoalba１個体（オス、体
⻑ 225.9cm）がライブストランディングし、同日中に死亡した。本個体には左上顎の一部に外傷因の欠損
が認められた。吻端近くの左側部に前後⻑ 5 ㎝程度のえぐれた部分が存在する。ただしその傷跡は治癒
し、完全に治癒した傷口周辺にはクジラジラミやエボシガイ類といった寄生生物が見られた。本研究で
は、この吻部欠損の原因と治癒状態を検討 するため、事前に非侵襲的手法（LiDAR による３D スキャンと
X 線 CT スキャン）によって、外部形態及び内部形態の 3D データを取得した。その結果、エボシガイ類の
付着部位並びにクジラジラミ（Isocyamus 属）の 3 次元分布を記録できた。X 線 CT スキャンによる内部
構造のデータからは、吻部の欠損は左の上顎骨及び前上顎骨に限定的であることが明らかとなった。この
データを基に解剖を行った結果、傷口周辺の吻端に近い左上顎の 3 本の⻭は⻭槽から外れ、皮膚組織のみ
で支えられ、やや水平方向に傾いていた。外傷は左上顎骨及び前上顎骨に及んでいたが、これは治癒し、
一部骨組織の不定形な増殖が見られた。一方で、他の骨や軟体部については目立った異常はなかった。こ
のことから、今回の個体の死因が欠損した吻部による可能性は低いと考えられる。今後，同様の漂着事例
でも非侵襲的方法と侵襲的方法を組み合わせ、多くのデータを蓄積し、症例検討へと役立てたい。 

P084★ 

ルートセンサス法を用いた沖縄島北部におけるケナガネズミの出現傾向の年間比較 
〇大賀 優斗, 小林 峻 

（琉球大学） 
 

ケナガネズミは中琉球固有の齧⻭目である。本種は 2000 年代前半までは目撃数が少なかったが、2010
年頃から目撃情報が増加したとされている。2012 年から 2015 年に沖縄島北部の舗装道で行われたルート
センサスで、本種の出現個体数の記録が行われているが、その後同様の調査は行われていない。本研究で
は先行研究と同じセンサスルートで調査を行い、出現個体数や出現場所を先行研究と比較することを目的
とした。本研究では、2023 年 10 月から各月 5 日、先行研究と同じ 28.5 km のセンサスルートを、日没後
に原動機付自転車で約 20 km/h で走行し、ケナガネズミの出現地点、環境（道路、樹上、その他）、齢を
記録した。年間比較の他、10 月から 3 月を繁殖期、4 月から 9 月を非繁殖期として季節間の比較を行っ
た。年間比較の結果、1 回の調査あたりの平均出現個体数は、2023 年から 2024 年の調査結果と過去の調
査結果に大きな違いはなかった。繁殖期と非繁殖期に分けた場合も、１調査あたりの出現個体数は過去の
調査結果と大きな違いはなかった。幼獣は繁殖期にのみ観察された。これらの結果は、先行研究が実施さ
れた 2012 年から 2015 年と本研究を実施した 2023 年から 2024 年で、調査範囲内のケナガネズミの個体
数が大きく変化していないことを示唆している。また、出現した環境は路上が最も多く、夜間の通行に注
意が必要と思われる。 
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P085 

コウベモグラ Mogera wogura の陰茎⻲頭と陰核⻲頭の外部形態（予報） 
〇紺野 弘毅 1, 小林 秀司 2 

（1 池田動物園(株), 2 岡山理科大学理学部動物学科） 
 

コウベモグラ Mogera wogura (以下、コウベ）の雌は、雄性ホルモンを産生する卵精巣を持ち、陰部に
陰茎様陰核（peniform clitoris）と呼ばれる肥大化した陰核があるとされている。これまでコウベを含めた
モグラ科 Talpidae の一部の種では、雌の陰部にある突出部を陰茎様陰核と考えていた。しかし、組織学
的および三次元的観察から、突出部は包皮であり、陰核は包皮内に収容されていた。このためコウベの突
出した包皮を陰茎様陰核と誤認していた可能性がある。本研究は、肉眼解剖によってコウベの雌性生殖器
と雄性生殖器の外部形態を比較し、卵精巣と陰茎様陰核を踏まえてモグラ類の雄性化の理解を深めること
を目的とした。   

コウベの陰部の突出部は体毛が生えた包皮であり、陰核⻲頭は包皮内に収容されていた。陰茎⻲頭と異
なり、陰核⻲頭は遠位先端を除く腹側面が包皮と癒着していた。また、包皮の⻑さや陰核⻲頭腹側面の遠
位先端と包皮の癒着状態は、個体の齢や繁殖状態によって異なっていた。2022 年度大会で、コウベを含む
3 種の二ホンモグラ属 Mogera の陰茎⻲頭を形態的特徴から 3 つの発達段階に区別したが、コウベの陰核
⻲頭は陰茎⻲頭の TypeⅠに形態的特徴が類似するものの、発達段階を明確に区別することはできなかっ
た。このため、陰核⻲頭は陰茎⻲頭のように外部形態が変化する可能性は低いと考えられる。 

P086★ 

ハクビシンの前肢における解剖学的研究 
〇菊地 陽哉 1, 栗原 望 2 

（1 宇都宮大学大学院 地域創生科学研究科, 2 宇都宮大学 農学部） 
 

ハクビシン（Paguma larvata）は、細いワイヤーや弛んだロープの上を歩いたり、垂直な雨どいのよう
な爪の掛からない箇所を登攀したりすることができる。このような把握能力を解剖学的に明らかにするた
め、前肢の屈筋の比較解剖を行った。 

ハクビシン 3 個体、タヌキ(Nyctereutes procyonoides)１個体、アナグマ(Meles anakuma)１個体の前
肢を用いた。タヌキ、アナグマでは⻑掌筋腱は明瞭に分岐し、第２，３，４指の基節骨底に停止していた
が、ハクビシンの⻑掌筋腱は掌球に停止していた。このことから、指の屈曲を行わず、 掌球を緊張させる
ことで、把握を可能にしていると考えられる。タヌキ、アナグマの浅指屈筋橈骨頭の筋腹の大きさは同程
度であったが、 ハクビシンでは他の２種と比較して大きな筋腹を持っていた。これは、ハクビシンの浅指
屈筋橈骨頭は⻑掌筋に代わって指の屈曲を補うために筋腹が大きく発達していると考えられる。また、ハ
クビシンにのみ、浅指屈筋より浅層、⻑掌筋より深層に位置し、手根骨から起始して第４，５指 の基節骨
底に停止する筋が見られた。この筋は対立筋のような働きをし、収縮によって指と手根部を近づけること
によって把握を可能にしていると考えられる。これらのハクビシンの筋構造は樹上適応の結果と言える。 
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P087 

ヒグマの背擦りの複雑さは何によって決まるのか？ 
鈴木 亜室, 向 ひな胡, 山田 穂, 大越 光, 豊島 尚章, 〇佐藤 喜和 

（酪農学園大学） 
 

ヒグマは，個体間のコミュニケーション手段として，木の幹に背中を擦り付ける「背擦り」を行うこと
が確認されている．「背擦り」は４月上旬から始まり，６〜７月をピークに 11 月頃まで確認されているこ
と，メスよりもオスに多く見られることから繁殖に関連して行われている可能性があることが示唆されて
きた．また，ヒグマの成獣オスは，繁殖期に背部脂腺から油脂性の物質を分泌すること，また「背擦り」
痕の匂いを様々な性齢クラスの個体が嗅ぐことも明らかにされていることから, 「背擦り」は，匂いコミ
ュニケーションのためのマーキング行動であると考えられている．この背擦りマーキングについては，そ
の持続時間や複雑さに地域差があることがしられている．そこで本研究では，北海道内の 5 つの地域でカ
メラトラップを用いて「背擦り」と「匂い嗅ぎ」を撮影し，持続時間や複雑さの定量化を試みた．その結
果，カメラトラップで撮影される頻度が高い地域であるほど「背擦り」が⻑く複雑である傾向が見られ
た．生息密度が高いほど，自⾝の存在を主張するために複雑な匂い付けが必要とされる可能性がある． 

P088★ 

日本産偶蹄類 3 種における CT スキャン画像による蹄の形態学的特徴 
〇居樹 希実 1, 小畠 結 2, 村上 麻美 2, 森部 絢嗣 3,1 

（1 岐阜大学 自然科学技術研究科, 2 岐阜大学 応用生物科学部 共同獣医学科,  
3 岐阜大学 社会システム経営学環） 

 

蹄は体を支持するだけでなく，移動時に地面や岩に接する主要部位であり，山間域での優れた登攀能力
に有用な役割を果たしている．日本に生息している偶蹄目シカ科のニホンジカ Cervus nippon (以下，シ
カ)と同目ウシ科のニホンカモシカ Capricornis crispus (以下，カモシカ），イノシシ科のイノシシ Sus 
scrofa は 1 脚に 2 蹄の主蹄と，主蹄の後背位に 1 対の副蹄があり，地面に残された⾜跡は酷似している．
蹄は体躯を支えると共に環境と接する機能的要素を有することから，偶蹄類の適応進化を解明する一部位
と考える．生息環境の差異は，環境と接する蹄部分にも形態的な違いがあると考えた．そこで本研究で
は，日本産野生偶蹄類 3 種を対象として，CT スキャン画像を用いた蹄の形態計測ならびに体重や性別等に
応じた蹄の成⻑パターンを解析し，主に蹄部骨格の形態学的特徴を明らかにすることを目的とした．蹄試
料はシカとカモシカが岐阜県で，イノシシは島根県で捕獲された個体から採取し，分析まで冷凍保存し
た．カモシカは，シカと比較すると副蹄内の骨は小さいが軟部組織の割合は大きかった．カモシカはシカ
より急峻な場所に生息しているため，カモシカの副蹄はストッパーの様な役割を担っていると考えられ
る．イノシシは他の 2 種と比較し，副蹄は完全な骨格的基礎を有していた．今後，他の偶蹄類との比較に
よる体系的な位置づけが必要である． 
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P089 

メスの第二次性徴をもつオスのニホンジカ：一例報告 
〇樋口 尚子 1, 田中 和明 2, 子安 ひかり 2, 大⻄ 信正 3, 菊水 健史 2, 南 正人 1,2 

（1NPO 法人生物多様性研究所あーすわーむ, 2 麻布大学, 3(株)生態計画研究所） 
 

動物の雌雄を判別する基準となる形質である性徴は、生殖器官の差異である第一次性徴、それ以外の形
態形質の差異である第二次性徴、行動などの差異である第三次性徴に分けられる。ニホンジカ（Cervus 
nippon）は哺乳類の中でも特に第二次性徴の雌雄差が大きく、体サイズだけでなく角やたてがみの有無な
どにおいて顕著な性的二形を示す。宮城県金華山島に生息する個体識別されたニホンジカ集団において、
特異な性徴をもつ個体が発見された。当該個体は 2016 年にオスの外部生殖器を持って生まれたが、成⻑
に伴い角やたてがみのないメス様の第二次性徴を発現した。また、第三次性徴もメス様のものであった。
同ニホンジカ集団において我々がこれまでに観察してきた個体のうち、第二次性徴が顕著に現れる 2 歳ま
で生存した個体は 701 個体（オス 370 個体、メス 331 個体）存在したが、同様の個体は他に確認されてい
ない。特異な性徴の個発例の原因としては一般に、染色体異常、遺伝子の変異、発生過程の障害などが考
えられる。そこで、当該個体の糞から抽出した DNA を用いた性鑑定と糞中テストステロン濃度の測定を行
った。それらの結果、当該個体は Y 染色体上に存在する遺伝子を保有し、そのテストステロン値はオスの
第二次性徴をもつ一般的なオスと近い値であることが確認された。 

P090★ 

スジイルカ Stenella coeruleoalba の炭素・窒素安定同位体比分析における組織代替利用の可能性 
〇塚田 秋葉, 船坂 徳子, 淀 太我, 古山 歩 

（三重大学生物資源学研究科） 
 

鯨類からの生体試料の採取では，全個体で同一組織を収集できるとは限らず，単一組織に統一すると安
定同位体比分析に使用可能な試料数は減少する．しかし，組織間の同位体比（δ¹³C と δ¹⁵N）の差異の個体
差が⼗分に小さければ，ある組織の同位体比を他組織の同位体比で代替することができる．そこで，複数
組織の同位体比における組織間差と個体差を比較し，代替利用の可能性を検討した． 

2023 年 9 月から翌 2 月に鯨類追込網漁業で得られたスジイルカ 28 頭の肝臓，腎臓，血漿，赤血球，表
皮，筋肉，脂皮の外層を乾燥，粉末化，脱脂して同位体比を分析した．ただし脂皮の δ¹³Ｃは脂皮から抽出
した油脂をガラスフィルターに吸着して分析した．組織間の同位体比差は応答変数に各同位体比，予測変
数に組織，体⻑，性別，ランダム効果に個体を用いた線形混合モデルを作成し，尤度比検定で変数選択を
行い，モデル予測値から算出した．また，個体差は C-N マップ上で同一個体の同位体比を結ぶことで評価
した． 

予測変数には組織のみが選択された．組織間の δ¹³C の差は最小値が 0.02‰（血漿-腎臓間），最大値が
7.83‰（脂皮-肝臓），δ¹⁵N では最小値が 0.01‰（肝臓-血漿），最大値が 2.54‰（脂皮-表皮）であった．
個体差は赤血球-血漿，赤血球-腎臓，赤血球-肝臓，脂皮-表皮，脂皮-筋肉で小さく，これらの組織間で同
位体比を代替できる可能性が考えられた． 
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P091 

エゾシカ肉の肉質管理に向けた目標となる放血レベルの検討
〇⻲井 利活 1, 松浦 友紀子 2, 若松 純一 3, 山浦 歩 3 

（1 北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所, 2 一般社団法人 エゾシカ協会, 
3 北海道大学農学部） 

食肉中の残存血液は肉質に悪影響を及ぼす。そのため、家畜のと畜処理では確実な放血処理が求められ
る。本研究では、野生エゾシカの食肉としての資源化を促進する上で必須となる肉質管理の基盤整備を目
的として、そのとさつ時の目標値となる体重あたりの放血割合及び筋肉中の残存血液量を検討した。 

調査では約９ヶ月の一時飼育後に家畜に準じた放血処理（電撃による失神後、心臓が動いた状態で動脈
弓付近を切開）がされた野生エゾシカ 12 頭（1 歳オス）を供試し、とさつ時に体重及び放血量を記録し
た。その後、24 時間以上冷却及び懸吊した後、食肉部位である半膜様筋及び最⻑筋を採取し、残存血液量
の指標として筋肉中のヘモグロビン含量を測定した。 

その結果、平均体重は 51.1±4.8 kg、平均放血量は 1.8±0.2 kg、体重あたりの放血割合は平均
3.54±0.34%であり、家畜と同程度だった。また、筋肉中のヘモグロビン含量は半膜様筋では平均
1.290±0.248 mg/g、最⻑筋では平均 1.277±0.213 mg/g であり、銃で捕殺されたエゾシカの既報値に比べ
て約 60%だった。 

以上より、本供試個体はいずれも⼗分に放血された状態だったことが確認され、エゾシカにおいて放血
量は体重比 3.5％、筋肉中のヘモグロビン含量は 1.2-1.3 ㎎/g 程度が目指すべき放血レベルであることが
示唆された。 

P092★ 

冷温帯における積雪状況に応じたニホンノウサギの採餌行動 
〇佐藤 快, 斎藤 昌幸 

（山形大学） 

草食動物であるノウサギにとって下層植生は、採餌場として重要な機能を果たしている。冷温帯の積雪
地域では、冬季に下層植生が雪に埋まるため、一部の餌植物へのアクセスが難しくなる。冬季の間でも積
雪状況は時期や場所によって異なるため、ノウサギは積雪の変化に応じた採餌行動を取っていると考えら
れるが、⼗分には評価されていない。本研究では、積雪状況に応じたニホンノウサギの採餌戦略を評価す
ることを目的とした。 

調査は、2024 年１月から 3 月にかけて山形県鶴岡市および⻄川町で行った。雪上に残ったノウサギの⾜
跡を追跡し、食痕と⾜跡から採餌場を発見したら位置情報と採食物を記録した。また、非採餌場を評価す
るために、⾜跡を追跡する際におよそ 10 m ごとに位置情報と採餌可能な範囲にある採食されなかった植
物を記録した。採餌場と非採餌場では、植物以外に積雪深、斜度、上空の開放状況も記録した。 

ノウサギの⾜跡を追跡した結果、12 日間の計 4 km の調査で 170 地点の採餌場を発見した。なお、本研
究で追跡した積雪の範囲は、わずかに⾜跡が確認できる程度の 0 cm から最大 350 cm あった。採食された
植物は 47 種で、多い順に、ミツバアケビ、ブナ、ササ類であった。今後、データ解析を進め、積雪状況に
応じてノウサギがどのような採餌行動を示しているのか議論する予定である。 
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P093 

GPS データ解析システム TimelineAnalyser の紹介 
〇平川 浩文 1, 瀧井 暁子 2, 泉山 茂之 2, 村松 大補 3, Marcelo Gordo4 

（1 無所属, 2 信州大学山岳科学研究拠点,  
3 京都大学野生動物研究センター・奈良教育大学自然環境教育センター, 

4Federal University of Amazonas(アマゾナス連邦大学)／ブラジル） 

GPS 技術が野生動物の研究にも適用されるようになって四半世紀が経とうとしている。VHF 電波を用
い、人がアンテナを持って三角法で測位していた時代と比べて、GPS により得られるデータは質量ともに
圧倒的で、そこには豊富な情報がある。しかし、ハード面の発達に比べて、この宝の山から情報を引き出
す技術、ソフト面の発達は必ずしも⼗分ではない。VHF 時代同様、どこどこへ行ってました、どの範囲を
使っていました、程度で終わっている解析が今も見受けられる。 

本発表では、ここ 10 年ほどかけて開発してきた GPS データ解析システム TimelineAnalyser を紹介す
る。本システムはデータの整備から分析までを一貫して担う。その特徴は、1）エクセルで分析が完結する
こと、2）対話的に処理が進むこと、3）欠損も意味あるデータとして扱うこと、4）分析は基本として時間
軸上で行うこと、などである。測位間隔一定のデータが対象であるが、データ欠損による間隔の乱れはあ
ってよく、測位間隔の異なる期間の混在もある程度許される。GAP 法、重心距離法、時空間密度法などの
新たな手法が組み込まれている。結果の一部は Google Earth に出力する。これまでシカ・クマ・ナマケモ
ノなどで分析実績がある。本システムにより、誤差の多いナマケモノのデータで外れ値の的確な除外やシ
カの出産日時・場所の推定などが可能となった。

P094★ 

フォトグラメトリー3D モデルを用いたニホンジカ枝角形態の地域集団間比較
〇野田 昌裕 1, 久保 ⻨野 2, 森 健人 3, 高槻 成紀 4, 遠藤 秀紀 5 

（1 京都大学大学院人間・環境学研究科, 2 東京大学大学院新領域創成科学研究科,  
3 一般社団法人路上博物館, 4 麻布大学いのちの博物館, 5 東京大学総合研究博物館） 

日本列島の様々な地域に生息するニホンジカは、枝角の形態変異と生息環境の関係を考える上で適した
研究対象である。本研究では、フォトグラメトリー法による高精度な枝角 3D モデルの作成法を確立した
上で、地域集団内・集団間で枝角の形態変異を定量的に捉えることを試みた。 

フォトグラメトリー法で作成した枝角 3D モデルの精度を評価するために、ノギスによる枝角の実測値
とモデル上での計測値を比較した。またモデルに使用する写真の枚数がその精度にどの程度影響を与える
のかを検証するために、使用枚数の異なる 4 種類のモデルを作成し併せて比較した。その結果、いずれの
枚数モデル・計測値においても実測値との差が 1%未満となり、少なくとも 64 枚以上あればモデルの精度
に影響しないことが示された。 

次に日本全国 16 地域の集団、合計 128 個体の枝角 3D モデルを作成し、枝角形態の比較を行った。岩手
などの本土集団では枝角全⻑と体積が同じ割合で増える一方で、宮城県金華山島の集団は⻑さに比して体
積が小さかった。また枝角全⻑と各枝の⻑さの間には等成⻑の関係が示され、特定の枝を伸ばすような自
然選択が生じていない可能性が示唆された。さらにニホンジカ種内集団間では、体サイズ（頭骨⻑）が大
きくなる以上に枝角が⻑くなる関係が示された。既往のシカ類の種間比較研究との対比から、ニホンジカ
地域集団間で性淘汰の強さに違いがある可能性が示唆された。 
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P095 

スナメリ Neophocaena asiaeorientalis の胃内容物分析における深層学習を利用した
魚類⽿石の種判別の試み 

〇古山 歩, 船坂 徳子 
（三重大学大学院生物資源学研究科） 

胃内容物分析は生物の食性解析のための最も基本的な手法の一つである．鯨類においては，餌生物の同
定は胃内に残留した魚類⽿石などがよく用いられるが，その同定には専門的な知識や経験が必要とされ
る．そこで本研究では，より簡便な胃内容物分析の実施を目指し，深層学習モデルを用いた魚類⽿石の種
判別の可能性について，スナメリへの適用を想定した検証を行った． 

スナメリの胃内から確認されている魚類 17 種の⽿石を収集した．⽿石は実体顕微鏡およびスマートフォ
ンのマクロ撮影モードを用いて写真を撮影した．撮影した⽿石画像を元に，ニューラルネットワークライ
ブラリ Keras により，魚種を判別するモデルを作成した. また，三重県にて漂着・混獲したスナメリから
胃を採取し，従来の胃内容物分析を行うとともに，作成したモデルによる種判別を行った．

作成したモデルのテストデータ検証における正確率は 74.5％であった．テストデータの予測結果では，
17 種のうち 13 種で正答率が 60％以上を示したが，4 種については正答率が 50％未満であり，モデル内で
の正答率に種間で差がみられた．作成したモデルをスナメリの胃内容物に適用したところ，従来法との一
致率はテストデータでの正答率より低下し，これは胃内での⽿石縁辺の溶解が原因と考えられた．今後は
正答率が低い種についての精度向上と著しく溶解した⽿石を想定した教師データの収集が必要である． 

P096★ 

芦生の原生林における森林タイプと天候がコウモリの活動に及ぼす影響 
〇Fay Taylor, Heungjin Ryu, Lina Koyama 

（京都大学） 

Japan’s bat species are globally important as 40% of species are endemic, making studying Japanese 
species vital for protecting biodiversity. However, many lack basic ecological information. Within Kyoto 
University’s Ashiu Research Forest, its mosaic of woodland may be the key to valuable habitat for 
threatened and rare species due to an abundance of roosting trees and insect diversity. 

This is the first bat-focused acoustic study within Ashiu. The aim was to elucidate the basic ecology 
of bats in Ashiu, focusing on their usage of different vegetation types. We investigated bat activity in 
different forest types from May-November 2023 using acoustic devices. Sites were selected in 
broadleaf and conifer dominated patches, and temporal changes in the habitat use, and the influence 
of weather on bats' activity were compared between sites. Activity levels varied throughout the season 
in different weather as well as between the two habitat types. Spikes of activity were also observed at 
different times of the year in each habitat type. Our results suggest that bats may use different 
habitats in different weather conditions and utilise them at different times of year. 
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P097 

ニホンザルの生息地選択は和歌山県の地域ごとにどのような違いがあるか？
〇林 航平, 三木 清雅 

（株式会社野生動物保護管理事務所） 

和歌山県の中山間地域ではニホンザル（以下、「サル」）の群れの農地への出没が増加しており、特に果
樹園で被害が深刻化している。特に、県北部〜県南部の田辺市以北 では柑橘類の栽培が盛んであり、被害
も大きい。一方で、県南部の東牟婁地域では、柑橘類の栽培はほとんどされていない。そのため、地域に
よってサルの生息地の選好性が異なると考えられた。本研究では、県内のサルの行動特性と地域ごとの生
息地選択を明らかにするため、サルに装着した GPS 首輪のデータを解析した。解析対象の群れは県中部に
分布する群れ 3 群と県南部に分布する群れ 3 群（うち東牟婁地域 2 群）の計 6 群である。データの解析は
①行動圏の推定②推定された行動圏を基に生息地選択、の 2 つを実施した。行動圏の推定には dynamic
Brownian Bridge Movement Model（dBBMM）を使用して、詳細な行動圏を解析した。生息地選択に
は、目的変数を GPS 首輪の測位点とランダム点の二値、説明変数に GPS 首輪の測位点とランダム点から
植生カテゴリー（落葉広葉樹林、常緑広葉樹林、植林地、田畑、果樹園、市街地等、水域、その他植生）
までの距離とした一般化線形混合モデル（GLMM）を用いた。解析の結果、県北部〜県南部の田辺市以北
の群れでは果樹園を選択的に利用していることが示唆された 。本研究の成果は、和歌山県の各地域におけ
るサルの行動特性を理解し、被害軽減策の策定に寄与することが期待される。

P098★ 

テナガザル科における内喉頭筋群の 3D 形態モデルを用いた比較
〇八神 未千弘 1, ⻄村 剛 2 

（1 京都大学ヒト行動進化研究センター, 2 大阪大学人間科学部） 

テナガザル科は音声が通りにくい東南アジアの熱帯雨林の中で，ピッチを繰り返し大きく変化させて
朗々と歌う「ソング」という特異的な音声行動で知られている．音声のピッチは，音源をつくる声帯の振
動数で決まり，その伸縮により変化する．声帯は甲状軟骨と披裂軟骨を結ぶ．その伸縮は，主として，輪
状甲状筋（CT）と後輪状披裂筋（PCA）の働きによる喉頭の軟骨間の位置変化により調整される．本研究
では，テナガザル科 4 属 7 種を含む霊⻑類 14 属 17 種 の摘出喉頭標本を，マイクロ MRI などで撮像し，
その連続高精細画像を用いて喉頭軟骨と内喉頭筋の 3D モデルを構築して，形態比較を行った．ヒトを含
む他の霊⻑類の CT は，甲状軟骨の下縁に停止する．一方，テナガザルの CT は，それを超えて，側板の内
外側面上方や下角の内側面にかけて広く停止し，ひじょうに⻑い．さらに，テナガザルの PCA は他の霊⻑
類と比べて肥厚する．これらテナガザルの派生的特徴は，声帯を大きく伸縮させ、かつ、それを繰り返す
のに適応的と考えられる．つまり，⻑い CT の収縮により，甲状軟骨を大きく動かして声帯をより大きく
前方へ伸⻑させる。一方で，肥厚した PCA は、声帯と共に前方へと引かれる披裂軟骨を、その収縮により
後方へと力強く固定し，声帯を大きく伸⻑させるのに寄与する．また，拡張、肥厚した筋は、それぞれの
筋にかかる単位面積当たりの負荷を小さくさせるので，繰り返し声帯を伸縮させるのに適している． 
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P099 

農作物を食べるニホンジカは⺟も子も体が大きくなる？世代を超えた影響の検討 
〇秦 彩夏 1, 佐伯 緑 1, 小坂井 千夏 1, 中下 留美子 2, 深澤 圭太 3, 中島 泰弘 4, 村田 遼大 5, 

原田 裕生 5, 高田 まゆら 5 

（1 農研機構・畜産研, 2 森林総研, 3 国環研, 4 農研機構・分析研, 5 中央大） 

農作物は質が高く空間的にも集中して分布するため、野生動物にとって好適な食物資源になる。近年発
表者らは、ニホンジカにおいて農作物採食が若齢メスの成⻑を促進し、その結果妊娠率が上昇する早熟化
現象を引き起こすことを明らかにした。しかし、農作物採食が成⻑のどの段階に具体的に寄与するのか、
さらにこれらの影響に性差が存在するのかは不明である。また⺟シカの農作物採食が子の成⻑に影響をも
たらすかは明らかでない。そこで本研究では農作物採食が成⻑に与える影響について性差を考慮して検討
するとともに、胎子への影響についても検討した。 

個体の農作物依存度の指標として鼻甲介の窒素安定同位体比（δ15N）の値を用い、頭蓋骨最大⻑の成⻑
曲線を基に初期成⻑あるいは最大到達サイズにもたらす影響について検討したところ、メスでは初期成⻑
と最大到達⻑のいずれか、または両方に農作物依存度を組み込んだモデルが成⻑予測に寄与すると考えら
れた。一方オスでは農作物依存度が必ずしも成⻑予測に寄与するわけではないと考えられた。さらに⺟親
の農作物依存度と年齢が高いほど胎子の後⾜⻑が大きくなる傾向がみられた。得られた結果から、農作物
採食はメスの成⻑速度の上昇に寄与するだけでなく、⺟体内で次世代の成⻑も促進する可能性が示唆され
た。 

P100★ 

上高地におけるニホンジカの利用実態 
〇藍原 有紀乃 1, 瀧井 暁子 2, 泉山 茂之 2, 大窪 久美子 3 

（1 信州大学大学院, 2 信州大学山岳科学研究拠点, 3 信州大学農学部） 

上高地では 2014 年に初めてオスジカが初めて確認され、以降毎年ニホンジカが確認されている。大正
池〜小梨平で採食植物種の調査が行われているが、小梨平より北部におけるニホンジカの詳細な利用状況
は明らかになっていない。そこで上高地におけるニホンジカの利用状況を明らかにすることを目的として
センサーカメラ調査、植生調査および食痕調査を行った。2023 年度に徳沢地区 3 地点、2024 年度に大正
池、六百沢を加えた計 5 地点でセンサーカメラは各地点に 2 台ずつ設置した。植生調査は 50ｍ×10ｍのコ
ドラードを設定し、樹種・株数・胸高直径等を記録した。食痕調査は 2ｍ×2ｍコドラードを 25 プロット設
定し、被度、全生育植物種と食痕のある植物種及び食痕数、種ごとの食痕レベルを記録した。センサーカ
メラ調査の結果、2024 年 4 月末からニホンジカの利用が確認され、6 月には当歳仔を確認した。撮影頭数
は 7 月に最も多く、11 月まで毎月撮影された。食痕数や食痕レベルは調査地点や季節により異なった。徳
沢地区において最も食痕数の多かった種はウワバミソウで、ウワバミソウが生育しない 5 月に優占するニ
リンソウに最も多くの食痕が確認された。食痕レベルは全期間でツリバナ、カントウマユミが高く矮小化
が見られた。センサーカメラ調査の結果からニホンジカは春季〜秋季にかけて採食場所として利用し、6
月に当歳仔が撮影されたことから、上高地が出産場所として利用されていることが示唆された。
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P101 

島嶼化のアナグマたち：前肢の機能形態に基づく日本列島に生息したアナグマ属の絶滅種と 
現生種の差異 

〇Dangerfield Emma1, 木村 由利 2 

（1 筑波大学, 2NSNM） 

Dispersal from mainland to island environments can result in ecological and behavioral adaptations 
among many mammals. Meles, a genus of badgers, dispersed from Europe to the Japanese 
archipelago. An analysis of their forelimb bones, which contain muscles vital to the digging process, is 
essential to furthering our understanding of the morphological changes the modern Japanese badger, 
Meles anakuma, and the extinct, Meles leucurus kuzuuensis, underwent following their dispersal and 
isolation. Therefore, a comparative study of both extinct and extant badgers was undertaken. Over 300 
humerus and ulnas were three-dimensionally scanned and landmarks placed on each bone were 
examined in PCA plots for further statistical analyses. Variations in forelimb morphology, particularly 
the humerus epiphysis and ulna olecranon process curvature, showed an overall increase in the digging 
ability of modern Japanese badgers. M. l. kuzuuensis preserved more similar features with M. meles 
compared to M. anakuma, which suggests M. anakuma is further adapted to Japan’s island 
environment and that understanding changes in behavioral adaptations could unveil the story behind 
M. l. kuzuuensis extinction.

P102★

京都府及び滋賀県におけるホンドテン（Martes melampus melampus）の春季の食性 
〇澤田 集一朗 1, 渡辺 茂樹 2, 福永 健司 2, 金子 弥生 1 

（1 東京農工大学, 2ASWAT） 

近年、近畿地方ではホンドテンによる家屋侵入被害が問題となっている。近畿地方の本種の学術的知見
は奈良県、京都府における食性についての報告があるが、情報が⼗分に揃っていない。本研究では、京都
府と滋賀県において生態学的調査を開始しはじめたため、食性について報告する。2024 年 4 月 22 日から
5 月 10 日までの 19 日間に 10 地点の踏査により、合計 49 サンプル（京都府：5 地点・27 サンプル、滋賀
県：5 地点・22 サンプル）の糞を収集した。サンプルをラボに持ち帰り、ハンドソーティング法により分
析し、各採食物の出現頻度を求めた。主要な採食項目は昆虫類が 69.4%、多⾜類が 51.0%、種子が 42.9%
であり、2 府県において同じであった。２府県間の比較では、京都府のみ魚類の出現があり果実が多く、
一方滋賀県のみ哺乳類と人工物の出現があった。Shannon-Weaver の多様度指数（H’）は 2.20（京都
1.99、滋賀 2.19）であり、既存研究の春の食性の値（2.02）より高い結果となった。また、踏査ルートあ
たりの糞の発見率が一番高かった地点は滋賀県の比叡山延暦寺付近（0.47 サンプル/km）で、一番低かっ
た地点は滋賀県の余呉湖付近（0.12 サンプル/km）であった。春季は気温が上がり、昆虫やムカデが多く
なる時期であるため重要な餌資源となっていると考えられるが、より詳細な食性を把握するためにはサン
プル数、地点を増やし、他の季節においても調査を行うことが必要である。 
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P103 

北海道室蘭市噴火湾に来遊するカマイルカ白変個体の観察 
〇北 夕紀, ⿊崎 菜摘, 須田 さくら, 笹森 琴絵 

（東海大学） 
 

北海道室蘭市噴火湾では 1994 年〜1999 年にかけて通常の体色とは異なる、白変色のカマイルカ
(Lagenorhynchus obliquidens)が 14 個体発見されており、本種の個体群構造や移動を研究する上で重要で
あると報告されているが、2001 年以降の報告は認められない。我々は 2013 年以降、同一海域にてカマイ
ルカの個体識別調査を行い 2017 年までに 225 個体を識別した。この調査において、2018 年 6 月 30 日
(LO1)および 2023 年 7 月 10 日(LO2)に白変色のカマイルカが発見されたことからここに報告する。2 個体
を既報と比較した結果、LO1 は右側面の変色した中に、特徴的な小さな⿊い線状の模様が入っていること
から、V-1 と同一の個体である可能性が示唆された。V-1 は 1994 年〜1998 年にかけて毎年発見されてお
り、発見当初より成熟オスであるとされていた。本種の性成熟年齢は雌雄ともに 10 歳前後とされており、
2018 年発見時には最低でも 34 歳を超えていると考えられた。一方、LO2 は V-14 に類似していたが、右
側面の背鰭基底付近に見られる⿊い斑紋の下に、噴気孔周辺へとつながる体側の⿊い模様が認められなか
ったことから、本海域において新たに発見された白変個体であると推測された。本個体の発見は既報同様
に個体群動態を研究する一助となると期待される。 

P104★ 

広島県絶滅危惧Ⅰ類ニホンリス(𝘚𝘤𝘪𝘶𝘳𝘶𝘴 𝘭𝘪𝘴)の分子系統解析およびモニタリング手法の開発 
〇廣瀬 雅惠 1, ⻄堀 正英 1, ⽶澤 隆弘 1, 畑瀬 淳 2, 野田 亜矢子 2, 安江 博 3 

（1 広島大学大学院統合生命科学研究科, 2 広島市安佐動物公園, 3 つくば遺伝子研究所） 
 

ニホンリス(𝘚𝘤𝘪𝘶𝘳𝘶𝘴 𝘭𝘪𝘴)は本州と四国に生息する日本固有種である。中国地方では環境省レッドリスト
2020「絶滅のおそれのある地域個体群(LP)」に指定されている。広島県に生息するニホンリスは絶滅危惧
Ⅰ類に指定されており、詳細な生息地は明らかではない。本研究でこれまでに広島県のニホンリス 2 個体
と鳥取県のニホンリス 1 個体の系統解析を行い、本州東部の個体群と中国地方個体群は遺伝的に異なるこ
とを報告した。新たに、2005 年に愛媛県、2019 年に高知県、2022 年に岐阜県において採集されたニホン
リス各 1 個体からゲノム DNA を抽出し、全ての個体について系統解析を行い、地域個体群との遺伝的類
縁関係性を検討した。広島県内で生息を確認した地域で自動撮影カメラと食痕調査による野外調査を行
い、広島県北東部におけるニホンリスの動態を継続的に記録した。加えて、潜在的な生息地を明らかにす
るための 1 つのスクリーニング法として、環境 DNA を用いた調査手法の開発を行った。ニホンリス特異
的 PCR プライマーを設計し、空気中のニホンリス DNA 検出系の開発と共に、アカマツ球果実食痕からの
DNA 抽出およびニホンリス DNA の検出を試みた。野外調査と環境 DNA を用いた非侵襲的且つ広範囲を網
羅的に調査する手法を併せることで、中国地方のニホンリスの⻑期的なモニタリング手法を確立し、生息
地の保全に寄与することができる。 
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P105 

同所的に生息するカモシカとニホンジカの時間的・空間的相互作用 
〇森 智基 4,1, 三浦 謙介 2, 竹内 寛幸 3, 新妻 靖章 3 

（1 岐阜大学応用生物科学部野生動物管理学研究センター, 2 名城大学農学研究科, 
3 名城大学農学部, 4JSPS 特別研究員（名城大学）） 

同所的に生息する種は、資源等の直接競争を避けるために行動を変化させることがよくある。かつて、
カモシカとニホンジカは局所的に同所的に生息する地域があったものの、多くは異なる地域に生息してい
た。しかし、ニホンジカの急増により、近年ではカモシカのニホンジカの生息地が大きく重なるようにな
った。この重複の増加は、これらの共存する 2 種の間での競争や資源利用に関する影響について懸念を引
き起こしている。

本研究では、2015 年から 2017 年にかけて岐阜県大野白川村においてカメラトラップ調査を実施し、カ
モシカとニホンジカの時間的および空間的な分離を明らかにした。本研究の結果、カモシカとニホンジカ
の間には明確な時間的または空間的な分離は見られなかった。これは、調査地の餌資源が豊富であるた
め、大きな競争がまだ生じていないためと考えられた。

しかし、ニホンジカの相対撮影頻度（RAI）が増加した秋には活動時間の重複率が減少したことから、カ
モシカが競争を避けるために活動時間を変えた可能性がある。具体的には、夏にニホンジカの RAI が低い
ときは、カモシカは昼夜を問わず活動していたが、秋にニホンジカの RAI が増加すると、夜行性となる傾
向があった。この結果は、時間的な分離がこれらの有蹄類が共存するための重要な役割を果たす可能性を
示している。

P106★ 

近畿北部⻄側個体群のツキノワグマが利用する食物を生産する樹木の現存量分布推定 
〇三國 和輝, 藤木 大介, 横山 真弓, 森光 由樹 

（University of Hyogo） 

ツキノワグマと人間の軋轢は近年ますます社会的注目度の高いトピックとなっている。ツキノワグマの
出没要因の一つとして、森林内における食物資源の多寡は時間的・空間的に検討される必要がある。クマ
類の生息地において樹木性食物の資源量を景観レベルで推定した事例は無い。本研究では兵庫県豊岡市但
東町に生息するツキノワグマの食物を生産する樹種について、地域レベルの樹木現存量の分布を調査し
た。推定の結果、食物生産樹種の中では堅果樹種の現存量が最も高かった。先行研究より、対象の地域個
体群はアオハダ、ヤマボウシ、タカノツメ、ウラジロノキ、サクラ類、カキノキなどの液果樹種に強く依
存しており、堅果類への依存度は低い。ツキノワグマは現存量の比較的小さい液果樹種に依存しているこ
とがわかった。本研究では主に樹木現存量の空間分布を明らかにしたが、樹木の現存量が果実・種子生産
量と相関関係にあるとは限らない。よって利用可能な食物の資源量は依然として不明である。堅果類の実
質的な利用可能資源量は気象要因や樹種間関係の影響を受けるため、⺟樹の現存量のみでは議論できな
い。よって実際の利用可能資源量を推定するためには、果実・種子肥大や結実率の地域差について更なる
研究が必要である。 
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P107 

イタチ科 2 種の育児行動 
〇福永 健司, 渡辺 茂樹 

（アスワット） 
 

哺乳類の多くは雌雄が番を形成せず、雌が単独で子育てを行う。シベリアイタチもそうであることを
我々は確認した。繁殖巣が在る天井裏への出入り口にカメラを仕掛けることに拠りだ。そのシベリアイタ
チの⺟親の外出時間は１〜３時間で昼夜を問わずだったが、どちらかと言えば夜に外出することが多かっ
た。そして戻って来る時は概ね、ラット等の餌を咥えていた。おそらくこのファミリーの子は乳離れして
いると思われ、その餌は離乳食なのだろう。以上の結果は、2018 年度の本大会で発表した。而して本年度
は、ニホンテンに於いて同様の観察を行った。やはり雌のみが単独で子育てを行う。そしてやはり外出は
昼夜兼行で、どちらかと言えば夜の外出か多かった。１回の外出時間はニホンテンの方が⻑く、平均して
約３倍だ。ただ外出の頻度はシベリアイタチほど頻繁ではない。そして２４時間あたりの⺟親のトータル
の外出時間は、この２種はほぼ同じになる。つまりシベリアイタチの外出は細切れで、ニホンテンはぶつ
切りなのだ。この違いは、この２種の行動圏サイズの違いに拠るのだろう。シベリアイタチ雌は約１５ha
で、ニホンテン雌は約４４ha だ。つまり後者の行動圏は前者の約３倍であり、話の辻褄が合う。なおニホ
ンテンでは⺟親が餌を咥えて巣に戻ることは無かったが、それはこのファミリーでは子が未だ離乳してい
なかっただろう。別のファミリーでは、その行動が確認されている。 

P108★ 

モネロン島におけるトド Eumetopias jubatus の上陸モニタリング 
〇阿部 七海 

（北海道大学） 
 

ロシア繁殖場を起源とするアジア集団トドの一部は、北海道周辺海域で越冬・索餌を行う。サハリン南
⻄部のモネロン島は、近年トドが集中分布する宗谷岬の北⻄約 100km に位置し、トドの上陸と僅かな繁殖
が報告されてきたが、近年の上陸状況は不明である。そこで、近年のモネロン島での状況把握を目的に、
2013 年 8 月〜2019 年 5 月のトド上陸個体数を調べた。計数には当期間にモネロン島北⻄部の上陸場
Sivuchy に設置したデジタル一眼レフカメラ(Canon T3)により日中 30 分間隔で自動撮影した映像を用い
た。約 6 年間にわたる上陸数の季節・経年変動を見るため、まず上陸個体数の日周変化を調べ、最多とな
る時間が 1700 時台であることを明らかにし、各旬の任意の 1 日について当時間帯の上陸個体を成獣雄/亜
成獣雄/成獣雌/若齢獣/新生子に区分のうえ計数した。その結果、いずれの年も 8〜9 月にかけて最小とな
った後 2 月まで漸増したが、2017 年以降は 2 月のピークに加え 5 月中旬に計 500〜700 頭の最大上陸個体
数が記録された。いずれの時期も成獣雌と若齢獣がほとんどを占めたが、繁殖期である 5 月下旬〜7 月上
旬にはハレムブルとみられる成獣雄や新生子も少数ながら存在した。以上より、モネロン島は宗谷海域と
同様に、越冬地および繁殖期直前の滞留場所として、また小規模な繁殖地として利用されていることが示
された。 
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P109 

鹿児島県口永良部島における国内外来種ヤクシマザル（Macaca fuscata yakui）の生息状況 
〇藤田 志歩 1, 杉浦 秀樹 2, 半谷 吾郎 2, 栗原 洋介 3, 角田 史也 2,  

Muhammad Nur Fitri Bin SUHAIMI2, 田中 美衣 2, ⽚岡 直子 2, 牧 貴大 1, 仲渡 千宙 4 

（1 鹿児島大学, 2 京都大学, 3 静岡大学, 4 広島大学） 

鹿児島県口永良部において、国内外来種であるヤクシマザルが現在も生息していることが最近判明し
た。ヤクシマザルは 1990 年代後半に人為的に持ち込まれ、当時、多数の個体が捕獲、除去された。2015
年の新岳噴火前後までは散発的な目撃はあったものの、それ以降、情報は得られていなかった。しかし、
2021 年に複数個体と考えられる目撃情報が相次いで得られた。ヤクシマザルは口永良部島の生態系に悪影
響を及ぼすことが懸念される。そこで本研究は、ヤクシマザルの生息の実態を明らかにすることを目的と
し、カメラトラップおよびボイストラップによる調査を行った。島内の森林 16 箇所に赤外線センサーカメ
ラを、3 箇所に自動音声録音機を設置した。カメラトラップ調査において、2022 年 12 月から 2023 年 10
月までのヤクシマザルの撮影回数は計 4 回であった。これらはいずれも島の東部（田代地区）で撮影さ
れ、単独のオトナオスであった。さらに東部（湯向地区）では、2023 年 6 月から 2024 年 6 月までの間に
いずれも単独のオトナオスが散発的に目撃された。一方、島の⻄部（岩屋泊方面、番屋が峰）では、2021
年 10 月に⺟子が確認された。以上のことから、島内には少なくとも 1 群の繁殖群が生息しており、ハナレ
ザルを含めて島の広域を利用していると考えられる。カメラトラップおよびボイストラップによる調査は
現在も継続中である。

P110★ 

飼育下バンドウイルカにおけるボートフェンダーへの接触行動とその吐き戻し行動抑制効果 
〜Environmental enrichment device の影響〜 

〇岩田 汐央 1, 白形 知佳 2, 羽田 秀人 2, ⻑野 翔平 2, 渡辺 元 1,3, 川口 真以子 1 

（1 明治大学大学院 農学研究科, 2 新江ノ島水族館, 3 明治大学 研究・知財戦略機構） 

小型のハクジラであるバンドウイルカ（Tursiops truncatus）は、飼育下において問題行動である吐き戻
し行動が確認され、抑制策の確立が求められている。我々はすでに鴨川シーワールドのバンドウイルカ 2
頭において、environmental enrichment device（EED）としてのボートフェンダーが吐き戻し行動を抑制
することを示している。本研究では、異なる個体、施設において同様の効果が得られるか検討するため、
新江ノ島水族館で飼育され吐き戻し行動が確認されている 3 頭のバンドウイルカ、シリアス（雌、推定年
齢 31 歳）とその子ミライ（雄、2 歳）、ミュー（雌、推定年齢 43 歳）における EED の吐き戻し行動抑制
効果、および前回未測定の EED 接触行動を測定した。EED を投入する介入期として 2023 年 3 月 16 日か
ら 2 週間間隔で 3 日間、投入しないベースライン期として介入期の前後 1 日ずつの合計６日間行動を観察
した。その日 1 回目の給餌終了と同時に EED を投入し、60 分間の吐き戻し回数および介入期には EED へ
の接触回数を測定した。その結果、全ての個体で介入期は、ベースライン期に比べ吐き戻し回数が減少
し、ミューは EED を投入した翌日も吐き戻し回数が減少した。シリアス、ミューは EED 接触行動が観察
された一方、ミライは EED 接触行動が寡少であったにもかかわらず、EED 投入で吐き戻し行動が減少し
た。 
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P111 

群れサイズが同じニホンザル隣接群の行動圏利用の比較 
〇海老原 寛, 岩田 祐, 箕浦 千咲 

（株式会社野生動物保護管理事務所） 
 

これまでの研究では、ニホンザルの群れサイズが大きいほど行動圏が広くなる傾向が示されてきた。し
かし、近年その基本的な原則に従わない群れも観察されている。本研究の対象である京都府舞鶴市に生息
する 2 つの群れは、どちらも群れサイズが 30 頭であるが、行動圏の面積が大きく異なっている（舞鶴 E
群：22.1km2、舞鶴 G 群：66.9km2）。これら 2 群の違いを明らかにするため、行動圏利用の比較を行っ
た。GPS 首輪による測位地点の植生割合を分析した結果、2 群とも農地＋住宅地の利用割合はほぼ同じで
あったが、舞鶴 G 群は落葉広葉樹林の利用割合が高かった。また行動圏内の植生割合では、舞鶴 G 群の方
が農地＋住宅地の割合が高いことが示された。これらのデータから算出した Manly の選択指数によると、
舞鶴 E 群は落葉広葉樹林の選択性が低くて農地の選択性が高い一方で、舞鶴 G 群はその逆の傾向を示し
た。追い払い強度の検討のため行動圏内の 3 次メッシュあたりの農家数を算出したが、違いは見られなか
った。この結果は、同じ群れサイズの加害群であっても、農地をよく利用する群れの行動圏が狭くなるこ
とを示唆している。ただし、解析には反映されていない防除対策や農地・森林の資源量の影響も否定でき
ない。舞鶴 G 群については、過去に個体数が 53 頭であったことが判明しており、当時の行動習慣が群れ
内に残っている可能性も考えられる。加害群の生態について、各地でのより活発な研究が必要である。 

P112★ 

天然林施業地における実生へのエゾシカによる食害の影響 
〇宮下 雅史, 立木 靖之 

（酪農学園大学） 
 

北海道胆振管内は、道内でも温暖で少雪なことからエゾシカの小規模越冬地が多く、生息状況は増加傾
向にある。天然林施業地では、シカによる実生への食害が懸念されるがこの地域では詳細な研究は行われ
ていない。本研究はシカが実生に与える食害の影響について明らかにすることを目的とした。2019 年に安
平町早来地区の天然林施業地内に植生保護柵を設置し、約 5 年経過した 2024 年 7 月に実生の種数、株
数、樹高を記録した。調査プロットは、1 プロットを 2ｍ×2ｍとし、柵の有無とササの有無の組み合わせ
となる 4 プロットを 3 地点にそれぞれ設置した。うち 2 地点では 2019 年にササ地上部の刈り払いをし、
残りの 1 地点は 2014 年にササの掻き起こしを実施している。 

ササ地上部を刈り払いした 2 地点では、柵の内外でササが 1.0〜1.8ｍの高さまで成⻑していたほか、キ
タコブシ、ミズナラ、ツタウルシ、フッキソウなどが確認できた。柵内ではヤマグワ、ツリバナが 1.0〜
2.5ｍの高さまで成⻑していた。また、両地点のプロット周辺にシカの痕跡は少なかった。ササの掻き起こ
しをした地点では、ササがほとんどなく柵の内外でキタコブシ、ミズナラ、ヤマモミジなどが確認できた
が、樹高が 1.0ｍを超える樹種は柵内でも確認できなかった。また、当該地点のプロット周辺にはシカの⾜
跡が確認されたため、柵外ではシカが影響を及ぼしていることが推測された。 
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P113 

首輪カメラで植生を捉える：機械学習を用いたモウコガゼルの生息環境評価 
〇小山 里奈 1, 永谷 黎 1, 伊藤 健彦 2,3, Uuganbayar, Munkhbat4, Chimeddorj, Buyanaa4 

（1 京都大学, 2 北海道立総合研究機構, 3 麻布大学, 4WWF モンゴル） 

⻑距離移動を行う草食動物の生息地利用や季節移動に関する研究では衛星リモートセンシングによる環
境評価が用いられることが多いが，空間・時間解像度には限界がある．個体の周辺環境を高解像度で記録
できる首輪カメラの映像記録はこの限界を突破する可能性を秘めているが，膨大なデータの処理には解析
の自動化が不可欠である．そこで，モンゴルの草原で遊動的な移動をするモウコガゼルを対象に，首輪カ
メラ映像から周辺植生を自動的に評価する手法の開発を試みた．解析対象は，モンゴル南部で 2019 年 10
月から毎日 7–19 時の間，1 時間おきに 15 秒間（15 フレーム/秒），正面方向を撮影した成獣メスの首輪カ
メラ映像 360 日分，4331 本である．機械学習を用いて，すべての映像からブレや装着個体の映り込みなど
のノイズが少ない利用可能フレームを抽出したところ，すべての日で 12 フレーム以上が利用可能だっ
た．利用可能フレームを対象に，機械学習モデルによって植生評価対象領域を抽出し，領域内の植生指標
（画素ごとの赤・緑・⻘値から算出した緑成分相対値の領域内平均値）を算出したところ，植生指標は 2
月に最低値を記録したのち 8 月に向けて徐々に増加し，その後減少した．対象個体周辺の植物現存量の季
節変化と同調する情報を，日単位の時間解像度で得られる本手法は，野生草食動物の生息地評価や生態研
究に有用と期待される．

P114★ 

糞塊調査及びアカマツ枝食害調査による兵庫県豊岡市のシカ被害対策強化事業の評価 
〇島田 慎吾 1,2, 藤木 大介 3, 内藤 和明 1 

（1 兵庫県立大学 地域資源マネジメント研究科, 2 兵庫県豊岡市役所,  
3 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 

兵庫県豊岡市では 2014 年度からニホンジカ被害対策強化事業を実施しており、毎年 6,500 頭以上の捕
獲を行ってきた。その結果、シカ捕獲数県内１位の捕獲先進地となったが、事業の評価基準値は捕獲数、
農林業被害額及び被害面積の推移のみであり、被害対策の評価基準値としては情報に乏しい。また、兵庫
県の行っている生息密度調査は 5km×4km メッシュ単位で行われており、市町村内の分析を行うにはスケ
ールが大きいという課題がある。 

本研究では糞塊調査による生息密度及びアカマツ枝食害調査による被食圧を 5km×4km メッシュよりも
細かい行政区単位で調査し、これまで行ってきた事業の分析及び現状把握を行うことで、事業の評価及び
更なる捕獲対策が必要な地域の可視化を目的とし行った。 

糞塊調査は兵庫県の実施する調査方法に基づき、2023 年秋期（10 月〜11 月）に 1 調査区あたり３〜５
km 程度の踏査ルートを設定し、市内 51 行政区で糞塊密度（塊/km）による生息密度を調査した。アカマ
ツ枝食害調査はシカの準不嗜好植物であるアカマツ幼木の当年枝の食害率を調査することで調査年におけ
る被食圧を調査するものであり、2024 年春期（５月〜６月）に市内全域の森林が存在する行政区で調査を
行った。調査の結果は地理情報システム（GIS）により図示し、被害対策強化事業による影響、今後捕獲対
策が必要となる地域を可視化した。
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P115 

福島県内におけるイノシシの放射性セシウム濃度の⻑期モニタリング 
〇小松 仁, 村上 貴恵美, 神田 幸亮 

（福島県環境創造センター） 

東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故から 1３年以上が経過した現在でも福島県内の野生鳥獣に
おいて放射性セシウムが検出されており、摂取・出荷制限が指示されている。 

福島県では、有害鳥獣捕獲、個体数調整及び狩猟における捕獲・処理等の安全確保に必要な情報を県⺠
に発信するため、野生鳥獣の放射線モニタリング調査を行っている。本発表では、原発事故直後から現在
までの福島県内におけるイノシシの放射性セシウム濃度の⻑期的なモニタリング結果について報告する。 

福島県内で採取されたイノシシ等の野生鳥獣について、筋肉中の放射性セシウム濃度をゲルマニウム半
導体検出器にて測定した。得られたデータを採取地域および採取年度間で比較した。採取地域および採取
年度を要因とした分散分析を行なった結果、イノシシ筋肉中の放射性セシウム濃度は、浜通り＞中通り＞
会津であった(p＜0.0001)。浜通りでは 2018 年以降は 2014 年度以前よりも筋肉中の放射性セシウム濃度
が低い状態で推移していた。会津では時間経過と共にイノシシ筋肉中の放射性セシウム濃度は低下してお
り上昇はみられなかった。しかし、中通りの場合、2016 年度から 2021 年度までの間は 2015 年度以前よ
り筋肉中の放射性セシウム濃度が低かったが、2022 年度は 2014 年度と同程度の放射性セシウム濃度に上
昇した。2023 年度は放射性セシウム濃度が前年度より低くなる傾向にあったが 2016 年度と差がなかった
(p＜0.0001)。 

P116★ 

北海道の山岳域におけるキタナキウサギの分布変化 
〇崎山 智樹, García Molinos, Jorge 

（北海道大学） 

近年、気候変動に伴う生物の分布変化が世界的に報告されている。しかし、日本国内の哺乳類の分布に
おける気候変動影響を検証した研究例はまだ極めて少なく、現状の把握が急務である。本研究では、北海
道の山岳域に生息する寒冷適応種キタナキウサギ(Ochotona hyperborea)の分布に生じている変化状況を
調べた。調査は 2021-2023 年の夏に実施し、過去（1961-2010）に本種の生息が報告されている場所 61
地点（標高 60-2,210m）を複数回訪れ、現在の生息状況をプレイバック法により評価した。過去からの存
続に影響する要因を明らかにするために、サイト占有モデルを用いて解析を行った。調査の結果、キタナ
キウサギの生息は 41 地点で確認された。従って、20 地点では局所絶滅が生じていると考えられた。本種
の不在地点は低中標高域（60-1,550m）から見つかり、過去と現在で在地点の平均標高を比べると 180ｍ
の上昇が確認された。モデル解析では、平均夏季気温がキタナキウサギの存続に対して負の影響を示した
ため、近年の気温上昇が分布変化に影響している可能性が考えられた。また、生息地面積が存続に対して
正の影響を示したため、局所的な環境異質性の重要性が示唆された。将来的な気温上昇によりキタナキウ
サギの分布はさらに縮小することが予想されることから、地域個体群の継続的なモニタリングが必要であ
ると考えられる。
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P117 

⺠間の解剖実習施設の取組事例について 
〇金山 俊作 

（野生鳥獣研究所 けものら） 

近年、畜産分野や医療分野において、野生動物を介した感染症の発生が大きな問題となってきている。
農村の過疎化が進み、野生動物と人の生活圏が重複し、海外から人間が持ち込んだ病原体などが野生動物
へ感染するリスク及び、侵入した疾病が野生動物間で伝播していくリスク、野生動物から人や家畜などへ
感染症が蔓延するリスクなど、野生動物を介した疾病の感染拡大はコントロールできない状況にある。今
回、地域的なワンヘルスを実現する観点から、捕獲されたアライグマなどの野生動物について、地域資源
として活用するべく野生動物の解剖実習施設を立ち上げ、教育や調査研究分野での活動を開始したので、
その事例を紹介する。 

P118★ 

齧⻭類の巣と節⾜動物との関係−ヒメネズミの繁殖活動による節⾜動物の生息場所の創出− 
〇照内 歩 1, 榎木 勉 2, 押田 龍夫 1 

（1 帯広畜産大学野生動物学研究室, 2 九州大学大学院農学研究院環境農学部門森林環境科学講座） 

森林性ネズミ類では，葉等を巣内に搬入し，営巣資源（巣材）として利用することが知られている．微
量ではあるものの，運搬された巣材の存在は巣内の環境を改変し，節⾜動物等の他の生物種の発生に影響
を与えることがある．そこで本研究では，ネズミ類による巣材運搬の結果生じる巣内環境の変化を明らか
にするために，巣内に存在する節⾜動物相を調査した．本研究の対象種は，樹洞に巣材を搬入し，そこを
繁殖場所として利用するヒメネズミ Apodemus argenteus とした．本種は樹洞の代替として巣箱を利用す
るため，これを用いることで巣材を簡便に調ベることが可能である．調査地は，帯広市に位置する帯広畜
産大学構内の針広混交林，⾜寄町に位置する九州大学北海道演習林内の天然生落葉広葉樹林とした．各調
査地に設置された巣箱から本種が集積した巣材を回収し（n=30），これらの中に存在する節⾜動物をツル
グレン装置により抽出した．その結果，巣材量が多いほどより多くの節⾜動物が存在する傾向が見られ，
多く採集された分類群は，ダニ目，トビムシ目， クモ目，およびハエ目であった．加えて，各巣箱内で確
認された節⾜動物相は，巣材として集積された植物の種構成の違いによって変化する可能性が示唆され
た．本調査の結果から，繁殖活動のため本種が集積する巣材は多くの節⾜動物の生息環境として利用され
ていることがあらためて示された． 
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P119 

山麓部におけるツキノワグマの季節的な環境利用パターン 
〇瀧井 暁子 1, 中下 留美子 2, 泉山 茂之 1 

（1 信州大学山岳科学研究拠点, 2 森林総合研究所） 

⻑野県では GPS テレメトリーによる個体追跡から山麓部を利用するツキノワグマが季節的に利用標高を
変化させ、夏季に最も人里に近くの低標高域を利用することが明らかとなっている。発表者らは、中央ア
ルプス山麓における捕獲個体の体毛の安定同位体比分析から夏季に山麓部を利用するクマの大部分がトウ
モロコシ畑を利用していないことを報告した。また、⻑期的な個体追跡から、追跡当初にトウモロコシ畑
を利用していなかった複数の個体が、ある年齢から突然トウモロコシを摂取し、繰り返し畑を利用するよ
うになったことを確認している。本研究では、⻑野県の山麓部の人里近くで捕獲され 5 ヶ月以上 GPS テレ
メトリーによる個体追跡を行い、かつ体毛による炭素窒素安定同位体比分析を行った 49 個体（メス 26 個
体、オス 23 個体）を対象に、季節的な環境利用のパターンを明らかにした。調査地域では、山地帯から続
く河畔林や段丘崖の斜面林が里地や市街地まで達している。里地に続く帯状の樹林を利用する個体は、捕
獲された個体の一部で、その多くが耕作地に出没する個体だった。パターンごとの季節的な利用標高、利
用場所、行動圏等について検討した。

P120★ 

センザンコウの鼻の中の形態進化
〇伊藤 海 1, 久保 ⻨野 1, Quentin Martinez2, ⿊田 範行 3, 小寺 稜 3 

（1 東京大・新領域創成科学研究科, 2 シュツットガルト州立自然史博物館, 
3 鶴見大・⻭学部・解剖学講座） 

⻑い間、比較解剖学ではセンザンコウ類（鱗甲類）はアルマジロ類と比較され、形態的特徴が示されて
きた。近年の分子系統解析により、鱗甲類は食肉類と近縁であり、ローラシア獣類に属することが明らか
になった。多様な環境に進出した哺乳類は鼻形態を特殊化させた一群で、鼻腔には鼻甲介と呼ばれる複雑
な波板構造をもつ。鼻甲介は鼻腔内の表面積を大きくし、嗅細胞の⾜場、風切、空気の加温冷却などの役
割を果たす。鼻甲介は種ごとに複雑化の程度が異なり、発生、成⻑の過程で波形構造が分岐し、巻き込み
を起こす。このことは種間の相同性を理解することを困難にする。一方、鼻甲介の発生は普遍的である。
将来鼻甲介となる軟骨の波形構造は、胎子の鼻腔内に吻側から尾側の順番で発生する。鼻甲介の相同性を
明らかにするには発生過程を追うことが有効な方法である。本研究では、ミミセンザンコウの５つの異な
る発生ステージの胎子を造影剤染色後にマイクロ CT 撮影を行い、鼻構造を 3D 構築することで、各鼻甲介
の相同性を明らかにした。この観察結果に基づき、センザンコウ類、全 8 種のうち 7 種の鼻甲介進化シナ
リオを近年の系統関係に基づき検討した。その結果、センザンコウ類の共通祖先で、既に吻尾方向に⻑い
鼻骨甲介を持っていたと考えられた。また、篩骨甲介の数は最大の種で 5 つと、先行研究が示した 7 つよ
りも少なく、他のローラシア獣類と比較して大きな違いが見られなかった。
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P121 

ヤクシカにおけるセメント質年輪法適用上の留意点
〇後藤 光 1, 中条 寧々1, 川田 うらら 1, 水川 真希 2, 竹中 康進 2, 八代田 千鶴 3, 淺野 玄 1, 

鈴木 正嗣 1 

（1 岐阜大学応用生物科学部, 2 環境省屋久島自然保護官事務所, 3 森林総合研究所関⻄支所） 

セメント質年輪法は，ニホンジカを含む多くの哺乳類で，絶対年齢を知るための標準的な手法とされて
いる。セメント質年輪はヘマトキシリンに濃染する層板として，餌条件の悪化等により成⻑が遅滞する特
定の時期に形成されるためである。しかし，屋久島においては，ヤクシカの主食となる落葉は春〜夏期に
多く，その季節変化は樹種によって異なることに加え，台風シーズンには短期的に増えるとも報告されて
いる。そのため，餌条件の季節差が小さく，年による違いも想定されることから，ヤクシカの年齢査定に
おける層板のカウントには，特有の注意が必要となる可能性がある。 

そこで，2022 年度ならびに 2023 年度の冬期に屋久島の⻄部地域で捕獲されたヤクシカのメス 10 個体
を用い，切⻭⻭根部のセメント質で観察された年輪様の層板の数と⻭の萌出・交換・咬耗から推定された
齢段階との間で整合性を精査した。その結果，萌出・交換から２歳と推定された３個体では２〜４条，萌
出・交換・咬耗から３〜４歳と推定された３個体では５〜９条の年輪様層板が観察された。また，エゾシ
カと比較して，年輪とはみなせないような微細層板も密に現れていた。セメント質年輪法については，年
輪としてカウントすべきではない層板が出現することもあり，かねてより注意喚起がなされてきた。ヤク
シカでのセメント質年輪法の適用においては，この注意喚起を踏まえ，他地域以上の慎重さが求められる
と考えられた。

P122★ 

いかにメスを数多く選択的に捕獲するか？ −御蔵島の野生化ネコ対策における実証と実践− 
〇野瀬 紹未 1, 徳吉 美国 2, 岡 奈理子 3, 亘 悠哉 4 

（1 北海道大学大学院, 2 東京大学大学院, 3 山階鳥類研究所, 4 森林総合研究所） 

外来種対策においてメス個体をいかに多く捕獲するかは，個体群の根絶や低密度化を達成する上で最も
重要な要素であるが，その実践は世界でもほとんど例がない．本研究は，御蔵島（20.5km2）での「御蔵島
野生化イエネコ捕獲プロジェクト」において，メス捕獲を増大させるための順応管理の実践を目的とし，
捕獲データやカメラトラップデータの解析を実施した． 

初年度 2021 年度は試験捕獲と位置づけ，捕獲実績は 52 頭（404 罠日）であった．そのうちメスは 20
頭に留まり（38.5％），オスに偏った捕獲状況が明らかになった．2 年度目以降は本捕獲として努力量を大
きく増やし，2022 年度は 106 頭（4328 罠日）を捕獲した．そのうちメスは 40 頭と前年を上回ったが，
依然としてメス割合が低い状況（37.7％）は続いた．一方で，環境別の捕獲状況をみると，道路沿いでは
オスが圧倒的に多く捕獲されるのに対し，森林内ではむしろメスが捕獲されることが判明した．さらに，
カメラトラップによる解析から，個体の罠遭遇後の捕獲成功率はメスのほうが高いことが明らかになっ
た．これらの結果は，メスが主に生息する林内の捕獲努力量の不⾜を示唆していた．そして 2023 年度
は，森林内の捕獲努力量を重点的に増大させ，93 頭（3560 罠日）のうちのメスは 43 頭（46.2％）とな
り，捕獲数，割合ともに最高となった．3 年間の捕獲により，ネコ密度は減少に転じた．
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P123 

札幌市のヒグマ市街地出没時に採取した体毛とフンの DNA による個体識別 
〇中村 秀次 1, 早稲田 宏一 1, 釣賀 一二三 2, 白根 ゆり 2 

（1NPO 法人 EnVision 環境保全事務所, 2 北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所） 

札幌市は 200 万人近い人口を有する大都市でありながら、市街地と森林が広い範囲で接しており、ヒグ
マの市街地出没がたびたび発生し問題になっている。札幌市では、2010 年から対策の一環として、ヒグマ
が市街地に出没した際には市職員と専門家で現地に向かい、出没の状況や要因を調査している。その中
で、ヒグマが通過した場所の草木や食痕、果樹の樹皮等に残された体毛を採取し、DNA 分析による個体識
別も行っている。さらに、2020 年からはフンによる DNA 分析も開始した。

体毛とフンの両方の DNA を採取した 2020 年から 2023 年の期間には、専門家を伴う調査が 433 件実施
された。このうち、体毛が発見された調査は 77 件あり、採取された 180 試料を用いて DNA 分析が実施さ
れた。うち 97 試料で分析に成功し、18 個体が識別された。また、フンが発見された調査は 108 件あり、
DNA 分析用に採取された新鮮なフン 49 試料のうち、40 試料で分析に成功し 11 個体が識別された。 

本発表では、調査において体毛とフンが発見された事例を整理し、年度や時期、状況による発見率およ
び DNA 分析成功率の違いを比較し、市街地出没における効果的な個体識別方法と課題に関する考察を行っ
た。 

なお、本発表の内容は札幌市による委託業務の一環として実施されたものである。 

P124★ 

視覚と嗅覚どちらが重要？―オリイオオコウモリの餌選択行動― 
〇花見 銀河 1, 中村 智映 2, 山内 悦子 2, 松野 仁胡 2, 吉見 裕子 2, 簗場 未来 2, 金尾 由恵 2, 

小林 峻 1 

（1 琉球大学, 2 沖縄こどもの国） 

オリイオオコウモリ Pteropus dasymallus inopinatus は、沖縄諸島に生息するクビワオオコウモリの亜
種である。本亜種は多種多様な餌を利用することが知られているが、餌選択の際に視覚と嗅覚のどちらを
重視しているかは明らかになっていない。本研究では、中は見えるが匂いのしない容器（容器 A）、匂いは
するが中が見えない容器（容器 B）、中が見えて匂いもする容器（容器 C）に餌を入れて、オリイオオコウ
モリに提示する実験を行い、各容器に対するオオコウモリの反応を比較することで本種の餌選択行動を明
らかにすることを目的とした。沖縄こどもの国で飼育されている雌雄各 18 個体を対象とし、2024 年 1 月
から 4 月の 14 時から 16 時に、3 つの容器を同時に提示する実験と順に提示する実験を行った。その結
果、3 つの容器を同時に提示にした際にコウモリが最初に触れた容器は、容器 A が 22%、容器 B が 33%、
容器 C が 39%であった。また、各容器を同時に提示した実験と順に提示した実験の双方において、容器 C
の接触回数および接触時間が最も大きく、次いで容器Ｂの順であった。これらの結果から、オリイオオコ
ウモリは、視覚と嗅覚の両方を用いて餌に接近しており、接近後の採餌可能な餌かどうかの判断には嗅覚
が重要な役割を果たしていると考えられた。
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P125 

ホンドギツネによるツキノワグマの追尾行動
山口 祥太 1, 〇大⻄ 尚樹 2 

（1 岩手大学ツキノワグマ研究会, 2 森林総合研究所東北支所） 

岩手県盛岡市内でホンドギツネがツキノワグマを追尾する行動が自動撮影装置により 2 例撮影された．1
例目は盛岡市下厨川で 2014 年 6 月 1 日 23 時 46 分に 6 秒間隔で 4 枚の静止画が撮影された（図 1）．2 例
目はそこから約 9 km 離れた盛岡市猪去で 2023 年 6 月 23 日 19 時 44 分に 10 秒間の動画として撮影され
た（図 2）．追尾していたホンドギツネの頭数はそれぞれ 2 頭，1 頭だった．撮影されたツキノワグマは，
1 例目が北上山地個体群，2 例目が奥羽山系個体群であり，また 9 年間の時間差があることから，別個体だ
と考えられる．ホンドギツネについても⼗分に距離が離れていることから異なる個体群に属する別個体と
考えられる．キツネ属(Vulpes)による他種の追尾行動について報告された事例はなく，本事例においても
その目的は不明である．盛岡市内の異なる地域で記録されたことから，ホンドギツネによるこの行動は特
定の個体群に特異的なものではなく，比較的広い範囲で行われている可能性がある． 

P126★ 

キツネ用エキノコックス駆虫ベイトの小規模面積散布における消費者の解明
〇上田 莉帆 1, 孝口 裕一 2, 浦口 宏二 2, 杉本 美紀 3, 押田 龍夫 1 

（1 帯広畜産大学野生動物学研究室, 2 北海道立衛生研究所感染症部, 3 おびひろ動物園） 

エキノコックス症は，主にキツネを終宿主とする多包条虫によって引き起こされる人獣共通感染症であ
り，北海道では防除対策が課題となっている．近年，キツネのエキノコックス感染率の低減策として，ヒ
トが集中して利用する大学構内や公園等において，駆虫薬を混合したベイトの‘小規模面積散布’が実施され
ている．しかし，これまでに農地等で行われた先行研究から，キツネ以外の非標的動物によるベイト摂取
例が確認されており，これらとの競合によってキツネの感染率低減が阻害されている可能性が示唆されて
いる．そこで本研究では，ベイトの小規模面積散布における非標的動物による影響を明らかにすることを
目的とし，ベイトの消費者およびこれらがベイトを摂取する頻度と時間帯の解明を試みた．調査地は小規
模面積散布が実施されている帯広市のおびひろ動物園とし，10 ヶ所の調査地点に午前と午後に分けてベイ
トを設置後，自動撮影カメラでこれを摂取する野生動物を観察した．その結果，2023 年 5 月から 10 月ま
でに動物によるベイト摂取行動は 352 回撮影され，主な消費者は，キツネ（42%），エゾリス（29%），カ
ラス類（26%）であり，非標的動物（計 58%）がベイトを多く利用することが示された．また，午前はエ
ゾリス（40%），午後はキツネ（59%）が最も多く摂取しており，ベイト散布の時間調整によりその影響を
少なからず回避できる可能性も示唆された．
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P127 

世界農業遺産認定地域で維持される半自然草地における小型齧⻭類の生息状況 
〇柴山 理彩, 山田 孝樹 

（四国自然史科学研究センター） 
 

世界農業遺産は世界的に重要な伝統的農業を営む地域を認定する制度であり、特定の農法だけに限ら
ず、地域環境に育まれた文化や技術、景観、生物多様性などの農林水産業システムを一体的に保全し、継
承していくことを目的としている。認定基準の一つにはこのシステムが生物多様性の保全に貢献している
ことという項目があるものの、世界農業遺産という制度が比較的新しい制度ということもあり、農業遺産
に関する研究の数は少なく、特に生物に関する研究はほとんど行われていない。そこで本研究では「にし
阿波の傾斜地農耕システム」として認定された徳島県⻄部地域において小型哺乳類の捕獲調査を行った。
本地域では山間地に位置する集落で、カヤ場と呼ばれる採草地が維持されている。近年、日本の半自然草
地が減少している中で、このように点在する小規模の草地は重要である。調査は 2024 年 4〜6 月に集落内
のカヤ場（草地）と集落に近接する森林で行った。各環境下にシャーマントラップを 36 個ずつ格子状に一
晩の間設置した。捕獲調査の結果、アカネズミ Apodemus speciosus 56 頭、ヒメネズミ A. argenteus 15
頭、スミスネズミ Eothenomys smithii 2 頭の計 73 頭が捕獲された。近年、一部の地域では小型齧⻭類の
個体数が激減していることが報告され始めているが、本地域においては一定の個体数が維持されている状
況にあると考えられた。 

P128★ 

福島県におけるツキノワグマ(Ursus thibetanus)の食性と採食物の 137Cs 移行係数の季節変化 
〇牛来 麗奈 1, 根本 唯 1, 稲見 健司 2, 壁谷 昌彦 2, 小松 仁 3, 村上 貴恵美 3, 神田 幸亮 3,  

山﨑 晃司 1 

（1 東京農業大学, 2 野生生物共生センター, 3 福島県環境創造センター） 
 

福島第一原子力発電所事故により野生動物に放射性核種汚染がもたらされた。福島県のイノシシとツキ
ノワグマでは筋肉中 137Cs 濃度の季節変動が報告されている。ツキノワグマの筋肉中 137Cs 濃度の季節変動
の要因として利用場所や採食物の季節変化が考えられるが、福島県のツキノワグマの採食物中 137Cs 濃
度、土壌から採食物への 137Cs 移行程度は不明である。そこで本研究は、ビデオカメラ付き GPS 首輪を用
いてツキノワグマの採食物を特定した上で、採食物中 137Cs 濃度、採食場所の土壌中 137Cs 濃度及び土壌か
ら採食物への 137Cs 移行係数の季節変化を明らかにすることを目的とした。その結果、採食物中および採
食場所の土壌中の 137Cs 濃度は７月から 10 月かけて増加し、11 月に減少するという傾向が見られ、先行研
究で報告された筋肉中 137Cs 濃度の変化と類似する傾向を示した。一方で、土壌から採食物への 137Cs 移行
係数は 7 月から 11 月にかけて減少するという傾向を示した。したがって、採食物中 137Cs 濃度の季節変化
には、各採食物の 137Cs 移行係数ではなく、採食場所の土壌中 137Cs 濃度が寄与することが示唆された。ツ
キノワグマは食物選択の変化に応じて移動し、秋期には土壌中 137Cs 濃度が高い地点で採食行動を行って
いたと考えられる。 
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P129 

被害を減らすための捕獲は本当に里山で行うべきか-農業共済データからの推論- 
〇本田 剛 1, 三井 夏紀 2, 姜 兆文 2 

（1 山梨県総合農業技術センター, 2 野生動物保護管理事務所） 

イノシシ等野生生物保護管理計画では、個体ごとの加害程度の差に対応した、被害に直結する捕獲の実
行が推奨されている。具体的には林縁周辺あるいは農地周辺での捕獲により加害個体を選択的に捕獲する
という方法である。実際これまでテレメトリー調査等により、個体ごとの加害程度の差が示されており、
加害個体の行動圏が林縁周辺あるいは農地周辺であることが明らかになりつつある。しかし、現在実行さ
れている狩猟あるいは有害捕獲による捕獲行為がどの程度被害に結びついているのかに関する研究は多く
ない。そこで本研究では 17 年分の山梨県全域での水稲への保険（農業共済）データと捕獲効率との相関関
係について調べた。捕獲とはイノシシに対する銃猟および罠猟に関するものであり、捕獲効率と水稲への
被害量との関係に着目した。一般に銃猟は広く全域の山中を対象とするのに対し、罠猟は毎日の見回りを
する必要性から人里近くのアクセスしやすい場所に設置されるため、捕獲方法の違いを加害個体の捕獲率
の違いとみなした。その結果、被害と相関が高いのは被害時期翌シーズン（同年度）の猟期の罠猟の捕獲
効率であり、銃猟と罠猟のモデル間の AIC 差は 100 を上回った。また罠猟の捕獲効率が高かった翌シーズ
ン（次年度）は被害が少なかった。このことから、被害に直結する個体数の指標は従来の指摘通り里山周
辺であると結論した。

P130★ 

北海道のトドマツ優占針広混交林におけるエゾモモンガ Pteromys volans orii の食性 
： 葉食性の季節変化の検討 

〇野中 咲葉, 押田 龍夫 
（帯広畜産大学） 

植食性哺乳類では季節や環境の変化によりその食性が変化し，特に広域分布性種では，異なるハビタッ
トを利用する個体群間で採食する資源に違いが見られることがある．従って，広域分布性種は‘環境変化に
伴う食性変化’を考える際に適した研究対象であると考えられる．本研究では，広域分布性種であるタイリ
クモモンガの北海道個体群（亜種エゾモモンガ）を対象とし，食性の季節変化を明らかにすることを試み
た．本亜種は種子・芽・花序・葉等の樹木の様々な部位を採食するが，これらの中で，葉は晩春から初秋
まで一定量が存在し，⻑期間利用可能な資源である．そこで本研究では，種子・芽・花序等の変動資源が
少なく，葉資源が⼗分に存在する季節を研究期間と定め，本亜種の葉資源利用性に経時的変化が見られる
か？を検証することを目的とした．富良野市に位置する東京大学北海道演習林内のトドマツ優占天然針広
混交林を調査地とし，DNA メタバーコーディング法を用いて本亜種の晩春期と夏期の採食資源の変化を調
べた．その結果，カバノキ属，シナノキ属等は両季節で採食されていたが，サクラ属，カエデ属等は晩春
期のみ，キハダ属，ハンノキ属等は夏期のみ採食されていた．よって，両季節でエゾモモンガの葉資源利
用性が変化することが示唆された．
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P131 

⻑崎県対⾺のツシマヤマネコ生息地におけるイエネコの食性 
〇伊澤 雅子 1, 小林 峻 2, 菊池 隼人 2, 柴原 崇 3 

（1 北九州市立自然史・歴史博物館, 2 琉球大学理学部, 3 対⾺野生生物保護センター） 

イエネコによる在来種への捕食圧は世界の各地で問題になっているが、近縁のネコ科が生息する地域で
は、それに加えて野生ネコ科への影響も懸念される。⻑崎県対⾺には国内希少野生動植物種に指定され、
絶滅が危惧されるツシマヤマネコが生息しており、様々な保護策が検討・実施されている。対⾺にも数多
くの飼い主が明確ではないイエネコが生息しており、1996 年にはツシマヤマネコの中にイエネコから感染
した可能性が高い FIV 感染個体が確認された。そのため、対⾺におけるイエネコ対策の中では感染症対策
が重視され、その他の影響については考慮されてこなかった。本研究では、ツシマヤマネコの生息地内で
採集されたイエネコの糞を用いて、イエネコの食性を分析した。184 個の糞を分析した結果、アカネズ
ミ、ヒメネズミ、アジアコジネズミ等の齧⻭目および真無盲腸目の小型哺乳類の出現頻度が 70.1％となっ
た。小型哺乳類の高い出現率は、ツシマヤマネコの食性と類似した傾向であった。その他は昆虫類
（33.7％）、鳥類（10.3％）、爬虫類（1.6％）、人工物等が出現した。これらの結果は、ツシマヤマネコと
イエネコの餌をめぐる強い競争の可能性を示唆するものである。また、対⾺は大陸と日本とを繋ぐ位置か
ら大陸種、固有種、日本産種が入り混じる興味深い生物相を有するが、それらの在来種に高い捕食圧をか
けていることも考えられる。

P132★ 

局所的な環境要因に着目したイノシシの休息場所選択 
〇七條 知哉 1, 大森 鑑能 1,2, 池田 敬 3,4, 東出 大志 3,5, 淺野 玄 6, 鈴木 嵩彬 1,3, 鈴木 正嗣 6 

（1 岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター, 2 山口県立山口博物館,  
3 岐阜県野生動物管理推進センター, 4 信州大学農学部, 5 石川県立大学生物資源環境学部,  

6 岐阜大学応用生物科学部） 

イノシシは休息場所として、捕食者や人間活動による影響を受けにくく、安全性の高い環境を選択的に
利用しているとされる。しかし、休息場所を特定する研究は、広域スケールの環境要因に着目され、局所
的なスケールでの事例は限られている。本研究は、テレメトリー調査から得た測位点をスイッチング状態
空間モデルによって移動と休息に分類し、現地調査と GIS 解析から局所的なスケールにおける休息地点の
環境要因を把握することを目的とした。 

岐阜県と愛知県で 2020 年 10 月から 2023 年 4 月に 11 頭のイノシシ（オス：8 頭、メス：3 頭）を捕獲
し、装着した GPS 首輪の測位点から Brownian Bridge Movement Model 法により行動圏を算出した。
50%行動圏を 5m メッシュに区切り、休息に分類された点の数が最も多いメッシュの中心点を休息点に、 
95％行動圏から 50％行動圏を除いた行動圏内に無作為に生成した点をランダム点に、それぞれ区分した。
その後、両地点において、下層植生による水平方向の視認性及び、下層植生の被度、立木本数、開空度、
標徴種を調査し、地形起伏指数や林縁からの距離を含め、環境要因を比較した。 

その結果、ランダム点に比べて休息点は、視認性が悪い、立木本数が多い、地形の起伏が大きい特徴が
あった。このため、イノシシは発見されにくく、外的要因による撹乱を受けにくい環境を選択し、休息し
ている可能性が示唆された。 

195



ポスター発表

P133 

積雪深がハタネズミの冬季繁殖率に及ぼす影響 
〇ムラノ 千恵 

（弘前大学 農学生命科学部） 

近年、積雪が小型哺乳類の冬季生態に影響を及ぼすことが指摘されている。日本においても、豪雪地帯
の農地に生息するハタネズミが冬季繁殖を行い、積雪地特有の個体数動態を持つことが明らかになってい
る。今後、気候変動によって積雪パターンが変化することが見込まれるが、ハタネズミの冬季繁殖は積雪
量の変化に伴ってどのように変化するのか、その詳細は明らかになっていない。そこで 2022 年と 2023 年
の積雪期、⻘森県津軽地域のリンゴ園において、10 日おきにハタネズミを捕獲して、体重を計測した上で
外部形態を観察し、繁殖状態の時期的な変化を調査した。2022 年が例年通りの積雪量だったのに対し、
2023 年は異常な暖冬で、2 年間で冬季の積雪条件は大きく異なった。そこで 2 年間の積雪深の違いと繁殖
状況の違いをあわせて考察した。その結果、2022 年は 20cm 超の安定した積雪が形成されて 1 か月程度経
過した 1 月上旬から繁殖が見られ、1 月下旬より幼体が捕獲され始めたのに対し、積雪が不安定で平均積
雪深が約 10cm であった 2023 年は、1 月に入っても繁殖の傾向が見られず、幼体も期間を通してほとんど
捕獲されなかった。ただし微地形により積雪が局地的に深くなった地点では繁殖個体が散見された。これ
らの観察結果より、2023 年の平均 10 ㎝程度の積雪はハタネズミの冬季繁殖には不⼗分で、積雪深が繁殖
の有無に重要であることが示唆された。 

P134★ 

ニホンジカ低密度地域における植生への影響評価手法の検討
〇羽布津 直人, 森口 千晴, 宇野 裕之 

（東京農工大学） 

近年、ニホンジカ(Cervus nippon)の高密度化による農林業被害の増加や生物多様性の低下が問題となっ
ており、ニホンジカが低密度の段階から個体数や生息地の管理を始め、個体群を低密度に維持する低密度
管理が注目されている。低密度管理を実現する上で、感度の高い植生指標を用いて植生への影響を評価す
ることで、植生の保全優先度が高いエリアの抽出と効果的な対策の実施等に活かすことができる。しか
し、ニホンジカ低密度地域における植生指標に関する研究は進んでおらず、有効な植生指標の提案が求め
られている。 

本研究ではニホンジカ低密度地域で有効な植生影響評価手法の検討及び樹種への嗜好性の解明を目的と
した。ニホンジカが近年侵入し、その数が徐々に増加傾向にある群⾺県みなかみ町の国有林「赤谷の森」
において、落葉広葉樹林内の 23 地点で 2023 年 7 月から 2024 年 5 月まで赤外線センサーカメラを設置
し、ニホンジカの利用頻度を記録した。また、2024 年 5 月に各地点で樹高 200 ㎝以下の木本植物を対象
に、葉や枝への採食痕の有無を調査し、地点ごとに木本食痕率を算出した。一般化線形混合モデルによる
統計解析を行い、木本食痕率とニホンジカの利用度及び環境条件との関係を調べた。また、記録された樹
種ごとに Ivrev の選択性指数を算出し、木本種への嗜好性を調べた。これらの結果からニホンジカ低密度
地域における植生への影響及び植生指標の有効性について議論する。 
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P135 

京都府丹後地域の人の生活圏周辺に生息するメスのツキノワグマの行動特性 
〇中島 彩季, 中川 恒祐 

（株式会社野生動物保護管理事務所） 

人とツキノワグマのすみ分けを図るには、各地域のツキノワグマの生態や出没・被害の発生状況など、
地域の実態を把握することが重要である。そこで本研究では、京都府丹後地域に生息するツキノワグマの
基礎生態を明らかにすることを目的に、2016 年および 2017 年に錯誤捕獲されたメスのツキノワグマ 2 個
体（個体 ID:K16,K17）に GPS 首輪を装着し、得られた測位データを分析した。K16 は 2016 年 12 月に、
K17 は 2017 年 9 月に捕獲され、追跡期間はそれぞれ 294 日、414 日であった。追跡期間全体の 95％行動
圏（固定カーネル法）は、K16 が 6.84 ㎢、K17 が 6.41 ㎢で、どちらもアカマツ・広葉樹混交林、落葉広
葉樹林、植林地を主に利用していた。K16 は、晩秋から冬にかけては低標高域を利用していたが、春から
秋にかけて標高を上げるとともに、行動圏を拡大させていた。K17 は、2017 年秋より 2018 年秋の方が広
い行動圏を有し、低標高域を利用していた。K16 は日中よりも夜間に集落近くを利用しており、この傾向
は初夏から秋にかけて顕著であった。一方、K17 は日中と夜間で集落への接近度は大きく変わらなかっ
た。個体差や季節変化は見られるものの、2 個体とも人の生活圏周辺に狭い行動圏を有しており、京都府
丹後地域に生息するツキノワグマの行動特性の一端が明らかとなった。 

P136★ 

ddRad-seq 解析によるシベリアイタチの地理的変異 
〇土橋 健太郎 1, 遠藤 優 2, 鈴木 和男 3, 鈴木 聡 4, 永野 惇 5, ⻄田 義憲 6, 増田 隆一 6 

（1 北大・院理・自然史, 2 国立遺伝学研究所, 3 田辺市ふるさと自然公園センター,  
4 神奈川県立生命の星・地球博物館, 5 龍谷大学, 6 北大・院理・生物） 

私たちは日本に生息する外来種としてのシベリアイタチ（Mustela sibirica）の分布拡散の状況を追跡す
ることを目的として、遺伝的特徴を分析している。先行研究のミトコンドリア DNA の分子系統解析によ
り、東ユーラシアに広く生息する本種がシベリアと対⾺の集団からなるグループと中国、台湾、韓国の集
団からなるグループに分けられること、⻄日本集団の起源が韓国であること、近縁な日本固有種ニホンイ
タチ（Mustela itatsi）に比べて多様性が極めて低いこと（創始者効果）などが明らかになっている。しか
し、移入後のシベリアイタチ集団の動態および在来種のニホンイタチ集団との関係性については⼗分解明
されていない。

そこで本研究では、ddRad-seq 法を用いてゲノム中に広く分布する一塩基多型（SNP）を検出し、両種
の生息域が重なる和歌山県田辺市から収集されたシベリアイタチとニホンイタチについて遺伝的集団構造
および交雑の可能性について検討した。遺伝構造を把握するため、主成分分析および ADMIXTURE 解析を
実施した結果、両種間の遺伝的分化は明確であり、種間交雑は確認されなかった。今後は研究対象地域を
広げ、⻄日本の外来集団の分布拡散経状況を把握するとともに、アジアの自然集団の遺伝的多様性を明ら
かにしていく予定である。 
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P137 

組織学的解析による本州北部に生息する野生アカネズミの繁殖期と鋤鼻系機能性の特定 
〇山内 貴義 1, 熊田 玲奈 2, 阿久津 仁美 3 

（1 岩手大学農学部森林科学科, 2 東京農工大学大学院農学府,  
3 岩手医科大学医学部解剖学講座細胞生物学分野） 

 

鋤鼻器はフェロモンを受容する鋤鼻感覚細胞（VSNs）を有し、VSNs は個体成熟後も幹細胞から再産生
される。アカネズミ（Apodemus speciosus）は、日本各地に生息する日本固有の小型齧⻭類で、その繁
殖期は生息地の気候に影響を受けるが、岩手県での繁殖期は不明である。我々は、岩手県に生息する野生
アカネズミの繁殖期の特定と、繁殖期と非繁殖期における機能的 VSNs の上皮内分布差異を、組織学的に
検討した。岩手大学農学部附属 FSC 滝沢演習林にて捕獲した雄アカネズミを全⾝灌流固定し、採材した精
巣と精巣上体は、HE 染色にて曲精細管の精子形成と精巣上体管内の精子貯留を観察した。吻部は脱灰後に
凍結切⽚を作製し、成熟 VSNs に発現する OMP と、成⻑中の神経細胞に発現する Gap43 を免疫組織化学
にて検出した。3〜5 月の捕獲個体では、曲精細管での著しい精子形成と、精巣上体管内の精子貯留が確認
され、6 月は精子形成も精子貯留も見られなかった。7〜10 月にはまた精子形成と精子貯留が見られ、11
〜1 月には精子形成と精子貯留が見られなかった。精子形成の状態から、3〜5 月と 7〜10 月は繁殖期、6
月は休止期、11〜1 月は非繁殖期と推定された。繁殖期の個体の鋤鼻器では、感覚上皮内の多くの VSNs
が OMP 陽性を示し、7〜10 月はさらに Gap43 陽性も示したことから、VSNs の産生が盛んであると推察
された。 

 
P138★ 

カメラトラップデータの画像座標を用いた個体ベースの軌跡推定：10 種の哺乳類で検証 
〇栃木 香帆子 1,2, 吉岡 明良 2, 熊田 那央 2, 小川 結衣 2,3, 大内 博文 2, 松島 野枝 2, 深澤 圭太 2 

（1 東京大学, 2 国立環境研究所, 3 筑波大学） 
 

近年自動撮影カメラが野生動物の調査に広く利用され、データの取得が困難であった動物の生態や生息
状況の把握が進みつつある。カメラトラップデータから得られる情報は膨大なため、これまでに画像から
動物の特徴点を自動検出するツールが発達してきた。しかし、野外のカメラトラップ映像では、動物が木
の陰に隠れ特徴点の位置が落とせない、岩や木が動物と誤判定されるなど、ノイズの多いデータが頻繁に
生じる。撮影個体の画像内の滞在時間や位置はＲＥＳＴ法などの個体密度推定に不可欠な情報であるが、
途切れ途切れの特徴点座標データを用いた個体追跡の方法論は未確立のため、効率的な密度情報の取得に
おける障壁となっている。 

以上より本研究では、断続的な特徴点座標の時系列データを用いて、個体レベルで連続的な軌跡を復元
することを目的に、ＥＭアルゴリズムを用いた２次元の切断正規混合回帰モデルの実装を行った。２０１
４〜２０２１年に福島県で撮影された哺乳類１０種の２６３動画をモデルのテストに使用した。各動画か
ら任意のフレーム数に切り出した静止画にＭｅｇａｄｅｔｅｃｔｏｒを適用し、得られたＸ座標、Ｙ座標
データと時間情報を用いて試行した。 

その結果、Ｒ二乗値が０．５以上であった動画数は、単独個体では６１／９１、複数個体では１１８／
１２７であった。今後は、より柔軟な軌跡の復元が可能となるカルマンフィルタを組み込み、モデルのア
ップデートを試みる。 
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CT 画像解析による飼育下のセイウチの上顎⽝⻭抜⻭の⻭⽛再生への影響について 
〇甲能 純子 1, 勝俣 悦子 2, 荒井 一利 2, 甲能 直樹 3,4 

（1 東京大学, 2 鴨川シーワールド, 3 国立科学博物館, 4 筑波大学） 

鴨川シーワールドで飼育されたセイウチ（Odobenus rosmarus）のムック（♀）と，その子であるチャ
ッキー（♂）とミック（♀）の 3 頭について，死亡後の頭骨標本を用いて肉眼的に⻭数を観察した．３個体
とも切⻭部に基本⻭式より多い⻭槽窩が認められた．ムックは左右上顎⽝⻭を抜⻭した後に両側とも再生
し，右上顎⽝⻭の近心頬側には 3 本の⻭⽛様構造物が萌出していた．チャッキーは右下顎 P4 の遠心舌側
に過剰⻭が認められた．CT 画像解析では，ミックについては感染や破折・欠失することなく正常に萌出し
ていた上顎⽝⻭について観察し，ムックとチャッキーについては上顎⽝⻭の欠失後に再生した⽝⻭の形態
およびその先端部と⻭槽の状態について，ミックのそれらと比較した．その結果，ムックの再生した左右
上顎⽝⻭は，正常⽝⻭の萌出形態と比較して 180 度捻転して再生していることがわかった．また，左上顎
再生⽝⻭の先端部の象⽛質がリング状に形成されているのに対し，右上顎再生⽝⻭の先端はリングが引き
ちぎられた C 字状に象⽛質が形成され，引きちぎられた先端部に連続して 3 本の⻭⽛様構造物が発生して
いることがわかった．この原因は、⻭の再生に関わる組織 Apical bud の掻爬が抜⻭時に不⼗分であったこ
と，Apical bud が掻爬により細分化された状態で残っていたためだと考えられる． 

P140★ 

ケナガネズミ Diplothrix legata における外部形態の相対成⻑
〇中山 好乃, 小林 峻 

（琉球大学） 

ケナガネズミは，中琉球の沖縄島，奄美大島，徳之島に固有の 1 属 1 種の大型の齧⻭目である．本種は
樹上性であり，前肢第１指の平爪や細い枝をつかむため掌球の間に溝があるなど，樹上生活に適応した特
徴がある．本研究では，ケナガネズミにおける外部形態の相対成⻑を明らかにすることを目的とした．沖
縄島北部で交通事故等により死亡した 58 個体を用いて，外部形態の計測を行った．幼獣と成獣それぞれに
ついてアロメトリー式ｙ＝bxαを使用し, 相対成⻑係数を算出した. その結果，幼獣の全⻑，尾⻑，後⾜
⻑，頭⻑，頭幅で雌の方が雄よりも相対成⻑係数が大きかった．雄は幼獣のサンプル数が少なかったが，
雌雄の全⻑と尾⻑，雌の後⾜⻑では変移点が見られ，2 相アロメトリーとなった．雄は頭胴⻑ 23.0 cm か
ら 25.5 cm，雌は頭胴⻑ 22.5 cm から 24.0 cm で変移点が見られ，雌雄ともに性成熟のタイミングで相対
成⻑係数が小さくなったと考えられた．また，雄では頭胴⻑の成⻑とともに後⾜⻑が成⻑し続けるが，雌
では幼獣の段階で後⾜⻑が成⻑しきり，成獣は頭胴⻑が成⻑しても後⾜⻑は成⻑しなかった．雌は妊娠に
よる急激な体重変化に適応するため，成獣になるまでに後⾜⻑が成⻑しきると考えられた．さらに，前肢
の掌球の⻑さと幅，前肢の爪は雌雄ともにすべての齢で劣成⻑であった．これらは，巣立ち後すぐに樹上
生活をするための特徴であると考えられる． 
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ツキノワグマの繁殖期の行動と生息地利用 
〇⻑沼 知子 1, ペク スンユン 2, 竹腰 直紀 3, 小坂井 千夏 4, 山﨑 晃司 3, 小池 伸介 2 

（1 帯広畜産大学, 2 東京農工大学, 3 東京農業大学, 4 農研機構） 
 

ツキノワグマの繁殖に関する知見は、飼育個体の観察や断⽚的な報告にとどまっており、野生での繁殖
行動はあまり分かっていない。一方、近年では、新たな行動分析手法として、動物装着型のカメラ装置が
様々な哺乳類種において用いられるようになってきた。本研究ではツキノワグマの繁殖行動を明らかにす
るため、東京都奥多摩町および⾜尾・日光山地で学術捕獲した 7 頭（オス 5 頭、メス 2 頭）の成獣個体に
ビデオカメラ付き GPS 首輪を装着した。首輪は繁殖期（5〜7 月）のツキノワグマの行動を記録できるよ
う設定し、クマの活動内容と繁殖行動の点から映像と GPS の解析を行った。その結果、すべての個体にお
いて、装着期間（26〜64 日）のうち一定期間（9〜26 日）は他個体と行動を共にする映像が記録され、オ
スでは複数のメスとの交尾も確認された。また、雌雄ともに、「他個体と行動した日（他個体が撮影された
日）」と「単独で行動した日（他個体が撮影されなかった日）」では 1 日の活動内容が異なることが示され
た。いずれの個体も、単独で行動した日と比べ、他個体と行動した日は、採食に費やす時間が短く、休息
に費やす時間が⻑くなっていた。そのため、ツキノワグマは繁殖行動にかける時間を増やすため、採食を
減らしていることが考えられた。また、当日はクマの繁殖場所の特徴とクマの行動との関係について生息
地利用の分析結果についても紹介する。 

P142★ 

積雪深は同所的に生息するニホンジカとカモシカの冬期生息地利用にどのような影響をあたえるか 
〇船津 沙月 1, 中森 さつき 2, 野澤 秀倫 3, 安藤 正規 4 

（1 岐阜大学大学院自然科学技術研究科, 2 岐阜県立森林文化アカデミー,  
3 岐阜大学大学院連合農学研究科, 4 岐阜大学応用生物科学部） 

 

ニホンジカ（Cervus nippon、 以下、シカ）とカモシカ（Capricornis crispus）が同所的に生息する地
域において、両種の生息地利用の制限要素となり得る積雪への応答を解析した事例はない。本研究では、
冬期の両種の生息地利用に注目し、積雪深が生息地利用に与える影響を明らかにすることを目指した。両
種が同所的に生息する岐阜大学位山演習林にて 2015 年〜2020 年の 5 年間、計 20 地点でカメラトラップ
調査を実施した。このうち冬期（12 月〜2 月）のデータをもとに、両種の撮影回数を応答変数、各地点の
ササ被度や森林タイプ等の 6 つの環境要因、さらに両種の積雪深への非線形な応答を表現するため積雪深
（2 月計測）の二次式を説明変数として、一般化線形混合モデルを構築した。 

カメラの総稼働日・台は 8,514 日・台であった。両種は全地点で撮影され、シカは 2,440 回、カモシカ
は 242 回撮影された。解析の結果有意であった説明変数のうち、積雪深に着目すると、シカの結果では二
乗項が有意に負の係数となった。撮影回数は積雪深 0 cm を最大として、積雪深に対して急激に減少し、
約 90 cm で半減した。一方、カモシカの結果では一乗項のみ有意な係数となり、また正の値であった。撮
影回数は積雪深に対して緩やかな単調増加となった。以上から、シカはカモシカに比べて、より浅い段階
で積雪を避けることが示唆された。 
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イエネコ線維芽細胞由来の不死化細胞の樹立
〇⽚山 雅史 1, 清野 透 2, ⽚岡 アユサ 3, 大沼 学 1, 福田 智一 4 

（1 国立環境研究所生物多様性領域, 2 国立がん研究センター先端医療開発センター, 
3 あゆとも動物病院, 4 岩手大学総合科学研究科理工学専攻） 

培養細胞は多様な研究で利用可能であるが、個体から取得した初代培養細胞は、細胞老化現象により増
殖が停止する。我々のこれまでの知見では、イエネコ由来の線維芽細胞に、ヒトやマウス由来の細胞培養
で用いいる条件を適応した場合、細胞増殖が非常に悪く研究利用が容易ではない結果を得ている。細胞老
化を乗り越える方法として不死化細胞（無限分裂細胞）の樹立が挙げられる。そこで本研究では、イエネ
コ由来の線維芽細胞に遺伝子を導入して不死化細胞を樹立を試みることとした。本研究では、手術の際に
生じた皮膚⽚から飼い主の同意を得てイエネコの線維芽細胞を取得し、取得した線維芽細胞にヒト変異型
CDK4、CyclinD、Tert（K4DT）を導入し、イエネコ由来の不死化細胞の樹立を試みた。K4DT 導入細胞に
おいて、細胞の小型化が確認された。連続継代で細胞増殖を解析したところ、全個体（3 個体）由来の
K4DT 導入細胞で、PD100 程度まで安定した増殖が確認された。一方で、遺伝子を導入していない親細胞
は、PD 2 程度で細胞増殖が停止し、細胞老化マーカー陽性を示した。また、樹立した K4DT 細胞は解析し
た 50 細胞中 50 細胞で正常核型が維持された。本研究では、正常核型を維持したイエネコの線維芽細胞由
来の不死化細胞の樹立に成功した。樹立した不死化細胞は、感染症研究など様々なイエネコの研究への応
用が期待される。

P144★ 

行動様式の違いに着目したロシアハタネズミの食糞行動の頻度 
〇竹ノ内 瑞月 1,2, 名倉 悟郎 2, 越本 知大 2, 篠原 明男 2 

（1 宮崎大学大学院医学獣医学総合研究科, 2 宮崎大学フロンティア科学総合研究センター） 

食糞は栄養素の再吸収を主な目的とした行動で、発達した盲腸を持つ小型齧⻭類で観察される。草食傾
向が強いほど食糞の頻度は高いと考えられているが、草食性のハタネズミ類に関しては、食糞を「ほとん
ど行わない」もしくは「頻繁に行う」という報告が混在している。そこで本研究では、ロシアハタネズミ
（Microtus levis）の雌雄各 3 頭を対象に 24 時間のビデオ観察を行い、食糞の詳細を明らかにすることを
試みた。本研究は食糞を、肛門から直接糞を食べる「直食い」行動と、落ちている糞を拾って食べる「拾
い食い」行動に区別し、それぞれの出現頻度と摂取糞数を集計した。比較対照として、食糞頻度が高いと
されるチャイニーズハムスター（Cricetulus griseus）の雌雄各 3 頭を用いた。その結果、ハタネズミでは
直食い、拾い食いともに 24 時間を通して観察されたが、ハムスターでは直食いは明期、拾い食いは暗期に
集中し、光周期による偏りが見られた。これは、ウルトラディアンリズムを示すハタネズミと、夜行性で
あるハムスターの活動リズムの違いに起因すると思われる。また、両種の食糞頻度を比較すると、直食い
はハタネズミでハムスターより多かった（雄：86±9 v.s. 10±2 回/day, 雌：69±7 v.s. 11±1 回/day: p＜
0.05）。さらに、ハタネズミでは総摂取糞数の 3 割、ハムスターでは 8 割が拾い食い由来であったことか
ら、種ごとに拾い食いの目的が異なることが示唆された。 
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伊吹山におけるニホンジカの行動圏と生息地利用 
〇池田 敬 1, 七條 知哉 2, 日下部 智一 3, 淺野 玄 4, 大森 鑑能 5 

（1 信州大学農学部, 2 岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター, 
3 岐阜県恵那農林事務所, 4 岐阜大学応用生物科学部, 5 山口県立山口博物館） 

岐阜県と滋賀県の県境に位置する伊吹山では，ニホンジカ（以下，シカ）が山頂部まで高密度に生息し
ている結果，国の天然記念物である山頂部における草原植物群落への採食圧の影響が懸念されている。そ
のため，両県は，シカの生息密度を低下させるための捕獲計画を立案している。そこで本研究は，GPS 首
輪を用いた行動追跡を実施し，シカの季節的な行動圏と生息地利用を把握することを目的とした。 

GPS 首輪は，伊吹山ドライブウェイにおいて 5 頭のシカに装着した。行動圏は Brownian Bridge 
Movement Model を用いて毎月算出し，各月における行動圏の重複率を計算した。また，生息地利用は，
各月における最外郭法による行動圏内にランダム点を発生させ，測位点とランダム点における環境を毎月
比較した。 

その結果，95%行動圏面積は 7.3ha〜96.6ha，行動圏の重複率は 0.0％〜93.0％に変動し，シカは 3 月〜
11 月にかけて標高の高い地域を集中的に利用していた。また，シカは年間を通して平坦な地形や道路から
近い環境を選択的に利用し，5 月〜10 月においてはササを中心とした二次草原を忌避し，山頂の草原植物
群落や低木群落を選好していた。以上の結果，山頂部の草原植物群落への影響を緩和させるためには，夏
季における狭い範囲での集中的なシカの捕獲が効果的だろう。 

P146★ 

ヌートリア Myocastor coypus における鋤鼻器の形態的特徴
〇和田 純奈 1, 小林 秀司 2, 河村 功一 1 

（1 三重大学, 2 岡山理科大学） 

【目的】ヌートリアは南⽶原産の大型齧⻭類であり，日本には戦後食肉生産を目的で養殖されたものが
野生化し，現在⻄日本を中心に分布を拡大している．本種における食害を中心とする農業被害などがあげ
られており，環境省により特定外来生物に指定されている．鋤鼻器は嗅覚の一つであるフェロモン受容に
関係していることから，繁殖行動において重要とされており，本研究では繁殖を中心としたヌートリアの
定着成功要因を探ることを目的として，鋤鼻器の形態的特徴の解明を行った． 

【材料と方法】凍結したヌートリアの眼窩前頭部を切断し，ホルマリン固定後，プランク・リュクロ液
で硬組織を脱灰した．冠状断した後，HE 染色による薄切切⽚を作成し，光学顕微鏡による組織観察を行っ
た．また，CT と MRI を用いて，硬組織と軟組織の観察を行い，近縁種との比較を行った． 

【結果と考察】ヌートリアは鼻中隔の下部に薄い硬組織に囲まれた 2 つのスリット状の鋤鼻器を持つこ
とが確認された．本種の鋤鼻器の特徴として，口蓋に特徴的な突出部を有し，口腔から鼻腔へ連絡してい
た．一般に鯨類，鰭脚類に代表される水棲哺乳類の鋤鼻器は退化的であることが知られているが，半水棲
の哺乳類であるヌートリアの鋤鼻器には退化的な特徴は全く認められなかった．このことから，鋤鼻器で
収集される情報は陸上生活で頻繁に用いられる感覚である可能性がある． 
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P147 

埼玉県内におけるユビナガコウモリの「再発見」 
〇大沢 啓子, 大沢 夕志 

（なし） 

ユビナガコウモリ Miniopterus fuliginosus は，国内では本州から島嶼部を含む九州に生息している．埼
玉県においては，浪江（1889）による 135 年前の秩父郡の記録があるのみで，それ以降の記録はないが，
2024 年 3 月 14 日に埼玉県秩父市浦山のトンネル内で休息中の 2 頭を確認した． 

これまで 135 年前の記録以外に県内で観察された事例がないこと，春季の越冬地から出産哺育地への移
動の時期であることから，移動中の個体が一時的に滞在していた可能性が高いと考えられる．ユビナガコ
ウモリは，埼玉県レッドリストでは「絶滅」とされており，今回「再発見」となるが，地方版レッドリス
トにおいては，当該地域を越えて越冬地と出産哺育地を移動する種の「絶滅」のランクのあり方を考える
必要があるだろう．

P148★ 

種子の発芽においてタヌキの糞は味方なのか？ 
〇清水 俊輔, 浅利 裕伸 

（帯広畜産大学） 

植物には動物に果実を食べられることで種子が散布される周食散布に適応した種が多く存在する．これ
まで，哺乳類による周食散布の研究は多く行われており，糞とともに排出される一部の種子の発芽率や生
存率が向上することが明らかになっている．中型食肉目であるタヌキ Nyctereutes procyonoides は果実を
採食し，その種子が糞とともに散布されることが報告されているものの，植物の分散に与える糞の効果は
知られていない．そのため，本研究ではタヌキの糞が種子の発芽に与える影響を明らかにすることを目的
とした．北海道⼗勝地域で糞を採取し，糞の中に確認された種子の同定を行った．糞に含まれていた種子
のみの播種（以下，消化処理），糞と種子の播種（以下，糞処理），野外で採取した種子の播種を行い，発
芽実験を実施した．播種後は毎日観察を行い，発芽までにかかった日数と発芽数を記録した．観察期間と
種子への処理は植物種に応じて異なる方法で行った．ヤマグワ Morus bombycis，サクラ類，キイチゴ
類，サルナシ Actinidia arguta，不明種子で発芽が観察された．ヤマグワと不明種子では糞処理よりも消化
処理の方が発芽にかかった日数が短く，発芽が多く見られた．サクラ類は糞処理のみ，イチゴ類は消化処
理でのみ発芽が見られた．サルナシでは消化処理と糞処理の間で大きな差は見られなかった．糞が発芽に
対して与える影響は植物種によって異なると考えられる． 

203



ポスター発表

P149 

離島：見島産ヒミズの形態的特徴を基盤する遺伝的背景の解析 
〇今井 啓之 1, 松尾 大輝 2, 松屋 純人 1,3, 平塚 貴大 4, 加納 聖 1, 日下部 健 1 

（1 山口大学共同獣医学部, 2 兵庫県, 3 鹿児島大学共同獣医学部,  
4 広島県立総合技術研究所保健環境センター） 

山口県の離島、見島は１〜２００万年前に本州から分離したとされる。この隔離期間は隠岐など他の大
型離島と同程度であり、これらの離島に分布する小型哺乳類は遺伝的隔離を受けて体サイズや⻭の大型化
といった独自の表現型を示す。見島にはヒミズ、ジネズミ、ヒメネズミおよびハツカネズミが分布し、見
島産ヒミズは⻭および体サイズの大型化に加えて体表の白斑といった特有の表現型を有する。しかしなが
らこの独自の表現型を裏打ちする遺伝的背景は解析されていない。今回、山口県の本州と見島においてヒ
ミズの捕獲と収集を行い、遺伝特性の解明を目的とした。

2021 年から 2024 年 3 月にかけて山口県内においてヒミズの捕獲と収集を行い、ミトコンドリア DNA
に対して PCR を行い、配列を比較した。捕獲調査の結果、見島産ヒミズは腹部に少量の白色化した体毛が
認められた。国内別地点での捕獲個体のデータベース上の配列も参照しつつ比較を行ったところ、遺伝的
な隔離を示唆する結果は得られず、山口県３産地で１つのクラスターを形成した。以上の結果から見島の
地質的分離とヒミズの遺伝的隔離は一致せず、むしろ過去の報告と同様に見島と本州の地理的に密接な関
係が再確認された。今後はジネズミやヒメネズミといった別動物種での解析が必要であると考える。 

P150★ 

シカと鉄道の事故はいつ発生する？
〇野澤 秀倫 1, 安藤 正規 2 

（1 岐阜大学大学院連合農学研究科, 2 岐阜大学応用生物科学部） 

世界各国において、野生動物と車両の衝突事故が数多く発生している。鉄道車両との事故は、運行の遅
延や車両の損傷など、市⺠生活や鉄道運営に大きな影響を及ぼす。事故対策として有効とされている徐行
運転をおこなうには、事故の発生しやすい季節及び時間帯を明らかにする必要がある。本研究では、JR 高
山本線の岐阜県内区間において 2012〜2020 年度に発生したシカと列車との衝突事故 962 件のデータを用
いて、記録された事故の発生日時及び発生時刻から、事故の季節的及び時間的な発生傾向について解析し
た。季節的な事故の発生傾向は、事故発生件数を 1 月から 12 月まで 1 か月ごとに集計し解析に用いた。
時間的な事故の発生傾向は、1 日を 4 時間ごとに区切った時間帯を解析単位として事故発生件数を集計し
た。事故発生件数を応答変数、月および時間帯を説明変数とした一般化線形加法モデル（GAM）を用いて
解析をおこなった。 

月及び時間帯は事故発生件数に有意な影響を与えていた。月ごとの事故発生件数は 6 月が最多の 137 件
であり、続いて 3 月の 89 件、11 月の 87 件であった。時間帯ごとの事故発生件数は、シカの活動が活発で
あると考えられる明け方 4 時〜8 時及び日暮れ以降の 16 時〜24 時に 9 割近くが集中していた。通常運行
のおこなわれていない 0 時〜4 時、運行本数は多いもののシカの活動が少ないと考えられる日中 8 時〜16
時に事故が少なかった。 
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P151 

琉球大学千原キャンパスにおけるオリイオオコウモリのねぐら利用の季節変化 
〇小林 峻 1, 菊池 隼人 1, 伊澤 雅子 2 

（1 琉球大学, 2 北九州市立自然史・歴史博物館） 

クビワオオコウモリは、オオコウモリ科の中でも数少ない単独性の種である。本研究では、クビワオオ
コウモリの亜種オリイオオコウモリのねぐら利用の季節変化を明らかにすることを目的とした。沖縄島中
部に位置する琉球大学千原キャンパスの道沿いに 3.5 km のルートを設定した。このルートには森林は含ま
れておらず、観察した樹木は道路沿いの街路樹や林縁の樹木である。2023 年 4 月から毎月 3 回以上、クビ
ワオオコウモリを探索した。調査は 10:00〜15:00 に開始し、設定したルートを 1 周した時点で終了した。
個体を発見した場合には、可能な限り性別と雌については幼獣を抱いているかどうかを確認した。本研究
の結果、成獣の観察個体数は 5〜7 月に多く、12〜2 月は少なかった。⺟個体と一緒にいた幼獣の観察個体
数は 5〜7 月に多く、9〜3 月は観察されなかった。ねぐらとして利用していた樹木は 19 種であった。この
うち、1 年を通してねぐらとして利用されていた樹種がある一方、⺟個体が幼獣を抱いている期間に高頻
度で利用される種もあった。繰り返し休息が観察された樹木は少なかった。以上の結果は、ねぐら利用は
季節的に変化することを示している。季節変化の要因の 1 つとして仔育てとの関係があり、仔育て期に⺟
個体が休息場所を移動している可能性が考えられる。

P152★ 

イエネコと在来種の日周活動の関係性
〇木村 開人 1, 釣谷 洋輔 2, 小椋 崇弘 3, 塩野﨑 和美 3, 浅利 裕伸 1 

（1 帯広畜産大学, 2 環境省奄美群島国立公園管理事務所, 3 株式会社奄美自然環境研究センター） 

被食者は捕食者との日周活動の重複を減らすことで捕食リスクを抑え，捕食者は被食者と活動を同期さ
せて捕食しようとする．しかし，特に島嶼部に生息する生物は，捕食される経験の欠如から外来捕食者に
対して脆弱であり，絶滅に至ることも少なくない．これらの影響を軽減するためには，外来捕食者の捕食
戦略と在来被食者の適応の有無を理解する必要があるが，島嶼部における両者の日周活動に関する研究は
限られている．そこで本研究では，奄美大島に生息する外来捕食者のイエネコと被食者である在来哺乳類
3 種の計 4 種を対象として，日周活動の関係性を明らかにすることを目的とした．分析には環境省沖縄奄
美自然環境事務所が「奄美大島生態系維持・回復等業務」において島内の林道に設置している自動撮影カ
メラのうち，2018 年から 2024 年までのデータを用いた．アマミトゲネズミとケナガネズミは薄明薄暮に
ピークを持つ夜行性であったが，アマミノクロウサギは夜間を通じて高い活動性を持っていた．また，イ
エネコも夜間を通じて活動性が高く，在来哺乳類との日周活動の重複は全ての種において高かった（D >
0.75）．森林に生息するイエネコの活動性は薄明薄暮にピークを持つことがいくつかの地域で報告されてい
るため，奄美大島に生息するイエネコはアマミノクロウサギの日周活動に合わせて日周活動を変化させて
いるかもしれない．
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P153 

研究史・飼育史にみる明治期から昭和初期にかけての日本在来オオカミをめぐる議論の状況 
〇梅木 佳代 

（北海道大学） 
 

日本列島にかつて生息したエゾオオカミとニホンオオカミは、いずれも明治年間に絶滅した。これらの
在来オオカミをめぐる研究は、現存するわずかな標本資料や歴史・⺠俗資料を対象として進められてい
る。しかしながら、その全体的な研究史はこれまで明確化されていない。絶滅した在来動物の研究では、
限られた記録や情報を繰り返し用いて検討がおこなわれるため、研究史の把握が進まなければ、同じ過程
を何度も踏襲するおそれがある。 

本州以南に分布したニホンオオカミは、明治年間の早い段階ですでに姿を消しつつあったとされる場合
もあるが、研究初期における議論の実際は把握されておらず、いつごろから、どのような検討材料を用い
て、現代の知見につながる基礎的な情報の蓄積が開始されたのか不明確となっている。また、日本列島内
の動物園・博物館施設では、やはり明治年間から在来、海外産それぞれのオオカミが飼育されてきた。こ
うした飼育下個体の位置づけや関連する情報はこれまで整理されておらず、結果として国内研究史におけ
る議論や言説の形成過程に影響を与えてきた存在なのか検討することができない状況にある。そこで、本
発表では関連文献の集約とレビューを通じて、明治期から昭和初期にかけての日本国内のオオカミの研究
史と飼育史の両面から在来オオカミをめぐる初期の議論の形成過程を検討した。 

P154★ 

北多摩地域の都市公園におけるタヌキとネコの関係 
〇藤田 翔伍 1, 金子 弥生 1, 周 浩羽 1, 髙田 雄介 2,1 

（1 東京農工大学大学院, 2 アジア航測株式会社） 
 

近年、東京都の都市部及び郊外で野生食肉目動物の再分布が進んでいるが、種間関係について示された
研究は、北多摩地域では依然として不⾜している。そこで本研究では、北多摩地域北東部に位置する武蔵
野中央公園及び小金井公園で、カメラトラップを用いて 2022 年 9 月 30 日〜11 月 30 日までの 62 日間に
わたりタヌキ (Nyctereutes procyonoides) とネコ (Felis catus) の活動時間及び行動を分析した。その結
果、武蔵野中央公園については 2 種の撮影場所は重複していたものの、活動時間は殆ど重なることはな
く、それぞれ別の時間帯に行動していた。より緑地面積の広い小金井公園においては、異なる撮影地点で
記録され、2 種が同日に同一地点に現れる事例は全く確認されなかった。したがって、タヌキとネコは互
いに遭遇することが少ない時間に行動することで種間競争を避ける時間的すみわけを行い、緑地面積が大
きい場所においては、可能な限り互いに遭遇しないような場所を選択する空間的すみわけをしていること
が示された。さらに、武蔵野中央公園においては同一地点で 2 種が探索する活動が多く撮影されたことに
加え、ネコが人間から餌をもらう早朝にタヌキの活動が少なかったことから、当地域においては 2 種間に
人間の活動を踏まえたすみわけも成立しているものと思われる。 
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P155 

六甲山系の広葉樹林における林床植生の回復にイノシシが及ぼす影響 
〇栃本 大介 1, 田村 悠旭 1, 竹中 淳 1, 堀田 佳那 2 

（1 神⼾市建設局防災課, 2 ひょうご環境創造協会） 

ニホンジカによる森林植生への影響に関しては多くの研究成果がみられるが，イノシシによる影響に関
しては知見が少ない．本研究では，イノシシが高密度で生育する六甲山系の広葉樹林において，林床植生
の回復に与えるイノシシの地表撹乱の影響を検証するために，侵入防止柵を設けた試験区を設置し，林床
植生の植被率，リター被覆率，土壌深の変化を調査した．2022 年には群落内に自動撮影カメラを設置し，
イノシシの行動を観察した．

柵内では，調査区設置 2 年後に植被率が平均 80-90％に達し，リター被覆率は 100％近くにまで増加し
た．柵外では，植被率は増加したものの，イノシシによる掘り返し跡が認められ，柵内と比べて草本の植
被率が小さく，リター被覆率に増減の繰り返しが認められた。柵内では土壌深に微増の傾向が認められた
が，柵外および未整備区では掘り返しの影響による増減が認められた．自動撮影カメラではイノシシが高
頻度で撮影され，柵外では 9-10 月に 2-3 回／日に及ぶ高頻度の掘り返しが確認された．また，地下茎を採
食する様子も見られた．未整備区では冬季の掘り返しが多く，落葉下を掘りながら採餌する様子が認めら
れた． 

イノシシによる地表撹乱は，調査地における林床植生の回復に影響を及ぼしており，侵入防止柵の設置
は林床植生および表層土壌の保全に一定の効果を有するものと推察された． 

P156★ 

岐阜市における地域住⺠の自由行動ネコに対する意識 
〇堀江 勇斗, 岩澤 淳, 森部 絢嗣 

（岐阜大学） 

イエネコは，生態系に大きな影響を及ぼしているほか，衛生問題など様々な「ネコ問題」がある．ネコ
問題は，放し飼いや不妊去勢手術を怠ることなどに起因される．本研究では,農村部から都市部までの環境
を有する岐阜市において，自由行動ネコに対する市⺠の意識を把握することを目的としてアンケート調査
を実施し，2768 件の回答を得た． 

ノラネコが「いない方がよい」と回答する人は約 7 割であり，「いる方がよい」と回答した人は約 1 割だ
った．「いない方がよい」と回答した人に対してその対策を問うたところ，「放し飼いの禁止」と回答した
人が 3 割以上で最多であった．完全室内の飼育状況は，過去に飼育していた人は約 5 割であったが，現在
飼育している人は約 8 割であったことから，飼育者の室内飼育への意識が向上していることが示唆され
た．また飼い猫の不妊去勢手術率は，現在飼育している人が約 9 割で，過去に飼育していた人は半数であ
ったことから望まない繁殖を防ぐ意識は浸透していた．しかし屋外飼育で同手術を施していない人もお
り，放し飼いのネコによる問題は依然として残っていた．自由行動ネコを問題視されている一方で，8 割
以上がネコを外来生物だと認識しておらず，ノラネコが「いない方がよい」と回答した人のうち，生態系
への影響を理由に挙げた人は約 1 割であった．そのため，ノラネコが生態系に与える影響も周知させる必
要がある． 
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P157 

オニグルミ種子の成熟過程とキタリスによる利用時期との関係 
〇浅利 裕伸, 宮本 湧大 

（帯広畜産大学） 
 

キタリスは多様な採食物を利用するが，特に種子類は本種にとって重要な餌資源である．一方，キタリ
スの貯食によってオニグルミは種子散布されるため，2 種の関係性の理解は森林形成のメカニズムの解明
において不可欠である．キタリスにとって未成熟の種子は利用価値が低いと考えられるが，一部の野生動
物は未成熟の種子類を利用することが知られている．本研究では，オニグルミの成熟過程とキタリスによ
る種子の利用時期との関係性を明らかにすることを目的とした．オニグルミの種子の成熟過程を把握する
ため，帯広市内の緑地において 19 本の調査木を設定し，2021 年 7 月〜9 月に週一回種子のサイズ（非採
取）を計測した．また，調査対象木とは異なる 34 本から月 2 回の頻度で種子を採取し，種子サイズと子葉
の重量を計測し，関係式を構築した．種子サイズのデータを用いて子葉の重量変化を推定した．さらに，8
調査地点で，2021 年 7 月〜10 月に週 2 回の頻度で 20 分間の定点観察を行ない，キタリスによるオニグル
ミの利用数を記録するとともに，観察範囲内の食痕数を計測した．オニグルミの種子のサイズは調査期間
中に大きく肥大しなかったが，子葉の重量は 8 月中旬までに急増し，その後変化が小さかった．キタリス
による種子の利用は，子葉の重量が増加する前（8 月上旬）から確認されたことから，オニグルミ内の可
食部が完全に成熟しなくても重要な餌資源として判断している可能性がある． 

P158★ 

齧⻭類における頭骨進化戦略の機能形態学的検討 
〇平口 裕梨 1, 遠藤 秀紀 2 

（1 東京大学総合研究博物館, The University Museum, The University of Tokyo / 東京大学大学院 
農学生命科学研究科, The University of Tokyo, Graduate school of Agricultural and Life Sciences,  

2 東京大学総合研究博物館, The University Museum, The University of Tokyo） 
 

哺乳類の中で最も種の多様性が高い分類群である齧⻭類は，様々なニッチに進出しているため，頭骨で
はその特殊化が反映されている．特に感覚器は，種々のロコモーション適応によって変異を見せる器官で
ある．したがって，齧⻭類の感覚器に対する理解は，哺乳類全体の適応進化を語る上での基盤となると考
えられる．本研究では，頭蓋の中で特にロコモーションによって形態学的特徴を変化させる器官として，
眼窩に着目した． 

本研究では，ネズミ科 4 種，リス科 7 種を含む齧⻭類 19 種を用いて，頭蓋 36 ヵ所，下顎 7 ヵ所をノギ
スで測定し，その値から体サイズを除去し，Kruskal-Wallis 検定，次いで U 検定を行った．そして，主成
分分析によって各計測項目の特性を明らかにした． 

その結果，脳函の幅に関して，従来の研究によると，樹上適応したリス科が大きな値をとるとされてい
たが，樹上性のヒメネズミがさらに大きな値をとった．そして，ほとんどの種で眼窩は横向きであること
が明らかになった． 

この結果により，ヒメネズミの脳函が大きい値をとったことは，系統にかかわらず，樹上適応していれ
ば脳サイズが大きくなることを示唆している．さらに，眼窩の向きに対する解析は，Microscribe を用いて
三次元的に，より詳細に行うことで，眼窩の前方向を向いている角度を測定することが可能となり，齧⻭
類の眼窩適応史の理解につながることが期待される． 
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P159 

神奈川県箱根町で観察されたニホンジカによる角齧り行動 
〇關 義和 

（玉川大学） 
 

有蹄類の多くは，塩なめや土食，角や骨を齧る骨角食行動などによりミネラル不⾜を補っていることが
報告されている．骨角食行動は，シカ類でよく知られているものの，ニホンジカ（以下，シカ）について
はその分布域の広さにも関わらず日本南部の⾺毛島でしか観察されていない．本研究では，本州で初めて
確認されたシカによる骨角食行動について報告する．野生動物の生息モニタリングのために，神奈川県の
玉川大学箱根自然観察林に 2017 年 5 月から 2020 年 9 月にかけて設置したカメラトラップ 15 台のうちの
1 台が偶然にシカ（成体メス）の角齧り行動を捉えた．角は 4 尖角（偶然に周辺で落角したものと思われ
る）で，角齧り行動は 2018 年の 7 月に 2 回観察された．シカの骨角食行動は，本種が高密度に生息し食
物資源が不⼗分な地域でも観察されていない．これらの結果は，シカの骨角食行動にミネラル不⾜以外の
要因が影響している可能性，または研究が不⼗分のために単純に発見されていない可能性を示唆する．今
後，シカの骨角食行動について理解するためには，シカ密度の異なる複数の地域で体系的に調査を進める
必要がある（本研究の詳細については，Journal of Ethology, 2024, 
https://link.springer.com/article/10.1007/s10164-024-00815-7 を参照）． 

P160★ 

低緯度地域の山岳地帯に生息するオコジョの食性の季節変化 
〇髙田 幸作, 髙田 隼人 

（東京農工大学） 
 

オコジョは北半球に広く分布する食肉目であり、低緯度地域になるほど標高の高い山岳に生息する傾向
にある。高緯度地域の低地に生息するオコジョは小型哺乳類を専門的に捕食するスペシャリストであるこ
とが知られるが、低緯度地域に生息するオコジョの食性に関する情報は非常に乏しい。そこで本研究で
は、低緯度地域の山岳地帯に生息するオコジョの食性を評価するため、⻑野県浅間山の山地帯から高山帯
に生息するオコジョを対象に四季にわたり糞分析をおこなった。2023 年 8 月から 2024 年 7 月にかけて登
山道を計 300 km 踏査し、糞を採集した。糞サンプルはポイント枠法および頻度法により 85 サンプル分析
した。その結果、オコジョは年間を通じて小型哺乳類を主に捕食していた。春と夏には約半数の糞から地
上徘徊性甲虫や膜翅目などの昆虫類、秋には約半数の糞から高山植物の果実の採食が確認された。春から
夏の昆虫と秋の果実は食物供給の季節変化に合わせて利用されたと考えられた。高緯度地域の低地に生息
するオコジョは小型哺乳類に特化したスペシャリストであるのに対し、低緯度地域の山岳である浅間山で
は、小型哺乳類だけでなく昆虫類や果実なども食べるジェネラリストであることが示唆された。本研究の
結果から、低緯度地域のオコジョは、季節変化の激しい山岳地帯に適応するため、単一の餌資源に依存せ
ず、多様な餌資源を利用する採食戦略を取っている可能性が示唆された。 
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P161 

出没時の現地調査から見えてきた札幌市のヒグマの出没要因 
〇早稲田 宏一 1, 中村 秀次 1, 釣賀 一二三 2, 白根 ゆり 2 

（1NPO 法人 EnVision 環境保全事務所, 2 北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所） 

人口約 200 万人を有する札幌市は、市街地とヒグマの生息地が近接し、ヒグマによる市街地への出没が
大きな社会問題になっている。これに対して、札幌市では 2010 年からヒグマ出没時に専門家が同行した
現地調査を実施しており、DNA 分析に基づきヒグマを個体レベルで把握する取組みを進めている。 

2010〜2023 年の現地調査で得られた DNA 試料（体毛、フン等）により、82 頭（オス 48 頭、メス 34
頭）のヒグマが識別された。このうち、市街地及び市街地周辺で識別された個体は、61 頭（オス 35 頭、
メス 26 頭）であった。さらに、複数年にわたり出没に関与していた個体は 18 頭（オス 5 頭、メス 13
頭）で、メスの割合が高かった。

また、この期間に市街地に出没するなどして、問題個体として札幌市に駆除されたヒグマは 8 頭（オス
4 頭、メス 4 頭）で、齢構成は若齢個体（1〜2 歳）が 5 頭(オス 3 頭、メス 2 頭)、オスの亜成獣が 1 頭、
メスの成獣が 2 頭であった。また、捕獲時の状況や胃内容物から、人為的な食べ物に依存していたとみら
れる個体はメスの成獣 1 頭のみであり、若齢個体 5 頭のうち、4 頭はオニグルミを餌として利用してい
た。

本発表では、ヒグマ出没時の現地調査で得られた結果のうち、特に DNA 分析による個体識別結果を中心
に、ヒグマが市街地に出没する要因について考察する。 

＊本発表の内容は札幌市による委託業務の一環として実施されたものです。 

P162★ 

景観構造とため池の特徴が外来哺乳類 (ヌートリア・アライグマ)の 利用状況に与える影響 
〇石井 秀空 1, 鴻村 創 2,3, 沼田 寛生 2, 栗山 武夫 2,4 

（1 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科, 2 兵庫県森林動物研究センター, 
3 公益財団法人ひょうご環境創造協会, 4 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 

特定外来種ヌートリアとアライグマは、日本で分布を拡大しており、農業・生活被害などの人間活動へ
の影響のみならず、生態系への影響も懸念されている。分布地域では根絶を目的とした捕獲が実施されて
いるが達成された地域は皆無である。効率的な防除のためには両種が選好する環境を特定することが重要
である。ヌートリアやアライグマは、ともに河川やため池といった水域を好むことで知られているが、水
域の特徴や周辺景観を考慮した知見は乏しい。そこで本研究ではため池に注目し、その特徴と周辺の景観
構造が両種の利用に影響を与えるかを明らかにした。調査地は両種が分布し、かつ約２万２千個のため池
が存在する兵庫県本州部である。 

調査地とした神⼾市北区大沢町は、面積約 13.5km2 のなかに平均約 581m2（最小：11m2―最大：
10890m2）のため池が 634 個点在している。そのうち 89 カ所のため池に 2023 年 6 月から 8 月にかけて
自動撮影カメラを 1 台ずつ設置した。両種の撮影頻度を目的変数とした一般化線形モデルを構築した。説
明変数として用いた環境要因は、カメラ設置地点のため池の面積や周⻑、ため池を中心とした半径
200m、400m、800m バッファ内の森林、耕作地（水田・畑・果樹園）の面積率や林縁⻑率、ため池の密
度である。 
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P163 

⻑野県における中・小型食肉目における有害捕獲の現状 
〇福江 佑子 1, 永井 碧海 1, 竹下 毅 2 

（1（特非）あーすわーむ, 2（同）生物資源利活用研究所） 

野生鳥獣の保護管理を実施する上で、捕獲実態の把握は欠かせないが、中・小型食肉目においては、大
型獣に比べ得られる捕獲情報は限定的であり、潜在的な問題も表面化してこなかった．しかし、近年の
中・小型食肉目における保護管理上の問題へ対処していくため、昨年度の大会において、「在来の中・小型
食肉目が直面する 保護管理上の課題と論点の整理 」と題した自由集会が開催され、中・小型食肉目保護
管理検討作業部会の設立に至った. 

発表者らは、上記集会において、「中・小型食肉目の有害捕獲の現状」を整理し、論点を提示した．その
有害捕獲の実態把握にあたり、環境省が公開している鳥獣統計や小諸市で集計した鳥獣捕獲データを用
い、全国、⻑野県、小諸市の行政レベルに分け、2002 年〜2021 年の 20 年間でのアナグマ、キツネ、タヌ
キ、テンの 4 種における捕獲数をとりまとめた．その結果、全国および⻑野県では、狩猟よりも許可捕獲
による捕獲数が平成 20 年度以降、急増していた．特にアナグマでは全国で 112 倍、⻑野県では 492 倍で
あった．その背景として、 鳥獣被害防止特措法、シカの捕獲強化やアライグマ等外来生物の捕獲の中での
（錯誤）捕獲数の増加があると考えられた．

本大会では、アナグマ、キツネ、タヌキ、テンに加え、外来生物であるハクビシン、アライグマについ
ても捕獲数の推移についても報告し、中・小型食肉目の捕獲の実態について議論したい． 

P164★ 

カメラトラップ法による⻘森県弘前市におけるアライグマの利用環境の調査
〇鈴木 千鶴, ムラノ 千恵, 東 信行 

（弘前大学大学院農学生命科学研究科） 

⻘森県では 2004 年に弘前市で初めてアライグマの生息・繁殖が記録され、その後近隣市町村への分布
拡大とともに農業被害が報告されているが、その生息状況については⼗分な調査が行われていない。本研
究では弘前市における現在のアライグマの生息状況を解析するために、2023 年の 6 月末〜11 月にかけ
て、弘前市内にセンサーカメラを設置し撮影を行った。そして弘前市における本種の生息地選択について
調べるために、本種の撮影回数を目的変数、各景観面積を説明変数として負の二項分布による GLM を用
いた解析を行った。また、本種と在来の中型哺乳類が利用場所について重複しているかどうかも同様に解
析した。さらに調査期間内に活動性の季節的変化があるか GLMM を用いて解析した。農地がメッシュの多
くを占め森林パッチもある程度存在するメッシュにおいて撮影頻度が高い傾向があった。在来の中型哺乳
類についてはタヌキとの利用場所の重複が示唆された。活動性の季節的変化について特に傾向は見られな
かった。以上の結果から、弘前市のアライグマは農地を主な餌場とし、移動や休憩場所に森林を利用して
いると考えられる。そして森林の利用に広い面積は要さないことが示唆された。また本調査では 6〜11 月
の間に活動に変化は見られず、食害件数が比較的少ない秋も夏と同様に活動している可能性が示唆され
た。タヌキと利用場所の重複が示唆されたが、競合しているかについては現段階では不明である。 
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P165 

ニホンカモシカ動物園飼育個体の毛色関連遺伝子 Mc1r における多型解析
望月 雄飛, 〇布目 三夫 

（岡山理科大学・理・動物） 

ニホンカモシカの毛色は地域ごとに異なることが知られている．哺乳類の毛色を司る主要な遺伝子とし
て，Mc1r（melanocortin 1 receptor）や Asip（Agouti signaling protein）などが挙げられる．特に MC1R
タンパクのアミノ酸変異については，偶蹄類だけでなく様々な哺乳類種において毛色多型に関与すること
が報告されている（Caro & Mallarino 2020）．本研究では４つの飼育施設で飼育されているニホンカモシ
カ 13 個体について，Mc1r 遺伝子の多型を調べた．DNA は糞から採取し，本研究で設計したプライマーペ
アを用いて，Mc1r のエキソン領域 954 bp の配列を決定した．塩基置換は 267 bp と 647 bp の２箇所にみ
つかり，どちらもアミノ酸を変える変異（I89V と Q216R）であった．647 bp の変異は 1 個体のみが有し
ていた．一方 267 bp の多型は，四国産の４個体ならびに静岡・山梨・⻑野由来の３個体と，⻑野・富山・
新潟・山梨の４個体で異なった（⻑野産１個体はヘテロ型であった）．ウシでは MC1R の 88 番目のアミノ
酸（セリン）と，物性が似ている他のアミノ酸（アスパラギン）の多型が⿊毛と赤毛の多型をもたらすこ
とが報告されている（Hauser et al. 2022）．このことから，ニホンカモシカの毛色の地域差に MC1R の多
型が関与する可能性が考えられた．

P166★ 

GIS 技術を用いたホンドオコジョの生息分布域推定 
〇安井 萌実 1, 奥岡 桂次郎 2, 森部 絢嗣 1,2 

（1 岐阜大学応用生物科学部, 2 岐阜大学社会システム経営学環） 

日本本州固有亜種のホンドオコジョ(Mustela erminea nippon)は，環境省レッドリスト 2020 において
準絶滅危惧種に指定されている．近年，道路建設による生息域の分断など生息条件の悪化により，個体数
の減少が懸念されている．また，日本を南限として冷涼な高山帯に生息し，今後温暖化による分布域の縮
小や孤立個体群が生じる可能性がある．一方でオコジョに関する文献は数少なく，研究対象地域やデータ
は偏在しており，広域的な分布域調査は 1990 年代以降更新されていない．そこで本研究では，過去デー
タの統合及び生息実態の把握により，オコジョの保全に貢献することを目的とした．

2002 年 4 月から 2023 年 12 月までの全国のオコジョ目撃データを文献等から収集し，本州および地点
データ数の豊富な石川県内の分布域を MaxEnt により分析した．環境データは，標高，傾斜度，年平均気
温，年平均降水量などを使用した．石川県の分析の結果，生息確率は南東部の白山地域で集中して高く，
その他の地域では低い値となった．白山地域は，QGIS 分析により比較的高標高，急傾斜，低温，多雨な環
境と判断でき，オコジョの好む生息環境との関連性が示唆された．今後は環境データや位置情報を追加し
た分析結果を用いて，オコジョの有用な保全案について検討する． 
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ポスター発表  

P167 

岩手県盛岡市雫石川の河畔林におけるツキノワグマの利用実態 
〇滝川 あかり 1, 出口 善隆 2, 山内 貴義 2 

（1 岩手大学大学院総合科学研究科, 2 岩手大学農学部） 
 

ツキノワグマ(以下、クマ)の人里周辺の河畔林における利用実態を明らかにするため，盛岡市雫石川の
河畔林に自動撮影カメラを 7 台設置し動画を撮影した。撮影期間は 2023 年 6 月 21 日から 12 月 13 日まで
の 174 日間であった。日の出から日の入までを「昼」、日の入から日の出までを「夜」とした。 

動画は 11 月まで毎月撮影され、連続撮影を考慮した河畔林の利用回数は 35 回だった。利用実態は月ご
とで変化し、8 月までは昼の利用が多く、10 月は夜の利用が多かった。 

夏期に昼の利用が多かったことは、繁殖期と餌不⾜により行動が活発化したことに加え、人間活動の影
響が少ない環境であったためと考えられる。一方で秋期に夜の利用が多かったことは、山菜採りなどの人
間活動が増加しそれを回避した可能性がある。 

本発表では以上の考察に加えて、親子グマの利用が 10 月まで継続的に増加したことを、個体構成(単
独・親子)に注目して詳細に分析する。また、2024 年 4〜6 月の結果も合わせて報告し、1 年間のクマの河
畔林利用について明らかにする。 

P168★ 

ニホンジカによる植生改変と人為攪乱は相乗的に中大型哺乳類に恐れの景観を生み出す 
〇山下 純平 1, 千本木 洋介 2, 角田 裕志 3, 江成 広斗 1 

（1 山形大学, 2 株式会社 BOULDER, 3 埼玉県環境科学国際センター） 
 

中大型哺乳類は捕食リスクが高まる「恐れの景観」を認識することで、生息地利用を変化させている。
高密度化するシカの採食に伴う植生改変は、下層植生を潜伏場所として利用する中大型哺乳類に「恐れの
景観」を生み出している可能性がある。また、「恐れの景観」は捕獲等の強度の人為攪乱によっても創出さ
れうる。そこで本研究では、中大型哺乳類 11 種を対象に、「シカにより植生が改変され、人為攪乱の強ま
る景観で生息地利用が減少する」という仮説を検証した。この仮説を検証するため、2023 年 6 月から
2024 年 1 月まで福島県南会津町に 41 台のカメラトラップを設置し、対象種の生息地利用を joint species 
distribution model を用いて評価した。構築したモデルはすべての対象種で収束し、良好な予測性能（AUC
＞0.7）を示した。その結果、シカが植生を改変した景観で 7 種の哺乳類（カモシカ・ノウサギ・ツキノワ
グマ・ハクビシン・アナグマ・キツネ・テン）の生息地利用が減少した。また、人為攪乱強度が相対的に
強い里山を選択する傾向がみられたツキノワグマとイノシシは、シカの植生改変に伴い生息地利用を減少
させた。よって本仮説は一部の種において支持され、シカによる植生改変は人為攪乱と相乗的に働くこと
で「恐れの景観」を生み出している可能性が示唆された。 
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ポスター発表  

P169 

YOLO を活用した野生動物管理のための汎用的画像認識 AI 開発 
〇木村 響, 佐伯 真美, 河崎 裕太, 岸本 康誉 

（(株)野生動物保護管理事務所） 
 

近年、ニホンジカやイノシシといった野生動物の急増や、アライグマなどの外来種問題が深刻化してい
る。これにより生態系への影響や農業被害、人⾝事故が増加しており、野生動物の適切な管理が求められ
ている。この課題に対処するためには詳細なモニタリング調査が必要である。その中で、センサーカメラ
を用いた調査が拡大しており、この手法では複数の獣種を同時に、かつ⻑期間にわたり観察できるメリッ
トがある。しかし、収集される大量の画像データを人手で分類・識別する必要があり、これには大きな労
力を要する。さらに、センサーカメラは草木の動きにも反応し、動物が写っていない画像を大量に生成し
てしまう問題もある。 

しかし、画像認識 AI の進展により、解決の兆しが見えてきている。AI 技術は工業分野での自動画像識別
で既に活用されており、野生動物モニタリングへの応用が期待されている。また、弊社には⻑年の調査を
通じて多種多様なセンサーカメラ画像が蓄積されている。そこで、これを教師データとして活用し、ニホ
ンジカなど 11 獣種を識別可能な汎用的な AI モデルの構築を目標に開発を行った。 

開発したモデルは同地域・同時期に撮影された画像で 90％以上の高い正解率を示した。一方で、異なる
地域の画像では正解率が 70％程度まで低下した。今回は教師データの整備が不完全ではあったが、これら
の結果は野生動物管理に適した汎用的な AI モデル開発の可能性を示唆している。 

P170★ 

染色体上の核リボソーム RNA 遺伝子座の様態と塩基配列の保存性の関係 
〇田中 晴 1, 明主 光 2, 岩佐 真宏 1 

（1 日本大学大学院 生物資源科学研究科, 2 日本大学 生物資源科学部） 
 

核リボソーム RNA 遺伝子（rDNA）は多重遺伝子族であり，そのコピー間で変異が均質化する協調進化
を呈する．rDNA 遺伝子座は通常，核小体形成部位（NOR）として銀染色で，または rDNA プローブによ
る FISH 法で，染色体上に検出される．rDNA 遺伝子座の様態（数，位置）は分類群によって様々で，タイ
リクヤチネズミ類 Craseomys では染色体末端部に 8〜22 個の NOR が検出され，ハツカネズミ類 Mus で
も 18S-28S rDNA プローブによる FISH 法で 3〜11 対の末端部にシグナルが検出される．またシントウト
ガリネズミ Sorex shinto では 2 対の末端部に，カワネズミ Chimarogale platycephalus では 1 対の介在部
に，モグラ科 Taplidae においても 1 対の介在部に，それぞれ NOR が検出されている．これらの分類群の
うちモグラ科では，核学的に rDNA 遺伝子座を有する染色体が極めて保存的であるため，rDNA も保存的
であることが期待される．そこで本研究では，日本産の齧⻭類 Rodentia，真無盲腸類 Eulipotyphla を中心
に 18S rDNA 領域の塩基配列を決定し，rDNA 遺伝子座の様態との関係について検討した．その結果，モ
グラ科において rDNA が高度に保存されていることが示された一方，他の分類群でも，高次分類群レベル
での保存性が示唆された． 
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ポスター発表

P171 

岐阜県北部におけるニホンジカの生息密度と低木の採食程度との関係 
〇中森 さつき 1, 小野寺 智子 2, 池田 敬 3, 白川 拓⺒ 4, 加藤 正吾 2, 安藤 正規 2 

（1 岐阜県立森林文化アカデミー, 2 岐阜大学応用生物科学部, 3 信州大学農学部, 4 岐阜地域環境室） 

ニホンジカ（以下、シカ）の採食圧を評価できるような植生指標を明らかにするため、シカの生息密度
（以下、シカ密度）と採食程度との関係をもとに植生指標となる樹種や食痕の程度を調べた。本調査はシ
カ密度の差異が大きい岐阜県北部の 20 地点において、各調査地点に 50m×5m のプロットを設置し、出現
した全低木の食痕調査を 2017 年 6~9 月に実施した。低木の食痕は、食痕がない(ランク 0）から食痕が多
く健全な枝がほとんどない（ランク 4）までの５段階で記録した。シカ密度は Ando et al. (2023)で推定さ
れた 2017 年の５km メッシュ毎の値を用いた。本研究では応答変数として食痕の有無を二値に分類するた
めの閾値（閾値 1：ランク 0 vs ランク 1〜4、閾値 2：0~1 vs 2〜4、閾値 3：0~2 vs 3〜4、閾値 4：0~3
vs 4）を設定した。これらの閾値で定義された食痕の有無とシカ密度との関係について、樹種毎のランダ
ム傾き、ランダム切⽚をもつ一般化線形混合モデルを構築した。

食痕の有無とシカ密度との間に有意な正の相関が確認された樹種は、クロモジ、ソヨゴ、サワフタギ、
タンナサワフタギ、マルバノキ、オトコヨウゾメ、オトコヨウゾメの 7 樹種であった。特にクロモジは閾
値 1〜4 の全てでシカ密度との有意な相関があり、指標植物としてあらゆる採食段階で使用しやすい樹種で
あることが示唆された。

P172★ 

沖縄島北部におけるケナガネズミによる巣箱利用の季節変化 
〇東 哲平 1, 小林 峻 2 

（1 琉球大学/大学院/理学部理工学研究科, 2 琉球大学/理学部海洋自然科学科） 

ケナガネズミ Diplothrix legata は、大型で樹上性の中琉球固有のネズミである。演者らの調査によっ
て、本種は主に繁殖期に樹洞を利用することが明らかとなった。しかし、本種の樹洞内での行動や、その
季節変化は不明である。本研究では、巣箱を用いてケナガネズミの樹洞内の行動と巣箱利用の季節変化を
明らかにすることを目的とした。2022 年４月から 2024 年 3 月にかけて、沖縄島北部の自然林に、杉材の
巣箱を 23 個架設した。巣箱の天板に自動撮影カメラを設置し、巣箱を出入りするケナガネズミと巣箱内で
の行動を記録した。自動撮影カメラの総稼働日数は 15615 カメラ日、ケナガネズミに利用された巣箱は 23
個中 17 個で計 591 回撮影された。ケナガネズミは繁殖期に限らず 1 年を通して撮影され、巣箱内では巣
材の搬入や休息、グルーミングなどの行動を行っていた。繁殖場所として利用された巣箱は 1 個で、2023
年 10 月から巣材の搬入が撮影され、2024 年 2〜3 月に幼獣の鳴き声と幼獣が記録された。本種は、繁殖
期の初期に巣材の運び入れ、中期から後期に出産と仔育てを行っていると考えられる。また、昼間の休息
行動が撮影された巣箱は 6 個で、1〜5 月、8 月、10〜11 月に計 23 日間不連続的に利用した。休息場所と
して利用した 23 日間のうち 16 日間は雨が降っており、台風の接近時に巣箱を利用する動画も撮影され
た。ケナガネズミは昼間に風雨を凌ぐために樹洞を利用することが示唆された。 
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P173 

Trunk に障害あるサバンナゾウ“Rhandzekile”はどうやって水を飲んでいるか 
〇畑瀬 淳 

（広島市安佐動物公園） 

南アフリカに生息しているサバンナゾウ Loxodonta africana に“Rhandzekile”と名付けられた個体がい
る．彼⼥は，Trunk 基部に先天欠損があり，吸気圧による水の吸い上げを行なうことができないが，Trunk
で吸水し口に運ぶ様子が紹介されている．Trunk はその特徴的な構造から水の吸い上げ能力などに関し多
くの報告があるものの，基部の解剖学的報告は多くない．鼻道は Trunk 背側寄りを並走し，前上顎骨窩で
は腹側に湾曲する鼻前庭を開大し水を保持する可能性が報告されている．広島市安佐動物公園で飼育して
いた同種のアイ（推定 39 歳：雌，多摩動物公園所有）が死亡し，後日 Trunk 基部器官の観察を行なっ
た．鼻部関連筋の外内転によって鼻前庭部の開閉が可能で，実質的な容積を無くすことができる構造であ
った．また，鼻前庭の遠位側には延⻑ 260mm 余りのスリットが存在し，鼻道の内腔容積を受動的に拡大
することで，吐出時内圧の緩衝作用があると考えられた．先行研究では Trunk での吸水には肺の吸気負圧
のみを使用している前提での報告しか見当たらない．Rhandzekile は，鼻前庭の最近位側で鼻道を閉塞す
るとともに，鼻前庭部容積を変化させ，駒込ピペットのように用い，吸・吐水しているものと考えられ
る．これらは，ゾウによる Trunk の新たな使い方を示唆している． 
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英 ⽂ プ ロ グ ラ ム

（Timetables and Program in English）



Friday 6, September

Room

101

102

103

104

105

201

202

Hallway in front
of 103

Cafeteria

Library

Gymnasium

On Campus

Saturday, 7 September

Room

101

102

103

104

105

201

202

Hallway in front
of 103

Cafeteria

Library

Gymnasium

On Campus

- Core time for poster award candidates is ①. The poster awards will be announced and presented at the award ceremony on September 8.

- The gymnasium where the posters will be displayed is not air-conditioned, so it will be very hot. To prevent heat stroke, we have scheduled

core times in the early morning and evening. Please take necessary precautions against heat stroke and participate in the event.

17 18 19 20

Nursery

8 9 10 11 12 13 14 15 16

Exhibition booths 9:00–18:00

Break room 9:00–18:00

Reception desk and cloak room 8:15–18:00 (Cloak room only until 19:00)
Cloak
room

Core time①
9:00–10:00 Poster 9:00–18:30 Core time②

17:30–18:30

OD-01～07
10:15–12:00

OD-08～15
13:00–15:00

F10
15:15–17:15

OE-01～07
10:15–12:00

F11
15:15–17:15

F12
15:15–17:15

OB-01～07
10:15–12:00

OB-08～15
13:00–15:00

F08
15:15–17:15

Headquarter

OC-01～07
10:15–12:00

OC-08～15
13:00–15:00

F09
15:15–17:15

17 18 19 20
OA-01～07
10:15–12:00

OA-08～14
13:00–14:45

F07
15:15–17:15

8 9 10 11 12 13 14 15 16

15 16 17 18 19 20

Reception desk and cloak room 12:00–17:30

Poster 14:00–17:30

Nursery

8 9 10 11 12 13 14

Bussiness
meeting

12:00–13:00

F04
15:15–17:15

F05
15:15－17:15

F06
15:15－17:15

Exhibition booths 12：00–17：30

Break room 12:00–17:30

Bussiness
meeting

12:00–13:00

F02
15:15–17:15

Board member meeting
17:30–19:30

Headquarter

Bussiness
meeting

12:00–13:00

F03
15:15–17:15

17 18 19 20
Bussiness meeting

11:00–13:00
Bussiness meeting

13:00–15:00
F01

15:15–17:15
Organized symposium

17:30–19:30

8 9 10 11 12 13 14 15 16
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Sunday 8, September

Room

Kobe Bunka Hall

In the Hall

Hotel Crown Palais

* The poster awards will be announced and presented at the award ceremony.

Monday 9, September

Room

101

102

103

104

105

201

202

Hallway in front
of 103

Cafeteria

Library

Gymnasium

On Campus

2014 15 16 17 18 198 9 10 11 12 13

Exhibition booths 8:45–12:00

Break room 8:45–12:00

Reception desk and cloak room 8:15–
12:00 (Cloak room only until 13:30)

Cloak room

Poster 8:45–12:00

Nursery

F15
8:45–10:45

F16
8:45–10:45

F21
11:00–13:00

F17
8:45–10:45

F22
11:00–13:00

F18
8:45–10:45

F23
11:00–13:00

20
F13

8:45–10:45
F19

11:00–13:00

F14
8:45–10:45

F20
11:00–13:00

Headquarter

14 15 16 17 18 19

17 18 19 20

8 9 10 11 12 13

Banquet
 18:30–20:30

8 9 10 11 12 13 14 15 16

19 20

Award
lectures

9:30–10:40

General meeting
10:50–12:00

Award celemony*
12:00–12:15

Public symposium
13:30–17:00

Break room for family

13 14 15 16 17 188 9 10 11 12
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6, September 15:15〜17:15 

Room 101 

F01 

Inference of mammal's ecology by utilizing big data 
Takafumi Hino, Kandai Doi, Haruka Ohashi, Yuki Matsumoto 

Room 102 

F02 

The Mongoose Eradication Project on Amami Oshima Island that had been 
considered to be unachievable 
MASAKI ASANO, KEITA FUKASAWA, YUYA WATARI, NOBUO ISHII 

Room 104 

F03 

Uniqueness and complexity of mammals on continental islands in the Seto 
Inland Sea 
Shintaro Ishizuka, Takeo Kuriyama, Yuta Shintaku, Jun Sato, Kei Okuda 

Room 105 

F04 

Mammal studies using fecal samples 
TAKAAKI ENOMOTO, Teruki Inoue, Tatsuki Shimamoto, Yuuto Kane, Eiji Inoue 
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Room 201 

F05  
What should we do for the management of medium and small carnivores? 
Hideharu Tsukada, Satoshi Suzuki, Nozomi Nakanishi, Takahiro Murakami 

 

Room 202 

F06  
How we understand the morphological intergrity of mammalian masticatory 
system. 
Kai Ito, Yuto Fujimitsu, Takahiro Takahashi, Ryo Kodera, Wataru Yano, Naoki 
Kohno 
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7, September 15:15〜17:15 

Room 101 

F07 

Detecting distribution and characteristics of wildlife by novel tools: 
consideration of applying to wildlife management 
CHINATSU KOZAKAI, AYAKA HATA, HIROYOSHI KOYAMA, MASAHIDE 
NISHIBORI, MICHITO SHIMOZURU 

Room 102 

F08 

Population management for large mammals: exchange meetings between 
territorial and marine mammals 
KAORU HATTORI, Yukiko Matsuura, Hiromasa Igota, Toshihide Kitakado, 
Mayumi Yokoyama, Yoshikazu Sato, Takashi Ikeda 

Room 104 

F09 

Studies in frontier regions – Approaching ecology of rare large mammals - 
Toshio Tsubota, Manabu Onuma, Kodzue Kinoshita 
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Room 105 

F10 

Paleo-ecology of rodents: considering their evolutionary processes by fossil 
records and isotope analysis 
Yuichiro Nishioka, Soichiro Kusaka, Yuri Kimura 

Room 201 

F11 

Drawing ideal state of boundary area between Human and Wildlife 
Takafumi Tatewaki, Yamato Tsuji, Masayuki U. Saito, Hiroto Enari, Kei Okuda 

Room 202 

F12 

Behavioral ecology of mammals: sika deer(Cervus nippon) 
HAYATO TAKADA, Keita Nakamura, Hikaru Naruse 
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9, September 8:45〜10:45 

Room 101 

F13  
Constructing an Open Database for Camera Trap: Progress Report and Future 
Perspectives 
Keita Fukasawa, Kana Terayama, Masaki Yasukawa, Hinako Katsushima, 
Hiroshi Ebihara 

 

Room 102 

F14  
Control killing and distribution management to reduce conflicts with bears - To 
make good use of Designated Wildlife Species for Control Capture Program- 
KYOKO KOBAYASHI, Hifumi Tsuruga, Tadayoshi Takeda, Shizenhogoka 
Akitaken, Shun Takagi, Satoshi Tagawa, Koji Yamazaki, Chojyuhogokanrishitsu 
Kankyosho 

 

Room 104 

F15  
Consideration of methods to prevent the unintentional capture of non-target 
species from the field. 
CHIZURU YAYOTA, CHINATSU KOZAKAI, HIDETO ITO, SHUNICHI 
YANAGISAWA 
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Room 105 

F16  
Ecology of rodents 2024 Intraspecific variation - chromosomes to personality 
Shinsuke H. Sakamoto, Hikari Myoshu, Kenta Uchida 

 

Room 201 

F17  
Urban Carnivore Research 8: Urban carnivores in Kansai area 
YAYOI KANEKO, Yosuke Amaike, Shigeki Watanabe, Hayato Harima, Hiroto 
Oishi, Natsuki Hamagudhi, Kenji Fukunaga 

 

Room 202 

F18  
Species diversity of mammals in mountains of Indochina 
MASAHARU MOTOKAWA, Kim Luong Vu, Vilakhan Xayaphet, Yugo Ikeda, 
Shinya Okabe, Bounsavane Douangboubpha, Truong Son Nguyen 
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9, September 11:00〜13:00 

Room 101 

F19 

Use of image data analysis in mammal population surveys 
Hikari Maeda, Takanori Horimoto, Nozomi Kobayashi, Kohta Hyashi 

Room 102 

F20 

Cooperation between Asian black bear conservationists and researchers:From 
eastern Nagano prefecture 
Yoshiaki Tsuda, Mizuki Inumaru, Rumiko Nakashita, Tatsuki Shimamoto, 
Atsushi Motohashi 

Room 104 

F21 

Japanese "Mammalogy" in an era without "Honyurui-gaku": What I know about 
the Amami rabbit and so on 
Masatoshi Yasuda, Shin-ichiro Kawada 

226



Room 201 

F22 

Background and Future Issues about the Development of the Revised 
Guidelines for the Preparation of Specified Wildlife Management Plan of 
Japanese macaques 
NAOTO YAMABATA, Yoshiki Morimitsu, Mieko Kiyono, Hironori Seino, 
Takeharu Uno, Masaaki Takiguchi, Eiko Okawa 

Room 202 

F23 

The environmental history of Southeast Asia as told by fossil mammals 
Susumu Tomiya, Masanaru Takai, Naoto Handa, Morgane Clodette Longuet 
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7, September AM 

Room 101 

10:15〜12:00 Artiodactyla (Basic Study) 

OA-01 10:15〜10:30

Trade-off between foraging efficiency and insect harassment: effects of 
vegetation conditions on behavior of Mongolian gazelles 
〇TAKEHIKO ITO, Riku Tada, Tomoko Makano, Dale M Kikuchi,  
Munkhbat Uugannbayar, Buyanaa Chimeddorj 

OA-02 10:30〜10:45

Age-related changes in the body size and weight of sika deer: A comparison 
between Iwate and Yamagauchi populations 
〇SEIKI TAKATSUKI, Eiji Hosoi, Kazuo Suzuki 

OA-03 10:45〜11:00

Snow depth may or may not be reflected in deer feeding on bamboo grass 
〇HIROSHI TAKAHASHI, Takuya Aikawa, Yuuki Sugawara, Akihiko Nagaki, 
Atsushi Sakai, Toshiya Matsuura 

OA-04 11:00〜11:15

Diet of three forest-dwelling ungulates, Formosan serows, Reeves' muntjac, 
and sambar deer, in Yushan National Park, central Taiwan: inconsistency with 
the Jarman Bell principle 
〇HAYATO TAKADA, Nick Ching-Min Sun, Liang Yu-Jen, Kurtis Jai-Chyi Pei 

OA-05 11:15〜11:30

Cafeteria tests of sika deer captive in a zoo: Deer preferences for  several 
species of evergreen Fagaceae 
〇HARUTO NOMIYA, Yumiko Fujiwara, Naoko Mizobata, Taeko Fujii
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OA-06 11:30〜11:45

Do mass flowering and death of dwarf bamboo change the amount of damage 
to woody plants by sika deer? 
〇YOSHIHIRO INATOMI, Nobuhiro Akashi, Takehiko Ito, Yoshihiro Tsunamoto, 
Shinichi Niwa 

OA-07 11:45〜12:00

Functional evaluation of solar-powered GPS collar 
〇MAKOTO SAWA, Takuya Koizumi, Takuji Noda, Yasuyuki Tachiki 

Room 102 

10:15〜12:00 Bear (Basic and Applied Studies) 

OB-01 10:15〜10:30

Sex differences in denning ecology of Japanese black bears in North-Kinki 
population of Hyogo prefecture 
〇MAYUMI YOKOYAMA, Yukino Sawa, Daiki Tanaka, Kimitoshi Eto,  
Shoji Niwa, Reo Miyasako, Kazuteru Mikuni 

OB-02 10:30〜10:45

Bear predation of living deer caught in a leg-hold snare trap [Record] 
〇AKINO INAGAKI, Yuji Sugimoto, Shinsuke Koike 

OB-03 10:45〜11:00

Seasonal changes in habitat selection of brown bears in Northern Hokkaido. 
〇CHIHIRO TAKAHATA, Yoshiyuki Umatani, Akihiko Naniwa, Futoshi 
Nakamura, Michito Shimozuru, Toshio Tsubota 

OB-04 11:00〜11:15

Small bears became bold in the urban forest - Factors that influenced on bear 
responses to camera traps 
〇TORU OI, Satuki Yoshida, Naho Fujita, Yusuke Nishino
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OB-05 11:15〜11:30 
Comparison of Systems and Evaluations Between Prefectures in Responding 
to Bear appearances ~Evaluation of policies through interviews with 
municipalities and qualitative analysis 
〇NAOTO YAMABATA, Mami Kondo, Seigo Sawada 

OB-06 11:30〜11:45 
Comparison of Individual Identification Efficiency of Asiatic Black Bears 
between Hair Trap Survey and Camera Trap Survey. 
〇YUKI NOSE, Tsukasa Ono, Kosuke Nakagawa 

OB-07 11:45〜12:00 
Orphan cub might be the index for over nuisance capture. 
〇R ONODERA UNO 

 

Room 104 

10:15〜12:00 Primates (Basic Study) / Large Mammal (Applied Study) / 

Small and Medium-sized Carnivora (Applied Study) 

 

OC-01 10:15〜10:30 
Effects of feeding trees and topography on deadwood-breaking behavior by 
mammals 
〇Yosuke Kurihara 

OC-02 10:30〜10:45 
Development of Next-Generation GPS Collars for Efficient and Long-Term 
Acquisition of Wildlife GPS Tracking Data and a Cloud Platform for 
Community-Based Wildlife Damage Control 
〇Takuya Koizumi, Takuji Noda, Yoshimi Itaya, Shiori Fujimoto
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OC-03 10:45〜11:00

Distribution of mitochondrial DNA of raccoons (Procyon lotor) in Oita and 
neighboring prefectures. 
〇MINAMI W OKUYAMA, Yoshihisa Tsurunari, Kei Uchida, Ken-ichiro Shimada 

OC-04 11:00〜11:15

Immunological evaluation of a zona pellucida-3 antigen as oral contraceptive 
vaccine for raccoons 
Koudai Sato, 〇MAKOTO ASANO 

OC-05 11:15〜11:30

Analysis of raccoon behavior patterns using location and geographic 
information 
〇TESTUROU MATSUMOTO, SHINICHI WATANABE 

OC-06 11:30〜11:45

Effectiveness and validation of nest box trap for invasive alien raccoons that 
does not require baits 
〇TOHRU IKEDA, Kazunori Tanaka, Taiki Ito, Ken-ichiro Shimada 

OC-07 11:45〜12:00

Roadmap and challenges for eradication of feral cats on Mikura-shima Island 
〇YUYA WATARI, Mikuni Tokuyoshi, Tsugumi Nose, Hisayo Hayama,  
Yuki Matsuyama, Nariko Oka
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Room 105 

10:15〜12:00 Eulipotyphla / Rodentia (Basic Study) 

 

OD-01 10:15〜10:30 
On the veins running in the fossa-like structure of the asymmetric thoracic 
vertebrae in Eulipotyphla 
〇ASUMI SUZUKI, Motoki SASAKI, Daisuke KOYABU, Shin'ichiro KAWADA, 
Tatsuo OSHIDA 

OD-02 10:30〜10:45 
Developmental assessment of serial homology in mammalian heterodont 
dentition 
〇Atsushi Yamanaka, Yasin MD Haider, Wataru Morita, Tetsuya Goto 

OD-03 10:45〜11:00 
Coprophagy prevention dramatically alter the forestomach microbiota in 
hamster 
〇AKIO SHINOHARA, Yuuki Asou, Hiroki Shichijo, Mika Masaki,  
Goro A Nagura-Kato, Chihiro Koshimoto 

OD-04 11:00〜11:15 
The correspondence between a unicolor coat of Mus musculus that rarely 
occurred in eastern Japan and a genotype of the Asip gene 
〇Hikari Myoshu, Suzune Minakawa 

OD-05 11:15〜11:30 
Genetic signature in demographic history explains the current sympatric 
distribution of sibling species of red-backed voles 
〇TAKASHI SAITOH, Shota Murakami, Anna Pauline Orig de Guia,  
Noki Ohnishi, Kuniko Kawaki
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OD-06 11:30〜11:45

Exploring rodent diets by fecal DNA metabarcoding method 
〇JUN SATO 

OD-07 11:45〜12:00

Daily changes of the roosts of the Ryukyu long-furred rat Diprothrix legata in 
the northern part of Okinawajima Island, Japan 
〇HAYATO KIKUCHI, Teppei Higashi, Yuto Ohga, Takashi Nagamine,  
Yumiko Nakaya, Michio Kinjo, Daisuke Watanabe, Shun Kobayashi 

Room 201 

10:15〜12:00 Cetacea / Pinnipedia (Basic and Applied Studies) 

OE-01 10:15〜10:30

Does kinship affect social relationships among male sperm whales? 
〇MASAO AMANO, Shin Nishida, Hayao Kobayashi, Kagari Aoki 

OE-02 10:30〜10:45

Individual Differences in Maternal Behavior and the Rate of Mothers and 
Calves Appearing in the Same Clip among Wild Indo-Pacific Bottlenose 
Dolphin (Tursiops aduncus) 
〇Hikari Tada, Genfu Yagi, Mai Sakai, Kazunobu Kogi 

OE-03 10:45〜11:00

Occurrence patterns of common bottlenose dolphins (Tursiops truncatus) off 
the coasts of Nagasaki to Amakusa, Japan 
〇FUMIKA NOTO, Masao Amano
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OE-04 11:00〜11:15 
Population dynamics analysis of humpback whales migrating to the waters 
around Chichijima, Ogasawara Islands, using mark-resight data from 1988 to 
2023 
〇SAYAKA HOSOI, SATOMI KONDO, KOKI TSUJII, RYOSUKE OKAMOTO, 
TOSHIHIDE KITAKADO 

OE-05 11:15〜11:30 
Examination of a Bottlenose Dolphin 3D model for hydrodynamic morphometric 
analysis 
〇Sakura Suda, Masami Ohashi, Yuki F. Kita 

OE-06 11:30〜11:45 
Long-term Monitoring of Nursing Frequency and Milk Composition in Captive 
False Killer Whales 
〇Suguru Higa, Isao Kawazu, Yasushi Kawai 

OE-07 11:45〜12:00 
Exploring Pregnancy Biomarkers in Bottlenose Dolphins (Tursiops truncates) 
by SWATH Mass Spectrometry 
〇Yu Kitano, Ayaka Suzuki, Keiko Yamamoto, Kouhei Nagai, Takuma Shiraki, 
Masayuki Anzai, Tamako Matsuhashi
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7, September PM 

Room 101 

13:00〜14:45 Artiodactyla (Applied Study) 

 

OA-08 13:00〜13:15 
Evaluation of the response of bearded boar Sus barbatus to anthropogenic 
environments using sensor cameras 
〇MIYABI NAKABAYASHI, Tomoko Kanamori, Aoi Matsukawa, Joseph Tangah, 
Augustine Tuuga, Peter Titol Malim, Ikki Matsuda, Goro Hanya 

OA-09 13:15〜13:30 
Influence of Barrier Structures on the Behavior of Japanese Sika Deer (Cervus 
nippon) 
〇AZUSA MORI, DAICHI AKIMOTO, KAZUKI USHIJIMA, SAYA TANAKA, 
KANAE TANIFUJI, AYAKA NISHIDA, SYUJI KOBAYASHI 

OA-10 13:30〜13:45 
Characteristics of sika deer's homerange and habitat use in areas where their 
distribution is expanded 
〇Hajime Komura, Daiki Tanaka, Mayumi Yokoyama, Kazuaki Naito 

OA-11 13:45〜14:00 
Causes of collisions between sika deer (Cervus nippon) and vehicles in the 
Oshika Peninsula, Miyagi Prefecture, northern Japan 
Aika Tomiyama, Rin Ito, 〇YAMATO TSUJI 

OA-12 14:00〜14:15 
Use of minerals for deer hunting and use of fetal deer in folk pharmacopeia in 
Japan 
〇MASATOSHI YASUDA, Kei K Suzuki
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OA-13 14:15〜14:30 
Evaluation of the relationship between wind-break forest and Deer-Vehicle 
Collisions (DVC) in urban areas of Ishikari city, Hokkaido, Japan 
〇YASUYUKI TACHIKI, Taito Maeda 

OA-14 14:30〜14:45 
Seasonal change in attractiveness of salt water to female deer 
〇KEI K SUZUKI, Taiki Mori, Hiromi Yamagawa 

 

Room 102 

13:00〜15:00 Bear (Applied Study) / Chiroptera (Basic and Applied 

Studies) / Marsupial (Basic Study) 

 

OB-08 13:00〜13:15 
Changes in genetic diversity in a local Asiatic black bear population that 
avoided extinction and their relationship to male dispersal. 
〇YOSHIKI MORIMITSU 

OB-09 13:15〜13:30 
Spatially explicit population estimates for Asian black bears(Ursus thibetanus) 
based on clustered sampling design: Influence of number of traps and 
individuals moved long-distance 
〇SHIGEKAZU KURAKAKE, Norimasa Senzaki, Kiyoshi Yamauchi 

OB-10 13:30〜13:45 
Changes in age structure of Asian black bears Ursus thibetanus in northern 
part of Nagano Prefecture over the past 20 years 
〇MISAKO KUROE, TOMOKI MORI, RYOSUKE KISHIMOTO
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OB-11 13:45〜14:00 
Why does the Japanese greater horseshoe bat (Rhinolophus nippon) mostly 
prey on the cicada Higurashi (Tanna japonensis) among cicadas? 
〇Seiya Ando, Kazushi Kuwabara 

OB-12 14:00〜14:15 
Bat acoustic surveys off the coast between South Korea and Japan 
〇Heungjin Ryu, Lina A. Koyama, Tetsutaro Takikawa, Fay Taylor, Dai Fukui, 
David A. Hill, Christian E. Vincenot 

OB-13 14:15〜14:30 
Skull morphological adaptation to north and south: the case of two Japanese 
species of Murina 
〇YUGO IKEDA, Masaharu Motokawa, Dai Fukui 

OB-14 14:30〜14:45 
Sexual size dimorphism of Murina huttoni (Chiroptera: Vespertilionidae) in 
external and cranial morphology 
〇Yifeng Hu, Masaharu Motokawa, Wenhua Yu, Yi Wu 

OB-15 14:45〜15:00 
Functional-morphological study of the vertebrae of kangaroos 
〇RIKA NAKAGAWA, Hideki Endo 

 

Room 104 

13:00〜15:00 Small and Medium-sized Carnivora (Basica and Applied 

Studies) 
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OC-08 13:00〜13:15

Growth changes in skull and limb bone morphology of the Iriomote cats 
〇NOZOMI NAKANISHI, MASAKO IZAWA 

OC-09 13:15〜13:30

Temporal variation in membership and stability in social network of a group of 
feral cats (Felis catus) 
〇MASAKI SHIMADA, Minori Sakata, Miyu Tsunezawa 

OC-10 13:30〜13:45

Behavioral traits toward conspecifics of tame red foxes toward humans in 
relation to the self-domestication hypothesis. 
〇KOKI YOSHIMURA 

OC-11 13:45〜14:00

A chronological examination of the circumstances and causes leading to the 
extinction (decline) of the Japanese river otter (Lutra lutra nippon) 
〇GO AOYAMA 

OC-12 14:00〜14:15

The spread of hybrids between small-clawed and smooth-coated otters in 
Peninsular Malaysia 
〇HIROSHI SASAKI, Takeshi Sekiguchi, Daisuke Waku, Shukor Md Nor,  
Pazil Abdul-Patah, Abdul-Latiff Abu Bakar Muhammad, Badrul Munir Md-Zain 

OC-13 14:15〜14:30

Relationship between Raccoon Dogs and Raccoons at Japanese Badger setts 
〇JUN XU, Yusuke Takada, Takeshi Kanda, Yayoi Kaneko 

OC-14 14:30〜14:45

Are urban raccoons at a higher trophic level? 
〇Hayato Chiba, Hidetaka Ishii, Takashi F Haraguchi, Ryosuke Koda, 
Takeo Kuriyama 
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OC-15 14:45〜15:00

Habitat selection and activity time of raccoon dogs in the Sayama Hills 
〇Cong Li, Yohei Yamasita, Yayoi Kaneko 

Room 105 

13:00〜15:00 Rodentia (Basic and Applied Studies) / Others (Applied 

Study) 

OD-08 13:00〜13:15

Does deer control promptly restore the rodent populations of two Apodemus 
species? 
〇ATSUSHI NAKAMOTO, Nozomi Nakanishi, Risa Shibayama, Masako Izawa 

OD-09 13:15〜13:30

The reproductive habits of small Japanese field mouse Apodemus argenteus 
based on nest box using 
〇Akira Isomura, Kana Watanabe, Fuka Shimomura, Eiji Hosoi 

OD-10 13:30〜13:45

Phoretic behavior of the pseudoscorpion Megachernes ryugadensis on the 
Japanese wood mouse Apodemus speciosus revealed through a mark–
recapture survey concurrently labeling host and phoront 
〇TAKUYA SHIMADA, Kimiko Okabe, Shun'ichi Makino, Shoko Nakamura, 
Saori Fujii 

OD-11 13:45〜14:00

Behavior and frequency of partial arousals from hibernation in Japanese 
dormouse (Glirulus japonicus) in a Japanese cedar artificial forest in 
Yamaguchi Prifecture. 
〇Kana Watanabe, Haruka Suehiro, Akira Isomura, Eiji Hosoi 

239



OD-12 14:00〜14:15 
Estimating body temperature fluctuations in the large Japanese field mouse 
and the laboratory mouse using a low-cost TDIR-based infrared sensor. 
〇SHINSUKE H. SAKAMOTO, Rina Ukyo, Hikaru MIyauchi, Yuya Nishimuta, 
Midori Hasegawa, Kazuya Takaki, Kenta Kinemuchi, Noritaka Okuda,  
Tadaaki Tokunaga, Ikuo Kobayashi 

OD-13 14:15〜14:30 
How Long Do Cadaver Cells Live?  : Effective use of roadkill corpses 
〇Yasunori Yamaguchi, Fumihiro Sato 

OD-14 14:30〜14:45 
Status of the nutria habitation and feeding damage control in Lotus root 
cultivation areas in Iwakuni City, Yamaguchi Prefecture 
〇SHIN-ICHI WATANABE, Tetsurou Matsumoto 

OD-15 14:45〜15:00 
Utilization of "Kuroyaki" traditional medicine made from charred ingredients of 
mammals 
〇JUNJI MORIBE, Kei Nishiwaki, Rei Shiraki, Mikako Yamaguchi
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Poster Session 

Poster award candidates（★） 

7, September 9:00〜10:00（Core time ①）：candidates 

7, September 17:30〜18:30（Core time ②）：not candidates 

7, September 9:00〜10:00（Core time ①（Poster award candidates）） 

Gymnasium 

P006★ Molecular basis for cranial morphogenesis of the opossum Monodelphis  
domestica (Mammalia: Didelphidae) 
〇Shunsuke Mizuno, Hiromu Sato, Riko Yoshimi, Hiroshi Kiyonari, 
Masayoshi Tokita 

P008★ Basic study on the behavior of the Siberian flying squirrel 
(Pteromys volans orii ) on the ground 
〇Yuki Tanaka, Hayato Kikuchi, Tatsuo Oshida 

P010★ Estimation of the population of sika deer by drive counts, and a study of the 
population control in Kiritappu peninsula, Hokkaido, Japan. 
〇AKINORI OSAKA, Yasuyuki Tachiki 

P012★ Seasonal change in foraging behavior of Sika Deer (Cervus nippon) in Hyogo 
Prefecture, Japan: Based on dental microwear texture analysis 
〇Koyo Sato, Mugino O Kubo, Takao Sato, Mayumi Yokoyama 

P014★ The effects of spatial vegetation and land use pattern of feral Sika deer on 
meat nutrient 
〇Kohei Hisayama, Yu Yoshihara 

241



P016★ Phylogeography of the steppe polecat and European polecat, based on 
mitochondrial DNA analysis 
〇Reita WATANABE, Yoshinori NISHITA, Alexei V. ABRAMOV, Risto VAINOLA, 
Stanislava PEEVA, Evgeniy RAICHEV, Ryuichi MASUDA 

P018★ Fundamental study on the movement ecology of Orii's flying fox determined by 
GPS loggers -Nocturnal foraging movement of mothers - 
〇Shoko Fuijitani, Ren Takata, Akito Nomi, emyo Fujioka, Takahiro Maki, 
Yu TeTeshima, Shun Kobayashi, Dai Fukui, Ken Yoda, Shizuko Hiryu 

P020★ Seasonal differences in risk-taking behavior of Asian black bear in a 
fragmented landscape 
〇SEUNGYUN BAEK, Andreas Zedrosser, Koji Yamazaki, Shinsuke Koike 

P022★ Functional changes in the subclavian muscle during the evolution of deer 
〇Nanase Takayama, nozomi kurihara 

P024★ Which is the signal to conspecifics or predators? Diverse Functions of 
Antipredator Behavior in Sika Deer 
〇Hikaru Naruse, Hayato Takada, Keita Nakamura, Hiroyuki Uno 

P026★ The impact of different slaughtering processes on the stress of sika deer 
captured by snared traps 
〇MOTOKI INOUE, NOZOMI MATSUBARA, SATOSHI KUSUDA, JUNJI MORIBE 

P028★ Growth patterns of wild boar skulls in the Yamizo area 
〇Ami Koyano, Nozomi Kurihara, Yuji Kodera 

P030★ Den use by carnivoran species in urban environments 
〇KAE FUKUSHIMA, Sakumi Naganuma, Eri Ijima, Hisashi Matsubayashi 

P032★ Efforts to eradicate non-native weasels from the islands 
〇MAYU YOSHIMURA, Norihiro Kawauchi 
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P034★ The Population Genetic Structure of the Japanese Long-fingered Bat in the 
Japanese Archipelago 
〇Rei Akiyama, Yuuto Kane, Susumu Goto, Dai Fukui 

P036★ Examining the relationship between behaviour and testosterone in male Asian 
black bear (Ursus thibetanus). 
〇NAOKI TAKEKOSHI, Jumpei Tomiyasu, Yojiro Yanagawa, Naoki Ohnishi,  
Tomoko Naganuma, Seungyun Baek, Miu Itoh, Tatsuhito Nishiwaki, Xin Luo, 
Chinatsu Kozakai, Shinsuke Koike, Koji Yamazaki 

P038★ Analysis of wildlife-vehicle collision (WVC) locations using automobile 
insurance data 
〇Miyu Katagiri, Mutsuki Uchida, Toshiyuki Katsuki, Kento Kasuya, Yui Majima, 
Masato Nishibayashi, Sayaka Ito, Hinata Kobayashi, Keijiro Okuoka,  
Junji Moribe

P040★ Evaluation of Radioactive Cesium Accumulation in Roadkill Wildlife in 
Fukushima Prefecture 
〇Haruto Sugeno, Atsushi Mashiko, Takaaki Enomoto, Masayuki Saito, 
Hiroko Ishiniwa 

P042★ The extraction of the opal phytolith from the dental calculus of sika deer 
〇Hana Onizaki, Ryo Kodera, Takaya Watanabe, Sei-ichi Eguchi, Kai Ito, 
Mugino O. Kubo 

P044★ Diel activity patterns of the Amami rabbit using camera traps 
〇Hibiki Hodaka, Naoko Emura, Rico Hachisuka, Shin Ugawa,  
Motohiro Kawanishi, Shuichiro Tagane, Shuntaro Watanabe, Takahiro Maki, 
Eiji Suzuki, Kunihiko Hata, Shiho Fujita 

P046★ Allometric growth of external morphology in finless porpoise (Neophocaena  
asiaeorientalis) off Nagasaki Prefecture 
〇Koyo Uchida, Masao Amano 

P048★ Analysis of five mammals roadkill in Gifu City 
〇REI SHIRAKI, Junji Moribe 

243



P050★ Spatio-temporal population dynamics of wildlife based on Roadkill Data 
〇Minami Unno, HAYATO IIJIMA, Shoma Jingu, tyuya Watari, Tadashi Miyasiita 

P052★ Anatomy of brachial plexus and its branches in the spotted seal (Phoca largha) 
〇SHUSUKE ASAOKA, Nozomi Kurihara 

P054★ Study on methodology for estimating density of Japanese serow by using the 
REST model. 
〇KONOKA AIBA, Ryota Aizawa, Takahisa Kanno, Misako Kuroe, Yohei Urano 

P056★ Can the age of microbats be estimated from the annual layer in the hard tissue? 
〇Yuna Nishiuchi, Kazuki Shin'ya, Kazuki Yoshino-Hashizawa, Kohta I Kobayasi, 
Shizuko Hiryu 

P058★ Applicability of a drop net to capture medium-sized carnivores: a response 
experiment to traps 
〇Kaito Yoshida, Hiroto Enari, Masayuki U. Saito 

P060★ Seasonal habitat selection of sika deer in the northern part of the Northern 
Japan Alps 
〇Yusuke Tsukada, Akiko Takii, Kumiko Okubo, Shigeyuki Izumiyama 

P062★ Age estimation of Ryukyu flying fox based on DNA methylation 
〇YUUTO KANE, Miho Murayama, Kana Arai, Eiji Inoue, Yoshie Kanao, 
Etsuko Yamauchi, Tomoaki Nakamura, Dai Fukui 

P064★ Genetic structure and population history of house shrews based on whole- 
genome SNP and mitochondrial DNA sequences 
〇HAYATO TORISU, Satoshi Ohdachi, Kazumichi Fujiwara, Hitoshi Suzuki, 
Naoki Osada 
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P066★ Surveillance of vegetation change on Uoturi-jima Island using NDVI value and  
water sampling survey in model islands toward identification the inhabiting  
status of endemic species on the Island 
〇Hiroaki Yokoyama, Nobuhiko Yoshimura, Yukuto Satou, Kaori Tsurui,  
Yasushi Yokohata 

 
P068★ Birth period of Indo-Pacific bottlenose dolphin around Mikura Island, Japan 

〇Genfu Yagi, Yoshimi Katayama, Hikari Tada, Kazunobu Kogi,  
Tadamichi Morisaka, Mai Sakai, toshihide Kitakado 

 
P070★ Records of greater Japanese shrew mole's use of a lesser Japanese mole's  

tunnel with using a camera trap   -Toward the establishment of “Tunnel 
camera trap methods"- 
〇TAI YAMASAWA, YASUSHI YOKOHATA 

 
P072★ Evaluation of Crop damage control for large mammals in Shimukappu Village  

field 
〇DAICHI KANAI, YUKA NAOSHIMA, TSUYOSHI URATA, KENTA OGAWA, 
TAKASHI ONO, TETSUJI ITOH 

 
P074★ Winter habitat selection of sika deer in northern Gunma Prefecture 

〇Suzu Ogasawara, Yukiko Morimoto, Hiroyuki Uno 
 
P076★ Comparison of cranial growth patterns between Japanese wild boar and  

domestic pig 
〇CHIKAAKI HONDO, Hideki Endo 

 
P078★ History of modern Japanese fur animals and the fur industry in terms of prices 

〇Hinako Ando, Junji Moribe 
 
P080★ Research on the usage of wallows by Ryukyu Wild Boar (Sus scrofa riukiuanu)  

in Iriomote Island 
〇Moeko Komiyama, Hisashi Matsubayash, Chokenn Ishigaki, Hinata Tazawa 

 
P082★ Anatomical studies on the tail of carnivorous 

〇Kotaro Akabane, Nozomi Kurihara 
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P084★ Annual comparison of the occurrence trends of the Ryukyu long-furred rat on 
Northern Okinawa Island using the route census method 
〇Yuto Ohga, Shun Kobayashi 

P086★ Anatomical studies on the forelimb of the masked palm civet 
〇HARUYA KIKUCHI, Nozomi Kurihara 

P088★ Hoof morphology of three Japanese even-toed ungulates based on CT scan 
images 
〇Nozomi Sueki, Yui Kobatake, Mami Murakami, Junji Moribe 

P090★ Potential of substitute use between tissues of carbon and nitrogen stable 
isotope ratios in striped dolphins Stenella coeruleoalba. 
〇Akiha Tsukada, Noriko Funasaka, Taiga Yodo, Ayumu Furuyama 

P092★ Foraging behavior of the Japanese hare (Lepus brachyurus) in response to 
snow cover conditions in the cool temperate zone 
〇Kai Sato, Masayuki U Saito 

P094★ Morphological comparisons of sika deer (Cervus nippon) antlers among local 
populations using photogrammetry 3D models 
〇Masahiro Noda, Mugino O. Kubo, Kent Mori, Seiki Takatsuki, Hideki Endo 

P096★ Batmospheric conditions: Impacts of forest type and weather on bat activity in 
Ashiu's ancient forest 
〇Fay Taylor, Heungjin Ryu, Lina Koyama 

P098★ Morphological comparison of the inner-laryngeal muscles by using 3D models 
in hylobatids 
〇MICHIHIRO YAGAMI, Takeshi Nishimura 

P100★ The situation of utilization of sika deer (Cervus nippon) in Kamikochi 
〇Yukino Aihara, Akiko Takii, Shigeyuki Izumiyama, Kumiko Okubo 
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P102★ Spring diet of the Japanese marten (Martes melampus melampus) in Kyoto and 
Shiga prefectures 
〇Shuichiro Sawada, Shigeki Watanabe, Kenji Fukunaga, Yayoi Kaneko 

P104★ Molecular phylogenetic analysis and development of monitoring methods for 
the endangered Japanese squirrel (𝘚𝘤𝘪𝘶𝘳𝘶𝘴 𝘭𝘪𝘴) in Hiroshima prefecture, Japan 
〇MASAE HIROSE, Masahide Nishibori, Takahiro Yonezawa, Jun Hatase,  
Ayako Noda, Hiroshi Yasue 

P106★ Estimation of the distribution of food-producing trees used by Asiatic black 
bears in North-Kinki population of Hyogo prefecture 
〇KAZUTERU MIKUNI, DAISUKE FUJIKI, MAYUMI YOKOYAMA, 
YOSHIKI MORIMITSU 

P108★ Haul-out monitoring of Steller sea lions (Eumetopias jubatus) on Moneron 
Island 
〇Nanami Abe 

P110★ Effects of introducing boat fenders as environmental enrichment device on 
regurgitation behavior in captive common bottlenose dolphins (Tursiops  
truncatus) with observations of contact incidences 
〇Shio Iwata, Chika Shirakata, Shuto Haneda, Shohei Nagano, Gen Watanabe, 
Maiko Kawaguchi 

P112★ Effects of feeding damage on seedlings by Yezo sika deer at natural forest 
management area. 
〇Masafumi Miyashita, Yasuyuki Tachiki 

P114★ Evaluation of Deer Damage Control Enhancement Project in Toyooka City, 
Hyogo Prefecture, Japan, Based on Dung Masses Survey and Red Pine Branch 
Feeding Damage Survey. 
〇Shingo Shimada, Daisuke Fujiki, Kazuaki Naito 

P116★ Range shift of the northern pika in Hokkaido 
〇Tomoki Sakiyama, Jorge García Molinos
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P118★ Relationships between rodent nests and arthropods -Creation of arthropod 
habitats through the reproduction activities of Apodemus argenteus- 
〇Ayumu Teruuchi, Tsutomu Enoki, Tatsuo Oshida 

P120★ Morphological Evolution Inside the Nose of Pangolins 
〇KAI ITO, Mugino O Kubo, Quentin Martinez, Noriyuki Kuroda, Ryo Kodera 

P122★ What are effective strategies for female-selective trapping?: An empirical and 
practical study in feral cat management on Mikura Island 
〇Tsugumi Nose, Mikuni Tokuyoshi, Nariko Oka, Yuya Watari 

P124★ Which is more effective, visual or olfactory cues? -Foraging behavior of Orii's 
flying fox- 
〇Ginga Hanami, Tomoaki Nakamura, Etsuko Yamauchi, Niko Matsuno,  
Yuko Yoshimi, Miki Yanaba, Yoshie Kanao, Shun Kobayashi 

P126★ Elucidating the consumers of anthelmintic fox baits against Echinococcus in 
small public area 
〇Riho Ueda, Hirokazu Kouguchi, Kohji Uraguchi, Miki Sugimoto, Tatsuo Oshida 

P128★ Food habits of Asian black bear (Ursus thibetanus) and seasonal variation in 
Cesium-137 transfer factor of each food items in Central Region, Fukushima 
Prefecture. 
〇Reina Gorai, Yui Nemoto, Kenji Inami, Masahiko Kabeya, Hisashi Komatsu, 
Kiemi Murakami, Kousuke Kanda, Kouji Yamazaki 

P130★ Seasonal changes in leaf feeding habits of Siberian flying squirrels (Pteromys  
volans orii ) in Abies sachalinensis-dominated mixed forest in Hokkaido, Japan 
〇Sayo Nonaka, Tatsuo Oshida 

P132★ Resting site selection by wild boars focusing on detailed environmental factors. 
〇TOMOYA SHICHIJO, Akitaka Omori, Takashi Ikeda, Daishi Higashide, 
Makoto Asano, Takaaki Suzuki, Masatsugu Suzuki 
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P134★ A study method for evaluating the impact of sika deer on the understory 
vegetation in low-density area 
〇Naoto Habutsu, Chiharu Moriguchi, Hiroyuki Uno 

P136★ Geographical variation of Siberian weasels (Mustela sibirica), by ddRAD-seq 
analysis 
〇KENTARO TSUCHIHASHI, YU ENENDO, KAZUO SUZUKI, SATOSHI SUZUKI, 
ATSUSHI NAGANO, YOSHINORI NISHITA, RYUICHI MASUDA 

P138★ Estimation of individual-based track with discontinuous pixel coordinates of 10 
mammalian species 
〇KAHOKO TOCHIGI, Akira Yoshioka, Nao Kumada, Yui Ogawa, Hirofumi Ouchi, 
Noe Matsushima, Keita Fukasawa 

P140★ Relative growth of external characteristics in the Ryukyu long-furred rat 
Diplothrix legata 
〇YOSHINO NAKAYAMA, SHUN KOBAYASHI 

P142★ How does snow depth affect winter habitat use by sympatric sika deer and 
Japanese serow? 
〇SATSUKI FUNATSU, Satsuki Nakamori, Hidenori Nozawa, Masaki Ando 

P144★ Frequencies of coprophagy based on the behavioral differences in East 
European vole 
〇Mizuki Takenouchi, Goro A Nagura-Kato, Chihiro Koshimoto, Akio Shinohara 

P146★ A morphological study of the vomeronasal organ in nutria, Myocastor coypus 
〇Junna Wada, Shuji Kobayashi, Kouichi Kawamura 

P148★ Are raccoon dog's feces friends with seeds? 
〇SHUNSUKE SHIMIZU, Yushin ASARI 

P150★ When do deer and railway collisions occur? 
〇HIDENORI NOZAWA, MASAKI ANDO 
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P152★ The Relationship Between the Daily Activity of  Cats and Native Species" 
〇Kaito Kimura, Yousuke Tsuriya, Takahiro Ogura, Kazumi Shionosaki, 
Yushin Asari 

P154★ Relationship between raccoon dogs and cats in urban parks in north Tama 
region 
〇SHOGO FUJITA, Yayoi Kaneko, Haoyu Zhou, Yusuke Takada 

P156★ Local Residents' Attitudes Toward Free-Ranging Cats in Gifu City 
〇Hayato Horie, Atsushi Iwasawa, Junji Moribe 

P158★ The functional morphological examination of skull evolution strategies of 
rodents 
〇YURI HIRAGUCHI, Hideki Endo 

P160★ Seasonal Diet of the Stoat in Low-Latitude Mountainous Region 
〇Kousaku Takada, Hayato Takada 

P162★ Effects of characteristics in small agricultural ponds and the surrounding 
landscape structure on use by invasive mammals, coypu and raccoon. 
〇Hidetaka Ishii, Hajime Komura, Hiroo Numata, Takeo Kuriyama 

P164★ Survey of raccoon habitats in Hirosaki City, Aomori Prefecture, using camera 
trap. 
〇Chizuru Suzuki, Chie Murano, Nobuyuki Azuma 

P166★ Estimation of the habitat distribution area of Mustela erminea nippon with GIS 
technology 
〇Moemi Yasui, Keijiro Okuoka, Junji Moribe 

P168★ Vegetation alteration by sika deer and human disturbance synergistically create 
a landscape of fear for medium and large mammal assemblages. 
〇JUMPEI YAMASHITA, yosuke Sembongi, Hiroshi Tsunoda, Hiroto Enari
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P170★ A relationship between positions of ribosomal RNA gene (rDNA) loci on  
chromosomes and the conservation status of rDNA 
〇HARU TANAKA, Hikari Myoshu, Masahiro Iwasa 

 
P172★ Seasonal changes in utilization of nest boxes by Diplothrix legata on the  

northern part of Okinawa Island, Japan 
〇TEPPEI HIGASHI, Shun Kobayashi
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7, September 17:30〜18:30（Core time ②） 

Gymnasium 

P001 A direction of Mammal Study in the era of rapid change on academic journals 
〇Editorial board, Mammal Study 

P002 Identifying optimal areas for efficient raccoon culling near specified 
reconstruction and revitalization base 
〇DAISUKE NAKAMURA, Masataka Yoshida, Akira Watanabe,  
Chinatsu Kozakai, Ryusuke Fujimoto, Norihiro Hoshi, Masahiko Takeuchi 

P003 Phylogeographic characteristics of Japanese serow populations in the Chubu 
region 
〇YOSHI KAWAMOTO, Tetsuji Ito, Misako Kuroe, Ryosuke Kishimoto, 
Konoka Aiba, Kazuhiro Koyasu, Keiko Sone 

P004 Breeding behavior of Red fox (Vulpes vulpes japonica) at the North foot of Mt. 
Fuji 
〇SAYOKO UEDA, Miyu Takumori, Yasuaki Hirai 

P005 Comparison of the contents of municipal plans for the prevention of the wild 
boars damage.  〜To create an effective plan〜 
〇MASAHIKO ASADA, Mayumi Kishimoto 

P007 Occupancy analysis of large and medium mammals in greenbelt near town 
〇TAKAHIRO MURAKAMI, KAZUMI ARAI 

P009 potential risk of sika deer intrusion in Kobe city based on camera trap survey and 
line transect census 
〇Fumiaki Inaba, Tsukasa Ono, Shin Kanno, Aki Mituhashi, Mizuki Kumon,  
Takuzi Enomoto, Noriko Yokoyama, Yusei Azuma, Toshio Doi, Atsushi Okada 
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P011 Jumping Ability of Captive Sika Deer (Cervus nippon centralis) to fence obstacle 
〇Soichiro Doyama, Hironori Ueda, Keisuke Ishikawa 

 
P013 GPS tracking of brown bears captured in Shimukappu Village, Hokkaido. 

〇TETSUJI ITOH, Kazuho Imai, Yui Nemoto, Michito Shimozuru,  
Toshio Tsubota, Tsuyoshi Urata 

 
P015 Comparison of the feeding habits of the Japanese Weasel Mustela itatsi, a  

domestic invasive species, on two introduced islands (Miyakejima and Toshima)  
in the Izu Islands, Japan. 
〇Kazuki Higashitani, Takashi Kamijo 

 
P017 Sequencing and species specificity of the raccoon zona pellucida 4 (ZP4) gene 

〇Urara Kawata, Makoto Asano, Tatsunori Masatani 
 
P019 Effectiveness of capturing and issues for feral raccoon control at Takasu town,  

Hokkaido 
〇TAKUYA NAKAJIMA, Yoshiyuki KATO, Ryuichi MARUYAMA 

 
P021 Search for indicator plant species to determine short-term effectiveness of deer  

capture 
〇YU IWATA, TAKEAKI HONDA, NORIKO YOKOYAMA, MIZUKI HIRAYAMA, 
TOMOYUKI KOYANAGI 

 
P023 The Impact of Sika Deer on Forest Vegetation in the Mt. Hayatine Area, Iwate  

Prefecture 
〇TOMOKI OMURO, Shumpei TASAKI, Takeharu Uno 

 
P025 Unveiling the Mechanisms Behind Deer-Train Collisions 

〇KOHTA HAYASHI 
 
P027 Characteristics of capture locations in the case of mass appearances of Asiatic  

black bear in Shimane Prefecture 
〇SATOSHI TAGAWA, kenta sakakura, shinobu kawamoto, seigo sawada 
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P029 The effect of the camera trap to behaviour of carnivores. 
〇KENTARO USHIKI, Yayoi Kaneko 

 
P031 Defecation environment of Japanese Marten in Iwate University Forests, Field  

Science Center, Shizukuishi Town, Iwate Prefecture, Japan. 
〇Reo Kishida, Yoshitaka Deguchi 

 
P033 Geographical variation and migration history on Japanese populations of masked  

palm civets, revealed by ddRAD-seq analysis 
〇Nana Komatsu 

 
P035 Quantifying movement patterns of sika deer using net squared displacement  

approach and classification flow 
〇ZHAO-WEN JIANG, Shunsuke Imai, Koji Nagata, Takayuki Haneda 

 
P037 Ice age land bridges to continental islands: Repeated migration of the forest- 

dwelling sable in northeastern Asia 
〇GOHTA KINOSHITA, Takuma Sato, Shota Murakami, Vladimir Monakhov, 
Alexey P Kryukov, Lyubov V Frisman, Yoshihiro Tsunamoto, Yoshihisa Suyama, 
Takahiro Murakami, Hitoshi Suzuki, Jun J Sato 

 
P039 Current Status of Reeves's muntjac (Muntiacus reevesi) in Ibaraki Prefecture. 

〇YUSUKE GOTO, Naoki Shinoda 
 
P041 Effectiveness of digging marks as density index for wild boar on a regional scale 

Miki Ganaha, 〇HIROYUKI UNO 
 
P043 Factors affecting deer fence damage and browsing damage in young sugi  

(Cryptomeria japonica) and hinoki (Chamaecyparis obtusa) plantations in Mie  
prefecture, Japan 
〇NAOMICHI KAWASHIMA 

P045 Dead gray red-backed voles found in a fourth-growth larch plantation in Rankoshi  
Town, Hokkaido, Japan 
〇KAZUHIRO MINAMINO, NOBUHIRO AKASHI 
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P047 Factors affecting fishing damage amount due to Steller sea lion on the western 
coast of Hokkaido Island 
〇ORIO YAMAMURA, Mina Jimbo, Akihiko Wada, Kaoru Hattori 

P049 A practice of community-based wildlife monitoring in Osaka; the camera trap 
method for various stakeholders 
〇RYOSUKE KODA, Yuzuru Ishizuka, Takashi F Haraguchi 

P051 Sequencing and species specificity of the racoon zona pellucida 2 (ZP2) gene 
〇Nene Chujo, Makoto Asano, Tatsunori Masatani 

P053 Estimated flight speed of Oriental free-tailed bat Tadarida insignis in the vicinity 
of Kumamoto Castle,Japan 
〇TAKUJI SAKATA 

P055 Present status of the forestry damage by the expanding range of sika deer in 
Shimane prefecture 
〇KENTA SAKAKURA, satoshi tagawa, shinobu kawamoto 

P057 Influence of Population Control of Japanese Macaques on the Usage of 
Agricultural and Urban Areas. 
〇HARUKA TOYOKAWA, KEISUKE KATO 

P059 Field validation of a marine radar system for monitoring bat flight 
〇Takahiro Sato, Yoichi Kawaguchi 

P061 Food habit of narrow-ridged finless porpoises in Tokyo Bay–Sendai Bay. 
〇NOZOMI KURIHARA, DAISUKE KIZUKA 

P063 Use of mud wallows by wildlife in the Borneo rainforest 
〇AKIHITO KUBOTA 

P065 Seasonal changes in species composition and population density of rodents in 
rice paddies and orchards on Takizawa Farm. 
〇Ryo Kajihara, Masayoshi Nishi, Haruka Yoshida, Manabu Watanabe, 
Hiroyuki Shimono, Yoshitaka Deguchi 
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P067 Food habits of red foxes and Japanese martens in the alpine zone of the Central 
Alps: a comparison with 40 years ago 
〇MASAYUKI U. SAITO, Takaaki Enomoto, Takaya Iwasaki, Atsushi Sugimoto, 
Kobayashi Atsushi 

P069 Comparative awareness of pet rearing among students and elderly residents in 
the World Heritage area in Amami and Ryukyus 
〇FUMIO YAMADA, Kazumi Shionosaki, Kumi Maruyama, Nobuo Ishii, 
Yuko Kyuno, Hisahiro Torikai, Mutsumi Minobe, Takashi Nagamine 

P071 Genetic variation in the MHC class II DRB in West Eurasian populations of the 
European polecat, Mustela putorius. 
〇YOSHINORI NISHITA, Shunsuke Hori, Alexei V. Abramov, Risto Väinölä, 
Stanislava Peeva, Evgeniy Raichev, Ryuichi Masuda 

P073 Feeding habits of Japanese squirrels fed at Iwate Prefectural Athletic Park 
〇Megumu Saito, Yoshitaka Deguchi, Chiaki Nishi 

P075 Evaluation of the result of survey of sika deer status using potential maps at the 
primary stage of intrusion in Kobe city 
〇Tsukasa Ono, Fumiaki Inaba, Shin Kanno, aki Mitsuhashi, Mizuki Kumon, 
Takuzi Enomoto, Noriko Yokoyama, Yusei Azuma, Toshio Doi, Atsushi Okada 

P077 An attempt to estimate population density of Procyon lotor by applying REST 
model in Nose Town, Osaka Prefecture 
〇Kensei Yoshioka, Ryosuke Koda, Yuzuru Ishizuka, Takashi F. Haraguchi, 
Mako Kishigami, Ryuto Kataishi 

P079 A comparison of ecological niches between sympatric sika deer and Japanese 
serow 
〇Chiharu Moriguchi, Hiroyuki Uno, Naoto Habutsu 

P081 Seasonal migration patterns based on NSD analysis of sika deer in Tsumagoi, 
Gunma Prefecture 
〇Takuya Kato, Sachiko Moriguchi, Ryota Hirakawa, Yusaku Yamada,  
Yu Shimoda, Shin-ichi Hayama 
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P083 Description and examination of a left rostral injury in a stranded striped dolphin 
Stenella coeruleoalba by non-invasive (3D scan and X-ray CT scan) and invasive 
(autopsy) methods 
〇SATOSHI MARUYAMA, Ayumu Furuyama, Noriko Funasaka,  
Hiroshige Matsuoka 

P085 Comparative morphology of the penis and clitoris of large japanese mole (Mogera  
wogura) 
〇HIROKI KONNO, Shuji Kobayashi 

P087 What determines the complexity of brown bear back rub markings? 
Amuro Suzuki, Mukai Hinako, Minori Yamada, Hikaru Okoshi, 
Hisaaki Toyoshima, 〇YOSHIKAZU SATO 

P089 A male sika deer with female secondary sexual characteristics: a case report 
〇NAOKO HIGUCHI, KAZUAKI TANAKA, HIKARI KOYASU,  
NOBUMASA OHNISHI, TAKEFUMI KIKUSUI, MASATO MINAMI 

P091 Targeted exsanguination levels for meat quality control of sika deer (Cervus 
nippon) 
〇TOSHIKATSU KAMEI, Yukiko Matsuura, Jun-ichi Wakamatsu, 
Ayumi Yamaura 

P093 Introducing a GPS-data analysis system: TimelineAnalyser 
〇HIROFUMI HIRAKAWA, Akiko Takii, Shigeyuki Izumiyama, 
Daisuke Muramatsu, Marcelo Gordo 

P095 Attempt for species identification of fish otoliths using deep learning in stomach 
content analysis of narrow-ridged finless porpoise Neophocaena asiaeorientalis 
〇AYUMU FURUYAMA, NORIKO FUNASAKA 

P097 How does habitat selection of Japanese macaques (Macaca fuscata) differ among 
regions in Wakayama Prefecture? 
〇KOUHEI HAYASHI, KIYOMASA MIKI 
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P099 Will crop consumer grow larger? Assessing the intergenerational effect of crop 
consumption on  of sika deer body growth 
〇AYAKA HATA, Midori Saeki, Chinatsu Kozakai, Rumiko Nakashita, 
Keita Fukasawa, Yasuhiro Nakajima, Ryodai Murata, Yuki Harada,  
Mayura B Takada 

P101 Badgers under the island rule: Exploring differences between extinct and present 
badger species inhabiting the Japanese Islands based on forelimb functional 
morphology 
〇Emma Dangerfield, Yuri Kimura 

P103 Observation of Pacific white-sided dolphins with anomalous colour patterns in 
Volcano Bay, Muroran, Hokkaido 
〇YUKI F KITA, Natsumi Kurosaki, Sakura Suda, Kotoe Sasamori 

P105 Temporal and Spatial Interactions of Sympatric Japanese serow and sika deer 
〇TOMOKI MORI, Kensuke Miura, Hiroyuki Takeuchi, Yasuaki Niizuma 

P107 Parents care behaviour of Mustelidae's two speies 
〇Kenji Fukunaga, Sgeki Watanabe

P109 Invasion and distribution of Japanese macaques (Macaca fuscata yakui) in 
Kuchinoerabujima Island, Kagoshima 
〇SHIHO FUJITA, Hideki Sugiura, Goro Hanya, Yousuke Kurihara,  
Fumiya Kakuta, Muhammad Nur Fitri Bin SUHAIMI, Mii Tanaka, Naoko Kataoka, 
Takahiro Maki, Chihiro Nakato 

P111 Differences in Home Range Use Among Adjacent Troops of Japanese Macaques 
with the Same Number of Individuals 
〇HIROSHI EBIHARA, Yu Iwata, Chisa Minoura 

P113 Evaluating vegetation conditions with a collar-camera on a Mongolian gazelle 
through machine learning 
〇LINA A. KOYAMA, Rei Nagaya, Takehiko Ito, Munkhbat Uuganbayar,  
Buyanaa Chimeddorj 
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P115 Long-term monitoring of radiocesium activity concentrations in wild boars in 
Fukushima Prefecture 
〇Hisashi Komatsu, Kiemi Murakami, Kousuke KandKanda 

P117 Examples of Initiatives at Private Dissection Training Facilities 
〇SHUNSAKU KANAYAMA 

P119 Seasonal habitat use of Asiatic black bears at the mountain foothills 
〇AKIKO TAKII, Rumiko Nakashita, Shigeyuki Izumiyama

P121 Considerations in applying cementum annuli analysis to Cervus nippon  
yakushimae 
〇Hikaru Goto, Nene Chujo, Urara Kawata, Maki Mizukawa, Yasunori Takenaka, 
Chizuru Yayota, Makoto Asano, Masatsugu Suzuki 

P123 Individual identification of brown bears by DNA analysis using hair and scat 
samples 
〇HIDETSUGU NAKAMURA, Kouichi Waseda, Hifumi Tsuruga, Yuri Shirane 

P125 Tracking behavior of Asian black bears by red foxes 
Shota Yamaguchi, 〇NAOKI OHNISHI 

P127 Population status of small rodents in semi-natural grasslands maintained in areas 
recognized as Globally important agricultural heritage systems 
〇Risa Shibayama, Takaki Yamada 

P129 Evaluating the effectiveness of forest edge captures for damage reduction: An 
analysis of agricultural insurance data 
〇TAKESHI HONDA, Natsuki Mitsui, Zhaowen Jiang 

P131 Food habits of free-ranging domestic cats living in Tsushima leopard cat habitat 
on Tsushima Islands, Nagasaki, Japan 
〇MASAKO IZAWA, Shun Kobayashi, Hayato Kikuchi, Takashi Shibahara 

P133 Effect of snow depth on winter reproductive rate of Japanese field voles 
〇CHIE MURANO 
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P135 Behavioral characteristics of female urban black bears in Tango area, Kyoto  
Prefecture, Japan 
〇AKI NAKAJIMA, Kosuke Nakagawa 

 
P137 Identification of the reproductive season and the vomeronasal system  

functionality by histological analysis in Apodemus supeciosus which inhabit at the 
northern area of the main island in Japan 
〇KIYOSHI YAMAUCHI, Reina KUMADA, Hitomi AKUTSU 

 
P139 Consideration of the effect of the upper canine tooth extraction on tooth  

regeneration of captured walrus by CT image analysis 
〇AYAKO KOHNO, ETSUKO KATSUMATA, KAZUTOSHI ARAI, NAOKI KOHNO 

 
P141 Mating behavior and habitat use in Asian black bears 

〇TOMOKO NAGANUMA, Seung-Yun Baek, Naoki Takekoshi, Chinatsu Kozakai, 
Koji Yamazaki, Shinsuke Koike 

 
P143 Establishment of immortalized cells from skin-derived fibroblast of domestic cat 

〇MASAFUMI KATAYAMA, TOHRU KIYONO, AYUSA KATAOKA,  
Manabu ONUMA, TOMOKAZU FUKUDA 

 
P145 Seasonal home range and habitat use of sika deer in Mt. Ibuki 

〇Takashi Ikeda, Tomoya Shichijo, Tomokazu Kusakabe, Makoto Asano,  
Akitaka Omori 

 
P147 "Rediscovery" of Eastern bent-winged bat in Saitama Prefecture 

〇KEIKO OSAWA, YUSHI OSAWA 
 
P149 Genetic basis of morphological features in Japanese shrew-mole from the  

isolated island of Mishima 
〇Hiroyuki Imai, Taiki Matsuo, Sumito Matsuya, Takahiro Hiratsuka,  
Kiyoshi Kano, Takeshi Ken Kusakabe 
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P151 Seasonal changes of the roosts of Orii's flying-fox Pteropus dasymallus  
inopinatus in the Senbaru Campus, University of the Ryukyus, Japan 
〇SHUN KOBAYASHI, Hayato Kikuchi, Masako Izawa 

P153 History of the debate on wolves in Japan up to the early Showa period 
〇KAYO UMEKI 

P155 Disturbance of wild boar (Sus scrofa) to forest floor vegetation in Rokko 
Mountain. 
〇DAISUKE TOCHIMOTO, YUUKI TAMURA, ATSUSHI TAKENAKA, KANA HOTTA 

P157 Relationship between maturity of walnuts and foraging by Sciurus vulgaris 
〇YUSHIN ASARI, Yuudai Miyamoto 

P159 Antler-gnawing behavior of sika deer observed in Hakone, Kanagawa Prefecture, 
Japan 
〇YOSHIKAZU SEKI 

P161 The causes of brown bear sightings in Sapporo revealed through on-site 
investigations 
〇KOICHI WASEDA, Hidetsugu Nakamura, Hifumi Tsuruga, Yuri Shirane

P163 The current situation of the control and hunting of the middle and small size 
carnivores in Nagano Prefecture 
〇YUKO FUKUE, AOMI NAGAI, TSUYOSHI TAKESHITA 

P165 Mc1r gene polymorphisms in Japanese serows (Capricornis crispus) reared in 
zoos 
Yuhi Mochizuki, 〇MITSUO NUNOME 

P167 Use of riparian forests by Japanease black bear in Shizukuishi, Iwate prefecture, 
Japan 
〇Akari Takigawa, Yoshitaka Deguchi, Kiyoshi Yamauchi 
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P169 Development of a General-Purpose Image Recognition AI for Wildlife 
Management Using YOLO 
〇HIBIKI KIMURA, Mami Saeki, Yuta Kawasaki, Yasutaka Kishimoto 

P171 Relationship between sika deer density and shrub browsing intensity in Gifu 
Prefecture, Japan. 
〇SATSUKI NAKAMORI, TOMOKO ONODERA, TAKASHI IKEDA, 
TAKUMI SHIRAKAWA, SHOGO KATO, MASAKI ANDO 

P173 How does Rhandzekile a savanna elephant with disabled trunk, drink water? 
〇JUN HATASE 
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発表索引

氏名 発表番号 氏名 発表番号 
ア 相川 拓也 OA-03

相澤 良太 P054
饗場 木香 P003, P054 
藍原 有紀乃 P100 
青木 かがり OE-01
青山 郷 OC-11 
明石 信廣 OA-06, P045
赤羽 虎太郎 P082 
秋田県 自然保護課 F14 
秋元 大地 OA-09
秋山 礼 P034 
阿久津 仁美 P137
浅岡 秀輔 P052 
浅田 正彦 P005 
浅野 真輝 F02
淺野 玄 OC-04, P017, P051, P121, 

P132, P145 
浅利 裕伸 P148, P152, P157 
東 信行 P164
東 祐生 P009, P075
麻生 結希 OD-03
阿部 七海 P108 
天池 庸介 F17
天野 雅男 OE-01, OE-03, P046 
荒井 一利 P139
新井 一麦 P007
新井 花奈 P062
安斎 政幸 OE-07
安藤 正規 P142, P150, P171 
安藤 誠也 OB-11 
安藤 日菜子 P078 

イ 飯島 勇人 P050
飯島 瑛梨 P030
池田 敬 F08, P132, P145, P171 
池田 透 OC-06 
池田 悠吾 F18, OB-13 
伊吾田 宏正 F08
伊澤 雅子 OC-08, OD-08, P131, P151 
石井 秀空 OC-14, P162 
石井 信夫 F02, P069
石垣 長健 P080
石川 圭介 P011
石塚 譲 P049, P077
石塚 真太郎 F03
石庭 寛子 P040
泉山 茂之 P060, P093, P100, P119 
磯村 晃良 OD-09, OD-11 
板谷 佳美 OC-02
伊藤 英人 F15
伊藤 海 F06, P042, P120 
伊藤 健彦 OA-01, OA-06, P113 
伊藤 紗香 P038
伊藤 泰幹 OC-06
伊藤 哲治 P003, P013, P072 
伊藤 凛 OA-11 
伊藤 未羽 P036
稲垣 亜希乃 OB-02 
稲富 佳洋 OA-06 
稲葉 史晃 P009, P075 

稲見 健司 P128
犬丸 瑞枝 F20
井上 英治 F04, P062
井上 輝紀 F04
井上 元貴 P026 
今井 啓之 P149 
今井 駿輔 P035
今井 和歩 P013
岩佐 真宏 P170
岩崎 貴也 P067
岩澤 淳 P156
岩田 汐央 P110 
岩田 祐 P021, P111 

ウ 上田 弘則 P011
上田 莉帆 P126 
植田 彩容子 P004 
鵜川 信 P044
右京 里那 OD-12
牛木 健太郎 P029 
牛嶋 一貴 OA-09
内田 桂 OC-03
内田 健太 F16
内田 皐陽 P046 
内田 夢月 P038
宇野 壮春 F22, P023
宇野 裕之 P024, P041, P074, P079, P134 
鵜野ー小野寺 レイナ OB-07 
馬谷 佳幸 OB-03
梅木 佳代 P153 
浦口 宏二 P126
浦田 剛 P013, P072
浦野 陽平 P054
海野 南 P050 

エ 榮村 奈緒子 P044
江口 誠一 P042
江藤 公俊 OB-01
江成 広斗 F11, P058, P168 
榎木 勉 P118
榎本 孝晃 F04, P040, P067 
榎本 拓司 P009, P075
海老原 寛 F13, P111 
遠藤 秀紀 OB-15, P076, P094, P158 
遠藤 優 P136

オ 大井 徹 OB-04 
大石 寛人 F17
大内 博文 P138
大賀 優斗 OD-07, P084 
大川 瑛子 F22
大窪 久美子 P060, P100
大越 光 P087
逢坂 明紀 P010 
大沢 啓子 P147 
大沢 夕志 P147
大舘 智志 P064
大西 尚樹 OD-05, P036, P125 
大西 信正 P089
大沼 学 F09, P143
大橋 春香 F01
大橋 正臣 OE-05
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氏名 発表番号 氏名 発表番号 
大室 智暉 P023 
大森 鑑能 P132, P145
岡 奈理子 OC-07, P122
小笠原 すず P074 
岡田 篤 P009, P075
岡部 貴美子 OD-10
岡部 晋也 F18
岡本 亮介 OE-04
小川 結衣 P138
小川 健太 P072
奥岡 桂次郎 P038, P166
奥田 圭 F03, F11
奥田 悟崇 OD-12
奥山 みなみ OC-03 
小椋 崇弘 P152
長田 直樹 P064
押田 龍夫 OD-01, P008, P118, P126, 

P130 
鬼崎 華 P042 
小野 貴司 P072
小野 司 OB-06, P009, P075 
小野寺 智子 P171

カ 角田 史也 P109
梶原 涼 P065 
粕谷 健人 P038
片石 隆斗 P077
片岡 アユサ P143
片岡 直子 P109
片桐 未結 P038 
片山 佳実 P068
片山 雅史 P143 
勝木 俊行 P038
勝島 日向子 F13
勝俣 悦子 P139
加藤 佳亨 P019
加藤 敬介 P057
加藤 正吾 P171
加藤 卓也 P081 
金井 大地 P072 
金尾 由恵 P062, P124
我那覇 美紀 P041
金森 朝子 OA-08
金山 俊作 P117 
兼 祐翔 F04, P034, P062 
金子 弥生 F17, OC-13, OC-15, P029, 

P102, P154 
加納 聖 P149
壁谷 昌彦 P128
上條 隆志 P015
亀井 利活 P091 
川井 泰 OE-06
河合 久仁子 OD-05
河内 紀浩 P032
河口 洋一 P059
川口 真以子 P110
河崎 裕太 P169
川島 直通 P043 
川田 うらら P017, P121 
川田 伸一郎 F21, OD-01

河津 勲 OE-06
川西 基博 P044
河村 功一 P146
河本 忍 P027, P055
川本 芳 P003 
環境省 鳥獣保護管理室 F14 
神田 幸亮 P115, P128
神田 剛 OC-13
菅野 貴久 P054
菅野 慎 P009, P075

キ 菊水 健史 P089
菊地 デイル万次郎 OA-01 
菊地 陽哉 P086 
菊池 隼人 OD-07, P008, P131, P151 
岸上 真子 P077
岸田 鈴央 P031 
岸元 良輔 OB-10, P003
岸本 康誉 P169
岸本 真弓 P005
北 夕紀 OE-05, P103 
北門 利英 F08, OE-04, P068 
北野 侑 OE-07 
木塚 大輔 P061
杵鞭 健太 OD-12
木下 こづえ F09
木下 豪太 P037 
木村 開人 P152 
木村 響 P169 
木村 由利 P101
木村 由莉 F10
久野 優子 P069
清成 寛 P006
清野 透 P143
清野 未恵子 F22
金城 道男 OD-07

ク 日下 宗一郎 F10
日下部 健 P149
日下部 智一 P145
楠田 哲士 P026
久保 麦野 P012, P042, P094, P120 
久保田 明人 P063 
熊田 那央 P138
熊田 玲奈 P137
久門 美月 P009, P075
鞍懸 重和 OB-09 
栗原 望 P022, P028, P052, P061, P082, 

P086 
栗原 洋介 OC-01, P109 
栗山 武夫 F03, OC-14, P162 
黒江 美紗子 OB-10, P003, P054 
黒崎 菜摘 P103
黒田 範行 P120
桑原 一司 OB-11 

コ 小池 伸介 OB-02, P020, P036, P141 
小泉 拓也 OA-07, OC-02 
孝口 裕一 P126
幸田 良介 OC-14, P049, P077 
甲能 純子 P139 
甲能 直樹 F06, P139 
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 鴻村 創 OA-10, P162 
 小木 万布 OE-02, P068 
 小坂井 千夏 F07, F15, P002, P036, P099, 

P141 
 越本 知大 OD-03, P144 
 小寺 祐二 P028 
 小寺 稜 F06, P042, P120 
 後藤 光 P121 
 後藤 晋 P034 
 後藤 哲哉 OD-02 
 後藤 優介 P039 
 小畠 結 P088 
 小林 篤 P067 
 小林 ひなた P038 
 小林 郁雄 OD-12 
 小林 希実 F19 
 小林 喬子 F14 
 小林 秀司 OA-09, P085, P146 
 小林 峻 OD-07, P018, P084, P124, 
  P131, P140, P151, P172 
 小林 駿 OE-01 
 小林 耕太 P056 
 小松 仁 P115, P128 
 小松 奈菜 P033 
 小見山 萌子 P080 
 子安 ひかり P089 
 子安 和弘 P003 
 小栁 智幸 P021 
 児矢野 愛海 P028 
 小薮 大輔 OD-01 
 小山 浩由 F07 
 小山 里奈 OB-12, P096, P113 
 牛来 麗奈 P128 
 近藤 麻実 OB-05 
 近藤 理美 OE-04 
 紺野 弘毅 P085 
サ 斎藤 昌幸 F11, P040, P058, P067, P092 
 齋藤 恵 P073 
 齊藤 隆 OD-05 
 佐伯 真美 P169 
 佐伯 緑 P099 
 酒井 敦 OA-03 
 酒井 麻衣 OE-02, P068 
 坂倉 健太 P027, P055 
 坂田 みのり OC-09 
 坂田 拓司 P053 
 坂本 信介 F16, OD-12 
 崎山 智樹 P116 
 佐々木 基樹 OD-01 
 佐々木 浩 OC-12 
 笹森 琴絵 P103 
 佐藤 快 P092 
 佐藤 喜和 F08, P087 
 佐藤 孝雄 P012 
 佐藤 巧庸 P012 
 佐藤 広大 OC-04 
 佐藤 史大 OD-13 
 佐藤 淳 F03, OD-06, P037 
 佐藤 大夢 P006 

 佐藤 拓真 P037 
 佐藤 雄大 P059 
 佐藤 行人 P066 
 澤 紅乃 OB-01 
 澤 真和 OA-07 
 澤田 集一朗 P102 
 澤田 誠吾 OB-05, P027 
シ 塩野﨑 和美 P069, P152 
 七條 宏樹 OD-03 
 七條 知哉 P145, P132 
 篠田 直喜 P039 
 篠原 明男 OD-03, P144 
 柴原 崇 P131 
 柴山 理彩 OD-08, P127 
 島田 健一郎 OC-03, OC-06 
 島田 将喜 OC-09 
 島田 慎吾 P114 
 島田 卓哉 OD-10 
 嶌本 樹 F04, F20 
 清水 俊輔 P148 
 下田 優 P081 
 下鶴 倫人 F07, OB-03, P013 
 下野 裕之 P065 
 下村 風花 OD-09 
 姜 兆文 P035, P129 
 周 浩羽 P154 
 徐 ジュン OC-13 
 白形 知佳 P110 
 白川 拓巳 P171 
 白木 琢磨 OE-07 
 白木 麗 OD-15, P048 
 白根 ゆり P123, P161 
 神宮 翔真 P050 
 新宅 勇太 F03 
 神保 美渚 P047 
 新家 一樹 P056 
ス 居樹 希実 P088 
 末廣 春香 OD-11 
 菅原 悠樹 OA-03 
 杉浦 秀樹 P109 
 杉本 淳 P067 
 杉本 美紀 P126 
 杉本 祐二 OB-02 
 菅野 遥登 P040 
 鈴木 あすみ OD-01 
 鈴木 亜室 P087 
 鈴木 英治 P044 
 鈴木 圭 OA-12, OA-14 
 鈴木 仁 P037, P064 
 鈴木 嵩彬 P132 
 鈴木 正嗣 P121, P132 
 鈴木 千鶴 P164 
 鈴木 聡 F05, P136 
 鈴木 文香 OE-07 
 鈴木 和男 OA-02, P136 
 須田 さくら OE-05, P103 
 陶山 佳久 P037 
セ 清野 紘典 F22 
 關 義和 P159 
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関口 猛 OC-12
千﨑 則正 OB-09
千本木 洋介 P168

ソ 曽根 啓子 P003
タ 高井 正成 F23

高木 和也 OD-12
高木 俊 F14
高田 錬 P018
高田 まゆら P099
高田 隼人 F12, OA-04, P024, P160 
髙田 幸作 P160 
髙田 雄介 OC-13, P154
高槻 成紀 OA-02, P094 
田金 秀一郎 P044
高橋 尭大 F06
高橋 裕史 OA-03 
高畠 千尋 OB-03 
髙山 七星 P022 
田川 哲 F14, P027, P055 
瀧井 暁子 P060, P093, P100, P119 
滝川 あかり P167 
滝口 正明 F22
宅森 美優 P004
竹内 寛幸 P105
竹内 正彦 P002
竹腰 直紀 P036, P141 
竹下 毅 P163
武田 忠義 F14
竹中 康進 P121
竹中 淳 P155
竹ノ内 瑞月 P144 
田崎 駿平 P023
田澤 陽太 P080
多田 光里 OE-02, P068 
多田 陸 OA-01
立木 靖之 OA-07, OA-13, P010, P112 
立脇 隆文 F11 
田中 一典 OC-06
田中 沙耶 OA-09
田中 晴 P170 
田中 雪 P008 
田中 大輝 OA-10, OB-01
田中 美衣 P109
田中 和明 P089
谷藤 香菜江 OA-09
田村 悠旭 P155

チ 千葉 駿 OC-14 
中条 寧々 P051, P121 

ツ 束田 優介 P060 
塚田 英晴 F05
塚田 秋葉 P090 
辻 大和 F11, OA-11 
辻井 浩希 OE-04
津田 吉晃 F20
土橋 健太郎 P136 
綱本 良啓 OA-06, P037
経沢 美有 OC-09
角田 裕志 P168
坪田 敏男 F09, OB-03, P013 

釣谷 洋輔 P152
鶴井 香織 P066
釣賀 一二三 F14, P123, P161 
鶴成 悦久 OC-03
出口 義隆 P073
出口 善隆 P031, P065, P167 
手嶋 優風 P018
寺山 佳奈 F13
照内 歩 P118 

ト 土井 寛大 F01
土井 敏男 P009, P075
堂山 宗一郎 P011 
土岐田 昌和 P006
徳永 忠昭 OD-12
徳吉 美国 OC-07, P122
栃木 香帆子 P138 
栃本 大介 P155 
富谷 進 F23
冨安 洵平 P036
富山 愛加 OA-11
豊川 春香 P057 
豊島 尚章 P087
鳥飼 久裕 P069
鳥巣 捷斗 P064 

ナ 内藤 和明 OA-10, P114
直島 夕花 P072
永井 宏平 OE-07
永井 碧海 P163
中川 恒祐 OB-06, P135
中川 梨花 OB-15 
長岐 昭彦 OA-03
中下 留美子 F20, P099, P119 
中島 彩季 P135 
中島 泰弘 P099
中島 卓也 P019 
永田 幸志 P035
仲渡 千宙 P109
中西 希 F05, OC-08, OD-08 
永沼 朔美 P030
長沼 知子 P036, P141 
中野 智子 OA-01
永野 惇 P136
長野 翔平 P110
中林 雅 OA-08 
長嶺 隆 OD-07, P069
中村 圭太 F12, P024
中村 秀次 P123, P161 
中村 祥子 OD-10
中村 太士 OB-03
中村 大輔 P002 
中村 智映 P062, P124
中本 敦 OD-08 
中森 さつき P142, P171 
中谷 裕美子 OD-07
永谷 黎 P113
中山 好乃 P140 
名倉 悟郎 OD-03, P144
浪花 彰彦 OB-03
成瀬 光 F12, P024 
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ニ 新妻 靖章 P105

西 政佳 P065
西 千秋 P073
西内 唯夏 P056 
西岡 佑一郎 F10
西田 義憲 P071, P016, P136 
西田 亜矢香 OA-09
西田 伸 OE-01
西野 優佑 OB-04
西林 正人 P038
西堀 正英 F07, P104
西牟田 勇哉 OD-12
西村 剛 P098
西脇 慶 OD-15
西脇 辰仁 P036

二 日本哺乳類学会 英文誌編集委員会 P001 
丹羽 真一 OA-06
丹羽 正地 OB-01

ヌ 布目 三夫 P165 
沼田 寛生 P162

ネ 根本 唯 P013, P128
ノ 野澤 秀倫 P142, P150 

野瀬 遵 OB-06 
野瀬 紹未 OC-07, P122 
野田 亜矢子 P104
野田 昌裕 P094 
野田 琢嗣 OA-07, OC-02
能登 文香 OE-03 
野中 咲葉 P130 
野見 亮人 P018
野宮 治人 OA-05 

ハ 橋澤(吉野) 寿紀 P056 
長谷川 美鳳 OD-12
秦 彩夏 F07, P099 
畑 邦彦 P044
畑瀬 淳 P104, P173 
蜂須賀 莉子 P044
服部 薫 F08, P047
花見 銀河 P124 
羽根田 貫行 P035
羽田 秀人 P110
羽布津 直人 P079, P134 
濱口 夏冴 F17
林 耕太 F19, P025 
林 航平 P097 
羽山 伸一 P081
葉山 久世 OC-07
原口 岳 OC-14, P049, P077
原田 裕生 P099
播磨 勇人 F17
半田 直人 F23
半谷 吾郎 OA-08, P109

ヒ 比嘉 克 OE-06 
東 哲平 OD-07, P172 
東谷 一熙 P015 
東出 大志 P132
樋口 尚子 P089 
久山 高平 P014 
日野 貴文 F01

平井 康昭 P004
平川 浩文 P093 
平川 亮太 P081
平口 裕梨 P158 
平塚 貴大 P149
平山 瑞紀 P021
飛龍 志津子 P018, P056
廣瀬 雅惠 P104 

フ 胡 宜峰 OB-14 
深澤 圭太 F02, F13, P099, P138 
福井 大 OB-12, OB-13, P018, P034, 

P062 
福江 佑子 P163 
福島 佳恵 P030 
福田 智一 P143
福永 健司 F17, P107, P102 
藤井 佐織 OD-10
藤井 妙子 OA-05
藤岡 慧明 P018
藤木 大介 P106, P114
藤田 菜穂 OB-04
藤田 志歩 P044, P109 
藤田 翔伍 P154 
藤谷 彰子 P018 
藤光 祐斗 F06
藤本 詩織 OC-02
藤本 竜輔 P002
藤原 一道 P064
藤原 由美子 OA-05
船坂 徳子 P083, P090, P095 
船津 沙月 P142 
古山 歩 P083, P090, P095 

ホ 星 典宏 P002
細井 栄嗣 OA-02, OD-09, OD-11 
細井 彩香 OE-04 
穂高 響 P044 
堀田 佳那 P155
堀 隼輔 P071
堀江 勇斗 P156 
堀本 高矩 F19
本田 剛 P129 
本田 剛章 P021
本堂 親紹 P076 

マ 前田 ひかり F19
前田 泰都 OA-13
牧 貴大 P018, P044, P109 
牧野 俊一 OD-10
正木 美佳 OD-03
正谷 達謄 P017, P051
益子 惇 P040
間島 唯 P038
増田 隆一 P016, P071, P136 
松浦 俊也 OA-03
松浦 友紀子 F08, P091
松尾 大輝 P149
松岡 廣繁 P083
松川 あおい OA-08
松島 野枝 P138
松田 一希 OA-08 

267



発表索引

氏名 発表番号 氏名 発表番号 
松野 仁胡 P124
松橋 珠子 OE-07
松林 尚志 P030, P080
松原 希 P026
松本 哲朗 OC-05, OD-14 
松本 悠貴 F01
松屋 純人 P149
松山 侑樹 OC-07
丸山 久美 P069
丸山 啓志 P083 
丸山 立一 P019

ミ 三浦 謙介 P105
三木 清雅 P097
三國 和輝 OB-01, P106 
水川 真希 P121
水野 竣介 P006 
溝端 菜穂子 OA-05
三井 夏紀 P129
三橋 亜紀 P009, P075
皆川 鈴音 OD-04
南 正人 P089
南野 一博 P045 
箕浦 千咲 P111
美延 睦美 P069
宮内 輝 OD-12
宮迫 怜央 OB-01
宮下 雅史 P112 
宮下 直 P050
宮本 湧大 P157
明主 光 F16, OD-04, P170 

ム 向 ひな胡 P087
村上 貴恵美 P115, P128
村上 麻美 P088
村上 隆広 P007 
村上 隆広 P037
村上 翔大 OD-05, P037
村田 遼大 P099
ムラノ 千恵 P133, P164 
村松 大補 P093
村山 美穂 P062

モ 望月 雄飛 P165
本川 雅治 F18, OB-13, OB-14 
本橋 篤 F20
森 あずさ OA-09 
森 健人 P094
森 大喜 OA-14
森 智基 OB-10, P105 
森口 紗千子 P081
森口 千晴 P079, P134 
森阪 匡通 P068
森田 航 OD-02
森部 絢嗣 OD-15, P026, P038, P048, 

P078, P088, P156, P166 
森光 由樹 F22, OB-08, P106 
森本 裕希子 P074

ヤ 八神 未千弘 P098 
八木 原風 OE-02, P068 
安井 萌実 P166 
安江 博 P104

安川 雅紀 F13
安田 雅俊 F21, OA-12 
栁川 洋二郎 P036
柳澤 俊一 F15
簗場 未来 P124
矢野 航 F06
山内 悦子 P062, P124
山内 貴義 OB-09, P137, P167 
山浦 歩 P091
山川 博美 OA-14
山口 祥太 P125
山口 泰典 OD-13 
山口 未花子 OD-15
山﨑 晃司 F14, P020, P036, P141, P128 
山澤 泰 P070 
山下 純平 P168 
山下 洋平 OC-15
山田 孝樹 P127
山田 文雄 P069 
山田 穂 P087
山田 雄作 P081
山中 淳之 OD-02 
山端 直人 F22, OB-05 
山村 織生 P047 
山本 桂子 OE-07
八代田 千鶴 F15, P121

ユ ゆーじぇん りあん OA-04
ヨ 横畑 泰志 P066, P070

横山 寛明 P066 
横山 真弓 F08, OA-10, OB-01, P012, 

P106 
横山 典子 P009, P021, P075 
吉岡 憲成 P077 
吉岡 明良 P138
吉田 さつき OB-04
吉田 雅貴 P002
吉田 海人 P058 
吉田 晴香 P065
吉原 佑 P014
吉見 裕子 P124
吉見 理子 P006
吉村 恒熙 OC-10 
吉村 真由 P032 
吉村 暢彦 P066
依田 憲 P018
淀 太我 P090
米澤 隆弘 P104

ラ ラ キン P036
リ 李 聡 OC-15 

柳 興鎭 OB-12 
ワ 若松 純一 P091

和久 大介 OC-12
早稲田 宏一 P123, P161 
和田 純奈 P146 
和田 昭彦 P047
渡部 俊太郎 P044
渡部 大介 OD-07
渡辺 元 P110
渡辺 伸一 OC-05, OD-14 
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氏名 発表番号 氏名 発表番号 
渡辺 明 P002
渡辺 茂樹 F17, P102, P107 
渡辺 鈴大 P016 
渡邊 華奈 OD-09, OD-11 
渡邉 学 P065
渡邉 稜也 P042
亘 悠哉 F02, OC-07, P050, P122 

A Abdul-Patah, Pazil OC-12 
 Abramov, Alexei P016, P071 
B BAEK, SEUNGYUN P020, P036, P141 
C Chimeddorj, Buyanaa OA-01, P113 
D Dangerfield, Emma P101 
 De Guia, Anna OD-05 
 Douangboubpha, Bounsavane F18 
F Frisman, Lyubov P037 
G García Molinos, Jorge P116 
 Gordo, Marcelo P093 
H Haider, Yasin OD-02 
 Hill, David OB-12 
K Kryukov, Alexey P037 
L Longuet, Morgane F23 
M Malim, Peter OA-08 
 Martinez, Quentin P120 

Md Nor, Shukor OC-12 
 Md-Zain, Badrul OC-12 
 Monakhov, Vladimir P037 
 Muhammad, Abdul-Latiff OC-12 
N Nguyen, Truong Son F18 
P Peeva, Stanislava P016, P071 
 Pei, Kurtis OA-04 
R Raichev, Evgeniy P016, P071 
 Ryu, Heungjin P096 
S SUHAIMI, Muhammad P109 
 Sun, Nick OA-04 
T Takikawa, Tetsutaro OB-12 
 Tangah, Joseph OA-08 
 Taylor, Fay OB-12, P096 
 Tuuga, Augustine OA-08 
U Uuganbayar, Munkhbat P113 
 Uugannbayar, Munkhbat OA-01 
V Väinölä, Risto P016, P071 
 Vincenot, Christian OB-12 

Vu, Kim Luong F18 
W Wu, Yi OB-14 
X Xayaphet, Vilakhan F18 
Y Yu, Wenhua OB-14 
Z Zedrosser, Andreas P020 

269



大会開催にあたり、以下の多くの方々にご協力を頂きました。お礼を申し上げ
ます。 

株式会社ハイク 
株式会社アイエスイー 
株式会社末松電子製作所 
株式会社ティンバーテック 
株式会社サーキットデザイン 
株式会社GISupply 
株式会社一成 
株式会社キュービック・アイ 
有限会社麻里府商事 
有限会社アウトバック 
Biologging Solutions Inc. 
Lotek Wireless Inc. 
竹森鐵工株式会社 
包み屋 

順不同です。敬称を略させて頂きます。 
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LTE





㈱末松電子製作所 

・





動物たちの未知を解き明かす、

確かなパートナー

小〜大型動物用GPS発信器

GLTシリーズ
高精度GPSにより、動物の現在位置をリアルタイムで把握
移動経路を詳細に記録し、行動パターンを分析可能
遠隔操作可能で、状況に応じた柔軟な運用を実現

187,000円（税込）〜

55,000円（税込）

ARIB STD-T99 電波法準拠

1g小型ビーコン発信器

LT-05
超軽量1gを実現、小型動物への負担を最小限に抑えます
麻酔銃の投薬器への装着も想定した設計

TEL.0263-82-1024  FAX.0263-82-1016 animal@tracking21.jp
399-8303 長野県安曇野市穂高7557-1 https://www.tracking21.jp/

10年の実績と老舗無線機器メーカーの技術が支える、信頼の動物用発信器

ただいま、開発中

小型動物, 軽量版タグ型

GLT-04シリーズ



学術センサーカメラの麻里府商事
＜第１回日本哺乳類学会功労賞受賞＞

-ともに在るこの地球を大切に- 麻里府商事は技術とアフターサービスで貢献します-

◇Ltl-Acornシリーズ
・標準画角から超広角までの多様な画角、高画質モデルまで用途に応じたラインナップ
・さらに向上した防水性能＋内部防湿処理で長期の野外設置にも安心
・正規輸入代理店だからこそ可能な責任あるアフターサービス

◇Fieldnoteシリーズ ・在庫完売、新型機開発の検討中ですが、修理点検は承ります。

◇安心のサポート体制

【重要なお知らせ】

新型コロナの状況によっては、事務所の
業務を一時的に縮小することがあります。
その際は商品発送に通常より時間を
いただく可能性があります。

（有）学術センサーカメラの麻里府商事

〒740-0022 山口県岩国市山手町1-9-17
TEL0827-22-8888 / FAX0827-22-8100
メール：marif@sensorcamera.jp
http://www.sensorcamera.jp/

◇画角55度の標準タイプ
/100度の広角タイプ

◇ノングロー940nm赤外線ライトで
夜間も撮影

◇一時水没にも耐える「IP68」規格
◇トリガータイム0.8秒
◇モニター内蔵型
◇単３型電池４～１２本使用

◇画角は106度/66度の２タイプ
◇夜間赤外線タイプ（９５０nm/850nm）

および夜間カラータイプ
◇防塵防水等級「IP68」
◇トリガータイムは0.6秒
◇専用アプリを介し、スマート

フォンをモニターとして利用
◇設定もスマートフォンから
◇カメラの状態を音声案内（日本語可）。

◇単3形電池４～12本で使用

☆スマホでコントロールする新世代機！ ☆フロントモニター採用の高画質機！

（中国 Zhuhai Ltl Acorn Electronics社製）

Ltl-6210PLUS シリーズ
（標準タイプ/広角タイプ）

Ltl-6630シリーズ

フルHD動画モデル

◇画角は130度/60度の２タイプ
◇夜間赤外線950nmタイプおよび

夜間カラータイプから選択
◇画角130度モデルは近接撮影

にも強い（レンズ前30㎝～）

◇防塵防水等級「IP68」
◇トリガータイム0.8秒
◇モニターはボディ前面に内蔵（開閉式）
◇単３形電池８本、または高容量の18650リチウムバッテリー

２本で稼働（※18650バッテリー6本仕様もあり）

ベストセラー機種がメーカー生産終了

単３形エネループ8本装着時

※弊社在庫のみとなります

Ltl-6210 Ultraシリーズ

最大3Kの動画撮影が可能

2024

近日中に
販売開始予定







クマ、シカ、サル等の追跡に使用されています。
メーカー例：FOLLOWIT / LOTEK / VECTRONIC
首輪はメーカー・代理店よりお買い求めください。

GPS首輪のイリジウム通信

Email: info@cubic-i.co.jp
WEB: http://www.cubic-i.co.jp

株式会社

キュービック・アイ

イリジウムSBD

サービス通信料金

初期費用 8,800円

月額料金 7,200円～

◆総務省の許認可（通信事業者登録・包括無線局免許）
を得て、2016年からイリジウム衛星データ通信の
サービスを提供

◆海外製品の国内電波法に準拠したご利用をサポート

Photo by Osaka Univ.



本 社
兵庫県加古川市上荘町薬栗27-1
TEL. 0 7 9 - 428 -0682
h t tp s : / /www. i s se i -e co . com
E -ma i l i s s e i@i s se i -e co . com

東京支店・九州支店

▷自然環境の調査・保全
水域・陸域生物調査、海域・漁場調査、環境影響評価、生活環境調査、データ解析、
GIS活用、希少種保全、外来種・鳥獣被害対策、野生動物管理、里山・自然の再生 など

人と自然をつなぐ。生物に学び、自然に還る。

We are the experts of 
natural environment 
support society in 
harmony with nature. 

▷プランニング・コンサルティング
政策・計画の策定支援、ビジョン実現への伴走支援、環境教育、広報、普及啓発、
世界遺産・国立公園の保護と利用、持続可能な観光の推進 など

▷自然と共生するソーシャルデザイン
人・動物・環境の健康、人獣共通感染症対策、持続可能な地域づくり など

▷研究成果の社会実装・商品開発
獣害対策器材（web AIゲートかぞえもんAir）、調査器材（ヤマネのお宿）など

ヤマネのお宿 ヤマネのお宿

No one can talk about 
nature unless you 
experience it. That is 
why we visit all kinds 
of places where nature 
is there.  

We visit sites, see with 
our own eyes, learn, 
and talk with 
communities to find 
true nature-related 
solutions. 

採 用情報掲載中





大会中、展示ブースでお待ちしております。 

くるみボタンを使って 
アクセサリーを制作販売してます。

kurumiya413@gmail.com 



無数の学術調査の機会
Countless Research Opportunities

当社の汎用性の高い LiteTrack GPS シリーズは、
あらゆる用途に適しています。 

LOTEK社の全てのGPS首輪とタグは日本への輸入と使
用が認めら れています。 

Our versatile LiteTrack GPS series is well suited for 
any number of study applications. 

All Lotek GPS collars and tags are approved for 
import and use in Japan.

info@lotek.com+1 905 836 6680 www.lotek.com

advancing wildlife science





日本哺乳類学会 2024 年度大会実行委員会 
大 会 ⻑  梶 光一（兵庫県森林動物研究センター） 
実行委員⻑ 横山真弓（兵庫県立大学） 

大会実行委員 以下、五十音順（2024 年 7 月現在） 
岸本真弓（野生動物保護管理事務所） 藏元武藏（野生動物保護管理事務所） 
栗山武夫（兵庫県立大学） 幸田良介（大阪府立環境農林水産総合研究所） 
杉浦秀樹（京都大学野生動物研究センター） 高木 俊（兵庫県立大学） 
藤木大介（兵庫県立大学） 本川雅治（京都大学総合博物館） 
森光由樹（兵庫県立大学） 山端直人（兵庫県立大学） 
⼋代田千鶴（森林総合研究所関⻄⽀所） 

日本哺乳類学会大会企画・将来構想委員会 
委 員 ⻑ 小坂井千夏（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構） 
副委員⻑ 斎藤昌幸（山形大学） 
委  員 
中島啓裕（日本大学） 和久大介（東京農業大学） 坂本信介（宮崎大学） 
池田 敬（信州大学） 東出大志（石川県立大学） 
⿊江美紗⼦（⻑野県環境保全研究所）   

2024 年 8 月 6 日発行 
編集 日本哺乳類学会大会企画・将来構想委員会 
発行 日本哺乳類学会 2024 年度大会実行委員会 
〒669-3842 兵庫県丹波市⻘垣町沢野 940 
兵庫県立大学自然・環境科学研究所 
E-mail: msj2024[at]wmi-hyogo.jp
＜at＞を@に変換してください
https://www.mammalogy.jp/conf/2024/index.html

本誌の著作権は、日本哺乳類学会に属します． 
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